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て

 

理

て

か

 

に

来

 

て

本
来

ら
俺

に
出
て

て

に

法

ら

 



  藍飼育因尾自防頬伏

 

物

 

 

て

か

 
連

演
習

て

に

一
人

気

参
 

に

は

中

太

忍

物

中

は
不
利

か

え

法

中

物

破

止

出
て

閉

上
手

え

太

忍

え
て

に
か
こ

に
か

外
に

出

て

え

て

に

か

 

か

二
人

に
一

外
に

出

て
か
ら

 

ら

一

論

時



 一、演習編

 

後
か
ら

二
人

は

苦

ら

鳴

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

に

か
ら

か

に

て

ら

彼

は

撃

は

か
ら

か
ら

中

太

忍

は

か

 
愛

倍

内

 

て

後
か
ら

に

 

中

は

か
ら

太

忍

は

方

太

か

て

こ
か
ら

流

は
止

ら

苦

苦

に

に

か

ら
自

身

法

は

か

自
分

て
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死

か
ら

一
時

我

え

根

て

は

に

法

に

に
は

 

離

か
ら

取

出

て

 

ら

か

は

本
来

伐
法
は

身

か

か
に

破

部

中
に

生

は

こ

か

こ
に

て

か

分
か

ら

ら

中

は

法

鳴

太

忍

は

図

ら

遠

に

要

か

て

か

て

て

鳴

え

か

こ

に
天
井

 

は
太

忍

本
来

方

法

に
目

か
ら
忍

忍

手

苦
無

て
迎
撃

て

こ
は

ら



 一、演習編

か

部

か

て

て

て

 

太

忍

は

て

か
ら

中

に
か

物
外

て

 
二
人

に

は

彼

法
は

動

身

か
ら

動

事

出
来

法

か
ら
対

に

事
無

撃

え
ら

に

系

手
に
有

法

連

て
は

彼

て

に

出

て
か

ら

員

理

 

に

か
ら

界
に

て

一
部

 

ら
は

業

得
物

て

か

は

に

ら

最
小

被
害

ら

て

 

こ

ら

か
に

出
来
は

 
目

連



  藍飼育因尾自防頬伏

能

に

て

は

に

 

て

上
手

か

 

一
人

に
か

て

演
習
に

は

え

は

二
人

に

出
て

一
人

か

こ

演
習

て
は
て

は

か

か

て

て

 

か

 

か

こ

に
か

に
か

 
俺

二
人

俺
に

 

流

は

目
に
は

二
人

 
俺
に

 

俺
に



 一、演習編

て

ら

か
ら

か

 

て

か
多
分

て

止

保

て
数
分

に
は

目

か

 
止

ら

部
位

て
止

か

か

事

集

ら

事
に

苦

生

に

て
こ

は

こ

分

ら

 

ら

方

か

 

身

か

て
死

身

ら
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ら

 

に
か

俺
に

人

て

二
人
は

に

一

は
取

ら

て

出

出

⻑

は

部
位

か
ら
こ

二
人
は
こ

演
習

死

は
 
は

 

演
習
に

か

て

て

 

 
一

て
こ

は

て

度

ら

か

 
流

は

か

ら
一

て

方
は
一

こ

 

て

俺

後

苦

に

二
人

は

て
は

ら

か

て

か

多
分

一
人



 一、演習編

多
分

か
絶
対

遠

法

要
に

場

来

 

か
ら

離

て

こ

は

 

て

か

 
一

外
に
出

 

座
に

分

に

か

え

 
二

目

三

目

四

五

え
て

 

は

 

か
に

え

に

に

て

こ
か
ら
出
て

来

酸

出
来

て

可
能防

御

頼

後

二
人

か

 

息

二
人
に

て

か



  藍飼育因尾自防頬伏

 
こ

班

俺

頼

ら
は

最

て

目

は

上
方

出
来

か
最

 
遠

法

は
こ

 
自
分

法

撃

に

時
間

要

場

に

て

身

は
自
身

安

に

保

て
か
ら

は
有

程
度
自
分

に

て

か

か

出

て

か

か
ら

場
合

多

ら

 

て

合

て

こ

は

天

に

時
に

防

法

一



 一、演習編

合

に

伸

は
食

ら

か

天

は

 

て

て

 

ら

か

に
て

に

に
は
一

は
新

合

か 

は
俺

え

程

円

に
立

 

え

酸

方

来

は

動

物

か

は

物

破

は

止

か
ら

に

撃
て

て
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ら

 

は

か
ら

て

は

て

方

 
こ

界
に

法

法

は
存

 

に
こ

俺

 

事
か

来

 

は

に

か

鳴

 
遠
方

上
方

 

に
目

か

ら

に

円

ら

て

 

こ
に

 

こ
に

来

天

 

物

は

か



 一、演習編

  
赤

羽

は

に

物

出

て

て
昏

に

え
て

 

ら
に

天

系

物
は

美

ら

酸

本
に

て

か

 
天

に
食

間
に

え

二
人

法
 
太

忍

は
一

直

に

天

内

頭

に

中

鳴

は

落

法

か
死

 

ら

て

酸

円

頼
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は

動

法

俺

に

ら

動

は

か
無
理

て

死

ら

最
後

 
こ

無
理

酸

落

て

て

多

は

方

て

ら

ら

て

ら

中

は

か

 

ら
に

は

気

無

太

忍

は

上
下

て  

間

死

に

ら

 
最
初
か
ら
死

方
法

取

身

鳴



 一、演習編

 
落

落

 

落

は

円

に

動

一
撃
は

ら

に

 

に

 
こ

ら

被
害
は

 

気

に

に

 

え

間

彼

は
天

上
に

 

腔
か
ら
頭

か

て

羽

か

て

地

落

に
か
ら

こ

て

ら
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中

 

か
ら

彼

か

て

 
死

に
死

か
ら

 
死
に

て

て

こ

は

可
哀

 

て

は

要

 

に

界

端

こ

天

に

て

最
中

ら
は

頼

 

中

 
俺
に
彼

最
後

最
後

彼

自
分

か

 

か

て

ら

初

か
ら
無
理



 一、演習編

 
彼

に

  

彼

は

中

中

出

俺

に

 
事

手

え

か

え

 
天

え
て

て

気

は

俺

 

本

に

界

 

に

 
俺

死

は

法

無

こ

界

苦

に

ら

苦

手

て

 

法

に

て

俺

死

こ

一
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中

太

忍

合
流

て
か
ら

こ

か
ら

て

安
直

か

身
中

法

は

ら

安
直

て

は
疎
外

え

  

二
人

気

て

て

て

て

え

て

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
登
場
人
物

 

班

 

 

法

 

 

 

 



 一、演習編

 

 

鳴

 

 

 

 

 

縁
 

動

 

 

 

死
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舞
判
杏
鳶
否
太
掬
伏
絵
鰤
寝
具
阿
伏

 

法

生
に
は
多

時
間

か
か

死

に

は

場

生

て

て

ら

場

法

か

に

一

安

字

安
ら
か
に

て

ら

時
間

は

か

か

 

え

演
習

一

目
は

に

て

て

物

伐

最
初
か
ら

は

て

て

は

え

事

介

に
物
理

難

て

は

て

遠

か
ら

俺

こ

は

時
間
は
か
か

 

こ

平

班

連

上

て

ら

か

に

程

て

 
天

こ

て

か

か

は

か

は

物

出
て

事
は
織

演
習

本
来
は



 一、演習編

外
に
出

て
遠

て

に
襲

か

て

て

時
に

連

か

阿

二
人

一
人

に

無

に

て

 
こ

ら

害

て
は
死

二

一

武

止

二

 

天

ら

は

十
分

は

は

は

え

中

は
動
か

に
対

て
は

天

に
は

二
人

俺

は
天

に
は

ら

か

 

割
合
十
二
分
に

死

二

え
ら

は

は

俺

こ

て

か

て

歩

か

に

は

て
無

か
ら



  舞判杏鳶否太掬伏絵鰤寝具阿伏

は

て

四

五

て
ら

 

演
習
中

 

一

⺠
に

立
て

人

物
か
ら
取

て

 

て

時
間
は

て

 

か

 

か

か

楽
に

は

て
苦

か

か

 

外

は

か

か

事
に

 

て

か

て

か

事



 一、演習編

皆

 

ら

生

に

か

武

は

か

武
か

て

分

ら

 

中

に

て

に

一
気
に

下

 

こ
に

は
亜

間

上

法

に

間

亜

間

か
に

こ

は
十
分

か

は
 
班
⻑
は

て

ら

 
俺

は

演
習
場

か
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
来

か

は

一

目

は
死

二

害

出

天

一

に

十
分

 

に

気

 
二
人

こ

に

て

死

二
人

は

に

か
え

場

は

に

地

こ
に

巣

て

人
間
に

立
て

人

は

に

は
人

破

部
位

目

か

か



 一、演習編

人

て

か

人

時
間
は

度

演
習

時

同

こ

意

か一

か

は
一

演
習
に

か
え

か

て

理

て

上

か

地

巣

て

か

ら

か

手

は

事

て

時
間

ら

か

 
は

運

頼

て

撃
は

 

か

て
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に

 

中

太

忍

は
遠

か

活

て

ら

は
可
能

 
一

に

て

え

後

 

道

は

根

は

え

え

ら

 

は

え

中

太

忍

は

か

方

気
に

ら

かこ
は

て

明

気
は

か

て

 

こ

班

は
こ

 

法

中
に
は

要
は

に

に

 

法

は

内



 一、演習編

上

ら

は

て

か
ら

気

は

か
ら

 

上

ら

は

上
は

能

は
巣

て

て

こ

は
最
低
二

上

最

五

六
は

か

度
は

て

こ

は
理

て

間

て

に

は

ら

か

て
襲

か

て

事

は

か
ら

地

対

は
地
中
に

て

に

て

出

か

 

は

こ

鳴
は
不

に

可
能

人

え

ら

五

六

場
合
に

出

可
能

て

字

深

に

て

物

地
中
に
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息

て

食

か
ら

地

に

に

地

 

か
ら
最

六

に
気

か

員

て

て
こ

得

は

は

俺

法

か

動

微

自

界
に
は

こ

え

動

は

ら
に
外

気
取
ら

に

か

ら

一
番

は

地
に

か

て
照

御

字

一

二

は

こ

に

取

て

ら

は

撃

て

は

か

は

に

 



 一、演習編

 
こ

は

連

ら

⺠

 

に

要
は

は
か
に

て

ら

に
人

取

一
番
か

に
は

て

ら

論
太

忍

は
俺

て

 

こ

一
番

一
番
被
害

出

法

 

か

 

に

六

て

 

 

に

か
か

か

 

は

 

て

鳴
に

て

中

ら
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
俺

地

に

時

こ
に

は

か

 

て

え

て

ら

に

来

て

て
俺

に
合
流

は

 

こ

か

四

五

て
ら

人

最
優

人

え
え

こ

は

は

 

に
気

取
ら

て

内
に

に
か

て
人

 

は
割
合
俺

に
理



 一、演習編

 

か
ら

て

て
は

方

合
理

は

て

 
実

座

⺠

時

対

法

て
習

は

一

人

て

に
気

ら

は

捨
て
て

⺠

優

⺠

は
一

法

は
無

に

 

こ

 
泥
に

か

て

動

 

こ

地

土

ら

こ

に
気
取
ら

 

は

優

捨
て
て

 

一
人

て

 

は
後

生

 

か

は

ら

て

一

 

俺

班
内
に

冷

動

撃

は

て

こ

ら
に
来
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場
合

死

可
能

は
理

て

か

 
理

て

か

て

 

て

に

て

に
か
こ

に
か

出

て
一
目

に

ら

ら

て

頼

 

ら

か

ら

 
俺
は
死
に

死

死

人

は

 

 
理

て

に

本
気

て

か

は

か
ら

 

事

て

 
こ

ら

能

は

に

に
落

か

て



 一、演習編

か

時
間

無

て

は

に

に

に
は
同
意

意
に

間

に

て
自

分

は

得

自
分

て

意

理

て

は
自

方

か

 

ら

は

て

か

 

て

得

に

こ

死

て

人

取

に

地

泥

中
に
は
多

巣
に
は

か

て

人

位
置

判

て

中

取

に

か

は
か
に

は
無
理

は

死

泥

中

て

に
死
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方

て

ら

は

止

て
死

は

死

生

て

に

立
て
直

に
合
流

に
来

理

は
一

自
分

最
後

ら
は
こ

に
来

か

ら

 

に
か

 

て

て

か
は

ら

⻑

は

 

出

方

理

は

に

か

か
ら

俺

に

て

不

て

て

て

俺

に

え

こ

は

て

て
こ

方

て
事

 

こ

 

不

要

得

か

出
に
同
意



 一、演習編

意

二
人
は

て

て

一

目

動

は

頼

か

 
三
方

方

後
方

集

動
は

可
能

可
能

て

え

最

時
は
物

動

撃

出

 

地
に

か

て

出

 

上
に

手

目

て

集
中

 
俺

一
本

は

こ

か
ら

か
ら

ら
か

え

て

は

 

下

手

水

に

間

地

に

上

か
ら

気
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に 
太

忍

時

方

 

中
に

ら

直

か

か
ら

こ

て
ら

 

ら

は

は

蛇

か

か

こ
に

か

て
太

忍

照

天

頭

程
度

て
こ

は

は

実
に

身

に

泥

に

か

か

か

て

は

は

て
事

 

中
に

は

に
は
時
間

か
か

 

か

中

巣
に

か

て

鳴

頼

人

こ
に
人

は
無

 



 一、演習編

 

ら

 

は
無

多
分

 

か

て

俺

演
習

方

取  

雲

無

に

出

紫

音

立
て
て

落

 
一

音

方

か
こ

離

ら

係

音

同
時
に

巣

  

て

 

か
ら

平

に

水

十

に

身

立

上

 
太

忍

頼

か

に

出

は

は

え

て
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自
ら

二

に

て

か
ら

取

出

亜

間

か
え

か
ら

こ

事

 

は

俺

法

頭

自

久

は

に

て
天

地

殊

は
人

に

ら

 

こ
に

は

に

え

法

こ

本
来
は

て

に

法

て

こ

目
に

に

て

に

 

ら

 
撃

は

地
に

か

て

ら

 

は

に
落

て



 一、演習編

 
愚
直
に

直

四

 

ら

俺

ら

に

て

死

能

は

字

死

え

害
物

え

え

小

て

泥

中

ら

 

に
来

俺

に

て

に
は

一
応

法

 

死

こ

五

 

一
本

図

手

死

は

え
 
一

 

鳴

無

一

て

中

地
中
に
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直
下
に

動

か

て

 

か

に

上

て

字

 

一

襲

地

自
ら

外

か
ら
破

動

に
は

ら

か

に
二

地

か
ら

出

 

内

一

に
は

に

中

太

忍

 

は

一

照

法

 
照

中
に

方

え
ら

 

て

は

て

 

て

割

上

地

落

 

に
絶

て

か
ら

出
て

は
下

身

か

中

ら

に

は
目

て

ら



 一、演習編

場
合

 
地
上
に
出
て

一

方

対

ら

頭

部

て

無
数

手

腔
か
ら

程
度

離

内

に

か
ら

動

絶

こ

七

 

は

こ

こ

 

か
ら
一

 

字
に

は

か
ら

破
ら

は

こ

 

て

こ

ら

合
流

て

 

 

か

亜

間

に

か

か

 

に

か

に

て
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え

 

法

は

編

て

 

か
ら

ら

に

て

 

か

無

か

は

無

ら

内

中
に

手

て

て

か

多
分

に

え

に

要

て

て
は
安

に

ら

事

て

か

か

て

取
ら

程

 
こ

八

 

二

こ

か

伏

て

俺

度

に



 一、演習編

子

死

て

負

は

 

度
に

ら

て
こ
ら

は

え

え

に

物

 

 

に
息

止

て

て

ら

て

か

て

か
ら

頼
は

て
え

は

え
え

人

て

 

同
時

 

に

伏

て

二

天

上

ら

 

身

て

て

て

て

 
防
御
頼

 

二

度

出

 
こ

ら

に
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  
被
害
は

て

 

動

間
に
合

撃
自

は
こ

ら
に

て
は

 
流

に
こ

は

気

か

 

に

は
絶

て

多
分

ら

時

絶

て

動

か
ら



 一、演習編

俺

に

か
か

 

か
ら

出
て

時

同

ら

に
は

か

こ

は

分

て

液

出
て

か

人

に

て

手

に
取

て

て

て

巣

中
に
人

無

事
に
気

時
に
は

て
人

か
ら
気

取

間
に
か

後
に

に
羽

に

て

泥

中

連

人

に
か
こ

に
か

て

内

に

に
食

ら

て

て

鳴
は

か

え
え

 

後

か
ら

か

ら

て

  

て
こ

場
合

は
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人

に

か

は

に

か

は

に

か

動

て

か

こ

三

は

物

生

因

か

は

は

に
人

て

こ

事

か

意

か
は
こ

て

無

要

は

能

破

法
は

え

 

自

 
俺

対

に

事

手

法

 

て

物

一
種

か

死

か
ら

死

 

は

て
俺

人

に

か



 一、演習編

 

て

動

俺

て

同

に

て

て

え

運

は

は
後

取

手

出
来

度

動

は

三
人
は

か

時

に

て

場
合
は
下

て

て

え

 

に
は
こ

苦
無

出
来

中

は
下

て
て

て

一
応

に

て

一

ら

は
撃
て

に

て

 

は

 

に

に

俺

こ

手

え

え
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実

に

撃

か

は

は
運

に

か

頼

は
 

は

て

 

こ

に

に

て

え

か

て

か
ら

は

 

子

か

こ

に

は

か
ら

 
目

は
中

に

人

 

て

か

て

か

は

場
に

動
か

ら

都
合

か

 

間

俺

は
人

後

に

 

流

一

人

て



 一、演習編

離

 

て
音

て

俺

間

歪

こ

ら
に

に

て

歪

て

は

に

に

亜

間

て

中

移
動

こ

こ

に

は

撃

止

に

て

か

え

方
こ

は

え
直

て

二
人

来

 

て

 
泥

か

か

て

防

は

て

か
ら
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え
てか

て

か

同

こ

え
え

度
は

に

ら

人

後

取

て

え
て

怖

は

手

迎
撃

え
て

場
合

に

は
安

て

か
集
中

て

法

か

 
泥

最
初
は

か

小

に

て

ら

動
は
流

一

こ

は

は
難

か

て

え
て

に

 

こ

気

か

か

度
こ

に

集
中

は

身

経

動

は
十
二
分
に

は

 

か
ら



 一、演習編

こ
こ

 

か

人

に

動

は

死

 

人

は

に

て
落

て

 

は

俺

同

 
自

落
下

 
俺

え

手
に

は

 

対

対

は

 
彼

は
俺

て

 

身
に

泥

食
ら

 

中
か
ら
下

身
に
か

て

に

取
ら
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液

身

保

こ

一
目

 

落

て

地

に

 
落

て

 
落

て

中

苦

に

手
に

死
に

か
ら

て

 
落

て

 

 
地

離
は

数

 

こ

 

俺
は

 
俺
は

 
彼

 



 一、演習編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  有迷伸炙途方琉度班図 蝙蝠有侠

 

有
迷
伸
炙
途
方
琉
度
班
図
蝙
蝠
有
侠

 
平
和

 

⻑
に

ら

て

気

 

気

か

気

は

 

は

論

ら

に

場

に

か

界
に

か

ら

間
に
は

か

て

は

か

彼

は
身

て

か
ら

  

法

育

に
は

か

か

修

場

か

部

造

て

事

割
合



 一、演習編

て

 

は
同

に

出

に
は

て

に
一
人

は

ら

分

て

は
同

ら
こ
こ
最

に

か

会

無

同

に

縁
に

て

最
中

 

に

物

に

て

絵
に

に

美
人

応

に

か

て

か

気

に

ら
は
二
人

会

に

え

こ
に

て

か

て
て

か
に

は

て

後

意

は
自

落
下

て
人

演
習

項
目

人

て

て
百

演
習

は

難

て

一
応

人

に

て

事
は

て

か

後

ら

多

は

ら

て
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難

我

死

一
部

か

か

に

に

に

に
は

ら

か
本

に
愛

か

て

か

に

か

彼

は
優

か
ら

  
数
か

に
こ

に

て

死

法

 

区
分
は

に

能

え

に

か

法

有

三
倍

ら

は

 

は
彼

に

て

 

縁

は

て

 
彼

は
優

 

に

我

死

こ

ら

ら

遠

に

て

時
間

か
か

て

方
法

取

事
は

か
ら

か
死

事

は

苦

ら

ら

我

ら

自
分

に



 一、演習編

 

法

に

て
か
ら

こ

は
初

て

 

法

は

こ

こ

え
ら

事

自
ら

理

て

法

は

⺠

て
死

か

ら
死

要
は
無

え

我

例
え

歩

程

か

事

え
出
来

程

か

我

負

て

 
死

 

か
ら

法

は

に

得

か

場

は

最
上

動

は

動

か

は

は

こ

て

え
ら

か

か
は

は
人

は

に
か

人

に

て

死

上

は

ら

て

に

は

気

か

 

に

自
身

ら

て

一

無

て

動

に

は
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事

か

彼

か
ら

自
身

動

無

に

に
負

て

に

て

優

彼

に

て

は

は

 

て

て

合

に

こ

は
時
間

か

え

は

に
頼

事

て

か

て

か

て

ら

か

 

渡

 

に

は

員

 

に

て

か

 

ら

に
は

は

か

か

度

て

か

に

業

 

て
は

か

媒



 一、演習編

か

に
取

て

要
ら

要
ら

は

七

は
無

は

人

 

は

ら

こ
に

か

て

 

か

に

か

こ

え

物
劇

か

か

動
に

 

合

え

は

意

か
ら

意
は

か

か

方

に

に

か

 
一

え

は

日

は
平
和

こ

ら

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

一
部

か

部

て

は
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深

息

て

 

か
に

気

て

て

は
事
実

理

て

か

て

部
分
は

て

か

 

え

気

理

二
人

は

か

法

は

理

て

ら
え

理

て

て

こ

か

は
俺

か

か

 

俺

こ

に

て

え
ては

か

て

 
上

手
に

否

は

中

 

ら
か

直
に

 

法

育

は

家
防

は

生

ら

て

て

人

事
に
は

ら



 一、演習編

上

は
絶
対

上

に

ら

俺

 

か

て

ら
か

手

 

て

ら

に
は

上

手

か
ら
に

目

て

て

法

ら

法

烈

烈

法

は
対

に

え

て

能

手

え

物

ら

実
に

ら

苦

え
ら

ら

か

遠

法

こ

に

か

ら

有
能

か
ら

能

ら

止

に

て

方

 
俺

烈

か
ら

て

え

は
絶
対

え
て

て

て

に

て

か
ら

こ

ら
に

て

は
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来
 

て

か

か
ｗ
ｈ
ｙ

か

は

て

か

 

否

ら

来

怖

 

か
ら

に

て

 

塔

は

塔

は

塔
に

て

員

塔

修

場

塔

て
生
徒

立

事

ら

塔
に
来

 

気
漂

塔

こ

か

流

か

 

か

法

は
目
に

え

て

え
て

て
事

に

怖

ら

え

は

か
ら

直
に

て
こ

か



 一、演習編

 

は

か

 

か

気

 

に

て

目

て
に
遠

法
か

ら

は

に

多

分

程

⻑

か

は

は

に
立

ら
に
は

法

 

事

塔

外

は

て

て
中
は

か

か

院

 
実

院

か

か

は

に

絶

か

は
不

介
に

こ

多
か

こ
こ

 

こ

 
部

て

は

場

休

て

か
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に

か

ら

場

に

区

ら

場

ら
目

地
は

こ
ら

 
座

に

て

て
座

 
対

に

座

 

か

か

二は一

は

に

て

一

は

に

て

は

て

後

は

て

は

て

か

  

連

て
来
ら

て

こ

て

て



 一、演習編

 

 

 

か

ら

 
こ

界

は

か

界

は

は
経

富

か
ら

 

ら

に

こ

は

に

こ

俺
に

て

理

一

か
ら

か
目
に

か

ら

程
度
か

え

か
ら

か

に
後

に

に

か
ら

か

上

ら

え
て

て

こ

は

て

か
ら

に

え

方
に

法

事
は

は

は

に

て

  

事

て

は

か

て

に

は
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後

論
か
ら

て

手

 
え

 

俺

か

頼

 

か

頼

て

 

 

法

ら
死

か
ら

か
一

⺠

 

 

て

 
俺

最
初
に
習

一

⺠
に

て

法

事
は

 

て

か
俺

て

こ

院

て

頼

は

か
場

頼

は

物

え
方

て

か

は

か



 一、演習編

 

か

て
こ

人
天

か

 

に
生
徒

手
に

か

人

判

こ

程

て

は

に

新

に

か
ら
か

経

て

気

意

に

  

て

手

頼

ら

て

て

に
は

法

ら

方

法

は
⻑

に
実

は

か

こ

は

か

は

は

て

て

か
ら

頼

て

ら

か

て

事
は
無
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え
え

論

て

 
図

図

て

は

 
え

要

に

に

法

に

て

⻑

止

て

に
は

は

目

ら

か

 

法

に

か
ら

目

に
は
か

離

に

て

か
ら

え

て

て

 

理

て

人
死
に

死
は

物

に

て

間
に

手

て

ら

係

法

は

法
は

手

苦

藤

間

え

得

最

法

に

法

中

優



 一、演習編

法

え
に

て

気

か

て

は

か
ら

こ

頼

て
は

ら
え

 

に

人

こ

人

気

程
度

ら

 

印
は

て
か
ら

て

間

死

我

端
に

法

間

か

方
法

取

法

演
習

実

下

て

一

気
に

に

異
端
に

て

深

法

て

人

に
か

は

法

ら
本
来
人
間

て

理

に

有

存

事
は
分
か

て

こ
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本
来
人
間

て

理

に

て

 

か

て

か

 
こ

人

法

か

て

死

て

事

て

数

は

は

に

法

は

え

て

こ

地
位
は

に

て
得

地
位

え
†

は
止

法

は
こ

は

に

場
に

て

Ｓ

か

か

て

場

劇

夢

幻

て

自
ら

班
員

て
食

物
自

は



 一、演習編

得

時

程

ら

に

一
人

に

手

一
本

噛

千

ら

下

身
か
ら
小

に

て
頭
部

具
合

四
人

子

目

班
員

一
人

劇

法

手

死

間

に

物

内
か
ら

ら

こ

て
事

得

方

は

か

物
は

は

か
ら

て

自
分
は

に

か

判

怖

死

怖

て

自

か
ら
出
て
来

時
に

理

間

死

は

間

て

は

怖

 
怖

  

俺

は

 

間

死

は
怖

間

は
怖

え
生

か

て
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て

は

苦

に

は

こ

て

ら

え

は

 
怖

 
か
ら

気

は
分
か

実

演
習

間

か

に

立
て

気

死

能

に

程

ら

苦

に

間
に

気

部

か

か

に

 

て

生

は

 

生
徒

事

て
て

て

て
動

て

は

理
に

法

迷

こ

て

苦

に

間
に
死



 一、演習編

に

間
に
自
分

て

こ

ら

て

事

法
は
存

法
は

死

え

同

て

え

間

苦

か
ら

に

て

間
は

か
ら
安

は

は
異
端

て

は
こ

に

て

地
位

て

有

て

て

間

は

手
か
ら

は

て
異

は

は

て

は

優

は
 

こ

人

に

か

 

え

ら

来

に

来
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一

に

て

 

度

か

かこ

こ

優

深

て

て

て

こ

方
は

て

て

か
ら

こ

は

は

道

外

て

は

に

場

か
ら

掬

上

て

時
に
は

は
深

て

て

は

か

ら

に

似

事

か

か

目
に

て

理

て

人

て

か

分

か
え
は
取

気



 一、演習編

 

 

 

理

て

理

か

て
て

 
こ

上

事

か

て

て

は

て

度
て

ら

方

て
こ

部

に
案
内

ら

 

か

 

か

て
て

て

て
こ

は

は
 

に

ら

 

は

俺

ら
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  
こ
こ

て

部

か

か

 

は
か
か

て

中
か
ら
物
音

寝
て

か

は
 

度

上

 

に

か
ら

手

て

か

て

か

て

  

て

目
に法

は

糸

て

に

て

糸



 一、演習編

出

事

出
来

ら

自

防

え

こ

て

 

法

中
に
は

に

遠

に

分

ら

か

殊

法

て

要
は
自
身

遠

か

出

生
物
に
似

か

生

出

法

事

自
立

て

出

鼠

か

対

に

て

に

生

か

 

殊

法
は

死

法
に

 

か
ら

死

 

法
は

法

一
部

 

法

死

法

死

か
ら

遠

中
間

殊

て

こ

優
位

保
て

て

か
ら

 

こ

糸

殊
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か
ら

死

中

死

て

て

 

て

間

死

は

て

は

て

場
に

て

か
無

こ

に

こ

渡

 

端

 
渡

取

 

は

ら

に
一
人

 

こ

に

か

は

 

こ
に

初

て

て

方

て

て

方

は

ら

は

最

に

法



 一、演習編

得

存

 

て

 
は

は

は

 

は

は
え

気

理

時
間

間

 

は

に

 

か

こ

に
閉

ら

て

て

我

界
 
自
分

閉

こ

か

か

御

か

自
分

法

に

 

か

こ

は

Ｓ

時
に

理
は

糸

は
中

に

久

法

出

か

か
ら

外
部
か
ら
は
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自
身

手

て

に

か

て

 

に

手

て

 

間

は

て

最
後
に
は

手

て

こ

に

て

糸

は

撃
に

て

防
御
に

て

に

法

途

自

は

出
来
て

か
ら

は

こ

手

に
は
存

撃

か

か

⻘

に
本
気

撃

ら

無

多

は

に

糸

ら

法

 

こ

糸

に
は

物

絶

意

に

て

ら

は

因
か

こ

は

班
員
に

か

て

場
に

に

一
度

て

か

Ｓ

は



 一、演習編

 

は

難

か
ら

か
ら
は

間

出
来

か

方
法

取

え

に

て

て

に
は

無
理

判

 

て

に

気

て

間
に

て

は
 

か

 

事

え

法

え

ら

場

て

出

方

え

は

 

は

本

に

場
に

ら

て

ら
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は
は

難

は

こ

法

方

糸

方

事

か

て

は

場
に

は

理

中
に
は

時

絶

て

は

に

て

は
一

人

は

か

て

て

て

 

え

は

は

て

子

立
場

て

は

意

 

意
得

間

て

て

方

は

て

て

時

に

か
ら

出
て

て

か

は



 一、演習編

は

間

て

中
に
は

 

か

か

か
ら

て

日

日
自
分

来
て

か

無

理
は

は
間

て

て
気

え

苦

自
分

苦

て

自
分

は

日

て

自
分

は

て

か
ら

は

理

て
こ

に

て
出
て

こ

は
安

落

自
分
は

は

て

え

か
ら
苦

か
ら

 

か

 

気

自
分

事

手

 

場

て

自
分

人
に
は
身
内
に
は
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出
来

平
和

て

 

は

か

て

独

て

理

て

 

は

は

ら

 
俺

 

時

手
に
死
に

か
ら

て

初

て

自
ら

て

俺

自
分
自
身

て

自
分

に

に

 

て

ら

て

理

て

ら

て 
無
理

は

我

か

か
ら

か

事

は

か

て

は

か

苦

て
苦

て

ら

怖

て
怖

て

ら

方



 一、演習編

に
は

休
養

要

本

意

理

理

ら

え

時
に
出

法

て

本

に
落

ら

ら

時

に

て

法

て

は

か
ら

   

か
ら

安

は

ら

か

に

ら

死
に

か

死

ら

自
死

可
能

は

て

て

一
度

て

て

自

時
間

ら

か
ら

て
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て
歩

て

て

動

え

立

止

て
自
分

て
無
理

は
無
理

て
割

て

こ

は

て

え

ら

は

 

は

は

場

怖

法

こ

十

本

に

時
間

て

度
自
身

に

て

は

て

判

て
は

ら

は

か

 

て

こ

か
ら
は

会

か

 
邪

は

か

え

端

に
置

て

てこ
に

出

は

ら

法

撃



 一、演習編

こ
こ
に

 

か
は

て

は
初

て

 

か

て

こ

か
ら
は

動

こ
に

ら
場

か

 

は意

は

か

か
ら

は

か

か

  

に
会

に
来
て

ら

は

て

か

は

事

こ

地

場

て
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気

か

可
愛
ら

 

て

 

間

気

て

 
こ

こ

 
こ

烈

か

か
ら
か

こ

は

子

は

に

か

ら

て

か
ら

会

に
来

会

に
来

て

か

 

論

は

か
ら

は

 

は

て

こ

て

 

は
微

 

合

か

日

て

判

て

か



 一、演習編

判

か
ら

 

に
こ

界
に

は

無

か
は

は

に

法

来

 

は

 

て

端

 

動

え

こ

え

こ

端

は

か

 

可
能

遠
征
に

て

ら

か

は

   
目

に

出
て

休

ら

 

⻑

時
間

事

え

は

か
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か

て

⻑

て

は

か

 

か
ら

か

 

て

か

て

合

か

か
ら

夜

こ
こ
に

か座て

 

に
か
休

て

ら

 
座

て

出

て
こ

に

事
か

て

ら

て

て

は

俺
に
は
こ

え

か

 
俺

て

頼

て
は

業

時

塔

外

上

て



 一、演習編

て

か
て

 

美

 

美

こ

て

院

か
食

ら

俺
こ

買

日

に

に

に

て

に
物

てに

目

に

て

は

は

か
に

  

論

は

ら

か

 

に

か

こ

美

 

て

 

に
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に

か

事

は

か
ら

事

美

か

て

か
ら

か

か

一
撃

破

は

縁

事

目

に

か

 

は
案
外

人

係

こ

に
は
介

て
こ

か
ら

か

生

ら

に

対

取

こ

場
合

は

業

て

こ

に

に
来

ら

時

て

て

こ

て

ら

か

 

時

に

度

ら
か

手

に



 一、演習編

事

て

端

頼

内

え

て

か

直

に

え

彼

て

か

え
て

日

演
習

内

は

方

て

 
美

食

ら

 

人

に

て

て
俺

て

か

俺

人
に

直

て

ら

は

三
割

ら

は

こ

か

て

こ
か

て

ら

て

理

て

自
分

か

て

三
割

か

は

は

論

は

後

身

地

に
落

ら

苦

て

落
下

最
中

え
苦

死

死
に
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最

判

は

中

は

こ

上

苦

負

気

こ
か
に
は

は

て

死

中
か
ら
下

身

部

て

か

て

て

奇

て

ら

に
は

死

は

 

時

 

は

手
に
死
に

か
ら

て

俺

死

間
に

て

て

て

か
ら

 

こ

 

て
俺

は

こ

は
三
割

理

四
割
は

初

て

に
有

は
班
員

死

数
は

ら



 一、演習編

初

て
自
分
か
ら

て

て

て

に

彼

こ

上
苦

て

て

に

理

論

一
番

て

方
法

て

死

に

に

程
度

て

か

理

か

は
一
時

に

流

て

て

て
我

て

一

軽

え

ら

に
は

程
度

て

に

て

死

間
に

事
は

て

か

人

に

は

 
自
分

意

こ

  

後
か
ら

ら

に
音

て

て

後

取
ら

ら

に

か

て

に

て

て

出
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に

人

て

て

は

人

害

事

て

か

て

は

は

は

深

死

て

て

は

理

て

法

は

理

は

え

方

は

ら

ら

ら

て
生

て

 

か

息

頬

 

中
に

か

は
邪

気

は

人

 

時

 

に
冷

て

か

俺

離

か 

上

て

上

て

て

は

皆

理

に

は



 一、演習編

難

か

時

自
身

え

は

に

独

本

に

は

に

て

て

自

人

は

に

か
ら

上
に

て

て

  

は

て

て

度

上

に

負

て

て

に

自
身

て

て

は

て

か
ら

否

度

て

は
優

方

ら

こ

に

  

こ

て

こ

て

は

か
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こ

か
ら

に
は

ら

  
自
分

下

下

子
に

て

頼
か
ら
は

て

て

て

に

自
分
か
ら

て

て

ら

か
ら

て

て

て

て

て

か
ら
苦

か
ら

か

ら

て

て

て

死

か
ら

に

て

無
理

か

こ

か
ら
は

か

て

か
ら
苦

か
ら

て

て

我

一
番

は



 一、演習編

て

 

か

て

こ

 

法

て
こ

ら

て

  

俺

は

物
に

ら

ら

方

方

に

ら

方

俺

 

に

こ

一

て食

美

か
ら

に

え

に
独

に

え

え

え

は

は



  有迷伸炙途方琉度班図 蝙蝠有侠

  

に

気
出

 

新

に

に

か

か

か

か

こ
こ

か
ら

て
来

こ

本

に
美

こ

て

に

は

て
は

え
か

か

気
は

子

に
は

か

て

上

食

て

か

ら

意

分
か

て



 一、演習編

 

こ

 

日
は

日
一
日
は

場

日

中

 

平
和

日

こ

 

日
こ

ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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 二、襲撃編

 
二

襲
撃
編

 

伏
理
伊
豆
律
寸
外
間
疣
椅
子

 

法

本
業
は

業

は

防
に

 

家
防

⺟

Ｎ

俺

生

て
皆

生

て

事

上

に

て
は

理

は

て

ら

家

ら

か
ら

 

要

か

に

か

は

実
は

に

て

か

こ

に

か

て

法

は

防

要

生

本

一
番
に

て

え
に

 

か

て
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え

 

襲

て

は

襲

て

上

か

字

死

気

死

は

こ
は

に

手

二

は

に
死
に

こ

ら

害

軽
微

死

一
人

無

我
人

ら

 
俺

は

こ

に

は

法

 

同

 
五

塔

内
一
方
か
ら

物

て

ら

に
防

方

遠
征
出
来

本

に

間
に

手

物

こ

来

防

に

て
て
俺

て

集

て
対

て



 二、襲撃編

 

塔

物

本
は

端

可
能

外

遠
征

か

か
は

ら

て
か
ら

か
ら

に

て

か

て

か

 
一
応

事

は

 

て

意

は

に

に

え

か

か

て

物

て

か

か

 

物

は

か

天

に

本
は

対

係
に

物

物

物

に

て

か

 

か
ら

は

か

か
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塔

に

物

は

種

て

中
に
は

食

係
に

て

ら

人

徒

は

か
ら

得

に

て
は
多
分

に

て

か

て

て

物

物
か

頭

に

て

こ

こ

は

一

こ

に

か
ら

え

 

て

は

て

 

は
来

か

意

無
か

意
え

種

こ

て

に

自

手

遠

取



 二、襲撃編

自
分

に

て

⻑

て

法

は

物

か

て

方
は

自
分

食

て

ら

か
に

は

は

本

は

は

無
か

意

か

食
本
能

 
食

て
気

無

に

え

か

人
間

気

ら

て

は

方

来

 

物

て

は
一

 

か
ら

死

は

に

 

は

か

て

気

か
ら
こ

法

我
無

え
ら

本
来
は

得

無

は

多
か

か

負

は

物

物

無

て

俺
に

能

か

に

気

無
か

か



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 

か

え
ら

に

て

て

か

本

は

に

気

意

か

に

割

こ

は
難

遠

征
に

て

て
は

上

塔
か
ら
は

物

て
は

上

は

え
て

に
対
応

か

本

こ

ら
に
来

か

 

は

こ

ら

に

え
て

直

こ

ら

防

は
十
分

か

か

一
人

は
無

か

は

は

場

に

一

て



 二、襲撃編

か
は
流

に
無
理

一
人

ら

て

は
無

  

人

 

か

自
分
は
動

か
ら

本

に
気
に

ら

て

て

こ

頼

て

か

俺

 

一
人
連

て

て

は

て

 

に

ら

て

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 

ら

下
方

か

中

根

上

俺

て

は
俺

こ
は

に

か

数

て

に

分

⻑

離

て

気

否

気
は

出
来

集
中

て

  
俺

生

俺

 

て

塔

死

か
に
こ
こ
は

塔

死

上
に

上

て

え

部
分

意

に

動

本

ら

は
こ
こ

事

理

に

か

苦

は

か

か

一

は

法

塔

目

て

外
部
か
ら

て

方
法



 二、襲撃編

は
無
理

塔
は

て

は

こ

て

程
に
は

か

か

て

て

 

て

て

ら

は

撃

防
御

出
来

法

に

に

分

遠

は

俺

 

に

て

ら

て
こ

中

て

は

ら
こ
こ

か
ら

か

時
に

に

俺

ら

部
分

中

生

は

に
こ
こ

て

か
ら

こ

ら

え
部
分

目

て

地
図

か
ら

多

間
移
動

間
移
動

地

か
ら
地

に
一

移
動

こ

出
来

物

存

ら

に
こ

は

て



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 
意
外

か

法
に

物
に

は

 

ら

は

え

動

て

地
下

水
道

て

出

難

水
道

外
に

て

事
に

て
は

て

に

物

か

て

て

か

て

ら

一
度

か

事
は
無

は

ら

水

家

水

道
に

物

流

こ

に
て

事

か

て

は
自
身

最

て

最
後
に
置

は

え

は

に

置

て

に

ら

目

地

明

に

て

こ
に

て

て



 二、襲撃編

時

明

は

  

分

て
ら

 

か

ら

か

 

か

て

か
ら

か

物

て

物

度

生

て

地

理

生

か

て

は

か

て

か

は

自

に

え

は
多

立

に
は

て

中
に
出

ら

 

え

は

か

中
に

ら

か

場

に

て

か
ら

は
理

ら

日

演
習
場



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 

は

中
に

出
来

人

て

に

て
場

 

に

か

て

場

こ

は

論

は
最
低

に
食

要

無

死

か
ら

物

か
ら

富

富

場

こ
に

出

場
合
は

ら

か

て

物

物

こ

か

ら

目

新

事
は

部

動

て
場
合

生

地

一

⺠
は

物
に
対

撃

防

手

て

物

生

か

 
人
間

内
部
に

出
来

ら

 

食

人
間

こ
こ

て

か

物



 二、襲撃編

は

に

か
ら

は

法

人
間

は

多
分

上

て

か
に

 

こ
こ
に

物
は
人
間

て
食

に

え

種

て

食

系
か

多
分

物

て

系

て

ら

遠
吠
え
は

多

本
来
は
同
種
に

か

か

え

種

物
に

か

ら

程

て

自
分

に
新

て

て

らこ
こ
か

  

こ
は

 

運
動
場

俺

て

は

小



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 
地
図

こ

は

多

は

に

法

に

か
ら

一

人

か
ら

に

て

不

こ
こ
は

区

か

に

多

中

に
位
置

こ

小

 

離

に

地

て

運
動
場

 
小

子

楽

に

は

に

運
動
場

不

こ

は
無

本

に
こ
こ
に

ら

難

出

上
に
連

て

多
分

て

ら
え

俺

か
ら

は

ら

か

て
か
ら

上
は

動
か

人

人

え
て

こ

て

か

て

外
に

 

か
ら

か



 二、襲撃編

 

内

法

は

止

て

内
に

物

場
合
は

は

て

⺠

法

義

 

て

一
度
下

て

ら

て

え

か
ら

小

子

に

に

て

意
外

か

 

て

は

て

 
異

ら

方

倍

か

て

に
こ

か

ら
徒

徒

ら

無

て

て

こ

に

は

か

法

は

か
ら

て

上

流

目

目

は

目

度

取

に

に



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

て

ら

御

 
軽

合

合

て

時
に

 
来

 

間

歪

来

か
本

に
来

は

 

法

に
は
遠

物

度

場

自
身

身
分

子

は

か

か

て

子

は

対
応

て

死

子

に

か

集

内
に

て

 

間

歪

は

に

動

動

か

に 

端

に
一

連

て

死

 
歪

中

に

生

間
に

撃



 二、襲撃編

 

て

死

生
え
て

意

取

  

間

歪

は

は

か

 
運
動
場
に
一

一

え
て

て

中

に

物

 
一

二

三

 
俺

法

上

か
ら

こ

要
は

に

ら

は

子

に

ら

て
こ

え

日
に
は

か
ら

て
撃

こ

て
ら

 

 

撃

に

こ

数
は

こ

か
ら

法
は

に

 

て

て
ら

て

に

え



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 

て

十
倍

度

運
動
場
に

て 

て

巣
か

は

 
出

え

こ

か
ら
は

死

 

は

て
小

生

 

人

ら

こ

に

 
小

は

て

は

こ

ら

ら
軽

え
ら

止

上
方
に

か

て

撃

子

家

二

に

に

可
能

法

一

⺠

て

は
有

得

え

ら

は
俺

か

俺

か

 

か
ら

出
来

平

 

上

は

一



 二、襲撃編

 

死

一

二

三

四

に

に

か

能

て

物

て

 

は

動

不

に

て

 
流

に

こ

目
は
こ

ら
に

 

ら

は
一

中
に

て

か

て

不

食

物

 

意

 

意

食

意

 

出

出

一

撃

こ

地
は

か
ら

 

は
連

 

生

て

連

は

え

死

怖

に

て

か
ら
に

か

て

法

に



  伏理伊豆律寸外間疣椅子

 

ら
は

一

に

か
か

 

俺

身

に

て

 

間

て

落

 
俺
は
無

は

利

身

に

て

落

か

て

出
来

か

こ

は
流

に

 

出

 

て

 

一

に

出

 

こ

間

歪

一

一

こ
 

え
て

 
頬

か

て



 二、襲撃編

絶

て

か

 

 

か

は

遠
吠
え
に

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

 

地
湾
堕
輪
僅
利
井
戸
塔
経
分

 

こ

て
防

 

こ
に
は

物

て

は

 

種

は

か
ら

て

は

多
分

て

か

て

か

 

て

死

に

て

液

に

て

 

は

風

は

場

美

無

に 
無
論

外

て

は

 

中

来

系

蝙
蝠
系

物
に
は
遠

系

に
は

殊

に

対
応

て

風

外

て



 二、襲撃編

 
彼

か

遠
征

は

か

員

て

生
は

て

に

ら

場
合
は

は

 

に

は
苦

 

分

頼

て

内

低

こ

は

か

は

要

は

に

得

て

は

法

死

立
て

は

同

て

 

は

来

物
に

上

難
は

は

て

場
に
立

日

か

否

か

日

 

来



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

移

て

は

て

 

物

来

 

こ

 

渡

て

気

 

程

て

撃

外

て

法

え 

音

鳴

 

間
に
か

に
来
て

に

か

か

 

間
に
は

鳴

て

二
人

鳴

上

は

鳴

は

食

破
ら

て



 二、襲撃編

 

に
噛

か明

に

 

ら

は

こ

は

こ
 

に
一

え

こ

判

 
身

内

明
に

系

物

 
新
種に

か

防
御

出
来

方
は

防
御

 
こ

物

て
は

こ

能

は

不

か
ら

て

 

て
は

 

法

ら
時
間
は
か
か

活

か

て

こ

か
ら

に

か

ら

か

ら

え
て

動



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

て
こ

ら

て

て

実

ら

千

ら

は
息

絶
え
絶
え

は

死

て

介

え

か

 
一

座
に

て

二
人

落

 

死
程

利

は

人

落

ら

は

に

撃

か

時

は

ら

て

こ

 

程

撃
に

子

か

撃

止

手

事

に

え

 

か

法

は

法

ら

か

法
は

自

噛

か

ら

千

ら

に
道
連

に

か

 

噛

か

場
か
ら



 二、襲撃編

こ

は

こ

ら

 

は
最

後

 か

ら

手

て

は
こ

死

は
 

え

 

明

に

程

か

 

不
能
に

自

か

場

合

最

事

こ

得

 
連

一

て

か

 

は

ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

音

 

は
遠

自
ら

て

小



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

 
こ

ら

来

は

動

て
は

ら
か
に

ら

方

に

撃

て

は

こ

不

 

耗

死

は

に

食

法

百
に

ら

手
に

は

意

に

身
に

て

 

身
に

座
に

能

に

か

法

死

場
合
は

法

ら

生

て

は

え

は

種

身

に

無

は

負

は
難

 

に
法

か

か

生

員

難

 

か
ら

に

家
に



 二、襲撃編

え

 

苦

え

て

 

無
事

て

は

方

に

難

 
気

⻑

 

⺠

中
に
は

て

物

こ

こ

に

時

義

て

か

て
来

は

に

 

こ

ら

 

気

出

 

一

⺠

難
は

 

こ

て

か

 

界

無

は
こ

て

 

か

気

 

身
か
ら

流

て
は

深

は
無

か



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

か

 

は

取安

動

縁

は

 
防
御
に

え

か
ら

防

に

は

法

て

出
て

て

 

か

か

百

二
百

て

て

 

休

に

か

休

か

七
割

負

て

か
ら

て

十
分

ら

こ

保
て

程

手

て
は

十
分

は

最



 二、襲撃編

は

ら

ら

 

ら

て

て

か

 

か

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

て

ら

こ
こ

 

に

て

分

に
は

直

俺

は

て

は

ら
か

に

て

死

て

噛

か

ら

自

 

に
死

か

て

気

出

同
時
に

端

に

分

て

気

こ

て

 

 

か

 

か

ら

頭

て

は

に

こ

に

動



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

ら

要

こ

小

か

か
ら

方

か
出
来

は

え

か

ら

 

か
ら
は

無

蔵
に

て
出
て

て

 
対

て
こ

は

は

か

て

直

か
は

ら

て

応

来

て

こ

小

区

は

  

法

て

俺

て

は

事

捨
て

え

⺠

家

か

ら
こ
こ

は

無
意

に
は

ら

 

ら方
法

て

て

か

ら

 

て

ら

法

て

て

地



 二、襲撃編

に

   

意
に
生

て

ら

道
理

か

 
一

に

物
は
自

か
ら
生

て

て

は

に

て

は

え

直
下

中

は
自

て
は
こ

気

日

ら

え
場

多

人
間

外

 

こ
こ

運
動
場
に
は

か
無
か

に
は
多

て

て

か
ら

か
ら

小

に

は

自

て

に

生

て
こ

は

無
理

て

て

て
可
能

 

ら



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

え
   

目
 
こ

は

死

 
死

恩
人

か
ら

分

地

て

来

 

か

 
割
合

死

て

か

て

俺

食

千

て

か

登
場

 

て

生

か

て

吠
え

上

地
に
伏

否

て



 二、襲撃編

 
運
動
場
に

て

に

か
こ

場

ら

は

に
こ
こ

は

て

⺠

難

手

事

事

ら

て

か

に

か

て

か

事

ら

て
か
ら
に

合

は
無

ら

   
俺

連

は
こ

人

に
は
連

て

ら

は

 

法

烈

目
に

て
に

え

法

は
動
物
系

え

物



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

 

か

は

運
動
場
に

て

ら

か

 

事

出
来

撃

事

出
来

に

事

か
出
来

 
こ
え

法

こ

上

理
に

頼

 

て

 

は

事

は

上
は
動
か

外

か
ら

 

は

事

動

て

て

法

連

て

上

縁

 

物

え

自
分
は

木

端

木

端

法

八
割

に



 二、襲撃編

  
有

人

 

後

ら

法

に

同
時
に

害

繰

て

 

か

ら

か

法

は

事

は

て

か

て

 
手

出

 

か
ら

て

 

は

ら
難

ら

亜

間

て

  

不

え

一

分
は

か

苦

不

食

気



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

え

は

て

 

に

 

出
来

 

不
平
不

は

て

 

一

 

に

数

法

て
は

て

て
は

て

繰

て

こ

か
物

害
は

に

こ

て

て

上

 

か

 

か

人

て

 

邪

て

か



 二、襲撃編

多
分

か
ら

こ

ら

か
ら

え
て

か

事

か

か

程

 

日

例

  

殊

法

遠

に

法

は

法

死

物

 

 

て

 
自

生

無
理
矢
理

場

に
無
理
矢
理

上

下
手
人

法

か

物

か

は

か
ら

法

ら

て

場
合

ら

多
分
俺
は
自
分

え

は

下
手
人

法

事

て

俺
は
こ



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

 
死

 

に
出

要
は

 

こ

て

に

絶

意

に

糸

本
来

上

防
御
能

に

は

法
に

か

て

 

か
ら

意

て

 

死

 

間

俺

意

は

に
落

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

   

不

苦

に

て



 二、襲撃編

て

 

て

て

手
に

て

一

置

て

時
間
は

防

間

て

か
ら

に
は

て

ら

要

本

は

上

こ

て

に

最
中

 

ら

法

怖

て

 

怖

俺

に

 
こ
え

て

不

か

て
こ

は

食
え

は

明

て

法

死
に

物

地

一

は

に
死

上

は

地

死

に

は

時

に

て

物

地

得

一

法

意

て

は

食
え

食
え

食

て

死

ら

て
に

動

度
意

え

は

ら

か
ら

買

て

に

食



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

え

か

ら
食
え

は
 
食

食

食

 

か

て

理

か

動

て

上
澄

て

食

て 

か
ら

て

 

て

自
分

から

て

食

食

手
に

か
ら
食

  

部
下
に

て
こ

上

か

は

か
ら

 

事

 



 二、襲撃編

は

一

地

破

法

に

有

は

縁
に

て

地

は

意
に

ら

地

殊

法

  

食

ら

 

か
ら

て

は
て

か

ら

死
は

て

地

に
有

か

事

 

は

 

は

 
本

に

ら
俺
は

に

か

て

物

多

か
ら

に
は

ら

こ

ら



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

方

 

は
 

七
割
方

 
寝
て

間
に

て 

方

か

 

か

て

か

死

 

に
出

て

 

界
に

て

死

  

事

死



 二、襲撃編

死死死
 

度

度

 

度

度
に

不

食

ら

ら

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

は

  

か

て

か

死

か



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

 
自
ら

 

は

実
に

手

え

動

て

直
撃

は

か
に

手

頭

 

て

間

こ

は程

物

明
に

能

事

こ

に

か

 
自
身

て

 

は
Ｓ
Ｓ
Ｓ

に

明

一

 

ら

 

明

は
一

能

に

て

て

は

新
種

は

自
ら

明
に

能

て

 

こ

死
に
方
は

死

か

か

遠
征

生
は



 二、襲撃編

 
遠
征

撃
班

下
五

生 

度

来
て

ら

 
自
ら

同

法

彼

遠
征

員

無

事

無

活

 

自
分

こ

え

苦

こ

え
て

ら

に
は

か

襲

は

明

種

か

え

は

 

ら

て

に

 
こ

は

は

法

法
は

ら

物

は

脳

か

は

最

事

一



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

は

対

撃
に

は

負

こ

に

対

事

後

は

に

物

え

は

え

か

法

は

か
ら

て

に
外
部

法

に

内
部

生

事
は
無

か

は

は

は

 

に
は

か

て
独

 

は

手

物

か
ら

か

法

ら

方
は

法

出
来

事

か
に

出

て

は
て

に
遭
遇

ら

は

生

て
は

自

死

印

置

 

印



 二、襲撃編

 

ら

印

か

 

ら

か

ら

か

法

は
死

は

か

は
か
ら

に

一

⺠
に

法

手

意

て

印

か

身

か

に

て

身

は

印

  

え

七
不

に

こ
か

塔

地
下

に

法

多

保

て

 

か

て

事

気

は

防

に

は

は

物

に
か
か

ら

外



  地湾堕輪僅利井戸塔経分

物
か

頼

は
 

気

て

か

か

 

事

は

に

て

方

は

は

死

事

出
来

に

負

法

か

て

か

 

え

 

は

法

取

て

ら

こ
か
に

死

苦

に

間

か

 

は



 二、襲撃編

 

は

て

え
て

こ
か
に

歩

 

事

独

て



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

 

藍
初
種
藍
句
得
度
三
糸
有
寒
泥

安
藤

て

は

鳴

武

食

て

無

か

か

て

武

法

 
こ
こ
は

Ｎ

業
区

  

下
に
は

て

こ

に

場

は

法

に

て

こ

は

に

方

楽

 

て

子

ら

ら

手
に

て

か

こ

Ｎ

業
区

出

か
ら

て

て

法

に
理

か

 

に

 

て

事



 二、襲撃編

⺠

方

一

⺠

 
俺

て

は
人
間

て

て

方

出

こ

こ
に

 

に

か

か
ら

て

俺

法

は

か
ら

 

日
俺

来

は

安
藤
武

具

ら

出

中

か
ら
は

外

場

に

て

か
こ
こ
に

て
は

下
に
は

ら

上

て

て

有

は

武

具
 

に
居
ら

か

は

こ

派
手
に

か

か
撃

ら

法

は
⻑

て

か

て
取

明

利

て

ら

は
は
は

方

安
藤

時

か
は

ら

え

武

は

有

て

か

え

て
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ら

時

 

本

に

ら

は

 
安
藤

法

 

に
は

に
出

て

間
に

法

て

か

に

法

に
理

生
活

経

こ

て

時

は

法

て

て

ら

に

て

か
ら

か

は
多

部
出
来
て

 

て

て

 

俺

て

死

は
こ
こ

て

死

は
後
か
ら

事

こ

自

は

か

 

に

は

に

は

か
新

て

か



 二、襲撃編

 

て

 
安
藤

は

明
家

か

武

得
意

て

 

俺

か

か
ら

最

は

ら

か

て

ら

は

撃

同
時
に

て

て

か

自

ら

か
ら

か

て

て

か
は

 
対

後

物
に

破

て

物

 

ら

破

は

は

ら

か

買

 

え

は

意

か

ら

千

え
て

か

 

か



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

 
俺

低

に

て
来

方

怖

方

こ
に

物

集

て

に
撃

 

こ

は
俺

て

こ

俺

能

は

は

こ

か

下

か

身

無

は
割

間

一
人
に

目
に
死

 

場
合
に
生

て

流

安
藤

安
藤

て

て

か

て

て

か

は

に

か
ら

事

て

ら

か

て

安
藤

て

か
ら

に

て

か

か
に

え

か
ら

て

 

日

一



 二、襲撃編

 

死

食

時
明
ら
か
に

多

か

か
こ

度

て

か

て

て
こ

は

て

か

 

か

食

は

気
か

 

は

絶

程
不

事

有

か
ら

に

て

軽

て

て

て

要

程

絶

程
不

か

に

て

か

か

て

に

て

え
て

多
分

要

 

に
立

て
事
は

ら

て

ら

合

程

は
習

か

事

は

え
て

に

え
ら

か

こ

に

て

か

防

絶

て

に

か
ら

は

外
に
生
え

法

手
に

子

習

ら

て
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は

か

て
事
に

集

買

取

て

ら

は

法

て

法

に

か

こ

事

 

場

亜

間

に

て

理

合

に

か
ら

て

法

多

 

法

は

は

は

物

て

か
ら

は

食

て

か

て

は
苦

不

得

物
は

食

て

ら
は
絶

て

不

理

自

か

は
一
応

え

物

て

に
種

ら

て

て要

か
は

こ

て

に
否

種

存

は

事



 二、襲撃編

か
ら

は

場
に
落

に

生

閉

に

根

方

落
下

は

こ
か
ら

出

分

に

て
集
中

て

か
ら

外

⻑

富
に

て
具
合

こ

は

集
出
来

に

食

は

は

難

て
事

 

に

に

無

か
ら

こ

え

て

運

て

俺

不

 

に

に

に

か

か

は
麻

か

目
は

赤

本

に

に

地

に
落

て

事
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直
後

は

出

ら

え

て
事

に

は

美

か
て

食

事

は

は

こ

無

外

て

は
徒

に

可
能

ら

程
度
に

え

に

 

赤

 
最

に

ら

て

間

時
に

ら
最

人

に

は
に

て

て

ら

は

か

て

て

か死

不

出
来
上

来

か

え

え



 二、襲撃編

は

に

食

ら
水

に

て

歩

か

後

に

て

論

 

て

か
こ
こ

か

ら

え

 

か

 
か
ら

か

て

て

は
出
て

か

 

法

て

て

部
実
家
に

て

子

法

子

子
ら

養
育

て

分

部
分
は
不

自

て

て

出

か

て

は

か
ら

て

に

は
こ
こ

武

て

こ

は

法

に

は

時

 

数

法



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

は

子

子

は

自
分

に

家

は

人
に

て
か
ら

て

⻑

法

は

に

法

て

人

え

ら

人

 

こ

  

実
は

え
て

子

法

家

は

遇

は

て

え

気

え
て
か
ら

か
に

て

出

て

て

て

ら

赤
に

て

て

て

ら

に

可
能

か

て

か

て

は
子
に

て

は
自
分

子

自



 二、襲撃編

子

事
は
間

か
ら

て

恩

に

子

か
か

方

か

こ

に

か

 
安
藤

は

気

か
ら

か

 
気

⺟

て

か
ら
か

て

気
分
に

か
に

は
後

一

事

 
久

に

か

ら

 

て

法

ら

か

自
分

外
に

疎

て
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か

ら

ら

ら
安
藤

て

え

か

気
に

て

こ

こ

気
に
は

て

て

安
藤

来

 

ら

え

ら

え

 

法

ら

係

に

係

て

ら

同

会

か

業

係

か

え

事
は

て

出
会

場

は

か

え

 

か

は

ら

に

て

ら

に

か

 

て

 

ら

事

ら

俺

に



 二、襲撃編

 

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

に

て

ら

 

え

に

て

自
分

  
事

端
は

か

日

て

ら

 

内
に

生

物
に
対

て
方

物

地
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に
破

方

物

対

は

法

て

事

ら

こ

 

自

生

に

有

か

か
は

か

て

有

か
ら
遠
征
に
連

て

に

か
ら

は
遠
征
に
連

て

か

手

か
ら

 

か
ら

に
は

実

に

て

置

直
に

俺

自

か

事

え

か
ら

て

ら
遠
征
に

て

 

は
遠

征

法

事
は

間
に

遠
征

法

に

て

ら

気

気

は



 二、襲撃編

は

事

か

か

ら

て

か

 

は

合

て

 

子

に
は

て

て

か

方
は

か
に

は

人

係
に

は

要

上
に

応

て

要

上

 

 

こ

は

て

て

え
て

か

か

か

家
に

か

事

は

て

こ

 

か

て

意

て

て

は

か

て

 

か

て



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

 

無
理

か

 
こ

死

字

合

界

理

に

子

合

て

は

 

鈍

か
ら

事

て

自

は

 
俺

手
は

家

出
来

ら

 
俺

防

取

可
能

は
多
分

え

に

ら
俺
は

程

は

に

二
人
に

ら

 



 二、襲撃編

 
俺

自
分
一
人

て

明
日

事
は
明
日

俺
に

は

俺

か
ら

 
気

え
気

え

遠
征

 

は

て

て

え
え
え
え

 

て

流

に

鳴

方

遠
征

か

事

遠

法

は
有

に

 

か

出

気

 

中

太

忍

て

遠
征

か

こ

ら

て

事
に

 
太

忍

は

法

忍

有

に
⻑

て

中

鳴
は
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に

て

に

物

か

か
ら

こ
に

方

事

て

か
保

に

て

自
分

優
柔
不

は

に

て

て

事

か

ら

中

太

忍

事

間

ら

え

遥
か
に

か
ら

か

か

か

て

法

て

て

ら
に

立
て

に

か
ら

 

は

か
ら

 

本

に

合

て
事
に

ら

え

 

こ

小

子

合

は

法



 二、襲撃編

ら

こ

子
ら

は

て

ら

 

に

て
こ

目

こ

て

か
ら

 

目

か

目

て

て

⻘

か

時
間

 

流

に

て

は
無
理

て

事

は

こ

ら



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

は

事
は

運内

流

に

は

ら

て

 

⻘

 

は

外

か

 

て
俺

に

て

こ

下

は

か

事

か

俺

 

子

 

俺

中
身
は

え

て

ら

 
愛

か

か

は
は

怖

怖

 

後
に

出

下

 

は

塔

か
ら

遠
征

に

塔

に

割

中



 二、襲撃編

遠
征
は

楽

出
来

か

遠
征
は
目

外

死

か
ら

は
は

 

か

 
死

ら

か
ら

生
に

は
一
人

事
に
外

ら

て

て

難

一
人

難

か 

か
ら

死

我
は

て
こ

か

 

目

外

は

て

死

二
人

一
人

物

てて

否

 

て
軽

ら
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俺

は

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
来

か

班
⻑
は

か

は

明

ら

 

に
は

五
人

 

四
人

法

か
遠
征
は
俺

て
八
人

は

か
ら

一
人

か
俺

一
番
最
後

は

 

え

て

に
座

上
座

か

か

ら

事

ら

か
ら

に

 

中

太

忍

に

か

ら

て



 二、襲撃編

気

か

 

に

ら

目

か
ら

か
か

 

て

か

不

ら

法

法

は

度

遠
征

班
⻑

頼

て

死

は

は
は

無
理
矢
理
畏

に

ら

は
上
下

係

に
気

割
か

に

て

対
応

は
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て

は

班
⻑

か

 

に

三
人
は

気
は

か

遠
征

方

て

て

俺

自
分
か
ら

こ

は

三
方

え
て

ら

て

か

ら
ら

端

 

二
人
は

気
無

ら

 

出

法

買

法

に

法

て

内

て

能

法

に

に
区
分

て

は

て
無

 

に

か

ら

て

え

は

気

て

こ

ら

員

上

多
分

て

班
⻑



 二、襲撃編

班
に

て
遠
征

て

に

て

に

は

え

 

ら
ら

は

方
出
身

 

か

こ

て

方

は

一

無

事

は

事

 
こ

目

て

て

 

方

て

て

 

法

は

上

か

か

 
こ

下
に

 

界

一

て

は

か
ら

は

物

に
対

は

法

て
こ

か
ら

法

最

て

は

ら

ら

多

 

か
ら

て

物
に
対

て

破
ら

ら
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て

は
数

こ

は

か
ら

難
⺠

集

て

場

か
ら
こ

に

に

法
は

は

 

事

て

人

か

ら

え

か

に

か

て

ら

こ

か
ら

 

こ

子
は

か

子

 

不
和
は
連

生

て

て

法

か
ら

不ら

え

中



 二、襲撃編

太

忍

は

て

ら
は

か
ら

 

句

二
人

 

ら

に

て

初
か
ら

て

か
ら

か

班
⻑

に
は

無

か

は

 
班
⻑
は
班
⻑

か

  

ら

え
こ

二
人
は
人

こ

二
人

頼

に

一
人
は
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多
分

来

来

は

来

か

ら

こ

に

か
ら

安

て

来
 

か

 

に

こ

は

ら

て

班
⻑
に

班
⻑

頬

ら

て

 

こ

は

習

か

俺

同

時
間

自

紹
介
は

は

法
は

鳴

 

は

法
は

 

は

多
分

夢

中
か

か

は

は

本

に

は

て

か



 二、襲撃編

て

 
苦

て

班
⻑

 

か

要
ら

て

事

か

中

寝

か

遠
征

撃
班

は

塔

物

に

に

生

て

物

目

こ

に

物

地

は
無
か

は

集

方

地

同

に
こ

地

て

か

か

て

か

か

は

物

自
ら

地

撃

て

気

て
か
か

 

程

か

 

は

演
習
場

か
に

場

て

 

こ

度
都
合

か
ら

て
こ

自
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生

か

意

か

か
ら

か
ら

死

有

に

て

に
は

ら

て

か

て

御

字

て
か
ら

こ

か

 

て
こ

て

か

は
理

こ
に
は
無
か

は

出

来
て

集

て

て

ら

は

か

て

か

物

地

は

中
に

存

因

程

自

生

ら

か

こ
は

中

上
に

物

生

地

に
は

か

て

一

中

は

要

ら

て

 

最

中

か
ら

物

上

て

か



 二、襲撃編

て
こ

え

に
は

物

気

に

こ

は
無

 

か
か

こ

界

物

手

か

か
多

法

ら

か
に

は

え

こ
は
無

明
は

上

上

か
ら

か

は

破

て

え
て

か

可
は
出
て

地
に

て

 
こ
え

 

二
人

明

て

破

て

て

は
楽

鳴

か

物
気
に

て

ら
撃
て

え

か
ら

 



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

ら
ら

は

え

無

て

班
員
に

ら

手

取

て

気
に

え

こ
は
班
内

最

取

は

遠
征

出
来

得

害
か

 

か

て

 

か

か

ら
こ

最

⻑

目

ら

子

に

俺

下

に

 

は

出
立
時
に
は

出

て
連

て

て

方

法

法
は

一
日

八
割

に



 二、襲撃編

は
十
分

  

て

か

か
ら
こ

か
ら

出

 

こ

 
初

て

遠
征

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
登
場
人
物

 
遠
征

 

 

法

 

 

 

 



  藍初種藍句得度三糸有寒泥

 

 

 

 

ら
ら
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

法

 

 

 

自

 

 

 

烈

 

 

 

糸

 

 
安
藤

 

業

 

 

 

食

 

 

 

劇

 



 三、遠征編

 
三

遠
征
編

 

有
鈍
戸
羽
生
登
内
鈍
戸
能
死

 
遠
征

撃
班

は

て

字

遠
征

中

物

に

撃

て

班

に

班

班

て

て

に

法

て

本

て

物

か
ら

俺
に

気
分

か
一
人

て

に

遠
征

一
人
死

こ

て

 
死

死

え

生
可
能

法

て

間
移
動

⻑

離

無

こ

界

一

は

食
事
は

か
ら

忍

ら

こ

か
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太

忍

は
遠
征
初

て

か

か
ら

新

 

法

は

法

に

時

⻑

止

 

か
ら

食
事

て

は
本
来

要
無

は
生

て

美

美

は
生

て

か
ら

内
に

か

は
 

は

は

に

か

か
ら

ら
内

ら

死

一

か

 

は
遠
征
に

て

外

休
息
は

ら

本

に

こ

か

は

て

は

は

死

物

地

に
有

か

か

て

新

出
来

地

人

か
自

来

か

て

に

地
に

て

物



 三、遠征編

は

に

ら

上

佐

て

に

は

事

て

ら

に

頼
ら

て

ら

 

て

に

俺

て

て
班
⻑

法

座

て

立

ら
立

頭
身

身
⻑

か

ら
一

法

 

か
新

か

は

本

に

て

に

て

か
ら
時

生

に

参

て

ら
え

こ

か

て

て

に
班
⻑

不
安
に

て

か

か

に

は

て

か
ら

か

気

て

 

こ

絶
対

字



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

 

か
ら
俺
に

目

て

て

自

紹
介

て

か

二
人

二
時

方

系

物

 

中

太

忍

は

目

中

て

に

離

え

太

忍

に

て
来

法
は

て

地

に

物

て

法

移
動
中
に
は

 

一
人

は

一
応
遠

ら

に
対
応

法

か
ら

無

に
一
人

取

て

割

 

は

か
ら

て
班
⻑

俺
運

か
ら

て
 

一
人

班
⻑

本

に

か



 三、遠征編

て

は
無
理

事

彼

は

て

か
ら

て

か

て

か

て

か
落

て

か

  

一
人

こ

か

に
来

か

 

手
に

て

法

一
日

八
割

て

か

人

俺

て

 

て

忍

て
は

習

ら

寝

ら

に
木

 

は

寝
て

寝
て

に
寝
て

 

身

は
動

て

俺

か
班
⻑

同

度

森

上

木

ら
移
動

て

遠

法

に
身



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

て

寝

動

て

か
こ
え

 

に

法
は

て

亜

間

身

同

法

有

法

え

こ

ら

法
は

利

え
に

食

身

に

図

ら

彼

は
遠

か
ら
多
分

多

て

 

に
俺

て
出
来

死

法

上
出
来

方

出

方

 

こ

湖

一

休

に

自

に

て 

事

は

中

 
太

忍

は
忍

活
か

て
か

湖

ら
に

多
分

事
は

こ
え

か

方

か



 三、遠征編

 

か

か

か

多
分

ら

は
こ

は

か

て

気
に

て

て

は
は
は

法

に

は

か
に

か

は

多

時

ら

子

多

自

て

か

て

事

子

は

か
ら

保

は

こ

え
て

て
て

に

理

か
自
分

移
動

こ

か

は

て

て

数
か

に

法

に

か

か

か

は

法

て
こ

か

 

か
ら

 

中

は

に

て

か
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え

か

に

こ
は

中

ら

子

か

か

て

か

 

か

か

に

こ

生
来

人

は

班
⻑

に

目
に

は

て

か

苦

人

事
人

か

事
中

部
分

部
下
に
休

て

休

て

上

に
休

え
ら

ら

て

か

か

て
部
下

か

法

に

て

休

て
事
に

か

て

不
安
に

ら
ら

手

こ

 

人

会

に

目

下
に

て
明
ら
か
に

に
休

休

て

て

事

一

無
理
矢
理
休

ら

て

日
に

案

か

て

休

て

こ
え

か

て
無
理
矢
理
に



 三、遠征編

に

て

て

自
分

ら

て

て

怖

自
分
に
自

無

か
ら

上

て

に
襲

て

 

実

は

係

こ

班
⻑

て

実

て

か

は

え
ら

か
ら

か

て

か

 

に

て

て

て

部
下

え
て

気

て

 

て
俺

ら

班
⻑
に

て
は

か
ら

経

は

富

か
ら

て

は

御

て
程

死

班
⻑
は
⻑

か

同

ら
ら

て

時
か
ら

か
ら

程
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⻑

か
ら

遠
征

か

 

生
活

に
は
遠
征

無
か

は

こ

明

に

分

て

か

か

こ

て

織

図
ら

は

ら

て

班
⻑
は

後

一

か

こ

て
一

に
遠
征

に

ら

に
は

は
一
人

不
安

か
ら

ら

人

か

て

に
は
難可

愛
ら

事

ら
ら

か
ら

事

て
最
初
か
ら
無

 

は

 
か

人

て

可
愛
ら

こ

新

事

時
に

は

係

不
安

に

可
愛
ら



 三、遠征編

 

子
に
可
愛
ら

て

時
に

て

か

に

て

 
て

湖

え
て

 

時

え

か

こ

て

て

て

こ

は

椅
子

 

に

は

 

意

て

こ

は

自

来

か

 
亜

間

事
は
出
来

か

実
は

 

ら

亜

間

内
に

太

忍

無
理

て

法

遠
征
に
忍

ら

て

 
は

て

は



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

 

亜

間

利

て

ら

こ

員

下

法

て

ら

か

太

忍

自

 

俺

座
ら

て

ら

か

て

時

出

優

は

に

か

は

論

に
運

ら

か
ら

動

て
こ

上

物

は

は
実

度

か
ら

 

か
ら

 



 三、遠征編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

自

出
立

こ

彼

か

て

て

か

ら

 

て

彼

は

後

に

 

て

音

 

は

ら

自

 

身

に

は

法

 
彼

論
連

て

て

日

て

合

は

え

 

出

て

て

か

て

彼

は

本

に

に
出

子

可
愛

可
愛

に

明

か



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

か

に
は

難

意

て

て

か

て

 

に

て

て

一

後
に

か
ら
撃

て

ら

本

に

て
無

て

て

て

は

 

は

に
出

て

か

か

ら

は
 
遠
征

て
か
ら

出

手
に

生

 
遠

法

中

殊

彼

法
は
地

に

下

置

こ

下

 

地

に

間

 

明

か

音

立
て
て



 三、遠征編

 

か

こ

日

時
に

新
種

明
に

一

に

て

物
に

数

て

こ

は
無

か
ら

に

て

え

に
は

ら

は

て

中

班
⻑
は

班
⻑

中

に

鳴

て

か

て

鳴

か

え
て

か

安

か
ら

か

理

か

か
ら

ら

上
手

え

え

数

え

に

鳴

は

理

ら

  

か
ら

て
は

分

時
に
頭

間

法

て

か
ら
こ

頼
ら

か



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

は

法

ら

か
ら

に
最

て

鳴

え

か
ら

か

  

て

て

に
遠
征

に

て

は

は

に
は

か

か
ら
無
理

場

ら

頼

  

気

子

法
は

有

遠

か
ら

目
立

か
ら

 
彼

鳴

字

鳴

落

法

に

法

落

え

 
数
は
十

一

 

に

物

は

え

風

に
は

こ

は

迷

か



 三、遠征編

ら

明

て

身

て

森

は
不
利

班
⻑

て

は

撃
班

え

に

方

得
意か

 
自
分

分

分

に
⻑

て

 

か

に

有
利
位
置
に

は

判

こ

に

に
食

ら
か

て

 

法

動

 
十

一

え
て

に
目

か

 

ら

か

鳴

に

て

え



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

 

か
ら

こ

法

法
は

て

度

に
対

ら

か

出
来

か

て

は

て

か

は

か

 

来
て

 

遠
征
は
久
方

に

え

に

ら

 

か

か

 
例

法

て

種

こ

ら
に

遠
征

は

方

か
ら

て

ら

こ
え

こ
え

法

こ

怖

法

か



 三、遠征編

ら

方

こ
え

は
は

 
怖

法
は
無

 

ら
ら

法

か
は

に
怖

か

方

怖

て
出

か

は
 

は

て

か

 

は

か
か

二
人

子

か
ら

 

は

法

か
ら

 

に
会

ら

実
に

 



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

は

夜

 

か

要
無

に
は

立

ら

脳

休

要

は

か
ら

こ

て

は

寝

て

 

は
寝

習

て

か
ら

寝

か
気

寝
て

時
に

時
間

か

て

夜

湖

こ

意

か

ら

に

て

日

か
ら

外

ら

か

に

ら

は

に

こ

は
無

か

場

事

 
時
間

無

か

対

て

て



 三、遠征編

て

事
は
無

 

に
立

か

法

実

て

て

事
実

 

て

俺

え
て

目

地

 

に

は

て

森

生

て

は

合

て

方

か

直

気

て

 

て

ら

こ
に
は

赤

立

に

合

合

て

手

て

は

に

て

か
ら

 

か

か

か

か

物

て



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

本

え
か

て
本

小

種

事

え
ら

低

可
能

方

に
地
中

中
に

て

え

方

 

て

か

は

 

え

に

立

て

法

か

 

中

か
太

忍

か
班
⻑
か

は

意

無

か

て

か

に

こ

界
宇
宙

か
天

か

に

か
ら

ら
ら

頼

 

て

ら

班
⻑

出

て



 三、遠征編

 

か

 

撃

か

無

死
に

は

ら
ら
は

殊

法

法

て

て

 

方
に

か
か

え

直
に

 

か

森

根

に

 

て

て

彼

法
は

て

造
物

物

事

出
来

に

明
に

は

こ
え

法

怖

か

外

物

て
事



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

参

班

は
最

怖

法

て

て

か

は

に

か
ら

か

 

日

鳴

時

俺

て

か
ら

て

か

ら

て

 

か

本

に

に

得

か

か

 
こ

て
自

か

ら

か

俺

は

て

 

に

て

か

 

班
⻑

は

ら

か
か

日

は
出

撃

て

に

か

て

ら
ら

に

て

か
ら

て

撃

て

ら

 

負

て

取

出

て

か

に
撃



 三、遠征編

 

死

ら

 

は

一
本

二
本

三
本

死

  

中

に

ら
ら

か

死

か

か

班
⻑

は

外

ら
ら

外

か

ら

方

太

忍

は

中

は
一

て

か

 

は

て

か

て

時
間

本

か
ら

か

ら

身
地
中
に

て

て

方

撃
班

て

え
無

集

は

か

て



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

 

て
こ

え

上

て
こ

は

て
こ

 
具

に
は

数
多

に

て
身

ら

て

て

 

こ

は

太

て

て

ら
班
⻑

か

て

て

二
人
は

に

て

か

か

班
⻑

頼

彼

に
は

か

 
意
外
に

直

事

て

は

て

 
こ

人

か

て

二
人

出
来

て

は

に

て

て



 三、遠征編

無
理

ら
気
に

て

こ

は

 

は

応

こ

て

て

こ

 

寝
て

か

班
⻑

新

生
え
て

ら

に

ら

て

か

地

か

か
ら
新

生
え

可
能

理

て

多
分

本

は

出

て
か
ら

は

物

か
ら

て

て

本

か
ら

程

は

ら
ら

理

に
は

ら

て
彼



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

は

て

多
分

 
来

 

水
音

立
て
て

出
に

か

二

人
に
新

は

に

 
流

は

て

多
分

意

か

て

ら

は

か
に

か

て

置

か

か
は

か
ら

目

に
来

か
ら

ら

小

中
に

は

に

か

て

理

は

理

か

え
ら

て

手

か
ら

 

地

時

に

死

ら

て



 三、遠征編

 
地
中

系

水

中

系

物
に
は

小

て

え

え
か

ら

か

は

ら

は

か

え

か
ら

撃

は

方

に

て

部

て

部

倍

に

ら

介

こ
こ

部
多
分

は

実

に

ら

に
か

ら

か

班
⻑

気

て

ら

は

て

こ
こ
は
生
死

場

て

 

死

理

法

ら

気

は

て

か

 

こ

か

に

て

は

⺠

に

死

て

か



  有鈍戸羽生登内 鈍戸能死

 

ら
ら

に
目

太

忍

 

出

こ

に
来

 
こ

て

 

て

は

三
人
に

止

中

太

忍

 

 

こ

か
ら
は

て

 

場

て

人

最
優

ら

場

て

ら
俺

か

て

ら

 

集
地

ら

え

こ

子

て

事

こ
え
て

か

最

て

か
ら

か
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程

集
中

て

人

集

取

て

最

は
不

か

ら

三
人

撃

合
図

か

は
頼

 

て

か

内

低

か
ら

か

 

は

明
ら
か
に

か

 

か

 

は

 

は

 

界
一

に

え
て
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  



 三、遠征編

 

鼻
腔
図
湯
阿
週
根
巣
伊
豆
湯
上
止
連
虞
須

 

直
自
分

て

部
分

 

班
⻑
に
は

に

か

か

俺

ら

に

ら

て

 

無
事

二
人

目

地

に

多
分

か
ら
こ

は

か
ら

か

て

こ

て

  

は

法

か

 
班
⻑

事

直
後

界

は

ら

ら

こ

地
に

地

森

木

て
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字

ら

て

一

て

寝
て

は

か
ら
か

は
に

え

ら

度

 

物

て

て

は

て

 

え

は

食
え

か
ら

に

ら

物

て
生
物

食
え

死

に

死

食

人
間

て

は

こ
は
同

移
動

ら

は

実

こ

集

て

て

て

て

 

て

は

人

え

中

地
中
に

て

か

置

て

置

て

に

て

 



 三、遠征編

 

人
間

は

法

可
能

て

は
意

か

ら

頭
部

ら

気

は

か
ら
出

来

こ

手

て

取
ら

こ

て
こ

手

こ

多
分

 

に
内
部
事

無
理
に

て

こ

に
は
遠

か

か

ら

法

撃

て

え
て

 

え
て

 

小

運
動
場
に

て

物

法
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え

場
合

か

安
直

え

て

人
間

に
は

か

食

て

動

生

物

 

て

具
合
に

子

⻁

は

か
ら

に

可
能

ら

ら

小

て

て

能

 

こ
に

置

て

目
立

て

中

ら

て

え

遠

法

に

て

て

こ
か

は
中

頼

太

忍

森

後
方
直

に
か

度
は
小

頼

班
⻑
は

は

は
出
来

て

か

え
て
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は

か
ら

頼

は

要

は

か

 

て

か
ら

字

て

 

迷

法

か

か
ら

に

ら
被

て

撃

頼
 
太

忍

か
ら

一

 

無

ら
か

一

平
和

場

 

こ
に 

か

中

最

撃
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太

忍

途
絶
え

離

法

か
ら

手

途

て

え

得

間

 

か
ら

か

歪

は

え

 

か
ら

こ
に

中

鳴

落

て

ら

直
撃

は

え

か

 

こ
に

か

て

か

て

か

 
班
⻑

法
は

烈

同

対

え

動

か
ら

え

に
対

て
は

方

て

 
俺
は
俺

え
て

は

て

て

ら
多
分

鳴

目

か

て

こ

か
ら

目

か

新

 

ら

頼
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か

え

 
一

動

か
に

動

て

 

て

は

こ

小

 
こ

か

中
に

かか

て

は

て

班
⻑

多
分

対

ら

て

は
十
二
分

か

中

太

忍

は
こ

て

こ

か

は

食

か

分

ら

て

て

頼

か
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こ
こ

倍

登
場

て

中
に

 

日

か
か
ら

ら

て

て

 

に

身

動

て
か

物

生
物

 

系

法

か

て
可
能

物

え

法

え

か

 

 
一
人
一

法

て

 

に

は

員
下
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に
上

て

三
人
に

出

て

俺
は

死

動

ら

座

に
対
応

て

 
対
応

か

は

一
人

 

俺

自
分

て

動

か

無
理

 

無
理

無
理

て

か

か
ら

死

 

撃

て
こ

は

死

撃

 

か

ら

俺

身

に

間
死

か
ら

ら
地
平

彼
方

て

か

 

か

て

 

死

ら

死

防
御
に

て
手

は

か
ら

え

手

か

て

は
こ
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明

 

上
移
動

頭
に

か

て

明

か

に

か

可
能

は

久

に

ら

は

か
ら

一

中
に

て

 

こ
に

か

噛

か

て

種
は中

  

こ
え
て

に

に

 
こ

死

か

て

は
愚

ら

ら
に

は

手

法

可
能

一

有

は
生

て

か
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可
能

は
低

生

て

て

負

て

可
能

新
種

は

撃

て

 

 

て

 
え

事

遠
征

て

場
合
は

生

て

て

か

か

 

て

て

班
⻑

最

こ
こ
か
ら

に

死

方

方
異
論
は

 

て

 

て

て
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中

太

忍

軽

頭
か
ら

か

は

班
⻑
は

は

に

か

ら
こ

て

 

家
系

自

に

て

苦
無

 

手

方

に

て

苦

死

か

 

て

 

て

度

立
案
は

ら
に

て
か
ら

に

生

ら

は

 

一

 



 三、遠征編

 

利

に

 
死

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

に

 

俺

我

身
可
愛

に

に

 

こ
え

は

か

て

程

に
俺

位
置

ら

事
に

て

か

て

か
ら

か

か

 
俺
一
人

生

に

死

に

 

死

て

 

て

は
後
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は
こ

か

 
多
分

俺
は

明
に

て

 

後

に

て

に

音

一

こ
え

か

ら

分

音

え

か

て
こ

は

明
に

に
気

法

か

法

に
は

て
来

 

時
途
中

俺

は

こ
え
て

途
中
か
ら

こ
え

て

こ

は

に

に

て

俺

中

に

て

て
気

か

て

か
ら

は

て

か

は

か

か

 

か

介

法

 

法

て

ら

一

て
か

て

え

か
一

明
に

て

て

物

明

 
俺
に

部

法

法
に

か

え

は

法

物

て
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息

 
俺
に
か

ら

か

か

上

に
俺

位
置

気

取
ら

に

こ

は
無

こ

森

中

て

か

て

ら

俺

死

事

ら

て

 

気
は

か

 

か

て

 

ら
に

自
分

意

法

出
来

は

は

え

か
ら

に

て

法

は

不

え

 

俺

に
不
利

て

に

 

は

て

多

出

て

か

か
ら

か
ら

怖

は

食

一

死

は
有

 

は

安
藤

に

え
て

ら

赤

ら

御

字

て

か
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法

生
に
か
か

時
間
は

分

分

人

か

ら

か
か

か
ら

生
は

て

は

俺

死

て
事
に

気

て

は

か
ら
俺

こ
こ

日

同

ら

時
間

て

は

来
て

て

 

怖

は

班
⻑

法

理

に

て

動

て

て
事

 

死

か

俺

死

は

か
理

か

に

繰

て

場
合

班
⻑

目

俺
は

に

て

か

気

か

二

ら

に

生

死

は
無

て

に
俺

て

可
能

は
十
二
分
に

 

ら

て

連

て
来
て

俺

目

て

俺

一
応

要
人
物

一

法

か
ら

出

て

て

 
後

は

え

人

多

法

て

事
は

え
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一
番

は

無

て

に
来

て

俺

人

て

法
会

二
人

有

得

 
俺

に

て

一
番

 

て

後

二

に
は
俺

こ
こ

無

出

て

て

要

て

 

度
は

一

一
日

夜

場

離

俺

ら

か

道
中
に
は

に

物

Ｇ

ら

か

こ

か

部

来

 

事
休

て
 

こ
に

 
こ

て

て

 
か

人
 

て

出

て

か

 

離

離
か
ら

立

は

こ
え
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分

同

か

下
か

 

こ
に

は

 

こ

て

て

 

に
は

 
森
に

種

同

こ

は

ら

は

 

物

て
俺

撃

て

手

は

は

物

法

有

 

部

ら

多
分

か
一

 

風
呂

 
こ

風

か
ら

 

同

て

こ

こ

ら

に

か

一

て

か

野
垂

死

 

俺
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死

本
来

撃

て
こ

か

こ

て

 

て

て

こ
え
て

場

人

か
分
身
か

法

法

か

 

え
て

 

頭

て

本

こ
に

か

え
て

死

絶
対

に

 

に

か

 

死

ら

に

か

か

て

 
撃
て

 

ら
撃
て

に
頭

て

身

に

死

は

動

時
間

て
安
藤

に

部
に

死

ら

は

外

て

四

は
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撃
て

撃
て

 

ら

は

て

か

か

 

か
ら

 
撃
て

 
て

て

 

て

て

 
撃
て

 
愛

に

に

て

 

法

死

て

理
は
同

か
ら
こ
こ

俺

安

に
一

出
来

て

物
は

て

間

て

に

て

 

は
明

か

て

こ

か

て

 

て

て
事

え

か

て

俺

安
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て

て

 

か
ら
撃
て

一

て

俺

位
置

て

て
事

活
か

に

 
撃
て

 
は

日
か
ら

か

人

  

は

 

後
か
ら

こ
え

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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糸
伊
豆
阿
派
⻘
磁
負
不
伏
零
矢
堕
千
経
度
戸
地
内
途

事
塔

ら

遠
征

に

か

か

 

家
防

⺟

Ｎ
に
は

五

塔

存

 

中

一

塔

塔

に

に

人

出

て

ら

こ

に

か
ら

か

か

か
死

て

可
能

は

こ

要
因

程

事

に

多
数

法

動
か

ら

 

え

に

物

徒

こ

ら
に

か

て

て

か

 

え

に
対

て

か

撃

て

か
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遠
征

か
は

か
ら

上
は

え

事

は
間

 

に
は

集

か
か

え
え

て
死

て

可
能

直
に

て

一
番

か
ら

え

は

死

て

初

て

死

生

ら
動

か

は

塔
に

は
中

塔

中

塔

二
人

に

こ

 
中

塔

塔
に

中

部

 

こ
に

法

生

部

 

は

こ

か

て
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塔

出

時
に
は

出

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

論
か
ら

え

撃

て

 
撃
て

か

撃
て

か

は

て

か

て

て

て

に
撃
て

か

撃

て

か

撃
て

か

は
事
実

 

て

は

て

は

て

に

か

え
て

は

こ

森
に

絶
対

て

は

に

か
ら

 
冷

は

て

か 

俺

て

最
初
か
ら

に

て

方

こ

法
か
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て

は

自

て

 

て

死

は

に
立

て

 

え

か

か

法

法

え

方
法
は

は

か

ら

要

て

え

ら
こ

こ

は

生

に

て

法

俺
に

て

死

取

て

は

か

 
多
分

は

脳

か

法

か
ら

法
か

法

て

こ

に

か
ら

か

 
明
ら
か
に
人

法

間

可
能

方

 

て

物

て

本
来

法

ら

は

法

に

て
可
能

出
来

法

て
て

死

手

俺

て

て
こ

ら
理

ら

得

ら

に

か
ら

 

部
不

一
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人

か

織

か

ら

こ

法

に

ら

て

て
可
能

無

か

か

人

に

事

て

て

気

か
ら

出
て

て

こ

森

か

 
は

は

は

に

 

ら

て

え
て

俺

え

か
場

え

て

か
ら

法

こ

に
は

法

は

に

死

か

死

て

界

苦

息

え

て

か

て

て

ら

て

 
怖

ら

こ

 

 

て

出

 

て
か
ら

三
時
間

ら

か

に
根
気

法
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こ

三
時
間

て

か

ら

身

て
脳
は
多

か
ら

か

苦

  
端

こ
か
ら

て

か

 
森

に

て

て

か

は

こ

爛

 

間

て

に

  

界

 

て

か

ら

外
に

は

 

俺

は

て

法

こ

に
目

て
無

一
目

に

て

は
無
理
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こ
に

 

俺

方
法

 

は

中

鳴

こ

俺
に
か

ら

法
は

風

に

対
応
出
来

迷

か
ら
こ

に

ら

出
来

 

法
は

か

て

か

出

は

こ
え
て

に
位
置

 

同
時

 

集

て

種

物

明

か

 

俺
に
か

ら

ら

遠

明

可
能

て
間

手

え

か

か

 

て

安
藤

に

て
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て

て

ら
こ

に

方

は

後
方

に
対

は

負

て

 

は
物

事
に

六

ら

死

 

に

に

撃

方
に
集
中

え

は
愚

愚

ら

 
撃

方

法

か

ら

か

か

人

か
ら

は

食

て
か
ら

え

 

手

て

て

内
に

輪

方

に

撃

て

死

は

流

安
藤

 
こ

手
は
俺

対
方

に

て

ら

 

に

一
番

か
ら
目

離

か

法

て
て
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は

て

て

て
撃

ら

か
武

て

に

程

法

か

 

こ
え
て

か
ら
こ

出

か

か

ら

上
止

方

か

か
ら

に

愚

て

 

こ

か

こ

は
一

 

俺

え

事
一

俺

安
直
に

え

は

部

か

て

て

方

 

は

遠

か
ら

に

一

爛

こ

か

 

に

て

法

に
時
間
は
か
か

に
は

は

は

撃

て

か

か

か

て

か

法

合
図
に

て

法

可
能
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は

て

か

に

一

て

は

 

ら

か

爛

こ

 

か

て

方

 
こ

か
ら

は
下

多

は

 

手

ら

は
水

て

こ

上

森

か

か

て

こ

は

 

手

法
に
合

て

死

て

に

頬

 

は

は

か
ら
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か

 

か

は

森

に

て
こ

気

こ

こ

上

こ
に

て

 

に
は

に

て

は

ら

て

か

  

て

か

に

 
俺
はこ

て

は

 

気

合

こ

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

方

撃

 

気

に

死

死

て

に

ら



 三、遠征編

ら

撃

撃

て

歩

 

後
か
ら

は
止

こ
え

無

蔵
に

て
は
来

俺

え

こ

は
出
来
て

  

立

赤

て

ら

て

来

ら

 

ら

俺

え
て

事

か

て

か

か

ら

て

に

え

係

俺

は

死

て

法

有
無

え

一

上

て

手

取
ら

一
生
後
手
に

夜
か
ら

方

て

に
俺

手
取

て

に

 

か
ら

一

要

 

に
こ
こ

来

 

て有

こ

か



  糸伊豆阿派⻘磁負不伏零矢堕千経度戸地内途

 

森

中

 

こ

は

   
こ

こ
に

物

か
は

ら

て

上

に
は

 

上

 

上

 

に

止

 
止

 

て
俺
に

て

て

に
俺

て

て

止

 
俺
に
か
か

て

法

は

法



 三、遠征編

て

か

て

 
か

人

死

気

か

え

止

か

は
死

死

ら

は

 

死
は

て

手
に

て

死

ら

に

か
ら
止

に

理

て

か
ら

か

人

て

方

時
は

同

ら
は

目

に

て

こ

 

は

人
に

て
か
ら

え

こ

野

に

明

人

に

自
ら

法

出
来

連

て

て

明
人
気
取

か

初
歩

初
歩

て
習

ら

か

か

人
か
ら
野

人
に

え
て

野

人

取

明

無

て

物

ら

は

か
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こ

俺
か
ら

は
死

ら

ら

死

に

ら

是

に

て

物

 

え

こ

こ

に

え

て

か

て
か
ら

対

取

に

対

 
野

人

 

て

 

は

法

方

死

動

 

え

に

可
哀

か
ら

無

に
死

こ

ら

 
撃

 

死

ら

は

て
来

て

こ
に

意

時

に

死

て



 三、遠征編

上
 

上

 

て

間
に

て
上

は

塔

上
登

て

て

俺

て

場

て

楽

て

動

て

 

程
度
に

こ

こ
に

不

方

死

 
撃

撃

撃

撃

 
四

は

に

一

に

こ

ら

か

こ

手

ら

人

撃
て

か

て

事

人

て

か

か

か

具

 
撃

は

こ

手



  糸伊豆阿派⻘磁負不伏零矢堕千経度戸地内途

 

死

て

か
ら

低

撃

て

ら

 
こ

頭

目

に

死

は

か

流

に

は

義
手
義

て

か

て

 

下
手

俺

か

時
に
て

ら

理

法

え

に

上
は

こ

は
身

に

え

は

え

て

え

え

自
分

に

方

手

法

え

て

ら

え

か

て
こ

こ

物

に

は
出

え

 
自
分
に

て

落

て

か
ら

こ

て

事

に

四

無

置

て

に

は

て
は
か

苦

同
時
に

て

手

は

ら



 三、遠征編

か

人

撃
て

て

は

 
後

  

か

は

に

て

 

に

 

か
ら

後
か
ら

こ
え

に

に

て

  

一

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

ｔ
ｅ

ｔ
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か

え

え

 

事

 

風

 

森

こ

 

て

に

一
人

に

て

 

法

 

は

は

 

能

 

事
に
対

て

一

無

 
俺

は

 

は

え

一

頼

か

は

 

連

て

て



 三、遠征編

か

 

こ
こ
に

置

て

は
多

四

か

四
方
に

て

か

 

こ

は

意
に

ら

て

に

 

か

は
か
ら

不

食

て

間
に

物

ら

一

頼

 
亜

間

は

え

身

中
に

取

出

取

出

て
食

 
森

か
ら

て

時
に

食

て

本

に
不

に

て

こ

気

て

か

 

に
食

か

か
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死

 

一

 

一

に

物

死

時

同

ら

か

ら

死

 

こ

て

て

安

安

死

 
死

死

死

死

死

 

え

こ

か
ら

こ

界
か
ら

生

に

死

最
後

後
は

え

死

 

ら

落

 

て

か
ら

度

最
後

て



 三、遠征編

は

え

か

 

に

 
こ

こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  糸伊豆阿派⻘磁負不伏零矢堕千経度戸地内途



 四、迷宮編

 
四

迷
宮
編

 

藍
最
後
尾
夜
有

 

後
か
ら

無
に

は

中

身

こ

和

図
ら

 

え
て

遠
征

撃
班
班
⻑

判

こ

明

に

物

え

法

に

死

に

こ

て

和
に

和

ら

割

下
部

置

に

は

て

か
ら

合

て

に

に
来

に

無

て

て

て

に

合

苦

て

苦

和
ら

て
参



  藍最後尾夜有

可

て論

否
は

 

身

て

て

 
二
人

刑

か
に

ら

こ

て
自

に

て

ら

て

時

置

に

死

か

て

は

上

判

ら

こ

に
は

  
俺

法

育

家
防

⺟

Ｎ

は

三

上
に

て
ら

五

か
ら

て

内
部

造
は

て

こ

三

て

は

て

 

て

自

物

人

物

こ

は

⻑

に

法

Ｎ
に

最
上

Ｓ
Ｓ
Ｓ

法

ら

は

老

て
か
ら

多

目

て
て

ら

多

こ

に

て

一
人
老

法



 四、迷宮編

 

法

は

て

は
俺

多
分

法
 

⻑

に

て

ら

こ

三

に
は
内
部

地
下
迷
宮

 

迷

に

て
て

に

方

物

て
出

に

て

か

て

迷
宮

か

て

ら

 

三

造
物

に

て

⻑
か

法

か

て

造
物

⻑

か

て

上
に

Ｎ

 

か
ら

初

Ｎ

下
に

は
無
か

は

に
は

か

 

Ｎ

に

て

て

本
無

塔

内

図

上

か
本
気

て

か

か

法

は
死

か
ら

て

て

え

可
能

字

生

か
ら一



  藍最後尾夜有

 

こ

ら

小

流

に

  

俺

迷
宮
に

後

森

て

て

は

 
迷
宮

て

て
出
て

物

外

は

小
動
物

物

多

外

界

物
に
食

ら

 

て

物
は

物

は

撃

て

に

ら

て

 

て
こ

は

て

ら

こ

は

か

 

ら
こ

迷
宮

て

有
物

か
ら

か
ら

動
は

に

出

迷
宮
は
迷

か
ら

か
ら

本

直

か



 四、迷宮編

ら

か

に

か

 

か

本
来
は

 

方

法

に
は

て

か

に

寧
に

要

に

て
来

死

防

こ

度
上

て

間
に

死

こ

に

絶
対
防
御

て
は

て

本

は

か

手
伸

て

て

ら
一

死

程
度

和

は

は

度
に
対
応

か

て

数

に
は

か

て
こ

か

 
俺
は

は

は

え

印

は

死

て

か

か

て

か

か

て

こ

死
防
御

度



  藍最後尾夜有

絶
対
防
御
に

俺

経

 

か
ら

に

に
食
ら

一

ら

て

道

出
来

ら

は

身

は
出
来

ら

地
図
に

割
に

か

 
迷
宮
迷

一
応
地
図
は

度

て

迷
宮

か
ら

は

て

 

て

ら

⻑

こ

迷
宮

Ｎ

同

か

小

ら

て

え

か

 

二
人

て



 四、迷宮編

 

遠
征

は

ら

か

安
藤

て

て

は

に

は

こ

に

に

て

 

方
法

え

 

 

て

え

か

は

界

て

繰

上

て

え

こ

は

明

て

か

え

 

て

か

 

上

法

は
参

に

ら

俺

同

下

法

に

て

俺

て

下

法

は

に

て

自

に

こ

出
て
来

二
人

か

来

は

こ
に

か

ら

か

ら

後

は
俺

低

 
八
方

に
図

ら

本

ら
に
は

ら
手

は
無
か

 

か

一
本

え

に

微

て

か
ら



  藍最後尾夜有

え

気
に

て

気
に

て

印

か

か

不

て

は

本
気

不

 

は

微
か

て

 

は

生

生

絶
対
食

安
藤

自

防

に
集

苦

え

不

こ

は

て

か

か

ら

 

に

ら

ら

 
無
理
無
理

目
に
は

え
ら

て

 

方

二
本
取

出

て

動

二
人
に
渡

 
二
人
は

度
か

か

後

は



 四、迷宮編

 
一
息
に

 

間

無

に

て

二
人

に

離

て

目

俺

ら

 

て

出

こ

に
不

こ

に

か

て

ええ

 

一

捨
て

か
ら

て

 

人

て

か

 

に
は

に

え

は
⻑

て

え

 

は

て



  藍最後尾夜有

ら

 
こ

は

気

立

か

 

気
に

下

子
に

気

て

気

て

気

か

 

ら

に
気

て

に

か

て

俺

事

気

て

て

部
下

か

二
人

歩

か

 

ら

不

か

 

不

か

俺

初

て

時
天
地

か

ら

て

に

美

て

 

に
安
藤

て

事

こ

界
に

に

は

方

本

に

に

て

法

て

死



 四、迷宮編

か
ら

て

て

出

捨
て
て

事

か
に

ら

か
ら

か
ら

捨
て

無
理

は
こ

ら

捨
て
は

 

気

て

 

 

に

て

 

か

か

て
か

か

  
俺

三
人

迷
宮

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
に

て多

か

物
に

時
は

こ
こ

多

は
無
か



  藍最後尾夜有

 

か

に

か

多
分
亜

間

に

て
二
人
は

に

不

に
不

ら

取

に

 

か

は

割
に

か

は

え

に

物

多

物

⺠
か
ら

家
防

こ

に

物

野

に

て
て

か

て

ら

多

 
こ

出

か

 

か

俺

外
に

法

ら

て

は

 
こ

に
食

迷
宮

に

物

て

ら

物

集

て

程

こ

か

 

か
に

不

不

て

か
ら

て

俺

身

に

亜

間



 四、迷宮編

え

上
は

方

こ

は

ら

ら

ら

て

て
こ

に

か

下
 

死

に

 
直
後

風

 

は
こ

 

ら

子
に
は

置

 

に

 

に

か

は

苦

て

え
て

て

て

は

え
て

か



  藍最後尾夜有

 
こ

か
ら

上
は

 

て

て

か
ら

事

て

 

か

可
哀

に

て

目
に

俺
は

か

 
身

分

に日

に

 

法

ら
ら

法

こ
に

 

て

て

こ

こ

出
て

て

撃

て

十
割

多
分



 四、迷宮編

て

 

か
ら

十
割

 
俺

に

か

得

て

は
置

て

か

ら
か

 

俺
に

か

て

て

物

多

理

え
て

 

に

て

撃

 

撃

て

か
ら

置

に

に

 

 

に

分

か

か

か

か

か

か

て

応

は

か

鳴

上

て

か

ら

ら

て

法

に

怖

無
理



  藍最後尾夜有

 

は

か
ら
実

迷
宮
に

立

 
班
⻑

て

ら

て

か

ら

子

遠
征

一
人

か

得

得
ら

 

て

動

て

自
分

ら

事
に
対

て

遠
征

は

は

撃
班
に

事
は
無

か
ら

ら

か

て

初

て

遠
征

撃
班

ら
ら

こ

は

寧
に

班
班
⻑

同

班

縁

頼

 

は

遠
征

こ
に

印

実
は

こ

は
無

は

人
に
か

事

出
来

か
ら

集

動

遠
征

遠
征

に

て
一
人

出

て

は

合

本
遠

て

は

 
遠
征

こ
に

て

は

に
間

俺

に
来
て

に



 四、迷宮編

 

は

に
防
御

絶
優

班

班
に

撃
班

て

て

て

て

か
ら
防
御

か

え

て

に

ら

事

え
は

無

判

地
は

事
か
ら

か
ら

不
可

て

中
に

て

て

方

か

ら
自
分
は否

に

合

て

て

て

苦

否

こ

に

こ

は

ら

か
ら

こ

 

程

 

て

て

人

か

か
俺

か

は

自
分

て



  藍最後尾夜有

て

か
ら

て

に

人

 

人

か

 

え

に

 

俺

出
来

て
こ
こ
に

え
え

ら
ら

は

に

て
こ
こ
に

 

直

て

は

に

て

は

こ
に

か
ら

 

無

に
は

て

は

気

習

は

か

て

こ

迷
宮

最
深
部
に

事

え

は
無

か

 

に
来

事

最
深
部
に

に
死

か
ら

無
理

最
深
部
は

事

物

て

ら

三
人
は

要



 四、迷宮編

え
 

え

  

こ
こ

て

迷
宮

物

程
度

場

か

 

て

物

か
ら

風
に

て

こ

か

 
最
深
部

は

は

え
ら

か

実

て

に

て

自
分

か

て

え
て

か
迷
宮
最
下
部

て

て

て
七
不

 

下

迷
宮

ら
に
下

最
深
部
に
は

不

不

て

て



  藍最後尾夜有

 
え

 

て

 
こ
こ

に
迷
宮

 

か
ら

て

か

て

物

か

か

  

て

ら

物
は

遠
に

俺

死

一

法

て

ら

は

方
法

無
か

て
事

 

か

自

生

に
対

有

度

て

か

か

に

死

か

出

て
こ

 

え

え

一

こ

て

目

は



 四、迷宮編

こ

迷
宮

最
深
部
に
は

 

は

対

は

に

ら
ら

て

は

か
ら

自
身

実

上

か

事

て

 

は

 
死

て
こ

か

 

か

 

こ

か

 
俺
に

死

俺
に

間

俺

間

事

て

死

俺

死

 

こ

理

か

 

中

種

迷
宮

中

死

は

場

か
ら

 

え

か



  藍最後尾夜有

え

三
人

四
人

最
深
部

に

こ

て

に
え
え

 

か

に
は

無
理

最
深
部

物
は

こ

に
か

能

物

は

死

能

は

に

ら

て
事

  
俺

か

に

て

て

 
死

利
に

て

は

俺

え

俺

中

理

俺

中

て

に

て

 

に

に

死

か

て

ら
ら

は



 四、迷宮編

死
に

 

て

か
ら

か
ら

理

ら

か

無
理
矢
理
連

て

は

優

に

に

事

無
理

本
人

か

か
ら

は

て

 

物

 

ら
本
気

手

俺

能

に

得

は

身

能

動

経

に
は
程
遠

に

て

は

ら

は
難

は

 

て

て

動

て

利

か
ら

俺

に

負

か

死

か

 

下

方

か

は

え
て

 

二
人

え

 

事

は



  藍最後尾夜有

こ

は
二
人

こ

て

死

怖

死
に

二
人
に

死

死

は

に

  

え
ら

に

て

は

に

 
死

死

死

は

死

 

彼

ら
に
死

は

無
理
矢
理

に

か

て

か

て

か

て

⻘

 



 四、迷宮編

 

二
人

理

て

て

 

気

は

て

に
か

場

は

死

は
死

か
ら

て

は

て

ら
止

は

は
こ

か
ら

か

は

字

死
地

百

法

て

死

地

 
小

は

か

て

に

ら

二
人

か

は

は

死

可
能

取

地

ら

え
え

は

論

て
死
に
に

に

か

は

か
ら

 



  藍最後尾夜有

 

難

ら

俺

て

ら

こ

迷
宮

俺

て

ら 

こ
こ

死

法

は

一

百

こ
こ

て
迷
宮

一
割

ら

場

は
⻑

気

こ

  

は

最
深
部

ら

か

 

て

出

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 四、迷宮編

 

沙
栗
符
哀
須
絵
鰤
寝
具
符
応
澄
無

 

事

迷
宮

は

に

て
こ

は

は

に

に
⻑

上

小

に
対

て
は

に

方

か
ら
は

え
ら

程
武

派

ら

 
具

に
は

は

て

蝙
蝠
は

て

 

法

て

こ
に

来

か
は
割

か

か

割

て

に
は

て
自

て

に

俺
は

か
出

  
遠

か
無
理

て

ら

え

難

ら

て

ら

法

は

ら

に

て



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

ら

か

最
初
か
ら

か

は

え

例
は

こ

か

か

に

て

ら

法

こ

に

 

か

二
人

て

出

部

て

か
ら
俺

事

後
か
ら
来

合

か
ら
来

は

に

理

遠
征

時

運

て

て

 

か
ら

に

上
に

て

て

え

て

て

て

え

一
番

場
合

手

要

か
ら

難

 

か

て

ら

か
ら

か
ら

て

か

て

に

て

か

 

Ｎ
に
は
修

塔

法

修

塔

死

に



 四、迷宮編

て
は

こ
に

て

に

ら

手

習

法

ら

こ

法

か
ら

て

物

手
に

身

て

難

俺
は

か
ら

 
本
来

ら
死

方

て

法

方

死
に

か

て

か

本
来
は

か

方

に

上

法

か
ら

か
に

か

に

能

無

 

て

 

は
本
来

法

に

え

 

死

に

道

て
か



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

例
え

こ

て

死

 

手

動
か

て

に

に

て

 

て

て

時

て

か

手
に

死

て

 

死

手

て

 

死

手

て

 

て

 

か

  

え

事

無
か

え

俺

て

て

法

て

 

集
中

方
法

か

法

動
方
法
は

か

て

習

事

か
ら



 四、迷宮編

 

か
に

法

て

こ

幻
自

は

か

動

て

に

え
ら

出

え
ら

は
出
来

は
 
俺
は

て

死

て

え

て

か

か

 

か
ら

取

 

十
分
に

て
て

無

ら

に

死

 

は
死

か

か

か
は

手

死

事

て

に
死

か

内

か

て

こ

部

て



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

 

か
に

か

 

か

遠
征

時
に

ら

ら

明

明

て

か

は

一

か
ら

 
外

ら

死

て
無
意

に

て

て
気

は

か
ら

て

手
に

て

時

に
動

て

は

は

多
分

は

最

苦

方

て
理

て

か
ら

か

苦苦

に

間

死

は

苦

ら

て

こ

て

時
出
来

苦

に

に

死

手

て

部

て

か

て

に

て

 

は

て

か

に

 

俺
は

間
に

死

時

こ

上
苦

に

て



 四、迷宮編

か
ら

に

て

て

て

 

て

部

 

内

脳

か

死

理

は

こ

 
渡

 

程

物
は

ら

俺

手
に
噛

こ

て

 

部
分
に

死

 

法

事
は
無

 

に

分
か

 
俺

落

死
は

か
ら
直

に

死

に

物
は

て

動
か



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

こ

小

は

か

ら

か

十
分
に

か

こ

か

か
ら

ら

は
こ

ら

に

に

て

法

は

か
ら

子
に

て

こ

は

か
ら

 

程

程

 

法

て

こ

か

こ

て

図

か

 

道
修

塔

か

か

事

俺

死
に

て

要

て

死

死

え

死

か

脳

死

か

出
来

生

て

法
は

動

て

死

か
ら

 
こ

習

手
に

え

に

俺

て

愛

義

に
は

ら

ら
出
来



 四、迷宮編

え

一
生

え

て

出
来

法

は

気

死

生

て

 

て

は

 

て

久

て

に
頼

気

て

俺

え

ら
に

て
来

て

俺

生
徒

て
か

二
人

 

休

地

 

 
死

て

ら

俺

ら

 

に
上

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
迷
宮
に
は
休

地

て

 

迷
宮

て

事

か
ら

て

物



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

か

て
来

え
休
息

意

て

 

て

こ

迷
宮

て

人

物

⻑

か

て

時

法

は
こ

か
に

て
来

 

え

か

て

 

法

て

か
ら

 

出

に

え

習

ら

え
事

 

こ

は

死

遠

法

ら
こ
こ
か
ら

に
遠

伸

出
来

俺

無
理

こ
に

死

出

か

か

て

に

対

に

こ

か

か
出
来

か
ら

か

て

習

は

て

法

て



 四、迷宮編

て

は

 

動

出

て

こ

手

て

て

幻
自

に

え

事

出
来

は

か

難
 
同

明

は

ら

目

か

て

は

か
か

え

界

方

  

か

中
か
ら

外
に
出

時

は

界
に

て

界



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

手

害

え

か

か

か

え
え

 

に
は
自

ら

 
自
分

中
か
ら

自
分

外
に
出

時

は

界
に

 

て

界
に

か
ら

界
は

に

て

は

に

え

て

か

 

 

は

界

に

え
て

ら
ら

は

て

は

界
に

ら

 
似
て

て

界

て

か

て

て

 

て

て

て

 
こ

俺

か

か

か

て



 四、迷宮編

 
俺
に

俺
に

て

か
ら

こ

界
出
身

か
ら

界

取

て

 

に

え

え

は

に
深

え

て

意

は

に

は

難

 

界

界

て

 
こ

界

て

こ

て

 

え
に

て

俺

に

来

 

は

座

俺

無
理
矢
理
立

て

 
え

て



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

 

に

間

 

水

に

 

か

に

 

身

俺

中
に

て

こ

界
に
対

て

か

に

に
対

て

か

か

か
ら

出
て

て

か

 
気

は

不

は
無

奇

 
自
分

似

か

か

自
分
に

て

立

て

に

風
呂
に

て

気
分

 
こ

は

不



 四、迷宮編

か

は

に

て

て

動

て
こ

か

 

出

 

ら

か

冷
え

え

か

て

て

か

こ

か

て

ら

 

二
人
は
置

て

に

て

か

こ

は

か

 
俺

は

て
こ

 

て

か

は
俺

か
ら
異
物

 

界
に
対

て

か

に

に
対

て

か

 
こ

事

ら

界

て

は

俺

か

か

要
に

か



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

か

界

て
か

は

来

え

は

  

か
に

こ
こ

得
ら

は

か

か

 

物

て

ら

法

て

か

か
ら

て

上

は

に

こ

 

目

て

ら

こ

か

休

方
不
明

に

か
ら

時
間
は
か
か

こ

中
に

外

時
間

か
無

は

こ
に

て

時
間

歩

は

て

 

か



 四、迷宮編

 

は
無

ら

法
に
は

怖

時
間

止

か

か

 

法

て

有

に

え
て

死

て

一
は

最
深
部
目

て
は

て

 

こ

か
ら
は
俺

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

無
理

て

て

二
人

部

種

て

こ

に
小

物

て

食

ら

か
ら

か
に



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

 

二
人

て

 

蛇

こ

迷
宮

蛇

 
苦

は

て

 

 
外

か
ら

撃

頭

て

か
ら

死

 

か
ら

二
人
は
蛇

頭

て

蛇

蛇

か
上
に

ら

て

ら

ら
不

ら

て
苦

て

て

か

こ

ら

か

ら

こ

は
無
理

 

か
ら

て
部
分

に

て

意

は

こ

頭
部

ら

無
理

 

か

ら

出
番

て

 

か

遠
征

時
は

て
か
ら
武



 四、迷宮編

か
ら

は

て

か

無

に

気
絶

て

か
ら

こ

は

て

 
俺

て

は

日
寝

に

死

無

日
は

演
習

後
は
出
来
て

か
ら
安
藤

に

部
に

死

ら

か

ら
無
理

 

に

死

て

死

て

ら

て

に

死

ら

て

は

て

 

蛇

に
撃

え
は

か

か

こ

て
一
撃

は

方

て

に
は



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

て

か

 

は

は

手

物
は
十
二
分
に

か

法

取

て

ら

 

こ

か

か

蛇

え

て

て

か

直
に

て

は

一

に

子

か

外

死

え

え
外

か

か
ら

て

ら

て

界

自
分

こ

は
自
分
に

界

食

事

死

て

物
は

か
ら

死

て

に

死

に

て
死

て

こ

は

か

に
は

自
ら

か

こ

中
に

撃

無
理

か



 四、迷宮編

は

 

て

は
俺

太

一

か

て

一

取
ら

 

て
蛇

に

こ

こ

出
来

 

蛇

中
に

え

 

は

人
に
は
か

ら

か
人
に

物
に

か

ら

身

か

か
は

か
ら

身

て

置

て

事
は

手

に

て
こ

か

 

明

後

蛇

身

 

手

に
は

か
ら
生

は

ら



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

て

死

て

は

出
来

に

ら

は

か

て

身

に

て

死

て
こ

出
来

に

造

理

  

は

こ

こ
に

か
は

か

こ

か
ら

上
は
意

無

え

は
無
理

 
こ

か
ら
上

死

か

ら

分

  

出
来

事
は

か

 

か



 四、迷宮編

 
俺

て

法

に

て
か
ら
数

身

凝

か
か

得
意

無

経

法

に
は

に

か

か
ら

 

は

て

法

班
⻑
に

て

こ

え

後

て

か

こ

は

か
に
気

 

え

 

法

対

は

死

死

は

 

に

か

て

 
こ

苦

に

法

無

て

て

え

か

は

内
に

か

か

取



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

法

か

て

か

え

は

か

 
俺

生

意

死

て

法
に
目

理

 

て

 
本

に

か

え

ら
最

無

こ

界

得

法

ら

 

 
こ

に

死

ら

に

は

て

に

か
ら

ら
ら

に

座
に

か

て

出

ら

て



 四、迷宮編

ら

動

 

に

て

 

え
こ

に

低

 
低

は

て

こ
上

に

に
立

て
こ

実

こ

に
立

会

は

え

か

こ

 

て

か

ら

か

 

に

ら

武

直

か
ら

て
こ

安
藤

分割

こ

物

出
て

か

こ

程
度

物

は

最
深
部

は

気



  沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無

 

目

て

二
人
に

 

安

こ

て

無
理

に

は

 

死

防
御

出
来

に

て

か

止

は

手

え

か
ら

て

 

手

 

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 四、迷宮編

 

意
分
畏
怖
侠
絵
鰤
寝
具
藍
侠
戸
椎
糸

 
迷
宮

は

 

地
図

て

道
中
に

物
は

撃

に
⻑

程
度
は

撃

出
来
て
防
御
に

は

か

に

実

て

か
ら

負

能

 

法

て

て

か
ら
俺
に

同

ら

同

は

こ

二
人
は
多
分
⻑

法

か

は

に

て

て

会

ら

て

 

応
か
ら

て

内

は

か

て

子は

に

ら

て

不
要

は

死

に
立

は



  意分畏怖侠絵鰤寝具 藍侠戸椎糸

 
こ

に
立

こ

は
無

て

て

か

実

は

子

に

て

は

死

自

は

法

人

え

は

死

は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
に

得

法

か

て

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
は

法
は
数
多

存

本
人

て

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
は

 

か

 

能

法

Ｓ
Ｓ
Ｓ

俺

に

意

て

 

か

か

に

て

 

⻑

は
こ

迷
宮

か

て

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に

法

て

は

か

こ

に

能

にか

こ

迷
宮

物

は

て
外
に
出
て
来

 

か
ら



 四、迷宮編

て

外
に
出
て

に

迷
宮

外

は

身

保

こ

か
ら

保

こ

 

ら

 

て

ら

要

無

迷
宮

物
は
迷
宮

物

後
か
ら

小

物
は
外
に
出
て

は
無

迷
宮

物
は
迷
宮

外

は
生

ら

に
迷
宮

は

生

て

ら
は

無

ら
は

同

場

に

明

地

は
存

は
こ

迷
宮
自

地

え

か

こ

迷
宮

て

意

に

 

か

こ

征

て
こ

か

迷
宮

か
ら

迷
宮

事

迷
宮

物

迷
宮
内

こ

迷
宮

物

迷
宮
外

生

ら

こ

は

係



  意分畏怖侠絵鰤寝具 藍侠戸椎糸

  

意
は

俺

こ

迷
宮

部

て
こ
こ

死

法

生

て

は

か
ら

て

て

か

こ

迷
宮
か
ら

物

一

て

無
理
か

不
可
能

は

出
来
得

は
Ｓ
Ｓ
Ｓ

法

か

は

可
能死

理

こ

は

ら

物

事

可
能
に

は
無
理

か

 

に

は
無
理

て

か

意

は

こ

上

明

気
は

か

 

部

て

は
無

か

自
分

え

 

に

 

て

て

は

に

俺

ら

事

俺

事

ら

こ

に



 四、迷宮編

ら

て

こ

 

に

こ

死

て

ら

か

に

例

ら

気ら

て

内
に

死

に
立

来

 

て

て

て

防
御
は

 
頼

  

二
人

て

ら
に

俺
に

て

  

こ
に

は

明

⻘

 

動

撃
に
雲

て

に

に
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て

か

て
俺

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

死

分

外

ら

か

に

二
人

迷
宮

歩

歩

こ

に

て

ら
え

ら

死
に
か

か

俺

て

 

に

 

か
に

え

て

て

に

え

ら
俺

図

物

に

目

え

こ

ら
 

て

は



 四、迷宮編

に

て
こ

て

無
理

か

は

 
気

ら

目

に

て

物

 

撃

止

て

て

か

ら
俺

頭
は

は

頭

に
手

て

か

 

場

に

脳

こ
え

法

は

界

界

か

 

界

こ

ら

出
て

て

二
人
に

て

俺

て

後

気
に

て

本
気

え

か

 

俺

下

て

て

 
本
気

て

死
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二
人
に
迷

か

て

二
人

死

て

自

はら

は

法

て

え

ら

方

て

は

か

て

て

は

身
に

て

か

て

に
か

場

て

上

に

て
苦

は
死

手

か

に

て
は

て

か

死

こ

無

か
ら

に

て

死

こ

は

か
ら

こ

育
て

に

に

子

死

は

は

か

に

こ

死

は

法

は

か

事

か

  

度

度

度
に

遠

に

途
方



 四、迷宮編

え
て

に

て

分

て

死

て

程

に

 

に

は

ら

死

ら

て

て
苦

て

生

ら

会
え

か
ら
楽

出

実

ら

こ

度
に

苦

て

て

て

死

か
ら

死

か

は

は

に

苦

死

外

ら

て

て

に

二

は

か
ら

 

は
我

か

人
に

て

か

に

て

身
内

苦

は
死

は

ら

て
苦

て

て
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て
割

て

本
人
か
ら

ら

流

に

は

て

は

か
ら

俺
か
ら

て

は
無

理

て

俺

止

 
俺

俺

最
後
に

か

は

時
か

法

に

て
か
ら
は

無

死

て

軽

て

か
ら

 

事

か

 

法

て

ら

は

⻑

法

て

ら

 
死

軽

 

俺
は

か
ら

て

怖

事
は
無

 
俺
は
こ

か

か

こ

ら

気

は

に

て
は

死



 四、迷宮編

 

か

 

法

は

Ｎ

に

て

 

は

か
ら

俺
に

て

死

に

彼

ら
に

て

死
は

は

て

離

て

 

ら

に

に
死

手

て

て

は

俺

死

に

捨
て

取

に

程
は

我

は

か

か
ら

一

て

て

身

法
は
部
分

に
か

こ

身

は

ら

頭
部

か

か
に

習

て

か

て

か
て

て
か

目

え
て

身

て

か

か

ら
意

か

て
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死

は

か

動

要

か

  

に

俺

は

身

て

に

て

か

か
ら

 

え
身

て

か

俺

 

法
に

て

て

  

ら

か
ら

 

界

 
自
分

自
分

外

頭

外
か

 

界

死

身

中

俺

ら

度

か

て

物

 

俺

噛

千

ら

 

身

は

ら

は

俺
か
ら



 四、迷宮編

実
に

 

か
ら

は

死

 

閉

無

て

界

 
頭

外

に

て

 

俺
は

か

死

 

に

に

取

 

か

か

頭
に

噛

 

に
集
中

に

て
部
分

に

死

て

出
来

か

て

死

 

出
来

流

に
こ

こ

習

は
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は
こ
こ

か

子

ら

こ
こ

実

か

は

か

死

こ

ら

食
え

直

食

子
は
初

て

か

て

て

は

て方
法

か

ら
こ

不

食

に

か

 
目

て

意

は

目

脳

俺

事
は
出
来

か

は

か

は

来

え
て

か
ら

来

時
に
目

脳

て
判

は

こ
無
理

 

に
頭
部

食

か

 
身

は

絶

に

 

上
手

ら

動

こ

修

塔

事

て
こ

場



 四、迷宮編

こ

か

て

俺

塔

上

て

て

か

 

は

て

て

理

か

て

に

に

て

か

俺

 

て

死

え

て

か

か

 

後

か
ら
来

に

て
か

 
音

か
ら

か
頭
部

は

に

か

て
気

か

 
目

脳

 

に

て

は
無
理

身

ら

 

は
上
手

て

か

か
ら

脳

死

ら

間

取

か
ら
身

ら

て
直
撃
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ら

 

目

方

事
か

 

事

か
は

実

か
ら

脳
は

て

こ
に

割

か

え

は

ら

て

か
ら

て

え

脳

て
脳

要
は

か

 

経

か

経

か

か

か

方

か

 

に

て

脳

中
身

は

こ
に

に

か

か

か

 

て

死

 
後
頭
部
に
鈍

て

図

か

に

は

事

動

取

は

方
位
に

目

て

か

造
上

音

方

取

後
方

は

に
頼

か

中

上
手

か



 四、迷宮編

ら

は
実

に

か

  
脳

死

場
合

手

脳

こ
に

か

て

要

こ

俺

て

動
物

物

か

か
ら

に

て

は
脳

無

手
取

ら
部
分

に

て

か

か
ら

は
手
か
ら

か

 

 

 

音

え

か
ら

に

え
て

か
ら

出

て

小

物

 

は
俺

に
噛

食

破

か

流

か

  

死

て
か
ら

は
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物

一

一

て
死

て

 
死

死

座
に
死

 

て

 

俺

に

俺

方

て

死

か
ら

死

頭
部
に
後

て

て

か

死

か
ら

生

て
は

か
ら

か

死

て

 

界

意

死

死

死

死

死

死

身

て

は
て

ら

分
こ

方

多

  

俺

身

は

て

え
て

 

に

死

か

不

は

一
応
こ



 四、迷宮編

死

に

絶
対
防
御

は

割

え

に

か

か

こ

は

ら

ら

て

に

か
自
分

自

て

に

ら

は

か

 

か

 

無
か

俺

子
に

て

ら

か

か離

て

か
ら

て

か

子
に

死
に

か
ら

は

か

て

ら上

て

久

は

か
ら

物
に

か

ら

に

か
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怖

事

 

自
分

に

に

 

か
ら
こ

て

中

て
太

忍

て 

て

上

か

場

歩

に

物

て

死

日

来

か

に

に

ら

は

か

ら

に

て

か
ら

え

は

か

か

 
可
能

は

て

 

に
俺

え
て

事

俺

え

こ

ら

に

か

て

に
上



 四、迷宮編

 
こ

迷
宮
無
事
に
出

ら

目

に

こ

迷
宮

破

て

外

気

に

か

息

こ

迷
宮

破
出
来

ら

に

気

出

は

か

実

え
て

て

 

は

か

て

 

か

は

え

ら
に

こ

 

は

か
ら

 

か
ら

俺

新

 
死

ら

合

実

俺
に

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

間
軸
伊
豆
和
宙
鵜
恩
戸
塔
吏
部か

は
こ

ら

事

 

上

法

て
て

 

か

か

ら

に

 

一

か

て

二
人
は

こ

て
こ

か

班
⻑

子

事

か

て

身

え

は

 

取

出

て

不

不

か
ら

部
分

ら

か
に

は

か



 四、迷宮編

は
無
理

こ

は

は

 
こ
こ
は

二

休

地

 

二
に

て
最
後

こ

か
ら

最
深
部

て

十
分

か

俺

手

は
こ

ら
に

撃

ら

に

か
ら

こ

上

 

ら
は

て

か

 

か

て
迷
宮

自
分

頭
上
に

て

迷
宮

物
は
迷
宮
外

生

ら

か

は

て

か

に

物

て

 

え

に

て
理

か

か

上

ら

て

か
出
て

ら

上

法

外

ら

に

か

破

こ
こ
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部
分

程
度

子
に

こ
こ
か
ら

は

ら

は

か
ら
自
分

身
は
自

分

ら
ら

こ

え

防
御
方
法

え
て

ら

ら

に
集
中

え
え

こ
こ
か
ら

は

難
に

て

一
度
は

迷
宮

て

法

は
数

迷
宮

本
気

出

て

最
上

修

場

 

か

 

か
に

は

迷
宮

か
ら

て

 

撃
に

え
得

て
て

こ
に

物

か

死

死
に

は

取



 四、迷宮編

は

無
理

は
無
理

事

て

こ

は

死
に

て

て

か
ら

一

に

て

こ

か

は

て

意

一

に

て

て

に

理

て

 

俺

て

て

 

被

は
こ
こ

か

か

こ
こ一

人
死

に

て

事

中

塔

て

て

死

て

か

 

生

て

か



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

て

 

は

か

天
井
に

に

て

え

て 

て

彼

に

法

事
は

得
意
不
得
意
は

か
ら

  

こ

て

気

取

直

て

十
分

は

迷
宮

最

 

迷
宮
最
深
部

 

て



 四、迷宮編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

 
後

分
か

て

止

こ

 

て

 

て

て

ら

は
意

て

か

界

中

自
動

ら

か

て

中

に

え

ら

 

上

撃

は
防

か

て

て

に

て

て

時

音

同

出

て

て

音

て

て



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

か
俺

物

度
に
一

て

こ

ら

方

え

後
方

 

動
か
ら

ら

 

音

は

手
は

一

 

間
に
は

動

俺

後

に

て

て

撃

ら

 

 

連
係

俺

か

俺

に

に

て

ら

か

死
は

動

撃
に

死

て

 

に

俺

対
応

要

四

五

て
ら

て



 四、迷宮編

 

は

上

死

分

は

て

か
ら

て

か
ら

こ

分

か

 

休

に

食

不

か

食

死
上

後

か

て

 

連

地

に

か

て

 

ら

て

ら

ら

撃

後

に
は

方

俺
か
ら

離

て

こ
に
撃

て

 
頭

下

撃

ら

 

は



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

音

か

判

に

こ
に

か

て

か

え

か

ら

手

俺

小

え

 

は

て
は

 

に

 
落

て

は

 

種

人

無

に

生

介

物

ら

か

か

動

外

は

法

系

物
は

ら

食
え

 

に
対

得

手

ら

 

は

ら

て

に

て

百

て

百

 

は

実
に

内
に



 四、迷宮編

 

は

動

こ

系
に
は

か
ら

動

は

無
論
柔
ら
か

に

 

内
に

死

動

動

中

間

場

に

法

に

て

か

は

はこ

対

て

  

え
て

か

は

 

て

子
に
は

ら

俺

て

利

死

ら

て
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死上
か

か

 
下

て

 

気

て

ら

か

 

に

俺

気

意

て

理

に

て

気

遠
征

時

気

か

か
来

 

て

は
死

流

て

 

に

無
か

 

能

上

て

か
か

は

に

ら

は

に

こ

こ

か
一
種

分

法

得

物



 四、迷宮編

法

て

得
意
不
得
意
は

我

法

に

物

か

  
俺

は

か

 

に
落

二
人

 

て

は

 

か

 

て

に
撃

 

に
は

ら

物
に

ら

か

こ

場

分
か
ら

 

に

 

伸

は
俺

実
に

え

後
に

物

経

て

か

て

 

音



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

中

に

動

か

止

 

後
方
に

動

は

止

て

撃

は

て

に

気

は

か

人
間

造
上
後

か
ら

撃

て

か
ら

え
難

は

か
ら

出

て

ら

 

に

て

死

 

後

に

て

方

手

は

死

 

は
防
御

同

死

て

習

て

か

内

に

か
は

か
ら

防
御

は
事
実

 
出
来

か



 四、迷宮編

は
は
は

 

か
ら

死

て

は

 

こ

 

は
俺

て

 
戸

て
取

身

に

間

に

は

死

 

生

て

に
身
に

て

か 

気

取

二
人

こ

 
下

 

え
え

 

俺

に
は

 

は

て
ら

か
ら

か

 
無
理

は
無
理

 



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

は

 

に

手

は

て
生

て
防
御

て

て
下

か

て

地
図

て

程
度

場

え
て
方

頼

に

 
地

に

か

水

て

か

分

物

歩

音
は

取

同
時
に
俺

歩

音

物
に

こ
え
て

は

て

は

俺

は

は

か

 

食

か

噛

に

噛



 四、迷宮編

 

応
は
出
来
て

事

て

脳

 

に

か

来

死

外

死

ら

上
に

蛇

て

に
外

か
て

か

図

に

 
こ

こ

か

て

来

か

て

え

食

か

ら

か
ら

⻑

間

身

て

こ

ら

は

は
負

て

食
え

て

 

不

 

に

か

て

 

か
不

か
ら

て
子

か



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

亜

間

に

微

は

に

食

か

は
遠

か
に

法
は

動
時
間

⻑

食

方

我

は

て

ら

 

渡

手
に
取

 

一

安

出

に

て

こ

て

こ

ら

生

不

苦

生

に

要

ら
食
え

ら

か

は
割

に

法

て

に

え

生

て
は

 
俺
か
ら

取



 四、迷宮編

 

物

て

か

こ

二
人

え

か

か
ら

は

生
か

は

て

生

は

こ

無
か

か

法

は
生

に

死

こ

は

に

は

死

に

て

え

 

て

無

て
生

て

て

に

か

て

直

て

こ

刑

て

中

え

 
苦

ら

 

か

楽

に

ら

不

一

え

食

は

 

て

か



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 
意

に

か

か
は

か

こ

要

か

か

俺

理

に

合

こ

て

か

て

 

は

 

死
に

は

生

に

て

か

 

死

は

 
は

は

は

て

 
物
食

後

一
番

ら

て

て

ら

て

手

絶

ら

こ

目

て
一

後
に
動

て
一

方

に

ら

一

食

て



 四、迷宮編

 

こ

子

え

に

合
図

ら

こ

ら

動

て

度
は

に

て

か
は

後

経

澄

て
後

に
来

ら

て

は

に
出

こ

こ
こ

独

場

 

て

て

 

俺

に

て

ら

ら

に

人
に

生
え

程
度

こ

上
手

 

か

て

ら

は

 
数

三

迷
宮

て

は
は
は
俺

死
地

に

か

 

か

ら

に

て

え
ら



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

か

に

上

て

て

か
ら

に

ら
上
手

か

は

て

え

て

え

て

て

 

て

下

 

ら

ら
応
え

後

に

頼
に
応
え

目

来

か

 

か

四 

こ
に

 

か

連

四

物

子

て

撃

後
か
ら

こ

 

て

目

に
一
番

は

か

無



 四、迷宮編

生
え
て

 

最
深
部

は

に

は
は

こ

て
か

は
一

  

こ

に

ら

死

は

物

 
死

界

意

て

上

 

は

直

に

子

 

同
時

俺

身

は

動

子
に

て

 

程

に

程

 

止
棒

 
安
藤

会
え

日

て

 
止

手

身



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

後

動

に

て

身

子

止

 
一

一

身
は

否

 

子
に

に

 

か

に

身

は

か

動

に

ら

て
一

久
度

て

か
ら

に
破
ら

 
絵

に
は

俺

身

子

中
に

て

 

ら

か

か

百

王

 

食

ら

 

内

  

頭

死

死

死

座
に
死

 

動

死

か

は

同

て
に

椎

脳

頭

部

部

部

 

て

一
番

て

俺

て



 四、迷宮編

え

か
ら

 

来

て

て

か

て

最
後

最

て

生

 

一

 

は

 

は

自
ら

死
に

ら

絶
対
に

王

こ

は

係

子

後

に

か

子

に

王

に

は
番

に

後

に

ら

に

に
出

こ

 

無

ら

か

て
か
ら

 

て

ら

て

ら

死

 

か
ら

に

か
は

ら

 

か

て

は

か

 

身

死

落

て

中

は
こ

ら

て

か



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

て

法

か

か

 

ら

ら

生

に

か

生
か

に

多
分

自
分

俺

に
か

は
俺

方

て
来

か

か

て

こ

ら
は
平
和

 

か

て

 

食

破

て

生

て

て

 

破

て

風

俺

 

意

 
一

一

上

は
一

 

か
ら

生

に

か

て

は

俺

て

 
死
に

死

意

か

 
明

に

生

に

ら

 
生

に

死



 四、迷宮編

 

界

は

 
俺

害

て

 
死

死

死

て

中

初

て

 

か

生

気

界

自

中

に

 
方
に

撃

か

に

 

ら

 

か

て

に

に

て

王

て

 
俺

は

風

中
に

   

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 

か
ら
は

て

ら

て

か

事
上
手

て

て

 

に

ら

 

に

本
気

子

て

ら

こ
に

俺

に

え

部

気

こ

に

間

ら

一

に

か
ら

か

か

か
無

に

に

こ

は

無

て
⺟

ら
子

か

て

絶
対
動

ら

に

て

て

か

て



 四、迷宮編

撃

て

同

 
割

に

気

か

 
俺

一
番
は

か
に

に
立

物

は

て

は

死

に

ら

か

は

て

物

度
は

に

に

て
は

え

程

に

死

夢

は

て

か
ら

平
地

ら

に
死

か
ら

応

て

応

て

か
ら

は

来

て

か

て

に
来

か

 

事



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

 
目

て

か

 

は
俺

て

生

に

手

俺

て

て

 

ら

俺

に
遠

直

来

て

こ

ら

迷
宮
は

 

最
深
部

 

は

え
て

か

え
て

て
は

死

に

か
に

  

 

死

に

は
十

に

 

十

て

か

え

か



 四、迷宮編

 
気

 
十

に

は
上

か
ら

に
は
十

か

 

こ

 

因
か

に

ら

か

か

に

は

死

気

て
事
か

は
十
分
に

え
て

事は

か

  

か

か

て

は

か



  間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部

か

気
に

事
は

 

最
後

 

割

か

て
油

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 四、迷宮編

 

藍
日
亜
土
湯
上
薄
井
栖

 

分
か

時
に
は

後

に

 

て

て

こ

時

は

か

て

て

油

は

か

 

て

ら
か

え
て

か

て

て

に

応

か
 

ら
に

無
理

応

て

俺
に

無

理

応

て

に

死

小

身

か

か
ら
こ

軽

て

に

 

は

離

 

は



  藍日亜土湯上薄井栖

 

こ

我

か

離

て

 

か

俺

応

て

俺

て

か

て

に

意

一
番

て

 
迷
宮

端

方

て

て

に

 

は

こ

程
度
時
間

一

身

て

て

多

は

に
気
分
程
度

 

俺

久
方

に
こ

我

か

 

か

法
に

無

て

時
か
ら

我
負

ら
死

か

て

か
ら

法

時

え

我
は

に

て

 

こ

俺

て

場

 



 四、迷宮編

 
遠

か

俺

端

こ
に

中

部

二
人

て

 

は

え
て

動

防
御

間
に
合

て

時

間
に
合

て

て

て

動

こ

て

に

え

度
か

蛇

同

   
意
気

て

こ

死

無
理

は
無
理

て

て

否

て

 
こ

程
度

か

 

無
理

て

ら

間
に

て

に

て

間

て

は

て

苦

負

は

ら

て

て

 

に

俺
に

 

に

か
ら

気
分

て

方

俺

こ



  藍日亜土湯上薄井栖

か

 

に

て

に

こ

か

に
出

こ

は

部
下

身

ら

は

冷

か

て

て

 

俺

生

俺

て
ら

 

手

え

 

法

に

手

撃
て

ら

は

こ

は

こ

は

 

界

中

上

ら

え

か

 

上

ら

て

落
下
地

に

え

 

え

物

え

て

 

手
に

は

⻑

は

事

手

目
に

え

程
に

ら
は



 四、迷宮編

天
輪

上

こ

照
ら

 
こ
こ

迷

に

て

こ
こ
は

場

 

天

物
は

 
天

手
に

取
ら

て

て

天

死

て

こ

死

は

に

遠
は

え
ら

 
撃

 

は

天

度
に

度
に

度
に

え

え

天

に

 

に
対

天

は

 
手
に

同
時

に

か

て

 

か
ら

か
ら

意

ら

て

一
番

度

低

は

俺

て

 

て

か

こ

に

直

か

て

て



  藍日亜土湯上薄井栖

に

え

に

目

に

て

一

て

か

 

離

 
絶
対
来

て

か
ら
撃

直
後
に

ら

て

後

事

か

ら

ら

生

に

部

て

 

天

は

え

一

て

死

動

て
自
分
は
一

後

に

法

て

方

は
て

方

か

 

に

動

死

気
に

て

こ

俺

日

 

理死

 
寸

 

 
俺



 四、迷宮編

 

え
て

に

 

兎

修
死

伏
理
伊
豆

死

遭
上
意
死

  

か

て

撃

て

か

か

ら

て

か

か

て

か

て

か

は

か
か

 
一

理

理

撃

 

泥
椅
子
伊
豆
能
登
湯
上
伏
零
須

死

我

死

 

か

 

て

か
は

に

か

か

 

こ

死

か

か

 

理

戸

琉

阿
歩
止
琉

死

聖

死

 

撃

え

ら

応
は

て

か

俺



  藍日亜土湯上薄井栖

死

位
置

こ
に

身

動
か

俺
に
死

訪

か

て

て

死

 

か
ら

か

 

撃

俺
に

て

死

か
ら
こ

か

て

 

伏
戸

印
地
迎
斗
負
不
出
栖

死

彼

愛

子

死

 

に

意

に

死

動

 

俺

場

俺
に

て

場

気

か

か

俺

度
に

俺
か
ら

て

微

に

 

法

は

に

て

目
に

え

程

ら

取

薄

存

法

は

 
自
ら

法

動

に

て

こ

に

て

か

ら

本
来

界

て

て 

界
に

に

自

界

自
分

て

か
ら

界



 四、迷宮編

に

は

夜

に

一

糸
伊
豆
阿
派
⻘
磁
負
不
伏
零
矢
堕
千
経
度
戸
地
内
途

 

死

 
寝
具
栖
座
頭
集
琉
鈍
斗
微

亜

界

子

は

否

藍
出
内
沙

紫
遠

   
俺

中

か
ら

界

  
死

は

俺

中

に

  

て

は

か

無

か
ら

 

俺

方
に

て

か



  藍日亜土湯上薄井栖

 

は

て
無
か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

か

ら

て

ら

え

ら

て

 

て

か
は

か
ら

か

意

分
か

気

て

こ
に
移
動

て

最

後

か
ら

死

ら

 

 
迷
宮

 
最
深
部

 

に

て

か

物

 

一
人

上

後

に

か

は

か

は

え

か

撃

て

ら

は

動

得

こ

に

こ
に

か

か

て

か

こ



 四、迷宮編

止

て

か

て

こ

 

に

亜

間

 

て

て

絶

て

て

て

 

か
ら

止

に

て
ら

時

十
二
分

我

死
に
は

か

か

て

生

こ

か

に
死

か

は
生

に

か
ら

か



  藍日亜土湯上薄井栖

 

て

て

死

て

か

無
理
矢
理
内
部

動

て

死

か

法

て

か

か

ら

ら

は

て

こ
こ

来

自

 
死

法

か
ら

院

て

に
は
無

 

死

は

て

 

人
間

こ

は

ら

か

同

ら

経

て

に

は

得

てて

て

か

て

ら
無
理

か
ら
こ

か
ら
こ

は
多
分
こ
こ
に
生

て
か
ら
⻑
か

か
ら

能

か

に
意

か

ら 

 

て

理

に



 四、迷宮編

こ

て
無
か

か

初

に

出
来

に
二

方

て

 

か

 

分

か

て

て

事

か

本

に

得

こ

は

に

て

は

て

こ

は

経

は

物

て

経

に

か

て

遠

え
て

死

出

伐

時
間

か

て

害

て

我
は

員

生

こ

に

時
間

伐

こ

て

て

え

ら
度

て

て

か

手

初

 
こ

時
間

 

は

 



  藍日亜土湯上薄井栖

て

無
理

て

て

て
無
理
に

て

度

低

部
分

て

方

法

は

 

こ

か

は

死

出

て
こ

一

 

手

か

て

天

ら

か
ら

こ

数

て

部

俺

て

て

ら

巣

 
上

子

俺

一
対
一

ら

か

後

こ
止

は

か

 
身

は

難

ら

無
数
に

は

こ

え

上

ら

て
一

意

て

間
に

て

ら

て

意

ら

食
ら

て

か

 



 四、迷宮編

は

こ

最
深
部

ら
休

か

 

 
二
人
は

合

 

て

息こ

安

て

か

か

か
ら

ら

こ

か
ら

一
番
身
⻑

低

て

ら

 

に

て

に

て

 
俺
に
気

て

俺

否

て

濁

 

手

出

か

て

て

は

 

上

て

に
対

て



  藍日亜土湯上薄井栖

 

は

事

か

ら
俺

て

か

か

て

実

て

は

か
ら

 

理

て

 

て

て

ら

は
俺

俺

こ

理

て
二
人
に

得

ら

明

か

か

か

て

来

 

に
負

て

は

 

ら

て

 
こ
こ
か
ら

は

無

に

に

 

こ

か

 

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 四、迷宮編

こ

迷
宮
最
深
部

か

遠

  
俺

か
死

て

最
深
部

 
こ
こ

は
因

て

は

数
十

か

数
百

か

法

に

て
迷
宮

は

征

絶
対

事

こ
こ
は
楽

に

迷
宮

は

論

事

 

に

⻑

美

深

は

こ

こ

目
に

法

は

出

子

か
ら

て

て



  藍日亜土湯上薄井栖

 

気

 

出

え
え

物

分

上
は

 

人
間

外

物

ら

物

合

て

え

て

か

征

て
絶
対

て

時

ら

絶
対

手
は
目

手

か

ら

に
は

法

に

て

て

て

法

に
は
絶
対

ら

は
こ
こ

て

に

て

 

は

一
応

物

迷
宮

は

俺

三
人

て

て

 

手

迷
宮

破

安

 

 

地
下
迷
宮

最
深
部
に
は

て



 四、迷宮編

 

実

こ

部

に

か

 
こ

部

 

か

塔

部

て

部

 
上

異

外
は

部

て

 

は

迷
宮

か
ら

か

て

こ

え

は

地
上

直

迷
宮

か
ら

迷
宮

え

は

 
は

子

員

我

事
は
可
能
か

 

位

物
は

同

分

え

こ

は
同

無
理

 

は



  藍日亜土湯上薄井栖

ら

こ

手

こ

に

え

は

 
は

え

 

迷
宮

ら

こ

は

ら

 

我
は

 

は

 

利

ら

こ

迷
宮
に

物

生

に

て

は

か
え

否

て
居
場

て

か

か

怖

こ

 

か
ら

 

か
ら

後
か
ら



 四、迷宮編

ら

ては
優

 

子

子

 

子

は

は
ら

て
か
ら
に

て

 

子

か

 

こ

迷
宮

死

法

無

最

一
か

不
意
に

て

か

自

無

か
ら

て

ら

 

子

て
生

て

 

生

会

て

生

可
能

ら
取

上

て

法
自

に

こ

か
ら

否

否

て

に

物

否

て

か

て

 

て

子

上

て

経

か

か

一

無
に

法

 
生

に

死

身
に

法

に
は
意

無

て
生

種

て

法
に

ら

部

え

本
能
に
取

絶
対



  藍日亜土湯上薄井栖

部

部

か

事
に

て
無
理
矢
理

て

法

否

は  

か

こ

て
生

に

死

か

物

気

に

て

か
ら

か
ら

 

か

一
度

ら

に
手

こ

て

こ
こ

か

死

か
ら

て

て
こ
こ

来

否

否

ら

こ

否

意

否

 

か
ら

 

落

か

か

か

 

こ

 

法

は

意

取

に

ら

て

気
絶

法

は
地
上
に



 四、迷宮編

こ

か

は
迷
宮

か
ら

ら

は

 

我
は
負

 

意

は

こ
こ
は
迷
宮

法

実

修

場

修

塔

は

に

上

こ
こ
は

有
物

手
に

え

 

直

後
は

に

て

は

論

え

有

て
は

か

か

ら

法

は
死

意

か

て

ら

同

か
ら

て

 

か

 

こ
こ
は

か
ら

場

俺

か

て
頼

我
は
負

負

上

生

て

ら

は



  藍日亜土湯上薄井栖

後

か
は

手

こ
こ

ら

死

こ
こ

ら
死

界

事
に
は

て

は

法

度

上

事
に

得

得

か
ら

頼

  

一

 
こ
こ

子

理

 

気

上

て

事

こ
こ

生

事

出
来

ら

居
場

ら

こ

こ

子

は
外

生

に

外
に

応

身

に

て
生

出

に

子

に

え



 四、迷宮編

 

外

界

歩

ら

 

て

界

て

か
こ

場
に

て

上

て

は
気
絶
に

て

か

要

ら

か

ら

手
に

子

は

法

食

て

か

ら

は

 

界

 

天

外
に

て

か
一

は

  
上

方

か

動

て

天
井
に

か

四

直え
え

て

害



  藍日亜土湯上薄井栖

  
身

物
か

こ

こ

て

地
上
に

ら

て

 

論

 

  
俺

迷
宮

は

 

直

は

得

 

一
本

死

理

上

得

て

え

安

買

物

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 五、休養編

 
五

休
養
編

 

鈍
斗
業
是
亜

は

来

は
四

死
に

本
来

ら

無
理

か

 
修

塔

 

遠

ら

法

修

可
能

に

ら

塔

五

塔

内

時

方

に

塔

こ

対

て

は

て

俺
は
無
手

 

は

こ

は

か



  鈍斗業是亜

こ

て

苦
無

に

て

気

て

え
 

修

て

 
俺

迷
宮

部
分

度
上

て

 

中

は

業

て

太

忍

に

手

に

て

ら

ら

度

撃

て

ら

て

 
え

撃

か

て

か
意

無

間

は

え

  
て

て



 五、休養編

 

こ

ら

撃

え

て

て

外

応

字

来

論

こ
に

死

か

か

て

無
 

度

に

ら

事
か

度

後

取
ら

て

ら

に

こ

か

 

に

ら

か

 

か

時

異

無

流

に

に

て

中
に

死
地
に

て

て

か

に
怖

部
分

経

か
ら

か

頼
か

 

脳

 
音

か
ら
来

て

太

忍

苦
無

度

に
俺

身

一

て

来

は

か

こ



  鈍斗業是亜

に

ら

 
え

ら

 

か

こ

は

部
分

無
理

か

系

部

外

部

 

身

か

 

撃

に
は

応

て

身

か

法

ら

物

手
に
は

遠

撃

て

手
に

に

無
理
か

え
え

に

会

訪

は

え

日

演
習
に

地
下
迷
宮
に

は

位

物

 

物

動

か

は

か

ら 
多
分

俺

手
に

て

意

本
気

意



 五、休養編

て

取

は
迷
宮

理

 

て

俺
は

場

に

に
立

て
こ

に

は

に

手

俺

は

 

に
頼

て

こ

身

え

に

に

て

死

方

習

て

こ
こ

手

か

て

こ

か

ら

か

て

生

  

中

太

忍

は

こ

て

か

か
は

か

は

死

に

か

え
ては

生
に
か
か

時
間
は

分



  鈍斗業是亜

対

死

は
一

間

は

に

て

 

か
に

 

目

 

て

気

は
本

に

生

て

 

に
こ

か

て

て

気

て

て

え
死

は

に
は

て

直

て

て

 
太

忍

は

て

 

て

は

か

て

か

て

安
藤

て

 
会

人
会

人



 五、休養編

 

て

て

に

て

て

こ

は

生

て

か
ら

 

上

 

こ
に

は

武

 

端
に

無

ら

一
番
似
合

 

義
手

こ

武

て

ら

ら

保

て

一
番

か
に

手

ら

方

こ

ら

合

に

え
 
義
手

義
手

 
死

か

死

活

死

五

生

法

義
手

迷
宮

は

上
に
止

に

て

止

か

不



  鈍斗業是亜

可

方

安
藤

に

ら

に
義
手
義

て

か
ら

て

て

て

え
て

ら

一

 

介

て

安
藤

に
一

死

ら

か

は

て

に
俺

事

か

て

人

か
ら

ら

下

て

 

に

に

出

て

中

こ

に

て

か

て

ら

こ

無
理

 

は

こ

無
理

ら
無
理

 

一
応

は

 

は

物

え
て

法

四

義
手
義

 

て

織

に

か

て

て

て

ら

か
は

え
て

織
に

て

か

か



 五、休養編

て

二

は

合

は
下

か

て

て

は

て

 
二
人

か

 

は
下
か
ら

こ
え
て

て

 

か

中

塔
に
は

か

か

て
ら
ら

 

久

に
か

え

に

は

 
遠
征

日

遠

こ

 

遠
征

日
に
二
人

日
は

か
ら
三
日

ら



  鈍斗業是亜

て

日
に

物
事

時
間

⻑

て

こ

事

て

班
⻑

て

 

か

 

人

か

え

て

は

か

て

に

俺

に

て

て

に

 

て

ら

こ

こ
こ
か

 

ら
ら

 

に

 

は
彼

ら

こ
に

か

ら

か
ら
修

塔

一

一

か

久

班
⻑

久

か

 

気

久



 五、休養編

 
班
⻑

 

遠
征

か
ら

て

て
一
度

会

て
無
か

遠
征
内

て

俺

こ

に

て
班
⻑
は

遠

征
に

か

俺

迷
宮
に

て

て

ら

に

多
に

に

出

内

会

こ

か

 
班
⻑
は

 

気

て

気
に

て

に

俺

こ

て
生

て

 

か

置

こ

か

こ

 

班
班
⻑
は



  鈍斗業是亜

遠
征

撃
班

班
⻑

か
ら

班
⻑

は

こ

て

 

て

 

は

 

 

こ

こ

て

ら

間
に
か
班
⻑

に

 

て

流

に

か

か

離

て

か

置

に

て

て

本

に

 

ら

 

遠
征

て

流

て

か

 

自

界

は

え
似

こ

て



 五、休養編

判

か
ら

て

事

か

て

て

て

て

え

 

ら
ら

は

は

自

判

て

死

に

て

ら
ら

判

子

動

子

こ

は

か

か
ら

て

て

て

因
は

に

か

論

 

⻘

ら

て

に

迷

か
ら

 
一

て
か
ら

は

か
ら

て



  鈍斗業是亜

 

て

か

に

 

班
⻑

て

て

ら

 

て

 
太

忍

は

に

て

は

て

か

か
ら

に
か

て

か
ら

こ

は

か

て

 

班
⻑

は

は

に

一

離

て

 

こ

か

 

俺
に

意

て

て

は

て

か
ら
こ

に

来

て

は

か
ら

班
⻑
は

は

に
意

は

か

班
⻑
は

て
俺
か
ら
離

こ

日
は

部

に
来
て

か

 

こ

て

班
⻑

一

て



 五、休養編

 

て

ら
ら

に

ら

か

え

て

に
気

か

か

か

は

こ

 

か
ら

か

か
ら

 

界

一
応

は

 

子

に

三
人

て
絵

か

て

か

て

 

に

気

か

か

え

は
子

子
ら

に

子
ら

て

こ

に

 

て
同
意

 

子

か
ら

か
ら

か
ら

て

 

歓

中

上

こ

ら



  鈍斗業是亜

 

に
か

こ
に

 

法

は

俺

て

え
 

こ

に

子
に

三
人

 

に
こ

場
か
ら

て

太

忍

は

生
活

 

か

は

 
小

に

物

時
に

部
下

 

俺

に

て

 



 五、休養編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

連

て

上て

て

 

に

修

場
修

塔
内
部
に

修

場

か
ら

俺

に

Ｎ

て

に

事
塔

員
塔

こ
に

 

は

塔

下
に

部

か
ら

て

こ
に

て

手

こ

は

か

か

明

に
連

て
来
ら

は

句

て

て

か

に

明

て

か
ら

連

て
来
て

因
か



  鈍斗業是亜

は

は

は

邪

に
事
塔
に

ら

か

 

久
方

に

か

て

て

 

こ

係
に

は

 

襲
撃

ら

 

か

こ

て

に

手
こ

位

物

独

伐

か
独

縁
は

独

伐

て

は

こ
こ

ら

は

ら

え

ら

か

 

て

か



 五、休養編

こ

  

は

一

取

出

 

か

一
応

こ

か
ら

は

こ

に

自

生

地

破

可
能
か

か

自

か

て

て

地

に

死

有

か

か

破

地

無

無

程

に

撃
班

遠
征
班
に

て

こ
て
か

中

に

頼

ら



  鈍斗業是亜

度
は

て
か

 

こ

て

日

に

か

て

に

実

来

に

か

ら

 

て

て

亜

間

身

に

え

こ
に

法

流

に

法

は

は

に

に
は
無
理
矢
理
に

に

て

ら

ら

死
地
に

身

か
か

Ｎ

ら

死
は

上

手

保

こ

こ

は

こ
に

に

Ｎ
内

ら

外
部
に

出

て

死

て
こ

は

て
は

ら

か
ら

か
に
は

死

て



 五、休養編

上

は
外
部

に
出

意

分
か

 

最

て
こ

 

上

て

俺

事

か

か

ら

死

か

ら

修

塔

修

て

実

経

て

ら

死

え

は

に
死

に

無
事

か

て
死

に

最

気
分

理

は

 

ら

ら

理

に

て

死

ら

ら
に

手
に

ら

て

可
能

は

独

伐

Ｓ
Ｓ
Ｓ

に

こ

か

て

上
に

て



  鈍斗業是亜

Ｓ
Ｓ
Ｓ

は

法

ら

法

存

⻑

か

て

地
に

は

て

 

か
ら
俺

数
か

に

法

に

か

子

 

に

か

か

て

て

か

に

て

無
理

は
無
理

無
理

は
無
理

か

は
死

て

亜

間

は

身

法

え

経

て

こ

は

奇
縁

は

に

て

可
能
に

得

手

て

人
物
に

法

に
は

て

て

か



 五、休養編

 

上

は

義
手

 

に

て
俺

外

法

て

こ

は

法

て

事

家
防

⺟

Ｎ

て

法

は
こ
こ
に

生
活

て

Ｎ
に

法

に
は

対

対

は

Ｎ

連

同

Ｎ
に
は

法

か

て

こ

に

無
に

こ

に
対

て

法

一
応

区
分

て
は

に

水

Ｎ

遥
か

部
に
位
置

人

に

界

一

得

法

に

 

か



  鈍斗業是亜

 
俺

に

て

に
は

か

織

 
気

か

法

小

に
は

手

て

判

に
上
は

事

取

集

班
員
に

出

 

に

久
方

に

 

か

か

人

て

か
ら

え

事
は

一

老

か

老

は
奇

殊

法

水
に
は
十
二
分
に
気

法

場
合
は

に

上

は

て

事

は

取

て

か



 五、休養編

  

て

上

こ

に

 

ら

俺

に

て

て

ら

て

 

遠
征

生
活

て

ら

て

ら
え

か

出

は
後
に

に

は

て

修

塔

日

に

上
死
人

出

て

 

こ

は
本
気
に

流

は

  
修

塔

か

に

て

 

撃

か
ら
班
⻑

班

て
こ



  鈍斗業是亜

 

に

こ

か

は

え

は

か

気

休

時
間

て

は
度

遠
征
に
は

同

て

法

て
御
身

ら

て

て

は

て

生

生

て

一
人

ら

 

に

て

て

か

 

こ
え

こ
え

方

部
下

て

か

て

は

て

 
俺

に

人



 五、休養編

か

 

人
は

こ

は
一
生
無

 

か
ら

ら

怖

は

は

下

て

出
立
日
時

人

て

  

か

は

て

 

て

 

て

か

 

班
⻑
に

子

気
に

え
得

気
は

か

一

ら

合

て

か

 

子
ら

こ

か

て

 
無
理

俺
に



  鈍斗業是亜

 

か

て

か

は

に

 

法

か

て

 

に

て

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 五、休養編

 

座
頭
伊
豆
亜
捨
邸
琉
初
場
風
泥
不
意
津
御
土

  
身

 

は

に

え
て

脳
は

出

え
て

 

身

応

 

動 

は

は

は

か

こ

集
中
に

て
意

 

分

手

て

下

 

て

息

 

歩

俺



  座頭伊豆亜捨邸琉初場風泥不意津御土

に

て

分

四
分

一

経

て

 

に

 

脳
に
か

に

え

音

か
ら

か

て

上

俺

身

こ

は

こ

ら

か

て

 
上

後

に

ら

鼻

身
に

か

ら

に

時
間

て

界
に

上

て

に

え

上
手

は

要

は

か
ら

 
俺
は

中

 



 五、休養編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
遠
征

日

中

気

ら

班
⻑
に

て

て
俺

か
ら

班
⻑
か
ら

え

出
て

か

 

出
て
来

か

 

班
⻑
は
最
初
か
ら

か

こ
に

て

法

に

て

か

て

は

て

分
自
分

法
に

は

て

遠

死

手

て

参

に

ら

か 

に
立

て

て

て

班
⻑
に

か
紹
介

て

て

え

ら
こ

え
て

こ

に

て 

こ

え
方

上
手

て

は

か

事

後

身

能

身

能

に



  座頭伊豆亜捨邸琉初場風泥不意津御土

集
中

法

身

能

え
上

こ

は

事
は

時
は
最

て

に

て

て

て
身

に

同

こ

え

部

部

は

に

撃

生

立

て

て

て

意

は

間

間

理

て

か

て

法

か

に

え

に

て

法

は

多

え

ら
か

に
分

ら

か

中
に

て
は

か
ら

ら
一

一

に

に

え
て

に

え

最

に

て

は

  

は

遠

に

に

対
応

法

は

遠
征
時
に

ら

か

撃
班

中

最



 五、休養編

離

得
意

 

か

法

に

か
ら

て

か

え

 

一
度頼

  
水

に

て

一

に

に

か

 

え
ら

度
は

身

は

ら
上

ら

て

か

頭

か

て

界

中

動

判

 

は

脳

目
に

て

ら

て

同
時

て

に

は

て

て

に

て

軽

て

身

動

に

集
中

要
ら



  座頭伊豆亜捨邸琉初場風泥不意津御土

  

程

俺

場

 

て

 

は

多

迷
宮

て

に

ら
天
地

程

て

は

に

区
分
は

ら

物

こ

程

 

に

手
に

て

ら

は

撃

か
ら

低

 

は

法

て
こ

か
ら

か

判

多
分

は

ら
え
て

百

え
ら

は
こ

ら

死

に

防
御

か

に

応



 五、休養編

撃

て

て

 

え

上
手

 

最
初
班
⻑
に

か

俺

て

か
ら
は

え
ら

程

に

え

は

撃
は

意

に

こ

に

え

は

か

撃

後
自
ら

撃

撃

は

二

に

て
は

え

撃

同

に
は

か

か

か

か

 

撃

か

 

に

え

ら

手

出
方

て
か
ら
判

て

手
に

て
か
ら
判

撃

は
無

に
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か

か

判

か

か

か
は

に

か

か

判

理

明
は

撃

に

え

ら

こ

は
二

自
ら

撃

て

か

撃

場
合
に

得

か

か

に

撃
に

て

物

て

撃

防
御

物

に

撃

こ

は
自

ら

に

に

こ

に

  

は

手

出
方

え

か

 

こ

か
ら

撃

て

手

こ

無

手
に
愚

に
愚
直
に

て

来

て



 五、休養編

 

事

に

撃

に
は

経

御

て

撃
に

多

程

ら

ら
に
は

法

ら

は

か

絶

絶
対
に

て
こ

か

に

て

死

能

は

に

得

に

は

撃

え
て
は

ら

防
御

え

得

会

訪

て

え

手

撃

て

死

実
に

え

会

ら

は

こ
に

道

 
一
応

上

て

ら

自
分

死

に

一

自
ら
に

ら

は
初

手

ら

は

か

 

直
に

 
多
分

意

最

に

事
は
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方

初

手

か
に

に

え
て

こ

は 

に
は

え

部
位

死

え

判

に
優

て

ら

こ

え
は
捨
て
て

実

て

に

意

は

取

て

 

部

部

か

は

多
分

法

一
部
は

え

に

こ

 

俺
に

て
は

 
班
⻑
に一

意

は

気

能

に

て



 五、休養編

 

無
理

身

こ

上

て

ら

  

上

て

明

か

は

後
修

に

ら

に

久

人

て

に

に

 

実
に

気

能

か

こ

か

方動

鳴
に

本
気

得

か

 

は
班
⻑

ら
ら

か

こ

に
は

ら
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こ
え

こ

人

 

に

死

事

事

て

て

て

て

事

て

 
本

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

自
分

て

本

に

か

一

は

か

か

は

て

 

て

安
藤

に
来
て



 五、休養編

 

目
は

に

ら

は

か

紅

か
ら

か

か

て

 

は

  

 

 

 

ら

 

か
に

か

ら

か

か

か
ら

か

 

最
初
に

時
は

無
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分

か

て

ら

 

に

内

て
に

無

か

て

か

こ

間

て

に

ら

は

  

に

 

ら

食

時

同

こ

武

に

こ

一

水

に

て

らは

ら

て

に



 五、休養編

分

出

方
に

て

か
ら

無

こ

界

自
分

こ
に
生
え
て

か

ら

か

て

に
か

物

か

か

に

て

こ

は

生
息
地

か

て

て

て

は

死

方
法

か
ら

か

育
て
て

て

こ

は

え
手
に

 

か
ら

出

て
安
藤

て

か

手
に

て

 

多

物

 

か

は

か

か

一

に
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は

法

死

場

に

か

こ
え

か

本

ら

場

害

出

場

に

は

こ

無

か
ら

は

て
こ

か

か

は

か

  

ら

ら

方
法

 

こ

ら

不

に

内
に

か

場

不

不

て

ら

か

か
法

に
会

に

か

て



 五、休養編

 

子

水

か

方

に

は

て

ら

ら

水

に
会

に

 

か

こ

か
安
藤

は
難

て

て

て

 
安
藤

法

か

て

か

 

事

分

 

て

か

安
藤

 

に

分

分
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て

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

一
時
間

ら

て

安
藤

は
出
て

有

有

か

こ

て

 

渡

は

 

か

得

 

得

て

こ

は

章

て

に

に

 

家
か

か

か

こ

ら

に

か

 

は

水



 五、休養編

て

ら

造

家

水

は

殊

法

中

に

殊

法

法

か

物
に

分

え

こ

 

殊

て

部

 

か
ら

法

法

死

有

分

え

は

に

上

死

生

法

て

か

は
は

Ｎ

無

に

ら

自

て

て

か

こ

 

こ

て

に

て

 
こ
え

に

ら

て

こ

か

こ

道

に
は

要

か

ら

久
に

出

て
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中

介

に

は

上

に

こ

て

に

安
藤

て

法

ら

は

え
て

Ｎ

得

て

は

て

ら

は

は

Ｎ

立

時

か

油

て
こ

は

方

か
ら

か

  

て

水

取

て

て

安
藤

無
事
は

は

方

か

て

ら

か
ら



 五、休養編

 

に

人

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

四
六
時
中
尾

て

て

て

に

無

 

印

に

落
中

 

法

目

に

こ

か

て

間

か

て

ら

て

て

て

て
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か

 

か

は

か

て

て

一

に

ら

塔

塔
に

こ

て

え

一

離
保

て

て

て

て

気
に

て
気
に

て

方

に
て

 

こ
え

は

て

 

にか

て

 

外

撃
班

員

来
て

自
分

か

は

え
ら

か

か
か

 

に
は
一
応

法

え

て

参

に

ら

か

時

存

て

法
に

て

殊

遠

法

て

て

ら
ら

死

は

能

に
⻑

法

方
に

て

一



 五、休養編

て

 

て

は

出

 
分

て

ら

手

に

は

目

ら

ら

分

て

 
渡

直
に

取

て
中
身

て

こ

事

か
に

か

分

対

こ

か
ら

に

こ

は
こ

ら

経

は

は

え

ら

か

気

に

は
無

方
こ

意

て

て

て

班
⻑

出

か
ら

に
取
ら

ら

て

安

ら

か
ら
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は

 

は

軽

て

図

か

ら

て

え
に

合

か

目
に
優

俺

地

て

か
班
⻑

 

 
こ

に

は

⻑

間

遠
征
に

て

に
立

理

班

に

ら

方
に
出
会

は

目

か

目

か

法
は

止

上

かか
は

は

物

て

法

物

地

か

は

方

て

か

て

て

合

て

て

に

地

に

物

に

て
か
ら



 五、休養編

法

に

て

最

は

て

ら

こ

え
ら

か

法
は

方

え

死

か

は

こ

に

か

 

不
安

に

 

て

に

に

  

動

て

十
分

十
二
分

こ

手

に

て

か

か

は

え
え

 
こ

て

油

は

死

理

は

に
は
理

死

て
は

ら

こ

ら

は

か

か
ら

て
油

に

に
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場
合

可
能

は

法

に

界

か
ら

か
ら

 
こ

子

目

目

初

印

え

 

子

子

 

ら

手

こ

え
ら

子

 

は

子
に
は
優

 

ら

か
ら

か
ら

に
絶

に

て

界
は

は

可
能

は

こ
か
に

油

て
死

か
ら

え

は

こ

ら

に



 五、休養編

 

に

法

て

無

子

か

 

こ

  

無
事
に

て

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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是
亜
伊
豆
脳
泥
符
阿
連
須
尾
藤
韻
武
最
後
笛
身
安
堵
符
阿
椅
子

 

に

 

か

て

苦

出

こ
に
俺

は

こ

か
ら

直

か

え
え

こ
こ
か
ら

直

に
二
日

渡

人

に

に

は

か
ら

に

途
中

休

地

か
ら
実

に

に

は
三
日
後
か
四
日
後
に

休

地

間

保

場

こ

子

法
は

地

に

て
無

楽

 
俺

て



 五、休養編

 
冷

外
は
初
対

 
遠
征

班

皆

方

俺

冷

部

か

 

撃
班
は

撃

班

法

は

法

多

明

は
二
人

 

に

て

は

法

上
出
来
得

存

て

か

ら

運

て

か

は
出

は

か

ら

  
遠
征

は

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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移
動
方
は

法

は

身

一
部

て

か

一

 

て

こ
こ

上

場
に

て

え

水

間
に

法

こ

僅
か

時
間

保

場

て

身

上

後

に

後
に

こ

え

上

事

可
能

て

か

か

え

法
は

食

自

界
に

法

僅
か

時
間

場

て

無
論

身

無

は

て

手

え

は

 

怖

か

か

法

 

は
分
身

て
こ

か

 

に

方

意

か

え



 五、休養編

こ

最
初

か

か
は

怖

て

 
冷

に
無

こ

こ
え

 

直

て

は

俺

て

法

生

か

か

て

 

か

人
か
ら

か

か

死
に

て
途

意

て

て

か

て

 
怖

に

種

地

気

 
冷

時
間
に

に

て

て

は

俺

て

法

法
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俺

同

亜

間

法

え

一
応
分

は
遠

能

ら

 

て

て

は
同

員
⻑

て

法

か

 

法

て

て

か

え

て

に

一
度
に

ら

数
に
は

一
度

ら
本
人

意

離

こ

て

か
ら

に

て
来

 

法

俺

こ

員
⻑
は

て

一
人

法

ら

に
は

か
か
ら

ら

遠
征

法

て
自

か

か
に

利

は

 

俺

は

て

後

て

て

 

か
ら

会

無



 五、休養編

ら
か

取

て

方

連

か

か

て

か
ら

 

一
応

出

自

に
は

か
か

て

員
⻑
に
俺

下

て

て

は

か

か
図

か

初
対

は
難

か

冷

地
は

方
に

は
 
こ

て

こ

俺

こ

に

 

に

て

え

か
ら
こ

て

に

て
こ

 

意

 
俺

方
に

地

水

 

冷

合

ら

は

地

灰

 

か
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垂
直
方

に

か

実
に
食

気

こ

同

か

て

音
出

ら
閉

て

中
に

て

て

て

か

 

え

え

尾

中
に

は
数
え
ら

一

え

二
十
は

に

て

て

 

中
に

物

て

地
上

本

魚
介

十
倍
に

こ

て

か

物
は

一

か

か

て

流

に

て

て

 

て

 

は

て



 五、休養編

無
理

ら

は

ら
は

地

種

外
に
出
て

え

て
は

は

  

え
ら

に

は

尾

中
に

一

 
円

こ

気
に

一
直

に
こ

に

か

て

て

に
冷

身

円

 

実
に
俺

て

て

自

種

か

か
度

は

か

は

は

外

こ

て
事
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否

て

て

 

て

は

て

 
冷

は
俺

か

え

か
ら

に

 

に
自

か
ら
戸

ら

え

か

一
応

中
に
こ

事

え

は

か

こ

 

て
冷

は

美
人

か

こ

か

か

ら

目

て

て

落

て

気

落

て
て

に

ら

ら

 

え

て

か
ら

に

か

俺

こ

こ

二

に

法

に

俺

身
⻑

こ

来

 

愛



 五、休養編

 
子

法

は

か
ら
こ

愛

て

て

に
は
縁
遠

こ

か

 

意

て

て

は
無

え

出

に

部

て
か
ら

部

こ

部
か
は

か
ら

部

て

俺

事

て

ら

て

 

は
俺

て
こ

て

 

ら
俺

ら

か

無
理

に

は

子

か

か
ら
こ

て

に

か

て

劇

種

こ
こ
ら
一

物
は
死

か

に

こ

て

こ

は

は
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か

死

て
事

無

か

ら

部

物
に
食

て

か

か
 

中

に

冷

 

頭

場

水

水

糸

水
流

魚
か

 
こ

合

新
種

自

ら

か

撃
方
法

え

か

対

可
能

は

劇

て

て

か

は

生
物

物

三
時
間
は

に

食
事

に
死

物

に

 

物

に

物

て

 

か

て

物

に

て

か
ら

太



 五、休養編

忍

て

に

動

物

て

位

下

は

て
生
存

生

て

か

て

て

に

物

身

に

て

間

目

繰

て

 
迷
宮

て

種

て

て

物

て

種

て

上
は
存

目

て

物
に
は

本

ら

無

て

は
生

か
ら

目

は
こ

生
存

に

物

 

こ

は

こ

異

て

に
天

て

に

か
ら

ら
は

 

俺

て

魚

物

 
遠

物

に

ら

物
に

て

に

え

に

物

遠

ら

物

て
事

 

物

事

は
迷
宮

に

は
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手

か
ら
初

手

ら

て
図

物

て

に

に

手

か

無
理

て

は
身
に

て

 
一
応

養

に

て

物

生

連

て

は
一

理

は
こ

か
ら

え

内

ら

俺
に

四

五

て
ら

業
自

て

方

か

え

は

食

分

物

物

て

集

事

水

後
に

内
に

一

に

 

こ

 

に

可

取

明
は

か

に

水

に

て

え



 五、休養編

  

出
来
て

頭

出
来
て

出
来
て

出
来
て

出
来
て

 

上
は
流

に

不

て
目

か

無

は
 

目

て

か

鼻

え

 

か

食

は

食

自

に

法

こ
こ
に

は

は

自
身
に

は

に

え

か

え

物

か

可
能

  

か

か
に

能

法

は

こ
え

法

こ

に

は

Ｎ

区
分

て

能

か

は

に



  是亜伊豆脳泥符阿連須尾藤韻武最後笛身安堵符阿椅子

に

部
下

て
こ

て

は

撃
班
に

ら

て

能

て

事
は

 

は

に

て

か

か

後

可
能

十
二
分
に

は

か

後
気

  
俺

目

閉

か
ら

て

か

か

て

法

は

え

上

身

物

に

て

て

 

か

は

意

冷

て

か

こ
え

か
ら

明

判

え

は
有

て

て
気
分

は



 五、休養編

え

か

 

こ

か

こ
え

か

離

て

ら

度

ら

て

て

て

え
て

 

て

自
分

最
初

自
分

か

て

 

本

て

 

て

 

こ

こ

怖

は

に

は
対

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

中



  是亜伊豆脳泥符阿連須尾藤韻武最後笛身安堵符阿椅子

 

こ
に

て

ら

か

は

こ

は

て

か

子

は

 

て

子

⻑

に

て

に

出

彼

手

こ

ら
に

て

離

上
部

に

て

に

 

こ

 
冷

俺

こ
に

に

閉

 

こ
津

に
は

食
ら

可
愛

子

明

て

て

か

ら

 
多
分

明

て

て

て

子



 五、休養編

か

子

に

遠

て

て

に
出

 

て
印

に

か

て

て

こ

子

法

は
こ

て
一

間

事

上

間

こ

 

班

て

て

ら

法

か

ら

こ

て

方

は

か

ら

子

 

立

は

小
動
物
に

て

目

に

に

に

て

 

気

て

こ
こ

て

こ

俺

部

に



  是亜伊豆脳泥符阿連須尾藤韻武最後笛身安堵符阿椅子

か

中

え

最

か

て

 

こ

 

後

に

 

て

子

怖

ら

か

怖

ら

は

か

動

てか

 

自

自

 

こ

気

に

物

は

小

は

は

て



 五、休養編

 

か

て

員
⻑

一

法

こ

ら
に

は

寝
て

寝

こ

小
休

に

法

 
遠
征
は

⻑

か

に

こ

気
て

は
こ

 
こ

時
に
は

か
か
え
ら

て

 

は
身
⻑

か

え
て

て

え

え 

て

は
一

撃
班

て

気

こ 
冷

て

人

間

は

出
て

か
ら

て

て

要

出
て

か
ら



  是亜伊豆脳泥符阿連須尾藤韻武最後笛身安堵符阿椅子

深

に
四
日

ら

か
か

か
は

か
ら

二
日
か
三
日
は
か
か

て

に
四
日

十
日

時
間

は
一

に

ら
初

内
に

て

方

か

に
立

に
同
意

離

て

か

法

に

て
か
ら
数
か

 

ら
こ
こ
に

は

は

子

て

人

に

ら

 

こ

人
か

  

系
か

 

無

て

か
ら

こ

 

ら

道
こ

か

て

中



 五、休養編

 

ら

こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

 

織
座
頭
亜
上
佚
伊
豆
阿
佐
渡
笛
意
図

て

自

紹
介
か
ら

は

こ

遠
征

班

⻑

法

法

に

は

時

法

は

程

法
は

亜

は

は

て

法

法

に

は

時

法

は

ら

か

法

得
意

て

は

法

に

は

法

は

⻑
に

最
後

子

子

て

え

法

法

に

は

時

え



 五、休養編

こ

え
て

実
は

子

法か

は

頼

に

て

ら

は

は

て

 

か

か

 

は

て

子

て

無

外

法

は

無

て

班

て

人
員

ら

に

て

自

紹
介

か

ら

子

て

最

に

実

は

こ

法
は

死

て

か

ら

遠

か
ら

て

は

一

 

 

法

時

は
一



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

に

て

か
ら

て

子

に

て

か
は
無
理

て

は

て

ら

か

難

 
最
初
は

か

て

て

に

 

は

か

気

て

て

は

か

か
ら

か
ら

は

法

に

か
ら
こ

て

法

に

て
か
ら
こ

死

て

生

て

ら

ら

落

て
義
手
に

方

ら

死

て

て

て

事

ら

か

こ

て

事

遠
征

班
は
野

撃
班

は

て



 五、休養編

対

か
ら
は

離

て
冷

に

論
時
に
は

こ

度
は

ら

に

対

ら

最

死

Ｎ
に

要

ら

三
日

四
日

か

て

て
ら

か
ら

は

に

か
ら

 

俺

理

 

迷
宮

俺

は

て

離

て

 

死
は

俺

優

子

は

 

優

え

 

理

方

て

法

に

て

死

苦

程

か

怖

 

か
ら

に
怖

え

俺

優

て

て

に



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

え

場

て

こ

子

食

 

気

て
苦
手

⻑

に
得
意

て

か
ら

気

て

は

か

て

か

て

て

か

⻑

安
直

  

地
集
合

ら

目
立

か

自

ら

は

て

法

て

場
合

人

は

時
に

か
ら

に

か

て

⻑
は

子

優

か

て

直
に

介

人

気
に

方

は

こ

子



 五、休養編

か

物

員
⻑

員
⻑

か

冷

こ

来

子

ら

食

は

に

て

歓

来

気
に

か
ら
来

は
 

か
ら

無

は

子

に
は
参

ら

に
紅

子

取

て

は
同

 

に
俺

離

手

俺

頭

て

外

員

子

ら

て
こ

は

出

て

は

深

会

こ

に
は

食

て

か
ら
楽
に



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

て
て

子

か
赤
子

か

離

て

に
食

て

え

 

移

難

に

程

  

人

て

て

印

て

 

方

に

は

て

か

班
⻑

かこ
こ

こ

か

は



 五、休養編

  

か

か

二

は

か

俺

 

か

て

か

赤

て

生
活

て

は

 

こ

こ

 

分

て
最

 

目

て

に

て
て

て

は

て

外

て

て

久

に
食

子

美

食

て
え

 

か
ら

子

に

に

え

か

割

有

か

か

て



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

 

は

 
美

 
美

美

に

て

は
無
理

無
理

に
時
間
か
か

か

 

か

て

に

え
ら

て

こ

ら

て

か

は

て

員
⻑

こ

赤
子

気
に

て

に

て

に

か

一

気
に

て

ら
身

流

に
身

 

方

 

か

人
は

に

て

食

て



 五、休養編

 

て

自

か

か

俺

不

か

 
え

て

に

て

て

分

美

に
食

て

か

 

自
分

食
え

て

て

 

ら

て

端
に

て

は

え

にか

か

か
ら

食

か
ら

か
ら



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

 
食

  

班
⻑

子

参

か

時
は
冷

に

ら

 

か

は

か

ら

目

食

 
冷

無

無

て

 

に

子

楽

ら

俺

て

に

は

時
か
ら

て

か
ら

か
ら

か

え

て

は



 五、休養編

上

は
似

多

 

得

て

 

は

か
に

に

方

て

は

え
に

て

か
ら

て

ら

 

冷

に
手

か

て

 

出

は

 

て

は

実
に
俺

三
人

て

上

 

員
⻑

え

員

て

法



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

は
は

は

頼

 

に

上
部

こ
か
ら

に
出
て

は

員
⻑

出
て

に

ら

て

て
 
こ

に
は
無
理
か

は

か

か

か

か

 

員
⻑
は
明
ら
か
に

員

上
に
上

て

か

こ

同

来

来

場

下

か

て

て
こ

邪

か

ら

物

は

 

え

ら

冷

に

 

に

 

中

こ

に

て

に

て

に



 五、休養編

か

て

鼻

魚

か

て

え
え

 

て

冷

は

か
ら
自

上

ら

は

手

か
ら

無

手

無
数
に

 

こ
に

は
⻑

物

 

ら

に

は

物

こ

  

冷

上

手

に

止
 

て

手
は

に
動

 

物

か

事

身

て

冷

は

手

て

手

て

食



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

部
位

か

亜

 

に

に

は

 

法

に

て
手

 

て

に

て

 

灰

か

 

亜

て

字

亜

か

 

は

論

に

に

度
は
手

落

て

灰

に

 

は

地

亜

て

は

え

に
は

て

か

上

無

子
 

ら

撃

て
こ

て

一

ら
二
度

生
え

ら

て

 

て

て



 五、休養編

  

身

流

ら

度

て

身
  

は

無

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

こ

子

は
中

 

自

は

安

移
動

か

度
は

法

て

移
動

に

法

え

か

は

実

上

法
自

は

か

て

に

に
亜

間

て

出



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

 

か

か

か

 

は

に
こ

冷

に

て

て

て

か

 

員
⻑

俺

連

て

か

か

は

対

て

か

に

集
中

て

要

か

に

ら

か

平

冷

は

か

は

え
て

後
に

分
は

は

は

に

か

ら

 

て

 

俺

て

意

取

か

 

か



 五、休養編

に
有

能

え

生
存
に

て

直

に

こ

は
最
優

こ
は

か

ら

て

に

て

内
か
ら
死

て

こ

死

て

 

に

ら

か

 

て

か

か

て

か

 

こ

ら

気

参

て

か

ら

は

て

ら

に

か

て

は

て

手
合

て
こ

は

か

こ

遠
征
中
に

て

て

か
ら



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

 

て

 

俺

こ

て

て

こ

か

え
え

は

班

間
は

可
能

法
内

に

か
か

ら

物

襲
撃

て

こ

こ

か

か

か

ら
て

か
ら

て

て

気

て

は

初

て

⻑

間

遠
征

に
同

子

絶
対
に

て

か
ら

上

て

か

て

か
ら

に

て

て

か

ら

⻑

て
新
人

修

に

て

ら

に

て

て

気

て

て

に

ら

遠

か



 五、休養編

ら

て
下
手

て
安

こ

 
班
⻑
に

こ

に

経

て

 

に

か

て

経
理

歓
迎
会

に

て

に

に

て

に

こ

は

動

て
経
理

こ

新

生

 
自
分

に

て
程

自
分
か
ら

に

こ

不
和

破

て

か

は

目
に
出

て

ら

合

は

無

こ

え
に

て

ら

に

か

ら

て

ら

家

人

人

法

に

人
生
に

苦
難

か

後

て

に

人



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

て

て

上

に

え

合

て
こ

子
に

て

か

ら

は

生
来

に

か
ら
こ

 

か

 
気

て

て

は

て

 

上
に

か

ら

て

か

か

に
は

か

え
て

て

 

え
て

俺

似

要

て
て

法

て

か

ら

死

時

か
ら

に

て

ら
頼

か
ら
死

に

要

手
に

て

て

死

に

て

置

て

て

か
ら

て

こ

死

 
死

は

に

死
自

か
ら

て

に
理

て

は



 五、休養編

に
は

ら

か
ら

は

て

理

て

ら

 
こ

度
こ

 
数
百

法

手
に

員
に
俺

死
は
怖

て

ら

か

 

は

か

 

か

 

て

に
来

は

え

は

か

か
ら

に
は
最

え

本

に

本

に

要

時
は

班
は

Ｎ
に

か
ら

こ

は

止

ら

死
に

に

て

ら



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

死

止

て

小

子
か
ら

ら
止

か

時
は

て
本

に

 

か

 

こ

絶
対

か
ら

安

に

こ
に

ら

一
度

子

夜

明
か

こ

に

か
ら

地
に

て

か

て

て

  

は

同

て

場

て



 五、休養編

 

て

中

寝

は
事
実

 

て

寝

地

程

気
に

子

気
に

ら

え

撃
班
に

寝

に

紹
介

て

ら

気
に

度

に

寝
か

て

か

こ

場

撃
班

野

班
に

子

意
外

か
ら

撃
班
に

か

か

は

ら

え
て

撃
班

連
中
に

か
ら

て

か冷

目

て

か

ら

は

上

か
ら

か

事

目

は



  織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図

 

に

こ
え

て

  

か

遠
征
は

 

二

目

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 六、造物編

 
六

造
物
編

 

是
阿
亜
須
無
伏
零
須
有
集
琉
土
能
登
捨
手
伏
恩

 

日

夜
は

に

無
か

 
安

中
に

か

出
来

一

寝

地

に

て

て

ら

ら

置

て
寝

ら

に
は

員
⻑
に

て

か
ら

 

法

は
寝

要
無

か
ら

久

に

て

員
⻑
は

て

に

は

に
寝

ら

 

員

こ

出

て

は

員
⻑

ら
下

ら

て

時
に

か

て



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 

か
ら
は

明

て

て 

気

に

て

明
度

て

物

こ
に

か

か

て

て

こ 

地
に

て

か

て

ら

て

は
人

出

冷

は

に

事

か

は

程

に
一
度

か

か

美

武

場

て

か

え

に

て
は

時

て

意

は

は

に

か



 六、造物編

に

は

水

法
に

に

え

地

気

に

か

意

一

 

Ｎ
に

法

 
一
応

区
分

え

か

能

上
に

介

 

法

え

Ｎ
に

ら

子

て

物

襲

場
合

法
は
無

分

え
ら

生

か
ら

か

は

一
度

水
に

事

活

種

死

死
に

種

経

は

か

迷
宮
最
深
部

ら

は

本

対

法
は
同



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

種
は

多

存

こ
に

意

て

は
無

 

種

 

 
本
来
は

ら

ら
に

て

物

水

ら

一
応

種

て

序

初

か
ら

て
生

出

か

に

か 

程

て

同

ら
同

て

自
身
は

か

に

に

Ｎ

対

は

て

無
流

法

は

Ｎ
に

存

か

は

ら

は

え
て



 六、造物編

 

に

て

か

て

は

法

て
こ

ら

ら

法
に

て

造

深

に

こ

に

水

て

水
系

法

方

は

て

 

魚

水

水

て

撃
中

に
は

対

に

息

こ
え

 
水

不

か
ら

か

出
来

て
印

深

 

俺

死

は
班
⻑

て

明
ら
か
に
自

に

生

得

て

に
は

立

て

 

中

一

立

水

て

か
ら

中

気

て

か

魚

種
か

水
中

可
能

種

自

は

ら

は



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

か

ら

は

 

明
度

か
ら

物

か

て

こ

か
ら

 

に

て

班

え
遠

に

取

て

ら

て

て

に

Ｎ

に

端

て

て

て
事
は

一

に

て
こ

夢

夢

て

 

に

不
気

こ

に

間

 

魚

こ

ら

ら

一

二

に
数
十
は

俺

か

て

数
百
か

こ

気
に

て

法

に
対

て
は
無
害

か
ら

に

事

か



 六、造物編

度
か

え

ら

こ

 

て

か
に

下

ら

て

動

て

遠

雲

 

こ
に

天

は

天

位

物

冷

に

   

数
十
か
ら

 
遠
目

か
ら
こ

は

か
ら

太

に

ら

て

 

撃
手

は

て

に

武

か

か

て



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 
連

取

序

動

に
か
か

て

か
ら
こ

は
安

安
 

て

 

数

数

に
一
度

て

種

落
下

に
落

て

数

身

に

て

て

 

か
ら

か

物
理

撃

   

伐

ら
多
分

時
間
か
か

か
ら

 

に

ら

て

一



 六、造物編

 

安

 
俺
に
は

は

え

  

て

ら
か

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

造
物

に

こ

ら

Ｎ

法

皆

は

上

は

業
中

ら

 

ら

て

こ

時

 

て

は

同

ら

か

は

か

新

新

て



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 

中

一
人

家
防

⺟

Ｎ

参

遠
征

班

に

て

本

は

要

可
能

対
応

こ

は

Ｎ

事

部

Ｎ
中

部

か
ら

要

上

え

か

こ

は
遠
征

班

皆

間

案
内

こ

ら

 
冷

え

て

ら

出

 

中

部

て
こ

は

上

一
人

 

俺

こ

遠
征

に

か

俺

に

て

は

後

 

は
可
能

て

俺

対

可
能

て
こ

 

か
ら

 

こ

 
こ

ら

人

て



 六、造物編

 

美

武

て

ら

ら

 

こ

に

か

か

に

意

か

か

か

か

 
俺

に

疎

か

か

か

か
に

は

て

人

え

ら

ら
出
て

え

に

ら

か
ら

多

 

か

 

は

に
出
て

か
ら

か

 
は
は

こ

ら

 

間
か
ら
出
て

 

か



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 

か

は

て

か

 

か

か

て

事

無
か

は

え

か

に

て

て

か

か
に

か

か

 

に

生
え

て

動

に

て

本

に

は

訪

時
に
は

新

こ

に
人
間

得

か

子

は

か

応

か

か

ら

に

え
て

 

か

ら

手

 

こ
に

小

て

 

こ

か

て

に

身

て



 六、造物編

 

か
に
有

て

に

て

か

こ

は
自

気

多

こ
こ

苦
手

無

一
番

は

こ
に

 

気

て

か

か
ら

え
て

下

上

 

て

 

に

て

か

か
は
置

て

て

は

て

 
下

上

 
頭
に

て

こ

可
愛
か

 

は

か

 

造



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

物

 

物

て

理

て

ら

美

に

て

か

て
こ

は

理

か

か
に

法

て

⻑

ら

理

自
分

て

は

  

は

時
に

法

に

て

法

か

て  

子

生
か

一
度

え

 

か

か

は

子

 



 六、造物編

こ

か
小

か

遠
に

ら

法

上

外

生

か

法

て
こ

え

え

 

か

法

か

か
え

か

か

 

時
は

 

に

は

⻑

ら

は

   

か

 

 
こ

ら

 

 

は

か
ら

に

て

か

人

に

て
は

  

こ

法

に

て

か

子
連
中

て

 

法

集

無
か



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

法

は

人
間

は

か
ら

法

同

愛

か

か
ら

内
に

来

方

子

か
ら

て
 

子
同

道

て
こ

に

は

⻑

員

係

て

 

は

ら

ら

か
  

て
事
か

 

爛

て

は

に

か

人

こ

は

子

か

 

て

か

ら

に

か

え



 六、造物編

て

え

か

て

無
理

え

 

に

て

か

 

ら
自

分

子

て

法
に

員
⻑

え
て

に

自
分

方

人

て

 

度

え
て

か

こ

て

か

て

は

は

度

に

か
ら

 

連

て

法

目

て

俺

て

て

に

か

ら 

か

か
安
藤

に

法

て

人

ら

人

て

か

か

 

か
ら
俺
に
手

出

ら

に

か

法
律

て

て

て



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

は

て

 

か

て

は

小

 

て

え
て

身

に

法

に

か
ら

自
分

小

に

は

に
無

こ

に

理

て

無

中

に

こ

に

⻑

て

に

ら

に

か

て

か

に

か

時

は

か

ら

直
に

て

中

に
生
意
気

て

て

上

か

て

こ

対
応

夜
に

か

て

 

無

に

て

手



 六、造物編

 

種

員
⻑

か
は

苦
手

に

え

員
⻑

て

こ

⻑

一
番
に

合

意
外

は

か
ら

か
ら

か

⻑
か
ら

に
手

出

は

一

無

人

こ

て

か
ら

か
ら

襲

難に

法

法

て

て

字

手

こ

か
ら

て

ら

に

場
合
は

赤

に

か
出

⻑

え
て

 

か
こ
え

法

に

え



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

能

上

ら

生

物
は
死

死
に
は

て

能

止

て

方

 
要
は

要
員
か

 

か
に

無

撃

法

は

員
⻑

手

久

能

て
地

に

て

て
連

に

撃

低
下

え

能

止

て

て

か
に
不

俺

分

 

遠

え

え

に
か

目
に

て

物

て

 

か
に

法
自

は

か

て

 

に

法

撃

本

班
に
は

て
来

か



 六、造物編

 

法

に

か

自
分

⻑
に

は

か

て

か
ら

え

こ

こ

 
は
は

 

て

 

自
分

て

出
て

 

度

後
に

ら

て

に
手

ら

ら

こ

に

に

後

位
置
に

て

か

え

 

 

会

て

ら

て

身
に

て

 

は

身

に
は

え

か

か
ら

目

脳
に
か

か

て

応



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

は

に

動

て

は

に

て

こ
え

法

え

に

て

間
に

ら

は

え

か
ら

身

に
は

か

て

か
ら

は

に
頭

て

か

て

に
流

 

は

こ

こ

に

 
無

気

 

か

て

か

対

は

低

  

法

一
応

地
に

得

か

て

場

ら

に

か

え
て

 
対

は

分

ら



 六、造物編

手

て

ら

界

方

て

て

中

手

俺
に

に

て

多
分
か

 
こ

法

能

本
気

こ
え

法

 

物

手
に

か

て

ら

は

ら

ら

て

刑
に

て

か

 

生
意
気

こ

て

に

に

ら

に

か

遠
征
中
に

て
こ

 

難

こ

か

頭

か

に

動

て

か

 



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 
苦
手

こ

手
合

は

 

こ

苦
手

多
分

苦
手

部

 

無

員
⻑
は
こ

こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

こ

ら

え
え

 

こ

か

 

時
間

に

て

対

ら

 

間

出
て

に

て

 
冷

は

て

俺
に

て

は

自

来

時

て

場



 六、造物編

ら

に

員
⻑

か

か

は

可
愛
ら

か

に

来

か

て
は

方

は

 

こ

に

て

修

中

生

て

て

か

気

て

場
合
は

に

は

は

て

は

死
に
難

て

は

は
 
尾

て

 
上

に
一

外
に
一

小

俺

後

か
ら

音

 

無

気

て

て

気
出

て

ら



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

は

か

ら

員
⻑
は

方

 

か

て
尾

 
こ

か
ら

か

は

本
人

案
内
人

俺

不

動

に

か

に

か
一
人

か

か

ら

時

か
ら
尾

意

は
無

 

こ

ら
は

か

こ

ら

え
え

 

立

止

 

こ
に
は
外

ら

は

て

扉

意

は

死

か
は

ら

て

 

扉

中
に

無

員
⻑

番

て



 六、造物編

か

か

案
内

 

か
気
に

か

て

 

こ

 
小

に

ら

か

か

端
か

渡

て 

こ

か

 

に

か

に

取

度
こ

は

俺

後

に

冷

に

て

俺

扉
に

 
尾

て

は

方

て
こ

 
こ

員

 

て

 

要

て



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 

こ
に

 

子
 

こ

 

事

て

か
ら

事
実

に

か

か

 

 

 

  
老

奇

 

分

こ
え

こ
え

て

こ

こ
は

は

法

に

か

ら

に

か

て

ら

一

経

て



 六、造物編

ら

方

習

て
五

度

 

か

子

て

ら

て

か

こ

て

 子
は

遥
か
に

下

 

に

て

自
分

は

こ

 

は

か

て

に

か

て

 
久

て

か

 

連

法

こ

子

て

合

え

こ

 

俺

こ

合

か

は

生

て

か
ら

身
に

間



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

え

て

か
ら

  
俺
自
身

ら

軽

出
て

て

  

か

か

流

に

俺

自

は

 
こ

軽

て

に

内
に

て
置

ら

冷

は

て

 

最

は

て

え
え

論

え

は

て

 

は

こ
に

か

 

員
⻑

は

下

 

気

 

意
は

て

て



 六、造物編

 

 

 

座

て

椅
子

か

部

部

液

に

地

天
井

 

ら
は

員
⻑

身

に

液

中
に

て

 
液

は

に

法

動

て

無

に

て

身

法

か
ら

に

か

法

え

て

 
身

後

に

ら

 

液

部

か
ら

に
遠

か

界

界

に

閉

中

こ

に
手

て



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 
自
分
は

て

に

冷に

は

下

 

ら

身

に

出

冷

分

に
来

事

て
ら

 

冷

身
に

か

て

法

下

え

こ

彼

は
目

 

後

扉

音

 

 

に
身

出

て

ら

出

最
優

て

 

に

て

 

俺

外
に
出



 六、造物編

 

に

に

て

俺

に

無

に

に

保

一

ら

か

て

存

不
能

経

中

離

に

事

上

  

こ

て
こ

は

Ｎ

か

 

か
に
こ

は
経

出

似

法

人

分
割

死
得
無

は

 

て

か

か
ら

は

か

 

か

無

て

上

下
は

て

 

て

に



  是阿亜須無伏零須有集琉土能登捨手伏恩

 

は

 

度

音

 

中

止

え

 
風

か
か

 

か

 
俺
は
意

て

こ

連

て

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

 

 

法

 

 

 

 

亜

 

 

 

無

 

 

 

 

員
⻑
 

 



 六、造物編

 

子
 

 

 

 

 

 

 



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

韻
地
刑
事
亜
凝
琉
度
土
利
無
安
堵
佐
渡
例
韻
利
位
置
会
疎

て

 

は

 

渡

こ
は
絶

美

意

無

小こ

こ
は

こ
こ
は

方
に

程

に

こ 

 
こ

て
軽

渡

は

人
間

手

  

手

手

 
手

か
ら

千

ら

手

こ



 六、造物編

方

部

か

か

て

法

か

え

方
は
自
ら

手

落

こ

に

 

息

得

 
こ

生

て

て

か

て

 

取

手

地

に
置

 

間

地

一
気
に
集

 

は
手

に

 

は

は

か

に
動

に

無

事



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

に

は

に
人
間

か

 

中
か
ら
一
糸

冷

出
て

は

か

 

は

か

冷

か

はは

て

時

か
に

は

は

て

死
に
難

食

は

気

外

ら

に

食

界

に

は

こ

身

に

て

ら

一
本

界
に

は

 
冷

は

間

 

こ
に
亜

間

活

事

ら

か

こ
え

て

か
絶
対



 六、造物編

 

程

最
初

一
人

に

頼

渡

て

て
こ

俺

理

て

死
に
難

 

法

活

か
ら

て

生

か
ら

ら

こ

こ
は

か

て

て

か

は

て
自

紹
介

は

Ｎ
防

班

員

法

法
は

食

こ

方

に
多

負

て

に
中

部
に

て

目

間

食

て

か

は
 

か

て

 
手

一
本
一
本

一
本
一
本

食

て

物

劇

か

か

に

て

 



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

間
か

紹
介

頼

て

事

て

ら

て

 
亜

間

か
ら

取

出

冷

か
ら

外

こ

合

に
一

か
か

ら

に

て

に
目

 

一
応

俺

て

は

は

造

物

は

本
来
は
人

分
割

Ａ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ

死
得
無

最

同
時
に

得

え

か

明

て

こ

ら

に

こ

本

地

て

て

 

冷

 

こ
に
は

法

て

身
に

彼



 六、造物編

こ
に

か
に

こ

道
中

え

か

か

か

死

事
に

 

か

ら

Ｎ
に

生

て

こ

に

か

場
合
こ

ら

食
は

ら

は

生

て

動

に

ら

て

人

て
こ

ら

食

に

人

得

生

て

て
こ

か

ら

は

最
後
に

は
皆

一

に

て
は

死

は
 

は

 

は

か

本

に



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

か
人

生

か

は

こ
こ

え

に

に
会

に

論
は

こ

ら

は

こ
こ
に

水

て

え

て

て
か
ら
か

て
こ

冷

に

え

事

出
来
て

時

か

自
ら

手

落

安

に

て

に

系

法

て

気

に
手

落

は

 

法

は

え

 

に

か

 

度
は
最

て

ら
に



 六、造物編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

は

て

 
合

て

か

ら

置
直

て

間

に

か

に

て

 

に

事
実

こ

事
実

  

ら

ら

 

は

同

中
身

人

 

意

出
て

軽

気
に

ら

は

ら

て

 

て

ら

か
ら

明



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

て

に

は

に

て

て
か
ら

え
て

頼

か

え

事

こ

か
ら

 

部

に
似

て

 

深

に

こ

は
襲
撃
に

数
多

位

物

え

法

に

て

は

に

法

上

は

⻘

は

え

に
紅

は

ら

は

て
寒

に

に
六

手
に
は
五

て襲

一

て



 六、造物編

頼
 

Ｎ
に

て

手

中

俺

か

に

に

法

合

て

か

こ

一
応

て

か

手

部

て

は
上

に

て

は
こ
こ
か
ら

に

に

生

存

こ
に

は

は

ら

か

多
分

生

に

か

造
物
に
対

て

こ

は

ら

実

に

ら

て

て
は

音

出

か
不

か
遥
か

に

置

て

生

方

生

か
ら

水

は

て

て

こ

に
理

多
分

に
は

法

え

法

法

一

同



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

こ

は

て

 

ら

て

ら
か

方

法

法

法

分
離

て
こ

場
合

法

え

人

に

法

は
人
間
に
は

か
ら

は

同
時
に

え

こ

人
て

本
物

 

て

に

て

て

一
応

え
て
は
来

 

法

は

脳

分
離

て
こ

は

 
分
離

て

法

て

 
自
身

手

に

て

 

水

は
造

物
に

え

理

 

水

に

無



 六、造物編

目

水

に
は

に

え

て

は

か
ら

は

に

上

に

物

事

法

⻑

に
渡

て

物

て

は

一

論

に

物
人
間

法

ら
は

て

て

人

え

か
ら

離

取

出

 

て

か

 

出

は

物
に

か

て

か

襲

て

物
か
ら

出

て

物

に

は

に

人

か
ら

に

え

風
に

て
こ

可
能

に

て
事

論

こ

⻑

本

に
⻑

苦

苦
難

は

ら

法



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

に

て

に

Ｎ
に

法

て

襲
撃

に

て
生

に

法

人

に
分
離

て

は

に

人

に
は

物

て

種

か

ら

 

か

 

に

て

え

か

か
ら

生

て

生

事

Ｎ
に

法

て

は

 
冷

に

ら
は
生

 
生

か

て

に

法

え

は
生
か

物

ら

ら

法

に

爛

数
多

法
は

程

経
て

ら

物

法

に

て

て

か

十
分

こ

は

法

え

か
ら

に
か

か

か



 六、造物編

に

か

て

ら

御

て
て

自
身

水

外

法
は

え

は

え

こ
に

こ

遠

て

Ｎ

に
は

遠

こ
こ
に

て

か

か
ら

か

は

分

て

て

水

上
に

上

難

に
は

こ

え

に

取
ら

地

か

 

に

 

中
に

て

出
て

中

御

に

か
ら

か
ら

出
て

に

 
こ

こ

物

に

て

明

て

界

か

か

て

天



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

理

合

て

か

に

法

手
立
て

て

か

に

て

ら

こ

か

 

俺

て

か

か

上

俺

に

事

て

事

か

 

か

か

 

て
かＮ

法

生

は

Ｎ

に

理

て

か
ら

に

て

方

物

ら

て

人

方

ら

Ｎ

法

は

Ｎ

生

に

こ

生

人

方
は
こ

か

か

は
無
理

死

こ

か

得

か
ら
こ



 六、造物編

   

事
は

か

に

 

場
合

は

ら
に

て
は
来

利

に

Ｎ
に

法

論

寝

外
道

て

て

え

ら

に

 

  

て

 

俺
に

か

に

理

理

俺

え

理

こ

法

え

か

て
可
能

え
て

ら

法
は

方

可
能

は

ら

て

俺

に
か

に
か

可
能

は
絶



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

対
に

て

 

風
に

無
事
に

て
来

て

て

て

て

て

 

て

 

方

無
か

か
ら

間

て

て

て

 

死

に

か

え

ら

て

ら

は

か
ら

こ
こ

に

死
は

一

か
ら

手

か
ら

は

て

Ｎ
に

に

か

彼

ら

て



 六、造物編

ら

は

に

手

取

か

に

手

取

ら

論

は

法

え

か
ら

に

事

十
二
分
に

え
ら

こ
こ

生

破

て

え

は

 
俺

俺

に

 

死

か
ら

て

は

 
俺

か

俺

か
ら

に

死

 

て

 

我

て

苦

負

て

俺
に
死

て

は

 

て

て

利

か
ら

て

て

 

て

 
俺
は

風
に

死

に

死

て

は
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怖

事

死

て

は

こ

 

て

 

得

て

 

て

 
本

に
か

理

て

て

ら

最

手

は

義
手

に

程

多

能

能

久

に

え
て

能

能

要
ら

久

は

か

ら

要

に
は
応
え

は

造

家

か
ら

低

て

訪

は

理

こ

に

か

か

ら

は

に

章

に

て



 六、造物編

 

気

 

て

か
ら

か

気

か
ら

こ
か
無

に

て

て

は

一
応
え
ら

か

要

て

か

は

は

ら

Ｎ

本

に

頼

て

て

ら

か
ら

は
同

て

て
三
日

水

無

は

ら

時
間

か
か

上

て

 

気

か

 

気
に

て

て

俺

外

 
一
応
自
分

に

方
法
は

え
て

 

外

上

は
三
日
間
こ
こ
に
は

ら

て

ら
外

て

理



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

ら

集
中

天

に
こ
こ
か
ら
五
日
は

ら

か
ら
三
日

て

に
は

ら

に

か
ら

ら

可
能

か
ら

こ

意

  
俺

は

か
ら

出

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  
冷は

え

都
度
都
度

か

 

こ
こ
か
ら
三
日

間
に

か



 六、造物編

 

か

か

は

に

て

字

ら

Ｎ

事

か
ら

Ｎ

法

に

か

か

  

法

は

て

冷

物

え

法

て

Ｎ
に

存

か

物

脳

法
は

て

法

生

似

に

は

似

事

可
能

殊

法

か

は

生
は

字

対

に

生

法

対

は
自

物

人
間

物

ら

に

生

対

は

意

に

ら

身

自

取

事
は

死

訪

場
合

は
死
に

法



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

生

可
能多

分

に

Ｎ

は

事
部

中

部

一
度
は

に

は

え

は

本

に

Ｎ
内
に

ら

外
部

て

 

似

か

は

て

 

物

え

て

物

時

法

は

実
に

物

て

え

物

小

に

時

外
部
か
ら

物

か

子

か

か

 

気

無
か

は

て

ら

て

か
ら

か

Ｎ
に

て

法

て

自

に

て
出

か

物

に

は

人
間

て
生

に

法

に

こ

に

て

Ｎ
に

法

て

に

か

⺠

外

か

生

て

人
間

集



 六、造物編

落

ら

こ

法

生

可
能

は

場
合

生

保

事

難

死

訪

死

事

多

ら

法

に

Ｎ
か
ら

生

出

こ

場
合

方

法
は

Ｎ
に

て
こ

生

か
ら
有

て

て

Ｎ

集
落

生

法

生

て

に

か

否

法
は

ら

て

数

生

ら

Ｎ
は

地
に

部

事

て

か

か

 

無
理

 

法

ら

て

生

Ｎ
に

て

人
間

集
落

 

ら
目
立

こ

に

て

に
は
地
下

天

Ｎ

法

は
遠
征
に

て

百

か
ら

て

て
生

て

て

 

Ｎ

え

に

来



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 
来

こ

か
ら

は

え

て

か

て
こ

に

意

は
無

こ

上
は
無
理

に
か

こ

か
ら
三
日

か

て

一
番

は

物

て

Ｎ
に

て

Ｎ
に

え

生

に

て

か

ら

手
上

三
日

Ｎ
に

か

か

て

こ

渡

に

二
日

か
ら

Ｎ

一
日

ら

部

は

物

法

人
間

得

か

え

に

時
間

か
か

か

 

人
間
ら

舞

ら

動
に

Ｎ
に

時

に
は

か



 六、造物編

楽

こ

は

え
は

生

最

場
合

に

え
得

中
立

動

最

 

か
に
中
身

物

ら
気

 

に

ら

て

に

て

法

は

て

こ

人

て

て

は

か

か
か

御

か

て

冷

ら

て

遠

て

Ｎ
に

場
合

ら

時
間

か
か

四
日
は
要

こ
こ

死

事

事
に

て

か

 



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

は

俺

一
番

 

冷

は

 

ら

得

て

Ｎ

に
死

冷

て

は

に

程

方

無

か
ら

方

無

か
ら

て

 

理

死

度

に

え

ら

捨
て

え

て

 

か

無
理

て

自

は

意

か

て

理

に
死

て

か

 
事

に

Ｎ
に

え

要



 六、造物編

応

生

理

に

え

ら

本

に

か
ら

手

は
可
能

 

一

法

か
ら

有

て

て

冷

は

ら

Ｎ
に

義

害

は

 

俺
は

に

ら

か

て
は

 

ては

死

動

方

に

て

死

生

場
合

は

に

え
ら

か

こ

上

て

⻑

は

こ

に

え
ら

自
身

時
は

絶

に
は

得

て

食

劇

は

は

に

ら

法

に



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

に

て

物

出
来

に

糸

法

て
多

被
害
は
出

て

は

無
事

こ

は
難

て
死

方

楽

場
合

は

食

方

食

劇

に

は

得

最

被
害

  

こ
か

後

に

 
冷

は

に

は

は

に

ら

か

意

食

位

物

事

え
て

身

千

て
食

て

に

え

多

苦

負

最

道

て

か

食

て
か
ら

食

え

食

て
か
ら

劇

て

は
無

に

は
無

無

に

て

⻑

か

方

は



 六、造物編

に

取

  
目

閉

て

手

 

か
に

に
無

食

は

に
多

負

て

は

事

に

て
死
は
手

取

事
は

事

は

Ｎ

目

に

ら

こ

え

 
冷

は

 

は

取

手
法
は

最

に

に

て

離
塔
に

会

糸

に

閉

方

彼

時

は

え
ら

て



  韻地刑事 亜凝琉度土利無安堵佐渡例韻利位置会疎

 

か

 
俺

て

は

て

 

か

は

取

手

に

食

手

取

こ

は

難

ら
に
は

要

て
彼

に

要

上

怖

え
て

え
難
か

冷

て

こ

は

は

後

て

動

て

て

動

に

に

動

に

に

被
害

に

ら

か

 

に

 
俺
に

冷

は

一
度
同

は

死



 六、造物編

動

方

に

て

死

生

場
合

は

に

え
ら

か

 

に

 
俺

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  泥土有脳邸須糸

 

泥
土
有
脳
邸
須
糸

 

こ
か

て

 

に

て

気

 

に

冷

に

俺

本

は

に

て

死

訪

可
能

は

十
二
分
に

て

に

死

て

最

ら

て

自
分
は

に

て
手

て

 

て

 

てえ
ら

に

て

か
ら

に



 六、造物編

か

死

て

死

こ
こ

死

は

ら

死

死

死

か

死

止

Ｎ

ら

死

は

⺠

こ
に

家

死

部

は

か

て

こ

 

て

最
初
か
ら

こ

て
ら

ら

て

Ｎ

死

か
手

に

野

死

か
ら

食
ら
え

事

得
ら

か
ら

て

に

は

理

は

実
は

え

ら

て

て

は

取

か
ら

は



  泥土有脳邸須糸

か
ら

苦

負

か
ら

か
ら

は

に

場

怖

て

死

か
ら

は

に

苦

取

て

取

か
ら

同

こ

取

は
苦

負

死
に

に

は

か
理

か

ら

か
ら

こ
こ

理

に

意

か

に

か

係
無

か

死

に
苦

に

気

て

意

か

か

理

て

か

か
ら

  
俺

俺

 
俺

て

て

 
俺

て

て



 六、造物編

は

ら

死

か
ら

に

死

生

 

に

て

事

て
頭
来

は

て

て

ら

取

合

て

に
同
意

て

取

は

て

て

ら

出
来
得

か

方
法

取

て

事

は

要

て

法

死

方

に

て

無

か
ら

て

こ

途
方

意

負

は

こ
に

て

は
介

か

て

に

負

て

に

事

て

手

取

事

Ｎ

に

か

て

て



  泥土有脳邸須糸

場
に

ら

動

取

部

直

て

は

優

 

こ

は

無

優

え

に

か
ら

直

物

か

我

に
被
害

方
法

に

は

に

て

は

は

食
ら
え

死

物

に

食

て

ら

て

 
三
日

 

 
俺

に

に

ら

て

こ

に

か

 

 
俺

に
身

死

は

種

死

て

か

 

死

て

 

無

に
無

に

に

か



 六、造物編

は

連

て

か

 

に

出

か
ら

可
能
か
不
可
能
か

え

可
能

て

 
は

て

て

に

て

か

か

直
後
に

て

は

ら

て

て

て

に

て

運

て

ら

冷

に
頼

か

小

要

得

得
に

て

か

度

は
遠
征

は

に

事

こ
こ

死

場
合

は

身

地

事

え
ら

は

に

は
死
に

地

か

ら

に

て

か

は

か



  泥土有脳邸須糸

は
無

  

 

楽

て

迷
宮

 

こ

て

か

ら

子

か

方
二
人

運

え

に

参

て

か

無

に

ら

か

に

 

手

か

 
は

 

か

 

か

目

て

か

は
要
ら

多
分

か
ら

地

ら

か

て
こ

は

こ

え

義
手

義
手



 六、造物編

は

て

取

ら

中
に

て

ら
水

ら

出

て

か
ら

か
ら

こ
に

に

か
ら

こ
に

か

気
に

時
間

 

か
ら

て

か
ら

 

か

 
俺

て

中

て
ら

無
理

て
小
難

事

え
て

部

て

て

は

手
に

て

一
応

に

か

ら

上

死

て

死

は

人

方

死

て

は

殊

自
身
に
最

合

人

無

て
初

て
死
に

得

は

て

に
か

ら

保

て
こ



  泥土有脳邸須糸

こ

 

て

 

風

て

 
こ

て

て

て

て

え
え

 

俺

冷

  

に
か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

寒

冷

頭

か

え



 六、造物編

 

俺

実
に

数

一

二

に

て

こ

に

て

気
は

迷
宮

こ

に

こ

難

難

気
分

上

か
か

  

冷

合

出
て

論
に

て

気

 

論

か

か

 
俺

か
ら

多

に

て

に

て

え

か

論

論

多

気

冷
に

明
ら
か
に

か

て

止

多
分

か
ら

 
は

か



  泥土有脳邸須糸

 

俺

員

無

て

事

一

多
分

法

て

て

得

て

 

こ

は

俺

か

て

気

 

こ
か

か

か

 

か
に

ら

て

に

に

か

か

て
ら

破

事
は

気
合

部

  
こ

移
動

中

ら

か

か
は

 

に

事
破

 
明
ら
か

は

撃

て

ら



 六、造物編

 
来

 

か

は

こ

か

て

ら

 

ら
に

か

て

 

上

て

ら

ら

ら

か

ら

破

外

内
部
に

事

目

こ

に

て
こ

 
一
応
迷
宮

種

久

に

て

え
て

か

 

て

安
藤

 
流

 

に

一

一

に

 

間

落

ら
一

は
明

実

間
は

破

は

て
無
か



  泥土有脳邸須糸

 

保
て

て

落

 
死

 

死

中

人

は

に

ら

ら

は

法

は

に

ら

事
は

か

に

は

に

ら

に
立

場

に

置

か

 

は

法

え

か

事

は

法

有

法

水

食

死

こ

は

に

は

度

有

て

物
か

法

て

え
て

か

程

に

方
は

物

て

法
は

に



 六、造物編

場
合
は

か
は
意

に

水

事

出
来

は
こ
こ

存

自

は

て

御

こ

動
か
ら
不

上

て

 
撃

撃

撃

 

は

て

か
無

に

て

は

遠

離

撃

て

か
ら

死

て

て

怖

て

ら

に

事
は
無

 

御

て

生
物

ら

俺

て

後
方
に

撃

三

対

か

 

意

か

一

気

か

冷

て

て



  泥土有脳邸須糸

 

て

意

 
一
応

に

に
外

迎
撃

部

て

か

 
迎
撃
に

意

ら

て
こ

か

中

事

に
動
か

か

て

て

ら

 

迷
宮

意

俺

死

撃
に

ら

俺

直

て

は

動

太

忍

俺

か

ら
に
俺

本
気

て
意

か
ら

多
分

撃
自

は

死

て

本
気

気

無

ら

俺
は
気

 

同

 

こ

ら

合

て

 
中

物

て

御

ら
に
無
理
矢
理

て

物

は

て

か



 六、造物編

 

は

法

に

時
か
ら

に

こ

か

て

時
か
ら

 

物
に
同

俺
に

無

か

え

 

外
か
ら

物
に

番

か
ら

根
に
取

て
直

部

に

法

て

部

に

か

え

中

法

に
出
会

こ

は

内
に

新

ら

部

は

生

に

生

は

最
下

に

無

て

上

下

気

一

 

は

か

 
流

に

に

て

可
能

 

人

は

か
ら
に

久

能

か
ら

法

に



  泥土有脳邸須糸

こ
こ
は

か

か

食

人

に
置

え

こ

て

人

て

は

安

生

は

は

に

 

手
か
ら
離

冷

法

て

に

撃

一
応

て

撃

子

俺
は

か

度

落

て

は

 

に

て
ら

 

意

美

根

一

に

人
二
人

ら

か

冷

手

て

こ
に

区

出



 六、造物編

来
て

ら

は

内
部
に

て

て

 

界
に

食

自

に

法

 
こ
え

か

は

に

 
手

離

冷

同

根
か
ら

は

否

 
⻑

太

字

武

冷

 

て

 

撃

頼
 

音
鳴

に

か

度

て

か

冷

後
か
ら
来

意

こ

度

中
目

合

て

は
こ
え

て



  泥土有脳邸須糸

 
後

に

に

て

中

 
こ
え

こ
え

て
こ

法

怖

無

 

油

は

か
ら

 

は
一
応
俺

て

無

ら

 

て

こ

取

無

ら

か
ら

水

撃
手

有

有

久

に

に

て

方

は

て
こ

 

ら

て

こ
に
は
無

物

ら

て
こ

に

地

撃
に

え
て

 

撃

身

に
か
か

  

て

て
ら

こ
に

立

 
久
方

て

は



 六、造物編

に

応
気

て

 

時

座

て

椅
子

 

こ
に
二
人

 

二
人

 

員
⻑

無

 
こ

ら
に
気

 

て

立

上

て

て

に

四

 

か
か

て

 



  泥土有脳邸須糸

 
流

に

か

撃
は

ら

 
身

て

か
か

地

に

地

て

四

ら

て

垂

て

 

目
は

物

て

か

冷

来

か

 
俺

後

に

立

冷

耗
は

無

外

に

撃

か

て

法

一
人

か
ら

俺

俺

か

遥
か
に

え

か

か

こ
こ

て
事

か

は

論
に

ら

判

食



 六、造物編

人

食

て

に

か

に
は

に

え
て

手

 
冷

に

に

 

流

に

か

は

こ

に

後

食

こ

度

出
来

上

か

案
外

法彼

ら

に

場
合

破
ら

て

事

に

十
二
分

意

彼

ら

法

十

に

か
は

数

に

こ

は

 

ら

渡

て

冷

 

て

か
俺

こ

は

に



  泥土有脳邸須糸

法

か
ら

怖

怖

食

に

て

て

間
は

久

能
は

手
に

内
は

可
能

か
ら

ら

ら

て
か
ら

て
こ

は
 
新

物

は

に

子

て

二
人

二

  

て

て

 

度

来
は

食
ら
え

  

て

に

か

て

員
⻑
に

か

て

撃

 

員
⻑

て

我

気
に



 六、造物編

か

ら

生
物

か

か

は

か
は

ら

物

ら

物

動

員
⻑

て
こ

 

経

脳

 

手

下

え
ら

に

能

は
無

て
可
能

四

に

か
は

ら

に

こ

は

 

下

て

ら

歩
下

上

後

に

ら

身

は

ら

 

ら

は

身

に

て

 

て

無

か
ら

程
度
に
負

 

実

 

下

後

身

に

ら

実

こ
に

ら

死

身

か



  泥土有脳邸須糸

に

義
手

 

に

は

撃

え
て
は

ら

防
御

え

得

会

訪

て

え

手

撃

て

に

て

  
一

脳

否

か

て

直

方

鳴

ら

て

 

に

撃

て

ら

身

に

て

身

ら
気

 
こ

ら

 

て

身

十

に

て



 六、造物編

物

ら

て

  

て
気

か

え
て

ら

て

か

演

は

か

   

て

後

に

和

こ

は
直

て

か

負

 

て

人

同

動

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  泥土有脳邸須糸

 

え

 

撃

ら

え

難

中て

か
ら

え

て

ら
こ

か
ら

に

て

て

か

え
て

か

は

 

は

員
⻑

て

ら

か

か

て

撃

て

  

撃
は

 
四

て

撃

て

て

員
⻑

動

は

え

に

か
ら

は

こ

て

に

法

意

て

こ

身

は

利

 

え

こ

て



 六、造物編

こ

法

ら

明

か

ら 

え

 

か

て

は

出

間
に

ら

 

に

こ

か

こ

か
ら

こ

事

 

音

合

音

位
置
は

員
⻑

後

か
に

か
か

て

音

物

移
動

音

部

移
動

ら
に

後
に
後

落
下
地

か
ら

離

取

こ

か

て

動

法
に
頼

法

か

て

は

は

か

育

て
て

防
御
に



  泥土有脳邸須糸

 
落

て

は

 

か

に

多
分

て

て

て

に

て

て

多
分

員
⻑

方

て

 

え
て

最
中

 

動
に

か

に

は
気

て

か
ら
多
分

ら

て

か

脳

て

か

て

か

こ

か

 

ら
か

物

こ

は
間

物

自
身

員
⻑

て

方
に

は

に

法

は

え

に

て

方

か

て

か

 

ら

て
人
間

方

て

に

事

方

優

て

か

か

て
判

は
俺
に

か

二

四



 六、造物編

方

て

ら

か

優

て

か

員
⻑

か

こ

は

て

は

か

か

 

か

て

 

て論
愛

て

Ｎ

二
人

こ

て

か

ら

ら
蛇

出
て

 

Ｎ

て

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

 

地
羅
止
湾
藍
符
哀
鳴
符
阿
雲
度

 

Ｎ

 

て

事

え

は

か

員
⻑

て

は

 

棒

て

 

意
は

か

流

か

 

身

 

に

 

無

は
俺

か

ら

に

て

て



 六、造物編

 

ら

内
に
冷

 
冷

方
に
合
流

 

か
ら

に

ら

撃

え
て

自
分

て

て

間
に

無

活

可
能

は
十
分
に

か

可
能

ら

こ

か

か

か

 

か
に

死

撃

死

ら

手

ら

判

撃

に

は

に

 

手

絶
対

手

撃
は

俺

に

か

出

自
分

て
こ

冷

糸

て

か

ら

は
可
能

は

二
人

来

 

に

俺
は

に

冷

は
上
に



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

 

無

法
に

て

て

道
中

に

身

に

立
て
て

法

て

撃
中
は

上

中

ら

て
水
平
方

に

て

か

 

一
度

ら

か
に

か

法

止

こ

目
か

は

こ

 

員
⻑

に

無

間
意

は

え
て

か

愛

て

て

上

に

員
⻑

無

て

方

え

て 

連

十
二
分

は
同

種

物

て
て

こ

ら

上

可
能



 六、造物編

 

愚
直

直

撃
に

程
俺

 

は

は

か
に
俺

て

て

え

上

は

 

こ

て

ら

て

 

俺

て

冷

に

⻑

は

 

に

て
冷

後
か
ら
外

 

こ

冷

員
⻑
か
ら
離

方

 

無

俺

直

方

身



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

 

撃

ら

ら

落

は
地

落

食

に

て

合

て

に

て

か

は

は

我

負

事

か

事

か

て

 

離

に

 

分

中

て

か

 

か

て

は

多
分

合

無

て

事

無
理
矢
理

道

え

か

は

ら

て

か

え

理

ら

無
防

ら

 

か

に

無

出
て

 

か
ら

意

て

に

は
俺
ら



 六、造物編

 

は

て

て

ら

 

取

出

動

 
義
手

中
に

部

て

に

て

ら

て

か

に

俺

て

え
無

 

不

脳

に

 

は

風

音

に

は
俺

破

員
⻑

位
置
か
ら

て

に
は

て

法

て

出

法

に

て

員
⻑

て

ら

破
ら

か

 

度

上

に

界
に

深

深

て

 
一
度

破
ら

自
分

て

は

か

て

は

上

か

同

こ

て

て
こ

員
⻑

実
に
俺

は

え

一
手
に

は
俺

死

て

意

か

理

て

か

か
は



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

か

生

て

え

程
度

え

来
て

可
能

 
直

は

動

て
こ

て

え

員
⻑

実
に
俺

え
に
来

分
か

て

撃

か

 

部

て

 

音

か
ら

取

は

下

 

一
気
に

上

身

寝

ら

 

て

無

道
は

員
⻑

は

か

 

椅
子

棒
立

員
⻑
に

は

に

て

か
ら

出

字

に

冷



 六、造物編

 

方

は

こ

か

員
⻑

身

に

食

分

対

法

破

は
最
初

無

こ

 

に

て

ら

は

本

て

て

て

て

は

 

ら

取

無

に

 

食

ら

え

 

に

二

動
こ

て

無

に

鈍

音

立
て
て

立

 



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

 

こ
に
冷

来

員
⻑

同

に

に

て

て

て

ら
に

に

一
本
一
本
に

て

食

我
は

か

二
方

は

可
能

 

ら

ら

ら

に

字

に

二
人

 

無

方
は

て

動

子

食

て

こ
え

法

方

下

扉
は
こ

 

え

無

て
こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 六、造物編

 

下

て

こ

場

下

か

 

か

員
⻑

て

か
ら

実
に

か

え

か

ら

自

度

撃

て

て

は

法

て

か

て

⻑

は

こ

二

か
に

員
⻑

方

に

可
能

か

て

え

 

出

ら

対
か
ら

同

出

 

て

対

か
ら

か

て

部

か
に

か

て

無

身

に

物

こ

ら

最
初
に

時
は

冷

に

か
ら

手

ら

は

か
ら
離

か

 

か
ら
離

ら

種

か

て

最
優

に

え

て
時

絶

こ

 
冷

は

経

俺

得

可
能

は
離



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

に

は
無

冷

て

実

 

か
ら
目
に

え

員
⻑

ら
下

て
冷

て

目
論

は

俺

て

に

て

て

ら

無

は
俺

え
て

法

に

上

て

具
合

 

て

か

数
十

に

ら

一
人

対

か
ら

 

部

合

て

か

か
は

ら

員
⻑

割

て

は

て

 
分

に
は

能

対

法

動

能

て

ら

要

分

て

手

に

か



 六、造物編

か

ら

に

か
ら

て

て

に
立

冷

は

上

に
⻑

て

か
ら

に
立

は

能

て

か
ら

事
に
気

か
ら

に
立

て
こ

は

は

 
二
人

て

て

方

 
多
分

に

参

か

は

武

に

能

か
ら

て

俺

最
初
に

て

に

武

に

か
ら

分

に

て

か

 
冷

方

防
御

に

て

て

て

え

気

は

は

て

介

て

生
物

外
に

か

か

同

方
法

か



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

手

は

か

て

ら

は
遠

法

か
ら

動

中
に

ら
最

時
は

立
て

に

要

か

度
は

か

て

ら

撃

 

物

区
分

ら

は

か
ら

ら

ら

に

負

程
度

度

武

て

一
番

え

ら

出

法

区
分
に

ら

は

能

は

程
度

 

か

か

か

は

応多
分

合

絶

か
ら

て



 六、造物編

か

 
後

て

 

ら

冷

に

て

上
に

ら
 

は

て

 

冷

は

 
身

分

上

に

て

こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

ｔ
ｅ

ｔ

に

え

こ

て

  
冷

は

て

冷

は
自
ら

噛

千



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

て

に

捨
て

 

て

こ
か
ら

時

同

に

 

食

生
え
て

冷

論

無

は
無

は

人

手

に

こ

手

法

出

ら

て

に

ら

は

こ

て
ら

は

死

て

 

こ

割

て

俺
に

に

難

 

割

ら

法

生

気

 

は

事

て

場
合

こ

中
に

は

か

こ

物

は
生
物

同

ら

こ

亜



 六、造物編

か

て

中
に

て

身
⻑

ら

か

か

か

に

て

能

は
対

物

は

事

か

無
理

て

か

 

こ

能

は
無
理
か

 

て

十
分

て

て

か

亜

て

生
物

外
に

ら

食

 

て

冷

地

に
手

 
途
端

て

亜

に

似

こ

こ

自

は
同

こ

は

一

一

 

亜

て

こ

て

ら
は
上
に

に

保
て

落



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

法

に

て

同

界

法

法

か
こ

対
立

こ

に

は

て

か
同

亜

美

は

に

て

場

て

に

法

手

地

物

て

亜
に

は

初

は

に

無

か
ら

ら

て

て

て

て

無
論

は

に

得

法

法

に

て
は

て

同
系

殊

に

   

は

 

こ

上
に

か

て
ら

子



 六、造物編

は

は外
は

て

事

に
は
手

出

か

は

破

 

に

明

て

二
人

か

て

て 
一
人
は

無

て

 
明

て

一
人
は

 

 

員
⻑
は

て

こ

分

ら
遠

方

は
俺

て

か

程
に

低

法

 

一
人

て

か

 

て

に

か
ら

ら

か



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

死

 

部

 

て

こ

か
ら

間
は

か

て

に

死

て
間
は

に

て

間

法

ら

殊

法

て

時
に

か

か

 

出

ら

か

後

 

て

か

に

に

小

か
ら

撃
に
対

久

て

ら

撃
に

て

方

一



 六、造物編

 

間

か

 

に

十
分

  
風

て

俺
に

て

ら

事

か

殊

法

こ

は

て

会

無
か

か

か
ら

遠

法

て

習

気

に

遠

一

え

か

ら

手

会
は
無
か

ら

は

か

法

 

て

 

に

て

 

か

は

手
は

か
ら

に

て

ら
え

か

俺

て

て

ら

は



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

冷

は

て

か
ら

 

ら

俺

取

は

に
か

て

無

て
手

て

に

て

ら

最

に

 
は
は

 
は
は
は

 

に

参

て

に

分

は

て

か
ら

か

気

 

に

か

て

 

か

俺

て

気

か

俺

て

気

 

俺
は

 

 

か



 六、造物編

は

は
は

は

か

て

か

 

か

に

 

か

に

え

方
に
は

は

にか

か

 

止

ら

 

て

こ

に

て

は

て

か

か
ら

 

四

て

え

取

 
俺

俺

生
身

義
手

方

か

ら

て

 

え

 
俺

一



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

来

 

俺

え

に

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

こ

か

は

人
間

身

は

か

 

て

身

ら

は
は

か

  

え

え

 

は

て

手

都
度
都
度

て



 六、造物編

 

ら

に
は

ら

に
は

 

同
時
に

程
度

 

無

に
は

は

か
ら
俺

え

こ

出
来

に

ら

こ

具
合

は

物

に
は
十
二
分

上
は

無

ら

か

員
⻑
に

て

ら

風
に

て

 

て

こ

ら
は

 

程
度

俺

死

 
俺

 

て

に

に

下

に

ら
に

深



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

 
怖

か

 
怖

死
は

怖法

 
死

死

法

法

て

死

て

生

に

て

生

夢

 

ら

に
か
か

て
こ

死

て

え

 

上

 

て

か

か

無

か

 

上

度

 

に

身

上

て

 

て

て

て

か

 

て

て

ら

て

苦

に

 

に

 

苦

て

て
て

か

て
て



 六、造物編

て
理

 

 

か

 

来

に
来

来
て

⻑

は

は

子

こ

無

食

こ

は

て

か

え

て

上

か

ら

 

は
本

に

か

て

に
は
自
分

か

て

止

て

明
ら
か
に
異

て

事

上

に
集
中

て

て

は

  

無
数

出
て

え

ら

か
ら

亜
に

か
ら

亜
に

か
ら

か
ら



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

に
襲

か

て

 

こ
え

法

食

て

に

意

て

え
て

俺

冷

は

間

 
は

か

は
て

ら

死
は

死

は

死

は
安
寧

に
身

一

手

否

て

利

て

下

て

ら
に

否

無

ら

て
て

事

か

否

か

え
え

こ
に
は
同
意

法

に

生
物

否

無

ら
は
愚

に

て
愚

存

同
意

同
意

に

は

 

身

に

薄

ら

 

か

 

か
ら

え

か

は

 
中

物

新

法

編

出

か



 六、造物編

藍

侠

斗

最

後

尾

夜

座

頭

是

阿

伊

豆

阿

歩

止

琉

我

藍

符

塔

照

有

は

夜

に

一

糸
伊
豆
阿
派
⻘
磁
負
不
伏
零
矢
堕
千
経
度
戸
地
内
途

 

度

て

界

法

 

事
は
難

身
に

ら

か
ら

方

か
ら

 

か
ら

 
は

否

藍
出
内
沙

紫
遠

 
死

死

法

 

深

深

深

に

死

   

中

 



  地羅止湾藍符哀鳴符阿雲度

 
死

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 六、造物編

 

藍
宇
恩
斗
有
塔
寝
具
初
図
阿
美
優
邸
符
応
簿
井
栖

実

に

え

ら

は
愚

 

に

冷

 

か
ら

亜

出

に

て

食

 

亜

に

は

に

亜

は

自
ら

亜

物

上

は

多
に

は

か

 

身

亜
か
ら

出

て

冷

 

か
ら

外

俺

俺

に

か
か

物

不
可

は
動

て

生

活
動
に

は



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

来

て

は

  

て

 

て

え

俺

か

か

て

気

楽

か

気

 

撃

て

死

 

に

 
俺

 

に
こ

て

は
生

て

ら

て

か
は

ら

意

無

子

俺

中
に

 

ら

て

実
に

死

は

動

は

身

か

は

か

中
に

て
は

方
に
異

ら

は

無
事

か



 六、造物編

異

て

は
落

て

て

死

連

て

て

て

事

出
て

判

て

 

冷

に

渡

目

字

に

 

怖

は

て

え

え

か

係

え

て

間

ら
こ

可

能 

か

 

は

に

ら

こ

俺
は

て

冷

ら

こ
こ
に

か

気
に

は
は

に
参

て

異



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

  

か
は

か

 
多
分

て

か
ら

は
死

か
ら

 
下

 

下

て

こ

下

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

最

に

部

に

て

初

に

は

は

て

間

来

一
人
か

て

は

外

 

五
人

一

に
二

二

一

に
分

ら

実



 六、造物編

こ
 
俺

  

こ
に

 
四
人

一
糸

四
人

 

て

四
人

こ
に

人

人

て

ら

て

か

人

に

ら

て

ら

は

て
裁

か
ら

て

こ

十
分

て

本
物

は
上

て

か

に

か

て

 

か

て

か

て

 
上

は

物

か
に



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

は

中
身
は

物

て

て

楽

   
自
分
は

て

方

は

は
は

 

て

 

法

間
か
ら
手

ら

て

 

間
に

こ

か

て

油

 
は

離

こ

こ

 

に
息

か

ら

て

食

て

こ

え



 六、造物編

軸

太

に

ら

 

寒

に

こ

て

か

論

方
に

 

か

冷

は

て

て

て

は

え 

に

に

身

に

ら

は

無

に

か
ら

方

こ

て

ら

か
ら

 
無

に

羽

上

ら

て

上
に

ら

て

身
に

ら

て

は

か
ら

手
に

上

ら

ら

ら

に

に

 

に

死

は

て

  

て

て



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

無
理
無
理

二
人
は

て

か
ら

ら

て

こ

て

か

赤

か

 

界
に

二
人

え

こ

 

本

人

に

て
集
ら

て

苦

て

て

は

人

か
ら

て

か
ら

本
気

え

に

て

て

か
ら

身

て

実
は

身

法

て

て

Ｎ
は

か
ら

か

か

か

 

身

 

Ｎ

法

は

か
ら

身

て

冷

に

身

て

に

て

子

多



 六、造物編

 
俺
は

気
に

て

て

か
ら

身

時
に

て

は

 

 
こ

中

て
こ

子
こ

可
愛

て

  
一
番

え

時

生

ら

生
ら

て 

Ｎ
に
上

時

か
ら

同

 

法

に

身

て

間

は
亜

間
に

か

明

か
ら
本

に

日

 
俺

法

に

は

こ

こ

こ

 

子
中

生

かか

 

分

に

て

て

生
意
気



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

に

生
意
気

ら

度
こ

本
気

て

て

 

中

か

 

閉

て

界

二
人

か

子

え

 

こ
え

て

か
ら

こ
え

て

に
手

 

寒

え

て

 

に

て

に

 

え

ら

 

か

 
身

て

身

手

か

て

  

に

に
子

子

て

て

ら



 六、造物編

事
は

に

か
ら

気

 
頭

ら

て
無
理
矢
理

手

気

に可
愛

可
愛

に
出

て

こ

こ

は

は
迎
え

か

育

こ

に
運
動

ら
こ

こ

て

か
ら

て

時
に
は

部

て

か
ら

 

は

 

か

か

 
か
ら

こ

て

か

て

て

か

て

 

こ

は

て

か
ら

か

子



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

こ
こ

 

か

か

 

子

か

俺
は

か

 

は

 

て

 
俺

て

俺

事

て

ら

 
俺

俺

か

出

ら

 

死

て

時

は

論

死

死

我

苦

負

か
ら

離

て

か

か

か



 六、造物編

 

ら

安

 
安

て
死

 

死

ら

 

て

て
こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

か

か

か

か

は

は
は
は

 
不

に

 

て

て

か

 

か
に

風

に

こ

は

合

こ

に

か

か

俺



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

か
ら

 
は

 
は
は

 

俺

は
流

に

に

て

出

て

て

か

て

 

は

に

物

て

か
ら

に
死

か

て

こ

頭

割

て

こ

こ

て
ら

て

ら

出

て

て

に

 

動

 

こ

こ

こ

不

 

身

こ

一

に

に
か

か

て

事
に

て
こ



 六、造物編

 
不

不

て

に

は
は

俺

可
愛

に

て

目

可
愛

方か
ら
こ

か

子

子

方

ら

生
意
気

利

て

こ

て

 

て

 
歩

は

度

て

小

 

か
ら

は

は

は

て

 

撃

撃

か法

て



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

え

 

法

動

 

か

て

か

か

てて

ら

身

か

 

後

度

法

 

法

動

事
は
無

に

に

俺

同

て

 

え

手

物

自
分

物

か

か

 

か

て

て
自
分

物

て
生

て

部

て

は
は
は

上

事

ら

て

 

は
本
物

本
物

 

度

度
は

撃

て

か
か

て

 

撃

て

 

は

て

事

員
⻑
に



 六、造物編

ら
は

て

て
こ

か

か
ら

法

度

度

法
連

て
か
ら

え

 
身

て

に

に

 

こ

ら

は

て

動
冷

 

 

人

 
中
身

ら

て

  

か

か

て

 

て

か

か
ら

俺

ら
に

我

て

て

か
ら

一



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

え
て
防

一
方

て

て

 

え

自
分

防

一
方

手

ら

て

に
明
ら
か
に

か

ら

て

俺

人

に
取
ら

こ
ら

 

は
俺

事

手

一
本

二
本
は

て

可

能

十
分
に

愚

二
人
は
取
ら

は

冷

は
経

は

気

て

か
ら

に

て
破

出

上

 
部

四

 
二

は

身

ら

ら
に

え
ら

保
て

二

は
内
部
か
ら

に

て

 

武

は

撃

理

理

て



 六、造物編

 

え

は

こ

て

に

 

子
に

に

こ

て

目
に

ら

て

て

分

て

て

来

は

か

に

ら

  
直
後

業

字

に

 
こ

え

は

員

え

は

は

から
は

か

は

一
部

て

て

に

ら



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

に

は

ら

え

は

え
方
に

て

直

か
ら

て

ら

座
に
捨
て

は

か

 
は

こ

え

て

一
端

人

間  

て

俺

脳

に

て
都
合

て

か

に

て

事

 

冷

て

 

は

て

可
愛
ら

か

会

一

に

て



 六、造物編

 
か
ら
か

て

て

地

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

下

て

こ

か

水
平
方

離

て

は

は

に
下

位
置

か
ら
は
か

離

て

か

無

は
上

下

て

ら

は

こ

て

こ

ら

下

に

て

生

場

は
こ
こ

間

に

下

か



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

か

て

人

 

は
こ
こ
に

か

か

ら

か

に

え
ら

中
に

え
は
無

ら

て

冷

は

か

ら

か

事
実

て

は

は
可
能

か

頼

 

は

⻑

え

ら

⻑

 

に

か

界

保

明
か

ら

こ
か

法

か
ら

は

人
間

ら

寒

ら

度
に

て

て

 

か

 

界
に

か

ては

Ｎ
に

法

て

身

て

ら



 六、造物編

か

て

て

ら

か

存

か

か

Ｎ
は

か
ら

て

は

内
に

内

出

て

に

得

法

は
死

生

身

Ｎ
に

ら

Ｎ

生

て

内
に

内

出

て

身
に

得

は

Ｎ
は

得

か

か

か

て

か

こ
は

か

出

地

か

か

かえ
は
間

て

Ｎ

我

は

界
に

僅
か

に
存

て

Ｎ
は

中

は

に

て

因

て

迷
宮

は
こ

地

界
に

地

て

場

て

 

迷
宮

か
ら



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

 

因

迷
宮

字

か
に

集

場

こ
こ
に

は

こ
こ
に
人

上

理

生

に

要

か
ら
小

地

こ
に

上

生

法

は

こ
こ

に

理

は

  
意

合

Ｎ

こ

に

害

止

て

ら

は

要
は

か

に

て
て

俺

法

身

生
に

て

 

て

て

か

意

出

て 

か

て

か

て
例
え

物

界

意

手
に

て

は

害

て

か
ら

Ｎ

て



 六、造物編

て 

て

て

は

か

 

て

か

か

人

下

無

上

下

下
に

て

こ
に

か

て

は
一

係

こ
に

生

生
に

地

要

え

は

生

可
能

て

ら

え

に

か

て

 

物

上

か

か

こ

能

地

ら

こ

ら

は

手

て

は

て

ら

に

て

置

て

て

ら

て

場

ら

は

最

多

は

上

に

て

会
は

か



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖

か

か

か
自
分

こ

て

に

に
出

要
は
無

 

は
最

ら

水

か
ら

こ

多

ら

て

無
理
は

て

て

無

か
ら

 

に
は
疎

か
ら

事

え

部

に

子

は
無
か

に

自

て

こ

界

端

か
は

こ

生

道

て

間

無

造

て

こ

は

道

て
意

は

一
本
道

え

か



 六、造物編

 

ら
歩

て

間
に

 

え
て

 
扉

 

ら

は

部

 

深

寒

地
下

こ

場

に

 

て

て

ら

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  藍宇恩斗有塔寝具初図阿美優邸符応簿井栖



 七、漂流編

 
七

漂
流
編

 

是
阿
伊
豆
乃
伊
豆
是
阿

 

こ
は

 

間

 

下
に

は

え

程
に

間

明
か

無

天
井
は

え

は

か

 

て
来

 

間

苦

は

て

中
身

物

ら

間

 

え

気

て

か

人
間

動

て

に

か

か

か

に

て

動

撃

て

育
は



  是阿伊豆乃伊豆是阿

取

ら

法

道

事

か
ら

か

に

意

は
無

て
か
ら
に

事
は

直

に

理

て

か
ら

て

こ

子

ら

ら

 

は

  

こ
こ

て

こ

え

か

 

は

手

は

に

え

か

 

 

 

て



 七、漂流編

 

こ

 

か

 

て

手

四
本

四
本

上

は

て
て

て

尾
は

無

て

 

こ

 

俺

て

て

ら

て

て

て

て

 
こ

は

無
か

俺

事

 

は

か

て

は

に

こ

天

に

ら

土

方

ら

か

に

か

は

絵

符

造

邪

ら

え

破

音

ら

鳴
に

か

こ
え



  是阿伊豆乃伊豆是阿

方

に

最
下下

種

ら

え

ら

に

得

 
冷

て

事

 

は

冷

に
分

て

て

俺

は

か

か

て

 
鼻

鳴
ら

こ

て

法

 
最
初
に

に
来

時

か

て

こ

無

法

に
似
て

流

に
こ
こ

ら
気

和

こ

法

か

か
ら

直

時
は

に
立

て

か

に
は

て

有

か
ら



 七、漂流編

 

に

法

は

に

 

物

て

に

て

上

 

ら

こ

こ

て

事

に

天

理

は

て

こ
こ

か
ら

水

は

か

ら

に

目

無

は
優

か
ら

ら

は

て

 

て

こ 
上

方

 
一
対
五

目

て

 

て

音

立
て

ら

ら
は
動

出

 

か
ら

 



  是阿伊豆乃伊豆是阿

 

え
え

 

五

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

冷

食

ら

時
間

か
か

て

間
に

て

可
能

に
こ

は

度

応

 
身

に

撃

 

て

 

宙

か

同
時
冷

俺

身

上

て

 

こ
に



 七、漂流編

か
は

理

に

度
は

に

冷

 

に
俺

冷

身

平
手

撃

 

俺

 

中

て

て

か

 

音

て

冷

不
自

に

て

 

時
に

事

て

は

動

に



  是阿伊豆乃伊豆是阿

運

ら

は
可
能

か

部
武

可
能

は

 
渡

 

部
分

に

か
ら

て

え

俺

て

に

ら

ら
こ

こ

て

最
優

に

彼

に
は

て

え

か

か

て

は

時
に

野

事

出
来

か
来

 

 

か
ら
物

冷

落

落

ら

は

か
ら

に

こ
に

食
に

場

ら

て



 七、漂流編

 

は

 

怖

は

ら

ら

て
離
取

か

 

度
は

て

冷

は

対

に

こ

間

か

て

に

てか

  

似

法

か

て

こ

自

自

に

 

伸

て

出

て

て

離

取

て

 

て

 

て

は

多
分

中

て

は

ら

て

実
に

無

か

か
ら

ら



  是阿伊豆乃伊豆是阿

 

か

か

 

え

は

て

俺

時
に

て
こ

か

は

一

て

安
藤

直

て

ら

て

か

 

に
は
一

て

ら

て

 

て

え

目

て

撃

 

死

に
は

身

分
か

難

無
理

て

 

こ

え

ら
撃

は

て
軽

音

に

か 

は

 

迷
宮

蛇

同

ら

て
こ

 

て

出

て

て

度

え

か

冷

に
時
間

要

可
能



 七、漂流編

事
は
不
可
能

可
能

は

武

え

ら
は

て
こ

こ
こ
に
置

て

て

冷

に

え
て

て

か
ら

ら

に

て

て

か

ら

は

場
合

遠

に

か

は

て
参

 

音

上

て

に

て

ら

え
 

に

か
ら

冷

俺

か

て

利

 

ら

無

て
こ



  是阿伊豆乃伊豆是阿

は

不

は

て

  

に

か

え

か

て

は

こ
え

気

気

 

撃

 

に
か

は

は

に

て

身

に

か

 
事

理

て

に
冷

て

て

に
か

て

て

時

は

撃

は

不
明

法

中
身

物

て

か

て

 

ら
本
物
は

初

有

に

来

 

か
ら

て

て
こ

に
は

ら

は

て

ら

て

外

に

て

に

物

て



 七、漂流編

 

て

に

に

 
苦

出

 

に

場
に
出
て

邪

 
撃

 

に

 

て

は

同
時
に

 

一

に

有

部
位
一

界
か

 

一

こ

に

 

 

事

冷

は

 

離

え
に

か

て

に

え

え

に

俺

ら

 

目
印

 

撃

か

え
て

に

無
数



  是阿伊豆乃伊豆是阿

ら

食
ら
え

 
二

撃

に
伏

か
ら

は

度

地

え

部
分
に

 

撃

時
に

部
分

て

こ

実

こ

て

度
は

に
上

に

目

音

 

え

て

野

 

え

俺

場
合
に
頭

て

こ

自
分

か
ら

に
か

て

て

時

割

無

俺

ら

 
四

内
一
本
に
一

ら

は

に

 

こ

か

か

て

え
て

か

 

こ
に

目
印

人

撃

て

は

流

に
俺

は

え



 七、漂流編

ら

え
は

 

撃

か
ら

は
は

え

か

 

身

て

は
無
理

て

て

  
上

か
ら

て

か

間
に

て

  

子
に

ら

こ

直

て

ら

棒

一

に

て

 

子

物

時

に

に

て

て

に

二

目
は

無
か

 

て

て

 

撃

目
印

 
義
手

二

て

手

撃
て

は
無

軽

て

一

外



  是阿伊豆乃伊豆是阿

 
四

て

部

 

こ

間
に

て
難

俺

え
ら

に

落

に

 

寸

に
運

出

か

は

こ

意

理

か

 

出

 

は

は

可

愛

子は

か
ら

冷

目
印

に

連

て

て

部
撃

て

か

 

度

こ



 七、漂流編

 

は
新

は
は

 

は
は

 

か

 

か

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

か

て

ら

 
数
十
分
後

 

こ
に
は

に

て

中
に

ら

て

か
ら

て

に

係
は

位

か



  是阿伊豆乃伊豆是阿

て
中

に

て

て

 

 

最

負

に

に
造

四

に
上

て
て

下
は
自
身

死

に

は

⻑
時
間

て

か
ら

時
に

ら

か

自
分

死

に

は

か

部

部

猛

法

え

か
ら

方

え

身

か

か

は
無

ら

中
に

意

無

 

こ
か

冷
え

に
襲

て

 

て

か

冷

に
は

水

 

三
人

て

手

て

て

え
 

に

て



 七、漂流編

 

こ

て
苦

に

歪

 
苦

に

 
苦

に

 
は

 

て

て

都
合

か

 

 

  
捨
て

 

て

 

て

 

て

て

中

死

 

都
合

て

か



  是阿伊豆乃伊豆是阿

え

に

て

え
て

こ

て

数
十
分
か

こ

て
こ

か

て

て

て

こ
こ
に
無

生

生

こ
こ
に
は

 

渡

冷

 
こ
こ
に

て

 

応

て

て

  

て

こ

に

こ
こ
に

生

て

 

ら
に
下

か

無

こ
こ
に
は

無

 

 

て

て

水



 七、漂流編

て

か
ら

か
ら

 

は

に

て

か
ら

 

は
天

本
人

て

て

え

法

え

方

に

置

 

こ

て

に

 

て
こ

こ

は

 

頬
に

 
水

落

 

 

こ

ら

間
に
合

流

に

 

液

は

 
直
後

音

に

て

て

 



  是阿伊豆乃伊豆是阿

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  
人

 

Ｎ
に

ら

は

か
ら
五
日
経

日

夜

 
遠
征

班

は

生

て

法

死

手

は

か
ら

か

上

 

は

に

に
同

法

 
彼

て

は

人

一

  

愛

二

 

に

て

は

居
場

ら

は

 

て

 

Ｎ
中

部
は
彼

対

に

後

対

会



 七、漂流編

て

理

 
こ

事

は
⻑
ら

不

Ｎ

有

事

 

序
章

て

後

に

ら

こ

に

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

て

事

て

ら

こ

 

音

地

 
太

照

絶

日
和

て

 

最



  是阿伊豆乃伊豆是阿

こ
こ

こ

は

か

は
こ

に

か

ら

て

て

ら

こ

こ

こ

は
え

て
こ

一

 
絶

て

 

て

場

明
度

離

ら

に

歩

か

て
程
度

深

に

て

 

自

は

立

は
無

登

て

ら
 

物

存

種

は

事
は

か

種
に
似

薄

は

系



 七、漂流編

は

一
応

系
か

ら

は

事

無

か

て

 

ら

え

Ｎ

法

て

方

物

か

ら

  
こ

に

気

て

多
分

倍

ら

は

ら

千

に

物
に

Ｎ
に

て

て

 

て

立

上

 

は
無

か

太

に

て

は
生

て

遠

に
一

対
応

て
こ



  是阿伊豆乃伊豆是阿

に

て

 

対
に

は

部
無
事

水

は

に

か

て

身

に

て

か
ら

に

流

気

に

気
て
て

動
は

に
不

こ

て

え

か

え

に

歩
に

て

て

 

こ

こ

て

  

か

て

 
こ

本
物水

は

え

か

え
え

え

ら

 

に

中

ら



 七、漂流編

 
途
端

は

液

に

造
は
上
手

一

て

に

に

て

て

死
 

か

  

に

ら

死

ら
て
死

て

は

 

て

は

Ｎ
に

て

か

は
死

か
ら

意

無

て

こ
か

て

 

十

に

え

て

法

ら

か
ら



  是阿伊豆乃伊豆是阿

か

出

に

に

無

ら

こ

物

て

て

て

意
図

に

間

て

ら
油

か

死

て

は

か
ら

要

は

て

か

か
ら

方

手

え

て

て

か
に

て

か

て

て

一
度

頼
は

て
は

か

に

に
来

ら
本
気

え

気

に

来

て
目
論

え

え

え
て

て

か

て

上
に
目

手

子

造
に

て

 

物

こ

て

本
物

て

無



 七、漂流編

 

は

に

死

Ｎ
に

て

か

か

ら

て
無

て

か
は

ら

死

上

て

て

生

外

生
は
不
可
能

か
は

に

か

物

連

法

⻘

法

て

こ

合

て

か

合

て

は

法

か
は

か

  

か

て

ら

は

 

ら

安
藤

は

て



  是阿伊豆乃伊豆是阿

合

は

ら

に
⻑

は

気

法

連

て

て
こ

に

物

て

は

か
ら

て

度

か

得

動

は
こ

御

か
ら

は
動

え

え

理

は

に

方
は
邪

に

か

ら

造

に

立

法

同

か

ら

物

に

て

に

て

て

て

は
こ

に

て

か
ら

は

Ｎ

対

て
取

か

か
ら

Ｎ

は
⻑

間

合

て

取

か

て

に

会

て

は

て

Ｎ

落

こ

て
こ



 七、漂流編

法

に

物

は

て

て

か
ら

て

て

か

か

て

  

か

に

 

奇

て

 

て

中
身

身か
ら

て

 

度

度

同

こ

物

て

出
会

は

か
ら

て

本
気

ら

に

て

一

か

ら

か

て
こ

 

え

怖



  是阿伊豆乃伊豆是阿

安
藤

え

安
藤

こ

二
人

に

え
は

は

て

に

に
来

事

食

一

に

安
藤

て

は

ら

 

か
ら

て

 

は
最

ら

存

こ

か

Ｎ

か
ら
来

法

に
対
応

て

可
能

こ

に
気

か

内
に

取

て

可
能

 
俺

義
手
に

て

要

出

時

は

て

て

て

ら

て

区

に

て

て
可
能

に

怖

て
え

事

多

て

は

人

は
可
能
か

無
理

か



 七、漂流編

て

て

か

て
こ

ら

は

程

こ

は
か

て

か

似

ら
数

は
か

か
数

か
て
こ

か

は

に

ら

か

か
ら

て

て

か

ら

後
は

え

て

 

は
有

 

て
こ

二
人

こ

に
気

て

 

か

て

に

て

か
に

て

 

木

に

 

音

音

 

か

は

か
に

て



  是阿伊豆乃伊豆是阿

 

生

時

は

え

に

時

て

ら

物

て

に
存

か

て

 

最

て

か

か

 

 

て

か

 

初

初

に

て

ら

て

二

歩

 
小

手

⻑

尾

合

は

に

に

て

て

 

こ

か

て

ら

垂
ら

て

 
俺

二
人
に

か

て

て

  



 七、漂流編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  糸和寸斗有風噛無獏

 

糸
和
寸
斗
有
風
噛
無
獏

こ
 

か
か

て

に

は

 

液

て
造

に

て

 

法

水
に

造

凝

出

は

に

 

は

か

 

て
後

に

尾

 
俺

小

か
ら

は
俺

て

ら

て

事

俺

て

 

自

に
か

事

に



 七、漂流編

 

て

身
に
十

て
て

に

ら

て

か

手
は

物

死

 

外

は

こ

に

え

 

か
ら

か

死

は

無

ら

手

立
て

か

 
一
応

身
に
十
本

て

か
ら

死

ら

ら
流

て

に
一

え

生

て

物

て

 
俺

か

て

撃

来

ら

ら

水

防
御

て

は

 

か

 



  糸和寸斗有風噛無獏

一
人

十
分

か

  

に

間

身
内

に

か

ら

て

は

か
ら

え

か

て

ら

 

か

手

置

て

に
出

 

部
に

集
中

て

か
ら

て

こ

か

に

て
噛

気

か

 

上

に

流

て

 

に

か

て



 七、漂流編

ら

 

か

て

目

 
目

え

か
ら
か
目
に

て

か

か
は

か

こ

方

ら
え

は

 

 

度
は

か

俺

 

に

出

て

身

て

に
寝

後
頭
部

風

 
風

音

 

に

事

外

て

一

に

て

て
頭
部

て

 

え



  糸和寸斗有風噛無獏

か
え

 

こ

か

ら

死

え

 

 

生

同

て

 

度
こ

俺

番

 

に

に
苦

多
分

場

一

死

動

 

に

ら

身

か
ら
生

こ

一
応

天

例

離

ら
案

は
こ

に

て

 

て

に

て

か
ら

て

か

は

は

に

 

こ

程
度

息

て

 

か

て



 七、漂流編

こ

ら

か 

て
遠
征
出

て

ら
え

 

は

か

Ｎ

て

て

 
久

に

死

気

法

て

時

一
番

無

に

か

て

か

 

て

動

 

ら

一
本

ら

 

応



  糸和寸斗有風噛無獏

 

ら

か

か
て
こ

は

根

て

時

か
に
食

頭

か

一
本

気
て

は

て

 

死

に

二
人

は

 

て

て

絵

に

ら

こ

界
に

こ
こ

分

に

か
ら
は
か

方

は

か

直

日
流

ら
こ

に
漂
流

か

か
ら

多
分

か

水

に

て

に

か



 七、漂流編

自
分

に
直

こ

種

て

ら

に

て

動

か

か

久

能
は

ら

に

か

か

か

案
外

割
に

意

 

方

 

方
か

方

て

て

て
こ

ら

か

に
無

に

は

保

て

 

自

Ｎ

遥
か

ら

遠

可
能

 

て
流

か

二
人
一

に
流

か

か
ら

て

 

冷

は

ら

か



  糸和寸斗有風噛無獏

か
ら

方

か
ら

移
動

て

物

ら

は
か

 

こ

理

は

 

て

こ

か

か
ら

か
ら

に
居
て

事
は

無

気

無

て

上
か
ら

多
数

に

 

かこ

こ

は

か

一
本

こ

ら

は

え
て

て

は

 

か
ら

に

て



 七、漂流編

 

に

係

こ
こ
に

て

道

 

か

 

法

て

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
道
中

に
遭
遇

か

事

度
か

流

息

て

て
事

え
て

 

て

日

に

て

こ
こ

か
水

流

て

食

要

法

え

身

は

 

て

て
て
気

水
浴

に

え

に

水
浴

は

自



  糸和寸斗有風噛無獏

こ

は

対

係

て
事

て

案

 

か

水
浴

て

て

か

て

休

ら

一

休

に

方

武

無

法

え

て

え
 
一

事

て

て

 
無

に
頭

こ
こ

に

て

同
意

一

休

て

Ｎ
に

に

に

に

え

生

に
死

生

に

か

か
ら

に
は

来
て
か
ら

生

に
異

出

か

て

異

は

生

経

に
絶

て

か
ら
絶
対
に

か

は
事
実



 七、漂流編

生

経

て

 

に

 
外

照

て

て

内
部
に

に

か

に

て

息

出

 

か
に

水

流

て

え

か

水

法

て

位
置

か

か

こ

ら

 

Ｎ

て

事

上

か

て

て

生

に

て

ら

法

生

て

に

経

て

か

有

に

て

無
か

ら

て

本

に

ら

て

え
て

生

て

ら

え
て

自
分

え

絶
対

え

 
こ

 

に

え

法

生



  糸和寸斗有風噛無獏

 
登

て

生

生

可
能
に

て

か
か

 

場
合
は

に
異

生

て

て

死

に
気

か

 

か

か

 

俺

初

て

か

ら

身

て

か
ら

自か
ら

に

否

か

て

 

に

彼

 

上

か

は

人
に

て
か
ら

え

ら
こ

て

一

に
水
浴

て

て

こ
え

に

合
部

か

義
手

か

て



 七、漂流編

こ

 

に

か

 

か

 

身

に

流

に
一

に
風
呂

て

一

て

気

て

気

て

 

に

に

に

俺

人

は
死

時

に

え
ら

か
ら

離

置

愛

同

理

て

て

て
俺
か
ら

気
風

て

理

 

て

事

事

 
四
六
時
中

に

て

苦
手

 

一

に
風
呂

俺

中

て

か



  糸和寸斗有風噛無獏

 

身

 

Ｎ

て

流

て

中

て

 

下

ら

子
は

こ

て

同

中

ら

て

時
に

法

に

は

Ｎ

下

中

 

て

無
か

法

て
か

ら

え
て

 

身

 

こ
か
修
道

法

か
ら

に



 七、漂流編

に

目

こ

は

気
に

て

か
ら

か

ら

か
ら

中

に

ら

ら

て

 
一

え

 

て

か

か
ら

て

か

て

 

こ

に

ら

事

ら

は

て

か
ら

 

は

  

か

え
て

に
俺

 

か



  糸和寸斗有風噛無獏

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

水
音

 

法

身

人
間

ら
冷

水

こ

外

流

て

地

水

流

て

場

に

て

か

利

法

水

て

 

か
ら

は

か

か
⻘

内

幻

に
照
ら

て

に

事

ら

て

こ

は

か

ら
に

流

に
気
に

同

か

か
ら

ら

こ

か

て

ら

か
ら

か

ら

ら

 



 七、漂流編

 

か
ら

ら

て

か

 

俺

同

て

て

て

に

か
ら

え
ら

事

て

て

に

か 

子

愛

合

間
に
生

子

は

て
育
て

置
か

ら

死

中

は
育

食

物

に

自

分

分

に

え
て

か

か
ら

か

は

か

ら

か
ら

間

 

間

赤
子
一
人

目
か
ら

目

て



  糸和寸斗有風噛無獏

は

て

物
に

ら

て
二
人

安

て

は

に

⻑

間

て

は

目

か

か
ら

人
は
二
人

目

に

て

か

ら

人
目
に

こ

無
か

か
ら

育
て
ら

 
同

て

 
無
理

 

か
は
同

か

こ

可
愛

天
に

可
愛

か
ら

は

目

て

間

遇
は

に

ら

か

方

こ

取

上

ら

か

事

て

に
は

え
ら

遇

か

八

時

え

集



 七、漂流編

襲
撃

人

集

人

物

か

ら
は

法

て

 
⻘

に

て

 
水

手

零

は

か
に

美

え

 

法

は

か
ら

か

紺

は

流

⻘
に

て

  

か
に

聖

は

に
直

ら
造

美

 

て

 
本

に
取

に

法

は

て

本

に

て

最
中

に
会

ら

こ



  糸和寸斗有風噛無獏

に
出
会

て

て

は

物

て

 
こ

気

ら

 

独

に

は

え

て

彼

ら
は

か
ら

は

え 

手

 

手
に

明

水

集

 
水

か

水

か

法

て

こ

て

水

か

て

か

時

は

法

に

か

え
え

彼

ら
は
こ

て

ら

こ

か
ら

法

楽

一

に
来

て

て

は



 七、漂流編

 

て

 

気
に

か

か

か

 

後

か

か
ら
同

は
無

は

手

自
ら

て
自
立

出
生
こ

は

対

に

か

は

道

か
ら

法

に

か
か

て
こ

 

Ｎ

法

育

家
防

⺟

Ｎ

 

因

に

⻑

か

て

こ
に

Ｎ

上

か
ら

下
に

最
初
は

て
無
か

 

襲
撃

法

は
こ

か
ら
楽

に

て
無
か

 

か

こ
に

か



  糸和寸斗有風噛無獏

 

法

方

に

か
ら

出
来
て

に
か

Ｎ

家
防

に

 

か

か

 

Ｎ

最
初

割

て

 

法

楽

か
は

か
ら

に

に

事

か

か
ら

動
か

上
手

え

 

動
か

 

 

に

身

に

て

は
液

水

間
に

身

は

こ

時
に

 

こ

明

対

間

て

ら

か
ら

対

か

一

休



 七、漂流編

はこ

か
ら

 

こ

て

 

法

に

か
ら
無
か

 

根

出

ら

水

風
呂
に
置
か

て

 

怖

法

に

て
か
ら

こ

 

か

て

死

一

こ

か
ら

死

無

事

事

不

死

 
流

に
こ

か

 

度

度

度

て

事

こ



  糸和寸斗有風噛無獏

に

か

は

え

方

可
哀

は

  
俺

に
同

死

 

て

Ｎ

に

て

 

Ｎ
は

に

法

に

に

  

に

て

か

経

て
最
初

こ

ら

て

か

 

か

 

同

こ

て

物
に

か
ら
こ

か



 七、漂流編

可
哀

こ

て

Ｎ

か
か
ら

出

て

は

か

に

Ｎ
に

て

法

合
は

か
ら

こ
に
身

死

ら

場
に

  

て
目

て

か

 

身

 
亜

出

法

水

て

久

能

は

に
部
分

て

か

か

 

は

 

は
後

 

身

か
ら

か

 
手

て

 



  糸和寸斗有風噛無獏

 

こ

場

て

絵 

て

か
ら

て

事

事

出

か
ら

死
は
怖

死

か
ら

か

て

か

自
分
か
ら

て

 

 

  

て

方

か
ら

て

は

て

同

て

は

か

て

 

法

か

存

て

死

生

か
ら
死

て

生
物

て

か

て



 七、漂流編

   

こ

下

て

俺

 

に

俺

 

に

て

 
こ

こ

か

場

に

て

 

か

て

理

て

ら
後

か
ら

か

か

か

か

に

て

て

法

無

に

て

 

俺
程
度
に
同

 
こ

に

理

道
徳

 

て

は

は

場
に
出
て

子

に

は

て

事

自
ら

法

生

に

法



  糸和寸斗有風噛無獏

初

て

場
に
立
て

外
は

て

子

か

迎
え

目

か

か

か

は

係

 

は

子

て

て

か
ら

か

 

て

こ

 
俺

て

て

か
ら

て

 

か

か

か
ら

て

か

 

に

 

こ

ら

に

か

か
 

に

て

に

 

俺

理

 
理
不

て



 七、漂流編

Ｎ
に
連

て

て
直

判

て

て

こ

法

て

は

か

合
に
連

て

て

自
分

自
分

ら

子

目

に

に

て

⻑

か

て

自
分

自
分

道

ら
自
立

ら

伸

ら

手

事

取

事

ら

 

こ

え

こ

こ

人

頼

に

事

ら

中
に

落

止

て
か
ら
に

ら

こ

 



  糸和寸斗有風噛無獏

 

に

 
優

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 七、漂流編

 

保
歪
泥
鈍
斗
有
照
身

鼻
腔
図
糸
僅
内
途

止

か

ら

か

生
意
気

可
愛

こ
え
て

無

一

度
は

て

て

て

死

事

身

に

中
に

置

て

か

て

て

か
ら

 
は

 

に

無

こ

 

て

に

ら

て

て

 

か
ら

か

方

は

か



  保歪泥鈍斗有照身 鼻腔図糸僅内途

Ｎ
に
連

て

は

か

 

ら

に

て

位
置

ら

こ
こ
に
は
こ

に

時

事

薄

て

に
無

か

法

は

え

て

は

法

に

か
ら

か

え

か

こ
こ

 

は

手
に
水

上



 七、漂流編

 

造
は

に
上
手

時

本

人

能

て
か

こ
こ
に
は

身

物

て

撃

て

生

に

物

て
こ

度
こ

て
か

 

は

法

て

ら

対

止

こ

か

法

て

来

夢

夢

目

こ

か

は

気

に
は

え
ら

え

気

か

 

夜

 

に

取

要

か
ら

夜
明

ら

か
ら

俺

寝
て

は

物

ら



  保歪泥鈍斗有照身 鼻腔図糸僅内途

か

に

物
に
同

て

か

気
に

は
こ
こ

物

に

物

外

歩

て

て
事
は

中

部
に
は

位

物

可
能

中

こ

集

こ

中

て

か
ら

て

場

 

こ

中

え

に

か
ら

 
こ

か

は

 
本

に

て

に

か

地

て

か

か

て

度
地

に

て

一

こ
に
は

に

て

位

物

は

て

取

こ



 七、漂流編

時

か

か

か

 

水

か
ら

場

か

は

流

か

方

か

え

独

て

法

に

に

て

か

か

ら流

 

地

て

界

界
に

地

こ

か 

界

て

は

て

 

界

流

業
に

か
ら

事

て

か
 
こ
こ

て

て

は

こ

頭

か
ら

て



  保歪泥鈍斗有照身 鼻腔図糸僅内途

て

か

 

て

こ

に
来

 

業

か

か

か

て

こ
に

 
俺

に

 

来

て
ら

 

に

こ

に

俺
に
手

 

俺

間
に
出
来

液

端
は

液 

に

て

は

 
身

得

に

 

地

に
手

て
て

 

手

中

に

て

て

 

時
に
は

か



 七、漂流編

 
俺

身

は

 

水

中
に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

流

て

 
遠

か
ら
流

か
ら
後
方

流

て

流

 

か
に

て

か

て

流

流

て糸
伊
豆
耗

泥
土
有

夢

意
場
途
藍
鈍
斗
羽
生

絵
鰤
湾

夢

阿

位
琉
度
羅
武
道
倍

筈
新
夜
土



  保歪泥鈍斗有照身 鼻腔図糸僅内途

阿
歩
止
琉
後
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て

出
来
上

 

目

一
度

に

て
歩

て

ら

て

は

自
分

法

理

て

か

て

か

て

て

道
具

は

か

て

子

部
分

か

 

に

て
移
動

か
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え

こ

 

案
外

て

不
事

か

明

 
頼

て
夜

か

夜
明

に

て

か

方

に
か

部
分
は

て

か

は

は

 
俺

こ

て

ら

死

事
に

こ

か

生

手

か
ら

出

は

に

ら

て

造

に

 

俺
自
身

て

疎

か
ら

に
こ

て
手

無
沙

時
間

 

生
は
俺

寝
て

時
間

業

て

て

か
ら



 七、漂流編

は

か
に

て

明

に

習

事

え
て

か

ら

本

ら

て

自

出

内

に

外
に

か

意

こ

こ

に

出

亜

間

に
物

こ

に

か

明
は
無

 

て
て

て

ら

か最
初
は

意

か
ら

か

え
て

て

根
気

え
て

苦

か

か

理

具

に

人

法

て

こ

て

程

本
は

直

て

は

に

か

て

か

こ

え
て

本

に

方

に
立
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俺

て

 
こ

事

か

て

て

一

人
か
ら

法

に

に
渡

本

て

え

て

俺

法

て

か

て

て

か
ら

習

度

は

か

方

同

俺

に

法

に

子

上
手

法

え

て

て

こ

 

か
ら

本
に

は

中

応

は

生
活

に

え
て

法

理

か

こ

か
ら

部

破

こ

は

法

て
本

に
最
低

え

こ

か
ら

 

て

は

界

流

液

界

こ

同

意

は

界
に

て

液

か
ら

て
は

ら
か
に
流

て

場

は

こ

こ

場

に
木

生

に

に

場

に
は

物

自

て

液

て
こ

か
運

か



 七、漂流編

は

は

界

こ

運

は

物

漂

こ

か

こ

に

流

来

ら

て
流

て

界
に

生

地

に
経

てて

界

養
か

か
か

界
に

か

界

界

て

に

界

生

に

て
は

ら

生

て

こ

て

に

巣

要

養

取

て

に
閉

て

か

界
に
意

ら

ら

こ

気

 

理

て

界
に
対

て

 

こ

生

方

か

界

流

液

場
合

法

は

液

て

ら

法

て

は

界
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一
身
に

か

て

て

え

内

か
法

は

界

内

法

に

こ

は

か

一

内

に

こ

え
て

物

え

て

割

か

合

界

運

に

割

要

か
は

ら

法

は
死

え

え

程

割

被

て

て

ら

出
て

か

 
人
間
に
二

目

移

ら
倍

食
え

て

一

て
取

ら

に

応

要

養

取

ら

一

か
ら
こ

二

三

四

に

ら

人
間

か

 

能

に

目

に

え

ら

界

内

法

は
彼

ら



 七、漂流編

有

法

は

て

界

  

生

水

班
⻑

か

冷

食

か

下
手

界

か

法

て

は

 
身

法
は

に

界

こ

法

例
え

ら

子

か

か

 

有

法

て

 

上
に

部

法

界

新

え

法

て

 

内

て

て

能

気

か

ら

法

か

に

多
分

法

か

法

か

存

理

こ

か
ら

て
こ

存

 

法
は

界
に

て
不

要

か
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こ

ら

え

 

生

不

に

 
不

 

 

え

え
て

て

か

法

割

被

下
位

上

位

法

子

界

法
は

内

に

て
は

に

内

水

水

か

気

気

出

か

意

に

意

に

え

界

界

界

に

え

か

か

 

え
は

 
初

は

法

て

か

最
初
に

は
人
間

物

液

後
か
ら
出
来

内法

は

界

に

に

て

閉

輪

中

遠
に
平

こ

界

無
理
矢
理
生

に

自
分

出

に

て



 七、漂流編

て
こ

事

か

生

て

か

生

に

に
は

て
に
は

死

訪

 
内

に

こ

界
に
死

不
要

死

害

 

法

 

法

は

ら

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

生
 

て

 

中

か
は

か

物

か

か

法

害
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理

上

Ｎ

て

ら

理

て

か

 
自
分

害

て
こ

に

て
は

か
ら
は

て
こ

ら

理

は

法

に

て
か
ら

ら

経

て
か
ら

て
理

か

に

ら
自

か

 

業
は

 

か
ら

業

て

か

て

 

ら

集

 

は

論

度

ら

度

ら

分

ら

事

ら

に

て

水

て

業

に

か

は

え
て

自

保

 

こ
え

位

物

に

か

界
に
対

自

割

か
本
能
に
取

か

多
分

界

か



 七、漂流編

ら

内

ら

ら

ら

事

て

て
こ

Ｎ

法

ら

て

可
能

か

て
理

て

か

か
は

は
理

て

か

自
分

ら

て

か

ら

は

か

 

は
意
図

に
無

て

無

て

か

か

か

最
初

は

か

こ

か
ら

迷
宮

か

ら

意

か

迷
宮

て

て

か

て

て

か

か

 

迷
宮

上

同

理

 

て

か
ら

に

法

に

て

場

か
ら

上

ら

て

上
に

ら

ら

ら

て

一
応
同

は

て
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は

て

 
数
十

は
百
に

地
下

区

に

置

 
最
後
に

は

法

 
人

て

方

迷
宮

か

て

 

は

Ｎ

え

か
ら
案
外

Ｎ

界

こ
か
に
迷
宮

上

て

可

能

は

天

絶

界
は

て
迷
宮

ら

て

ら

こ

業

か

中

か

一
応

こ

は

か

か

て

無

に

ら
二
人

死



 七、漂流編

 

ら

会
は
こ
こ

ら

 

中

時

来

 

最

か

か

え

地

に

時
  

割
合

俺

て

連
中

か

油

て

て

は

て

系

か

て

て

 

か

か

て

て

て

 
俺

生

油

て

ら

 

に

尾

こ
え

え

 

こ
に

 

直
に

て

無
理

こ

に

水

て

新
生
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最

て

て

か
ら

死

か
 

死

ら

 
部
位

は

か

ら

え

か

て

絶
対
に

間

に

て

生

は

自
分

こ

 

か
ら

生
は

 
俺

理

か

に

か
ら

こ

 

 

え
て
最

に

こ
こ
か
ら
出
て

Ｎ
に

て

て

事



 七、漂流編

野

に

  

て

 

⻑

に

間

て

事

て

 
俺

は

出

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  鈍斗聖絵鰊虞液止羅



 八、休息編

 
八

休
息
編

 

其
有
亞
是
阿

 

俺

こ

ら

 

上

に

て

は

⻑

て

に

て

方

か 

一

に

て

こ

か
に
こ

 

生

上

防

か

 

生

防



  其有亞是阿

 
俺

一

か

中

止

は

一

て

場
合

て

こ

生

上

中

か

上

 
俺

法

え

水

場

て

て

に

か

身

に

利

法

水

て

死

 
絶

死

 

は

ら

に

は

に

は
俺

手

か
ら

立

 

方

死
に

は

身

に

落

て

身

え

 

て

は

か



 八、休息編

 

 

て
鳴

 

生

意

動

て

時

動

て

は

か
ら

て

気

て
こ

集
中

 

は

て

 

場

ら

て

か

 

て

 

鳴

て

は

は

か

 

直

は

上

て

て

上

 

物

に

て

て

は

 

は

上

 
俺

て

て
は

に

か

尾

落

て

て

本

に

て

に

え



  其有亞是阿

 

に
ら

 

撃

て

 

か

か
ら
落

時

て

 

か
ら

 

は

か

下

手
に

て

活

こ

に

 
時

下

方
か
ら

か

出
て

気

に

て

 

頼

は

て

て

 
俺

に

上

方

 

は

に

頭

輪
に

て

撃

か

繰

に

度

活

か
ら



 八、休息編

 

撃

は

て

流

に

 

下
に

 

度
は

鳴
か

に

 

こ
に

は

生

ら

  

に

て

は

か
は

理

か

身
に

て

に

 

同

倍

離
に

外

は

目

ら

に

 

に

か

俺

に



  其有亞是阿

 
目

え

流

に

中
に

か

気

気

て

俺

部
分

て

て

ら

て

こ
こ

身

て

ら

ら

て
ら

て

死

  

場

に

手
か
ら

て

部

死

 

経

こ

 

死

て

え

こ

 

こ

来

 
気

地

 
似
て

生

対
か

 

対
か

 

に

時
か

 

こ

は

天

時

 



 八、休息編

死

ら

死

ら

一

時

炉

負
不

羅

阿
歩
止
琉
後
内
途

夢

ら

え

夜

に

有

修
後
内
途
畏
怖
座
頭
僅
阿
土
利
無

  

身
に

身
に

て

に

死

動

て

 

気
に

 

ら

  
俺
か
ら

か
ら

 
俺
は

不

 

は
死

落
下

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  其有亞是阿

は

え
て

法て

て

て

度

度

 

に

死
に

か

に

て

  

か
に

か

 
身

て

え
ら

 

止

て

て

か

 

は

生

水

て

事

俺

は

て

か

生

え
え

に
は
本
物

て

楽



 八、休息編

 
意

 

に
落

 

こ

安

は

  

か

 

方

伐

か
ら

か
ら

時
間

時
間

寝

て

 
身

身
に

か

て

は

身
に

液

て

て

 

液

ら

て

は

場

内

内

頬
に

目

法

に

て

部
分
は

ら

外

 

動

難

身

に

て

外
に
出

 
え



  其有亞是阿

 
こ
こ

 

地
に

て

 

に

外

無

て

ら

 

に

寝
て

て

こ

 

こ

生

目

か

え

え

出
て
来
て

か

上

上

は

え

出

て

 
上

  

こ
に

  

造

絶
上
手

  

は



 八、休息編

 

天

て

度
こ

か

ら

事

気

似

て

上

事
に

生

に
出

は

天

こ

合

無

直
に

こ

手

て

生

 
こ

造

恩
人
に

意

は

か

手

軽

て

天

て

合

楽

か
ら

応

か

か

家

て

 

こ

 
こ

液

て

こ
は

か

か

て



  其有亞是阿

て

多
分

実
に

 

え
て

法

え

か

死
に

か

て

に
死

動

か

て

  

楽

て

死
に
か

て

ら

意

 

こ

て

か

こ

に

合

離

て

邪

に

え

度

か
ら

こ

に

て

 

か

か
ら

に

伸

て

 

案
外

て

か

か

 
こ

に
日

て

か
ら

に

て

は

造
に

て

こ
に

て

こ
え



 八、休息編

こ

内
に

に
一

出

か

ら

て

内

え
え

度

か
ら

こ

は

二

移
動
要

⺟

Ｇ

Ｓ

は

物

ら
に

て

か

ら

て

ら

手

か

 

に

て

中
に

中

方

に
伸

て

に

ら

に

出

方

歩

て

身

か

句

Ｎ
に
対

て

か
ら

直

て

 

て

て

に

て

子

に

生

に

は
無



  其有亞是阿

か

ら
て

て

て
こ

か

手

取

気
分

 
歩

て

歩

て

 

こ
に

 

に

 

子
か
水

か

か

明

一

ら

明

部

 

に

に

椅
子
に

座

て

生

こ

は

寝

座

て

か

論

 
座



 八、休息編

 

方

椅
子

に

人
分
か
座

に

意
図
か

ら

か

ら

に

   
⻘

 
遠

方

渡

無

は

か
ら
こ

水
平

え

 
こ

界

て

て

 

外

 

は

ら

か
ら

ら

に
か

こ

部

ら
 

に

て

頭
に



  其有亞是阿

部

部

こ

に

物

Ｇ

Ｓ
自

は

倍

造

は

か

ら

中
は
こ

部

水

ら

か
ら
武

は

部

に

て

か
ら

防

に

か

は

可

か

本

か
ら

天

ら

こ
こ
に

て

ら

 

に

Ｎ
に

て

こ

か
ら

Ｎ
に

て

子

か

ら

に

取
ら

て

ら

 

分

 

Ｎ
か
ら
来

遠
征

会

時

外

独 

か



 八、休息編

一

て

か
ら
多

に

て

か

こ
こ
に

無

え
え

か
ら
こ

か
ら

Ｎ
に

か

一

 
こ

て

 
こ

て

Ｎ

場

て

か

か

か

方

は
は

か

か
ら

界
は

か

ら

か

Ｎ
に

て

え

方
に

か

Ｎ

は

に
⻑

こ



  其有亞是阿

ら

ら

方

か

か
ら

か
は

に

か
ら

外

地
理

こ

か

地
理

か

て

か

て

て

ら

え
え

安

に

か
ら

頼
  

に

 

人

事

え

程

俺

 

に

   



 八、休息編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

都
合

か

 

伐
は

え

に

上

死

か

に

か

時
に

に
動

に

 

程
か
ら

時
か
ら

子

か

彼

は

か

か
ら

て

ら

上

冷

 
上

上

 
上

こ
こ
は

下
に

間

冷

気
は
地
下

か
ら

か

か
ら

は

音

に

え



  其有亞是阿

 
身

 

こ

ら

 
彼

身

方

 

時
に
彼

身

上

は

に

出

 
天
井

落
は

に

か

に

か

こ

間

保

久
度

て

こ

は

え
て

か
ら

 

て

て

 

間

判

同

に
は

応

て



 八、休息編

 

後
に

生

に

て

こ

ら

気

こ

ら
に
手

伸
 

義
手
に

は

ら

水

上

液

は
液

ら
彼

義
手

離

 
こ

落

て

 

経

て

か

 

武

目

 

度
上

 

義
手

 

に

水

は

度
こ

 

度
こ

 

度
こ

 

は

 

音

に

水
に

部

後
に

上

流

に



  其有亞是阿

は

 

気
に

は

 

に

冷

 
時
間

は

 

は

か

ら

は

死

動

こ

水

に
苦

ら
死

て

 

無
理

か

こ

事

か

事

て

法
は

死

か
ら

 

に

 

に

手

は
 

は

法

 

は

死

方



 八、休息編

上

ら

て

可
哀

は
二
方

水

来

 

 

後

子

死

に

え

死

は

要

多

法

間

事
に

度

て

 

来
て

事

 

ら

ら

上

に
は
来

か

に

て

集

て

可
能

 

気

は

に

か

 

程

は

か

て

二

に



  其有亞是阿

無
数

は

は

外
に
出
て

二
人

は

程

同

か

流

に
こ

は

こ

理

安

て

 

自

に

物

に

流

に

て

 
彼

に

 
外
に
出

 

て

種

 
武

は

ら

に

中
に
魚

え

は

種

か

上

に
は

種

中

 

一
歩



 八、休息編

 

て

は

間
合

に

 
地

食

て

武

 

に

御

取

に

て

襲

か

か
ら

  

こ
に
は
小

章

ら

て

程

に
上

無

動

て

か

て

は

は

て

 

に

道

て

 

か
ら

は

彼

 

御

取

は
本

ら

種
は
彼

に

動

ら

ら

て
程

は

に

上

義
手



  其有亞是阿

に

物

は

え
流

て

自
分

手

て

に

て

 

は

義
手

て

度
か

 
一

ら

彼

に
は

か

は

て

こ

上

か
ら

 

は

事

て

か
 

は

地
下
に

深

方

 
数
十

に
会

時
は

か
に

ら

度

て

ら
に
は

生

取

か

に

動

 

遭
遇

法

に

物

て
同
一
人
物
に

か

手
法



 八、休息編

 

意
深

法

ら

動

 

は

に

可
能

か
ら

合
部
に

無

こ

は

て

ら

か
ら
三
日
か
か

て

 

は

て

か

に
来

取

て

地
に

こ

に

て

て

こ
こ

頼

上

は

か

に
物

て

は
天

 

時
間

か

か

か

か

 

目

目
途

子

 

こ

は

上

え

は

か

は

え

か

に

後



  其有亞是阿

ら

 

ら

Ｎ
に

て

か
ら

は
無

方
は

 

に

 

間
に

こ
こ

 

に
意

て

こ

か

人

事

て

は

は

人

て

に

て

に

に

か

は

事
実
は

て

て

て

て

て

気

 

は

一

は

え

 

に

方

班

に

意

ら

て

に

縁
深



 八、休息編

意
に

ら

に
恩
義

て

 

こ

は

方

は

は

に

に
こ

襲
撃

法

は

撃

ら

に

て

か
ら

え

安

て
身

休て

は

え
え

か

ら

て
て

ら

て

こ

か

無

か

 

一
同

 

事

 

Ｎ

遠
征

撃
班

上

法

ら

法

法

法



  其有亞是阿

て

Ｎ

方

に

事
無
事
に

か
ら
安

て

字
出

て

こ

か

ら

止

て

ら
御

字

  

一
応

案
は

て

か

食

て

ら
に

は

か

か

Ｎ
に
は

時

一
本

て

て

こ
か
ら

食

人

に

て

時

移
動

可
能

手

こ

子

か

こ

Ｎ

に

て

無

遠

法

か
撃

て

ら

介
こ

上
無

に

天

は

法

法

度

に

ら

か

か

意

分
か
ら

法

班
⻑
は
割

か

こ

か
ら



 八、休息編

  

気

は

は

 

は

死

こ

か
 

て

時

事

は

こ

こ

 

か

て

て

身

動
か

て

は

に

か
ら

て
噛

千

に

え

か

に

て

間

て

部

食

得

て

気

 
明
ら
か
に

て

に

は

子

て

に

こ

一



  其有亞是阿

は

道
三
日
後
に
は

Ｎ
か
ら

頼

に

に

か

場
合
は

は

 

外
に
連

出

冷

は
 

ら

に

苦

て

 

は

意

手

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

は

意

取 

Ｎ
に

ら

ら

程

事

か



 八、休息編

度

か

え

間
に

に

生

撃

て

か

え

保

に

て

に
は

に

え

要

理

に
は

 

小

食

一

て

は

愛

法

に

て

は

部

に

食

て

て

か

ら

に

こ

 

て

初

は

ら

か

て

自
ら

食

に

自

て

こ

か

て
か
ら
は

気
に

 

は

可
愛
ら

応

て

 

え

え

 

塔

か

に

は

か

こ

て



  其有亞是阿

 

は

こ

か
ら

生

て

皆

に

明

 

て

ら

ら
に

食

て

三
日

は

に

て

か
ら

意

意

て

て

か

 

か

物

か

は

無
事

三
日
後

は

 

は

得

は

え

か

手
取

無

え

事

 
十
分

 

は

え

法

手
法

は

多 
気

て



 八、休息編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

後

 

に

か

は

に

度
出

 

て

て

場
に
遭
遇

か

ら

出

て

は
苦

出

 

こ
か
ら
三
日
間

本

に
平
和

日

 

てか

ら

和

か

は
は

 

動
か

 

て

こ

は

ら
目

能

に

て



  其有亞是阿

 

新

具

買

て

ら

か

に
は

 
目

閉

て

彼

絶
対
に

ら

身

に

 

新

義
手

明

 

か

て

 

ら

気

か
ら

か
に

部

に

て

 

は

業

 

は

法

に

て

多

は

か

て

に

て

は
多

 
こ

ら

Ｎ
は

こ

こ

ら

Ｎ
は

か

え
て

無
理

か
ら

か

て



 八、休息編

え
て

義
手
は

て

Ｓ

て
風
に

は

は

 

に

人

上

て
は

ら

て

て

は

か

か

こ
ら

死

人
間

一

に

か

ら

出

似

こ

ら

て

は

出

に

て

数
は

こ

は

事

取

て

は
事
実

か
ら

 

 

か

 

て

流

に

か

義
手

 

一

応

可
愛

こ

方
は

に
か

か
ら

こ

出
来
て

久

能

て

に
か

か
ら

要

は

部

か

ら



  其有亞是阿

て

気
に

一

て

気

取

て

こ

は
気

は

ら

分

義
手

は

一
度
に

え

分
は

同

ら

か
ら

時
に

息

は

て
こ

か
ら

て
油

に

  

不

気

目

  

来



 八、休息編

応

数
は

 

は

か

 
来
て

 

て

⻑

か
ら

人

て

か

ら
野

人

に

に

て

て

ら

て

生

て

て

て

こ

て

か
ら

野

人

か
に

て

は

こ

て

可
愛

可
愛

⻑

ら

か

⻑



  其有亞是阿

班
⻑

手

は

か

か

か
ら

て

て

 

一

 

保

え

ら
か

て

立

可
能

ら

 
来
て

か

え

ら

こ

こ

中

日

明
日

明
後
日

⻑

て

は

か
か

流

に
深

意

は

か

 

こ

 
一

落

て

は

か



 八、休息編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

 

糸
伊
豆
泥
不
意
軽
斗
不
応
有
塔
蔵
栖
伏
地
井
出
或

 

家
防

⺟

Ｎ
に
は
五

塔

中

塔

存

 

一

同

法

育

育

程
に

法

皆

方

ら

て

場

 

育

程

業

出

法

は

事
塔

中

塔

に

て

班

に

分

ら

本

に
は
異
動

同

て
一
時

異
動

か

気

て
は

に

こ

は

か

て

上
は

こ
か

て

安

保

事

に

目

防

班

Ｎ
か
ら
動

こ

え

え

て

ら

動

は

難

部
分



 八、休息編

多

て
異
例

は

は
明
日

て

生
活

て

ら

は一
時

に
自
立

に
は

て

て

ら

手

て

え
上
か
ら

に 

直

気

ら

は

二
人

に

え

は
 

動

手

理

は

事
に
は

か

食

場
合
に
対
応

可

能

に

か

こ

に

か

こ

明

て

か

班
は

部

て

事
に

例

撃
班



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

例

生

彼

は

事

中

生
に
対

班

え
ら

に

上

ら

異
例
か
は

か

 

上

判

ら

て

て

ら

程

 
上

意

に

ら

部

 

事
塔

塔

殊

事
例
に

ら

部

可
能

目

に
対

て

上
か
ら
派

か
に
対

て

か

一
日
中

風
呂

え

手

て

か



 八、休息編

道

法

て

て

に
は

て

て

ら

か

ら

え

て

は

員

上
手

て

 

は

は

か

 

は

に

動
に
は
時

こ

か

介

か
多
分

人
は

同

 

遠
征

て

か

は

動

え

目

に

立

て

ら

に
か

出

来
得

ら

に
可
愛
ら

に

 
無
論

方

て

意

て

頼

は

 
下

 

て

こ

こ

は

久
方

生
活

に

か



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

に

班

て

自

分

て

こ

に

て

に

て

 
こ

か
ら
は

て

え

こ

は

て

に
は

 

塔

立

事
は

多
に

こ
こ

数

こ

は

か

え
て

方

後

存

ら

は

に

場

同

内
に

て
は

 

に

は
初

か
ら

て

こ

て
か

か

多

部

出

員
は

に

 

撃
班

自

こ



 八、休息編

一
人
は

本
日

身

て
か

程

か
ら

程

人

法

は

ら

て

 

は
初

か
ら

て

小

に

物

て
Ｎ
防

防

班

食

法

て

有

不
死

法

方

て

方

多

て

不
死

法

身

部
位

か

て

食

か

ら
かは

ら

生

数

法

番
目
に

事
は

得

こ

は

か

番

 

番
は



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

え

て

は

か

 

中
は
気

活

法

に

に
は

疎

 
こ

は

三
方
は

人

は

本

人

か
ら

か

一
人
は

こ

ら

 

程
か
ら

に

て

子

て

 

中

に
人

か

は

か



 八、休息編

新

子

か

太

忍

て

か

は

 
一
度
死
に

か

 

下

天
井

無
音

後
に

地

後

動
か
ら

は

え
ら

程

気

か

法

に

は
忍

か

方

一

多

深

は 

程

天
井
移
動

て

て

中

か
久

 
こ

ら
は

に

か
ら

て

鳴

は

に

法

中

は

か
に



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

出

は
こ

か

 

か
ら

は

上

法

ら

下

歩

方
は
多

か
ら

事
部

方
に

多

ら

皆

彼

に

か

時
間

か

か
久

上

ら

て
来

  

水

身

出

 

か

は

怖

て

子

 

え

 

は

て

か

 

か

気

て

こ
か

物



 八、休息編

 

止

 
彼

は

か

間

に

ら

か
ら

に

事
に

て
は

え

に
身

動

子

度
か

て

日

迷
宮

理

か
ら

て

流

に

に

て

程

は

場

分
か

て

止

事
は

 

 

に
出
て

落

人

気

立

来
て

 

に

皆

 

ら

て

子

に

自
分
に

か

外

気

取

に

か

は



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

法
に

え

 

 
こ

方

は

は

て

 

こ

方

 

子

か

 

て

て

え

中

身

か
ら

多

は
こ

 

か

は

皆

て

子

冷

て

か
に

本

に

は

皆

に
害

こ

は

は

物

か

え

は

か
ら

て



 八、休息編

は

人

分
割

Ａ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ

死
得
無

 

か

に

に
自

紹
介

て 

は

か
ら

度

動

こ

こ

Ｎ
に

物

は

御
下
に

こ

え

こ

中

部

可

下

事

て

間

可

え
ら

 

Ｎ
に

物

は
異
例
中

異
例

例

 

物
に

生

こ

迷
宮

か
ら

⻑

に
対

多

要

彼

自
身

ら

こ

か
ら

 

に

て

気

手

物

か

か



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

図

得

は

遠

か

 

に

か
ら

事

は

か

 

か
忍

得

え

は

に
忍

は

は

は

事

て

気

Ｎ

て

 

て

は

後

生

場
合
同

ら

子

に

か

て

に

か

出
来
得

ら

こ

手
合

え

か

て

出
来
得

て

 
か
か

え

 

て

上
に
脳

え

意

方



 八、休息編

 

一
時

か

て
か
ら

え

て

は

方

集

可
能

後
程
修

塔

は

身

身

に

食
事

湯
浴

え

て

に

て

て

に

て
は

こ

て

て

か

て

て

上

え
え

え
え

か

我

に
か

て
有
無

度

て

上
  

か
ら
か

縁

こ
か
こ

ら

気
に

て

生
え
か

は

は

 

生
活



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

 
楽

え
二
方
は

に

気
は

こ

か

か
ら

は

直

に

て

は
無

て

班

て

ら

て

ら

て

に

に

こ

こ
頼

は

え

流

に

 

て

  

え

か

 

こ

気

に
一

気

か

後

か
ら
手

に

ら

て

 

は

え

か

ら

て

こ

か
ら

編

十

か



 八、休息編

生
活

楽

 

に
は

 

こ

は

ら人
に

か
ら

て

て

子

手
法

は
止

こ

か
ら
生
徒
に

手
に
対

て

後
か
ら

か

て

対

法

て
は
十
二
分

か

 

手

か

分

落

自
ら

に

分

地
に
落

え

 
に

 

生
徒
に
は
絶
対
に

て
来

か

か

は

法

え

方
出
身

法

ら

に

Ｎ

身



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

て

法

法

か
ら

は

同

 

に

ら

 
か

て

班

⻑

員

係

は

方

え

て

か

遠
征
に

て

は

⻑

か

て

ら

に
は

て

て

か

二
人

合

か

て

て
は

同

に
ら

合

に

て

は

 

ら

係

え

か

て

合

て

程

ら

  

て



 八、休息編

 

方

て

事

か

気

か

方

ら
に

か

に
か

三
人

え

生

て

法

一

ら

縁

は

一
度
迷
宮
に

か

 

て

事

  

生
活

⻘

か

は

て

新

楽

か
ら
は

経

て

て

戸

種

事
に

は

か

意

時
は
是

に

根

か

に

裁

て

は

 



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

 

こ

子

こ

子

  

に

は

中

に

 

か
ら

ら

方

生
活

楽

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

本
気

か

か

風
呂

部

て

は

は

論

身

部
分
に

て

安

 
久
方

に

業

久
方

に
歩

新

か



 八、休息編

 

て

実

一
日

え

 

本

は
こ
こ
か
ら

て

て

か
ら

死

に

てら

風

部

て

こ

に

ら

は

か

か

て

家

て

て

か
ら

事

Ｎ
に
上

て

か
ら

に

て

て

か
ら

に
不

こ

て

て

て

 

ら

得

 

え
本

に

ら

物

無

間

か

て



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

 
薄

紫

に
は

小

か
可
愛
ら

上

小
物
に

て

ら

か

 

ら

え

は

例
か

 

上
に

て

手

は

ら

は

家

 

法

に

て
か
ら
一

に

は

風
呂

浴
場

か

人

は
湯

に
は

か
ら

流

は

こ

て

死

か

か

浴
場

か

中
に
は
無
か

か

は

か

楽



 八、休息編

 

Ｎ
は

本
不

存

に

事
は

度

て

に

法

法

方

に

え

水

に

法

 

離
塔

修

塔
は

手

て

て

は

か

は

に

出
来
得

は

こ

か
ら

浴
場
は

一
番
下
に

方
ら

一

度

て
こ

か

て

か

こ

気

て
無

か
ら

生

か

家

て

こ

離

手

死

て

ら

は

安

か



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

死
に
難

か
ら

か

は

こ

に
参

二
方

外
に

一
人

実

に

ら

は

て

方
は

は
死
に

は

一

食

に

て
新

自
分

生

出

事

可
能

一
人
に
は

て

案
外

て

風
呂
に

ら

て

は

気

て

間

て

事

て

か

死

ら

て

て

か
ら

 

に

小

て

 
死
に

苦

負

 

方

場
合
は

は

上

苦

負

て

場
合
は

死

出
来
得

こ

ら

は

ら

後

負
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優

方

 

理

は

 

人

負

得

は

優

方

浴
場
に

か

か

 

か

に

て

方

か

か

か

か

手
は

事
か
ら

て

愛

に

事
は

は

に

て

手

事

来

か
ら
に

は

存
分
に

か

て

上

身

ら

存

こ
え

て

ら

ら
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は
 

可
は

 

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

こ

間

は

本

に

に

ら

か
ら

て

風
呂

か

か

か
ら

端

に
水
に

事

風
呂
事

ら

か

 

浴
場

 

て

間
に

ら

浴
場
は

外
に

法



 八、休息編

利

て

区
分
は

中

に

中
に
は

に

法

方

ら

 

ら
は
千

に

て

は
王

か

 

最

に
上

新

水

二
人

 

は

時

法

数

上

て

て

に

え

か
ら

え
え

方

か

は

か
ら

て

連
中
は

か

か

こ

え

目

て

は

 

か

方
か
ら

て

は

て

 

て

方

は

て

に

か
ら
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自
分

て

 

こ

は
得
意

は

得
意

は

合

法

は

⻑

事
は

か
ら

人

方

に

て

か
ら

ら

自
分

自
分

に

こ

こ

気

一
歩

に

か

て

生
活

は

に

は
無
防

事

 

ら

 

て合
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こ

は

ら
ら

か

久

事

え

中
か
ら
出
て

え

か

 

中
か
ら

こ
え
て

 

法

ら
ら

え

同

方
出
身

ら

深

界

は

習

多

法

え

方

出
身

に
は

多

方

多
数

ら

て

え

事

え

か

に
有

無

に

て

て

て

か

て

こ

か

不

我

て

気

出
て

か

か

か



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

え

に

こ

は

  

か

出

て

 

か

こ

は

え

ら
ら

は
食

は

は

か
ら

怖

冷

分

可
愛

出

て

ら

ら
こ

出

て

 
こ

は

 

は

か
ら

冷

能

に

初
日
か
ら
こ

手

に
取
ら

に
は

 

か

ら
ら

は

こ
こ
に

に

は

は

て

上
は

多
分

不

か

て

こ
え

出

て

冷

こ
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え

ら

て

か

遠

か

否

冷

か
ら

移
動

て
こ
ら

 
湯

に

一

立
て

移
動

 
自
身
か
ら

か

か

出

て

 

法

ら
ら

食

は

に

一
対
一

対

ら

可
能

に
負

て

 

業

て

天

手

に

日
は

塔
に

か
ら

は
上

流

に

に
湯

に

か

て

 
二
人

気

破

か

て



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

自

か

か

に

気

て

は

に

場

合

て
冷

に

連

て

か 

え
て

 

か

て

に

気

後

止

てら

か

来

か
ら

に
は
一
応

て

て

に

内
に
は

に

は

か

に
は

か
ら

に

て
は

一

能

か

え
て
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か

  

か
に

は
対

に

事
に

て
最
上
位

え

 

こ

こ

か
ら

に

か

か
ら

邪

に

て

こ

て

か

か

班
⻑
に

頼

て

度

か

子

て

か

ら
日
程

ら
頼

て

か

え
て

 

て

に

え
て

ら
ら



  糸伊豆泥不意軽斗不応有塔蔵栖伏地井出或

 

方

か

上

か

⻑

湯
浴

は

上

て

 

に

て

 

最
上

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 八、休息編

 

奇
異
伏
阿
利
伊
豆
嬲
琉
泥
気
絶
栖事

は

に

て

か

か
に
こ
こ

方
は
多

は

は

か

法

度

上

方

て

度

合

て

は

間

水
平

中

に

 は

人
に

え

身

方

に
は

こ

て

か

て

か

 

上

 

か
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て

 

は

 

生
活

は

こ

か

 

に

て

は

に

て

に
来

多

事
多

事

 

ら

班

皆

ら
楽

に

て

こ
に

は
愚

て

一

対
応

て

  
初

に

分

ら

区
分
か
ら

上

に

に
一
度
訪

こ

は

実

座

方

え

 

は

て

は
こ

経
て

上

て

Ｓ
Ｓ
Ｓ

最

目

置

生

皆

は

部

方

か

気

て

法

に

て
は

時

に

て

一

事



 八、休息編

 

に
は

係

澄

て

て

生
徒

皆

分

て

か
え

に

落

経

は

て

か
ら

は

か
ら

一
度

に

上

て
こ

捨
て
に

事

え
は

ら

は

人

こ

か

  
え

事

中
に
無
か

頼

て

皆

方

怖

て

安

に

え

は

は
自
分

え
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え

に

か

 

分

か

て

 

に
優

生

て

て

経

て

か
ら

出

得

か

え

落

こ

に

鼻

鳴
ら

て 

落

こ

て

か

 

え

 
手
に

一
本
最

て
え

に

出

は

か

寸

 

え
て
は

て

ら

て

事
は

か

か



 八、休息編

は

取

え
実

に

か

か

修

て

て
は

か

か

法

て

て

て

て

は

か
ら

方

可
愛

 

か

 
後

子

て

え

は
紅

か
ら

子

え

に

取

事

冷

か

法

 

一

物

に

ええ

か

 

て

に
は

え

一

ら

に
後

て

に

は

え

法
は



  奇異伏阿利伊豆嬲琉泥気絶栖

  

程
度

は

に

法

こ

ら

ら

 

こ

意

か

絵

は

 

絵
具

に
か
か

こ

は

は

 

て

は

 
生
徒

皆

方
に

食

事

無
か

こ

に

 

法

こ

は

か

て

か
ら

え

法
は

撃

意

外

意

天

か

法

か

 

撃
に

事

出
来

能

法



 八、休息編

 

本
人

法

は

に
区
分

法

方

は
皆

に

方

こ

ら
ら

方

ら

本
は
無
理

 

か

て

て

 

分

に

止

利
か

は

か

業

時
間

皆

は
後
程

は
 

分

子

か

 

に

て

法

か

 
一
応

え
て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

こ

に

は



  奇異伏阿利伊豆嬲琉泥気絶栖

は

こ

に

は

は

て

か

は
 
安
藤
武

具

 

意
に

て

取

法

安
藤

経

 

て

か

 

か

え

に

頼

に
来

彼

⻑

離

に
来

直
に

ら

は

て

て

  

例

撃
班

に

二
人

内

一
人

安
藤

 
理

て
は
遠
方

地
に

て

手

こ



 八、休息編

か
ら

安
藤

は
業

系

に

て

最
上
位
に
数
え
ら

法

手

無
論

⻘

に
は

 

に
遠

法

て

分

か

日

来

は

に

て
は
同
意

安
藤

に

か

て
は

法

て

縁

か
ら

事

え
て

か

法

に

え
は

か
ら

一
応

は

こ

て

は

か

こ

無

法

は

て

ら

か

か
ら

自

烈

ら

か

か
ら

食

劇

は

に

え

時

に
は

か
ら
か

は
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安
藤

 
一
応
後

に

に

て

方

数

間

は

え

合

 
彼

法

法

は

ら

か

え

異
端

目

物

か
ら

時

は
苦
手
に

て

方

多
か

は

か

 

怖

理

か
ら

は

事

 

か
ら

て

死

方

程
怖

法

は

は

気

か

に

て

て

 

か

法

て

か

新

に

に

は

法

撃

か

は
怖

怖



 八、休息編

 

か
ら

ら

か
ら

ら

 

法

は

方

多

て

は

楽

目

て

え

に

方

 

日
来

本

理

は

は

て

撃

は

時
間

か
か

は

は
こ
こ
に

て

は
て

本

理

は

か

界

要
か

出
来
得

 
安
藤

間
に
か
手
に

て

小

明

 

外
界
か
ら

離

 
安
藤
武

具

か

て

は

安
藤

似

具

水

に

子

彼

中
か
ら

似

法

出

て

天

彼

に

て
経

て

界

一

道
具

に
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か

ら

事
は

て

こ

武

か

に

て

は

え
て

係

手

て

 

⻑

は

安
藤

は

物

か

 

に

 

度

遠
征
に

て

ら

方

は

子

一

は
無

は

か

 

は

 

会

て

ら

か

 

て

て

程

業

に
は

似

法

得

無

ら

に

は

か

か



 八、休息編

は

は

業

安
藤

手
に

法

法

得

位

物

は

か

か

か
 
安
藤

は

 
に

こ

事

こ

安

か

は

は

物

Ｎ

方

は

え
て

か

か

は

方

か

か

え
て

か

に

事
は

事
実

か

は

て

子
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時
は

上

論
に

か

は

度
は
五
人

て

 
こ

応
は

は

か

に

て

事

具

合

か

 
一
応

頭

に
置

て

は

か

 

界

て

 

似

法

道
具

武

に

自
身

業

こ

て
一

か

か

か

 

死

道
具

え

道
具

か
ら

 

数

こ

に

に



 八、休息編

こ

は意

子

か

 

二
人

に

か
ら

時
に
渡

は

は

子

て

ら

は
  

法

は

に

て

こ

は
に

は
 

こ

章

 

中
に
は

ら

事

 



  奇異伏阿利伊豆嬲琉泥気絶栖

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

こ

一

て

か

 

は

こ

に

ら

か

こ

人
ら

こ

て
意

か

か

分
か

に

ら

は

え

に

て

て

に

方

人
ら

は

か

て

こ

て

冷

に

人

て

か
ら

気
に

て

か

 
身

て

に

て
か
ら

日
は

か 

は
こ

て

に

か

法

同

事

て

 

程

地

か

対

時



 八、休息編

に

可
愛
ら

鳴

て

て
こ

は

 

に
は

に

食

は

か

 

無

無

に

て
か
ら

食

は

に

て

て

 
こ

は

 

愛

に

て

 

か

寝

身

て

無
理
矢
理

て

目
か
ら
手

て

に

か

ら

子
に

は

て

出
来
得

ら

て

て



  奇異伏阿利伊豆嬲琉泥気絶栖

楽

て

て

自

て

冷

に

て

 

て

 

 

頭

に
置

て

異

動
は

に

事

に

か

て

こ
え

か

て

に

か

寝
て

は

か

か

か
ら
こ
え

て

は

一

か

て

か
ら

一

に
寝

自
ら

て

意

か
ら

は
て

意

は

 

こ

ら
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に

て

か

 
こ

頭

に

 

か

か

取

出

て
か
ら

に
運

 
彼

寝
か

か

無
理
矢
理
に

は

て

子

頭

に

同

赤
子

 

は

か

に

て

 

て

要

に

 

て
赤
子

子

可
愛
ら

は

合

て

か

て

   
夜
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寝

は

難

か
は

か
に

Ｎ 

歩

一
人

て

か
子
に
は

は

こ
え
て

 
無

 

は
流

に

か

て

は

流

に
気
に

て

こ

場

尾

て

ら
ら

は

こ
こ
に

は

Ｎ
中

漂

て

か
ら

程

 

迷

 

は

に

か
に

に

ら
ら

か

事
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気

止

区

外

こ
に

法

自

か
ら

子
は

て

か

止

尾

て

離
塔
に

て

 

離
塔

 

ら
か

理

事

出
来

法

塔

院

 

最
下

に
は

に

印

置

法

保

て

塔

方

止
区

 

こ
に

て

は

離
塔
に

ら
ら

一

か

か

か
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日

浴
場
に
て

に

時

事

時

 

こ

か

え

か

 

て

ら
ら

に

て

 
可
愛
ら 

て

ら

 

は

後

事
塔

方
か
ら

こ
え

日

風
呂

合

て

か

事

て

か

に
は

撃

ら

か
ら

遠

法

殊

法

て
は
優

不

方

て

ら

て

 

は

 

ら

離
塔
に

て

は
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方
こ

か

て

か

か

は

は

て

位

得
て

か

 

時

微
か
に

は

 
頭

に
物

出

ら

こ

に

 

て

こ

ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

種冷

目
撃

て

間

人
数

て

ら

か
ら
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自
分

種

Ｎ

て

か

 

は

に

て

 

気
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無

て

に

都

来

て

 

意

に

来
分

か

こ

は

員

一

上

て

出

種

 

種

 

一
種

対

似
て

物

 

え
に

撃

難

防
御

多
に

撃

て

て

法

え

本
人

こ

て
か

に
区
分

物

 

か

は

は

実

に



 八、休息編

種

Ｎ
内
部
に

こ

自

は
事
実

は

人

か
ら

ら

ら

は

ら

は
生
徒

間

か

に

え

 
本

に

分
か

子

 

え

に

は

て

 

か

気
に

事

多

に
か

は

 
実

は

て

座

落

出

頼

は
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本

に

か

 
上

て
こ

は は

え

時
間

に

は

は

 

え

は

は

業

 

本

に

種

出

Ｎ
防

班

落

度

 

は

て

ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 



 八、休息編

生

方

こ

か

一

か

て

て

は

か

死

不

こ

方

て

か

ら

は

Ｎ

対

場

か

ら

て

流

て

て
流

か

か

 
二
人

休
息
は



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

 

糸
伊
豆
織
其
韻
歩
端
斗
塔
理
夜
地
軽
伏
立
冬
後
羅
時

 

は
実

座

二

に
分
か

 
実

に

て
は
実

に

地

か
ら
生

落

物

遠
方

に

て

は

物

に

上

目

場
合
は

人

無

ら

物

物

事
無

物

度
合

時
間
に

て

 

は

え
生
徒

皆

は
日

演
習
に

て
似

事

て

か

理

は

に
難

は

か

多
数

死

出 

は
座

 

に

時

は

て

ら

途
中
編

外

外

て

法

は
寝

間

て

て

業
内

に

要

無
論

度

に
来

座

に
落



 八、休息編

場
合
は

上

こ

ら

直

事

え

 
寝

間

て

は

法

は

外

は

無
縁

存

事

可
能

集
中

保
て

 

て

座

に

人

は

 

に

本

内

て

頭
に

て

方

に

に

に

て

に

苦
手

て

一

分

業

一

頭
に

て

方

ら

 

人

に

習

業

て

頼

て

数
日

 

は

か
ら

合

て

て

 

こ

度
は

か

ら

内
に

内
は

て

ら

下

実

経

時

判



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

可
能

法

て
は

出

 

に

動

縁

班

方

に

に

ら

生

は

か

て

場
合

は

か

実

か

は
遠

法

座

に

章

出

自
身

法

て

対

場

合

最

動

字

内

 

法

は

こ

 
時

は



 八、休息編

は

有
無

判

法
深

ら
遠

に

対
応
可
能

法

は

遠
方
に

か

に
は

出

事
は

実

ら

手
に
は

に
か

ら

ら

て

 

て

え
は
明

こ
こ

え

出

て

ら

 
え

に

か
ら

は

生
徒

皆

会

て

は

か

生

て

手

直
に

え
て

上

事

か

は

は
自
分

え

生
は

て

か

え

て

か

か

ら

ら

に

法
は

て

か
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は

は

 

て

 

不
死

え

生
は

分
身

法

亜

て

界

系

法

 
途
端

習

 

は

ら

て
は

安
藤

法

は

て

か

法
は

難

か
ら

て

か
に
分
身

方

合

て

か
ら

法
は

食

て

法

皆

に

は

て

ら

方
は

え
て

か

実
演
は

要
ら

 

て



 八、休息編

   

は

に

 

鳴
ら

 

最
中
に

食

動

自
ら

 

て

皆

度

時
に
は

か

に

こ

か

は

え
 

に

食

多

て

気

は

ら

て

は

こ

下

塔

上

か
ら

か



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

鳴

事

は
無

皆

は
こ
こ

分

方

て

て
は

 

鳴

に
上

可
能

 

法

は
意
外

生
物

に

撃

出

か

法

外
は

本

撃

能

法

有

て

ら

は

鳴

上

に

事
は
無

は

 
外

ら

音

ら

直

は

か

 

は

図

本

 

に

存

気

は

て

事



 八、休息編

落

て

か

死

こ

 

こ

 
本

こ

 

こ
に

に

 
本

か

て

 

か
に

か

本

下

に

か

食
深

 

は

 

か
に

死



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

 

か
に
死

に

え
て

死

に
間

は

 

死

分

後

え

彼

こ
こ

事

無
か手

手

法

は

に

ら

に

得

に

負

て

こ

物
に

え
は
無
か

 

深

に

て

 

に

こ
こ
に

死

に
同
一

て

 
手

に

て

は

食

は

気



 八、休息編

は

物

か

 

物
は

 

似

て

か
ら

か
ら

て

は

 

本
物

か
ら

能
に

濁

え

立
て

こ

か

 

て

 

は
本
物

 
本
物

に

離

て

 
こ

生
に

か
か

て

時

対

か

 

物
か

か
は

か

こ
こ
に

え
て

て

は

て

に
対

一

て

は 
一
歩

一
歩

え
て
離

法

て

 

か

は

え
て
て



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

 

身

食

 

か

か
ら

風
に
一

か

彼

 

え
彼

本
物

て

物

て

て

は
事
実

物

ら

に

え

こ

か

物

ら
か

方
法

死

意

に

て

場
合
は

て

印

置

 

こ

か

は

後

に

 

か

 
図

 

こ
に

 

死

離

て



 八、休息編

え

 

て

か

か

て

 

 
図

に

て
こ

止

て

え

はは

か

え

え

か

 

に

か

こ

は

 

食

本
に

て
死

図

立

生

て

に
同
一

瀬
尾

は

は

中

塔

生

て

て

か

か



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

 

習

一
人

瀬
尾

に

頼

彼

法
は

音
破

事

音
に

破

可
能

法

彼

襲

て

場
合

実
に

位
置

出

 
瀬
尾

は
図

か
ら

中

塔

方

て

え

か

こ
え

不

事

生

て

て

対
応
に

て

ら

こ
こ

上

  
後
頭
部

伸

て

は

深

て

は

図

に

上

て

絶
対

物

か

ら

え
て

方

動



 八、休息編

 

は

図

天
井
か
ら

て

 

深

は

不
可

伸

伸

法

間

ら

 

ら

こ

か
不
可

ら
か

方
法

え
ら

ら
自
ら
に

て

ら

法

こ

は

無

に

法

は

事
は

か

 

て

縁

か

か 

こ
こ
に

て

皆

方

て

か

 
天
井

 

こ
に
は

て

班

皆

ら

は
後

冷

こ

ら



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

こ

ら

は

 

か

て
気

て

か

 

て

は

冷

に
分

て

に

は頼

 
一

に

立

図

天
井
に
は

 

て

て

か

 
こ

人

同
 
明
ら
か
に

に

子

習

二
人



 八、休息編

 

か

は

に

て

物
に
同

程

優

死

 

間
に
か

 
本

に

間
に
か

目

に

移
動

て

彼

部
分

か

忍

 

ら
に

頭

に

て

か

死
 

に

 

死
に
絶
え

死

 

目

え

法

て

物

ら

得

に

か

て
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え

最
後

か
ら

太

忍

死

 

に

て

死

動

に

身

て

手
法

死

て

子

 

ら

手

か
ら

か
ら
手

離

て

目

に

最
後

一
人
に

か

て
歩

出

こ

て

か
か

は

ら

か
に

動

て

か

え
 
最
後

一
人

法
は

こ

ら

法

利

は

程

十
二
分

能

有

法

 

動

て

は



 八、休息編

 

程

か
か

時

て

か

て

最
後

死

 

て

 

に

は

息
絶
え

 

外

員

員

  

出

ら

冷

事

て

て

意
外

か

習

に

て

か
ら
か

は

死

皆

習

て

ら

死

ら

ら

て

一

て

か

え
え

は

か



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

 

に

事

は

て

 

に

種

生
徒

皆

に

て

事

て

こ

は

 

は

か
 

瀬
尾

ら

種

方

中

塔

か

て

 
こ

は

 
気

種

目

似
ら

場
合
に

え

は

は

に

中

 
一

図

内
に

は

本

中

死

似
て



 八、休息編

死

 

明

か

本

に
手

て

死

動

 
明
ら
か
に

に
一

ら

直
後

義
手

て

直

 

か

ら

中

塔

に

応

に

え

は

同

は
繰

冷

来
て

道
中

て

こ

 

て

は

 
こ

理

か

一

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

て

事

て

種

は

種

Ｎ

に

法

似
て

て

事

日

に
上

て

て

内

種

最
初
は

は

判

て

に

て

て

最
中

都
度
都
度

か

か
に
死

て

こ

意

か

か

生

割

て

法

は

Ｎ
内
に

て

死

生

は

て

界
に
⻑
時
間

事

は

こ

生

に

ら
か

て

か

種
に

能

か

 

生

 

て

脳

に

 

て

上

種

か

防

防

班

は

か

後

て



 八、休息編

直

生

て

難

は

に

て

訪

事

生

は

根

置
は

て

え
て

生

に

ら
か

生

に
異

出

こ

は

か

え

後

種
に

能

位

種

法

有

法

得

て

て

 
似

安
藤

 

か
に

物

中
に
は

法

法

得

存

て

は

迷
宮

最

に

一

か
ら

に
居
て

か

は

こ

種

一
番

に

移

て

は

え
て

得

え
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か

て

無

に

太

忍

種

太

忍

に

て

人
に

か

時

死

手

分

一

二

に
二

四

に

 

は

て

物

 

法

存

似
て

場
合
対

難

倍

に

え
て

介

こ

は

 
目

種

方

二

に

分

 

方
は
中

塔

止
中

か

 

に
中

塔

 

は
 

て

こ

か

に
遠

彼

に

か

 

は

遠



 八、休息編

こ

縁か

時

か

え

か

 

は

意
図

気
分

は

は

目

て

本

に

に

得

か

か

要

に

種
は

に

か

え

生

に
え

生
は

か

こ
か
に
死

て

え

か

 

て

 

は

は

 

難え

生
に

直
後

か

種
に

は

死

は

こ
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存

法

直
後

 

か

界

に

て

気

生

に

種

 

に

ら

え

え

か
に

瀬
尾

防

班

か

こ

は

裁
に

か

 

か

え

か

 

は

え

有

法

え

 

後

皆

 

て

動

は
防

 

合

修

塔

方
か
ら
一

 

は

照

に

ら

て
動

は

 

か



 八、休息編

動

は
後

 

に

 

に

て

か

 

法

忍

は

遠

法

に
身

に

て

は

え

動
に

て
は
後

取

 
運

縁

二

目

来

 

手

に

て

運

 
修

塔

方
か
ら

え

二

こ

は

照

え
て

て

利

法

て
分

間
に

有

に

て

て

 

は

能

物

か

か

種

新
種
か



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

 

物

に

は
止

か

ら

中

ら

て

か
ら

 

負

は

に

て

落

彼

は

に

か

て

 

て

こ

立

は

に

え
ら

て

 
彼

は

手

に

て

 

こ

立
て

に

 

ら

こ

は

て

 

は

て

は

遠
征

か

て

て

は

は

こ

上
被
害

出

こ

方

こ
か



 八、休息編

物

被
害
に

て

ら

て

生

出
来

に

Ｎ

て

ら

ら

て

に

て

こ

⻑

か

か

歩

 

か

ら
は

こ
応

修

塔
に
集
中

て

多
分

修

塔
に

か

か

ら 

に
は
同
意

 
修

塔
は

法

法

修

場

法

修

て

て

て
は

に

ら

か

て

撃

事

 
本

に
修

実

に
出

方

は

に
か

修

塔
か
ら

修

塔
に

か

事



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

要

多
分

員

ら
移
動

て

ら
修

塔
か
ら
出
て

か

か
ら

要

ら

 

度

低

に

程

は
無

は
え

か
ら

度

低

に
は

 

は

 

は

目

え

て

は

え
ら

て

か

時

て

ら

同

て

意
食
ら

て

は

 

は

え

に
は

て

に

安

遠
征

法

明



 八、休息編

て

冷

は

は

て

て
自
身

か

に

こ

可
能

か

 
一

え

 

に
は
無
理

可
能

照

度
は

字

に

は

て

程
度

は

に

て

 

て

は
て

こ

は

 

か
ら
彼

に
て

に
無
理

に
修

塔

ら

て

て

ら

 

時

か

 



  糸伊豆織其韻歩端斗塔理夜地軽伏立冬後羅時

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 九、遭遇編

 
九

遭
遇
編

 

韻
⺟
栖
徒
係
数
水
落
来
琉
不
応
琉
風
呂
無
地
須
界

 
事

は

 

生

 

日

種

 

Ｎ
内
に

多

生
徒

て

種

て
死

に
絶
え

 
下
手
人
は

 

は

同

防

て

か

は

か

迷
宮

閉

は

て

て

生
徒

に



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

て

こ

こ

て

事

立

 

愛

て
止

 
無
論

は

こ

死

出
て
こ

て

て
上

動
か

得

事

事
部
は

に

部

内

に

物

て
は

生

か

寧

対
応

ら

下

に
は

て

ら

対
応

 

Ｎ
下
部
に
存

迷
宮

因

こ
は
迷
宮

ら

Ｎ

理

下
に

本
は
無
害

迷
宮

迷
宮

物

手
に

物

種

彼

迷
宮
に
は

て

御
は

可
能

後

に
は

出

程
度

か

こ

 

て

え

Ｎ
防

班

員

迷
宮

に

法

ら

か

か
中

物



 九、遭遇編

出
て
来

か

か

 

て

 

か

え

場
区

に

人

出

て

に
は

て

て

度

て

 

人
は
本
部
に

に

自
分

対

人

内

人

後
に

て

か

こ

種
に

て

て

 

人
は

班

中

一
番

新
人

人

迷

宮

Ｎ
中

撃

落

法

 

ら

こ

え

え

手

出

か

 

は

ら
多
数

生

班

二
方

塔

事
塔
に

か
ら

被
害

中
に
は

か
ら

事

は

Ｎ
中
に

に

は
後
に

て



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

防

皆

動

 

員

て

か

事

自

我
ら

烈

皆

に
は

自

論

位

出

は

負

は

か

外

三
人
は
防

防

班

て
活
動

て

 

に

に

法

防

撃
班

⻘

出

劇
は

修

塔
に

に

 
修

塔

に

て

一
応

は

か

て

か

か

法

は

⻘

ら

出

か

ら

修

塔

直

か
ら
一
度

て

程
は

か

方

は
か
か

外
に
出

に

こ

は



 九、遭遇編

種

か
ら

意

買

て

て

か

に

て

種
は
修

塔
に
集

ら

に

法

て

か
ら

に
は
迷

か

て

か

事

 
生
徒

皆

方

事
部

方

え
て

時

こ

動

 

こ

上
は

て

事

に
出

 

は

 

か

 

か

本

に

か

気
に

事

て

か

種
か

は

ら

は



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

理

に
出

事

ら

こ
こ
に

 

取

 

に

字

 

こ

ら

 

 

は

か

度
は

要
か

え

か

Ｎ

に
気

て

は

 
人

手

 

は

捨
て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 九、遭遇編

は

取一

て

か

こ
え

一

登
場

方

 

一
本

に

て

時

え

事

か

ら

こ
か

て

 

死

 
死

程

 

て

同

て

生

時

て

て

日

て

中

ら

一
本

て

止

か

 

て

食

て

出
て

冷

来

 
こ
え

て

生

Ｇ

Ｓ

撃

て

か

て



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

て

冷

て
こ

時

て

に

か

本

に

 

に

会

事

時
は

人

て
印

に

か
ら

て

て

人

は

時

出
会

は

方

か

は

 

 

物

手

 

出

て
は

こ

こ

ら
は

深

に

て

て

こ

一

本
物

本
気

   

か
俺
か
ら

て

冷

か
に

て

か
ら



 九、遭遇編

て

自
分
か
ら

に

か

 

Ｎ

か

か

え

 

に

て

て
は

に

度

撃
に
対

可
能

身

死

て

に
は

ら

義
手
に

一
息

可
能
に

上
位

ら
に

ら

方

か

か

こ

か

事

て
合

か
無
理

 

え

に

浴
場
に



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

こ
え

一
人

て

え
て

か

か

 

か
は

ら

生

同

ら

本
物

て

可
能

外

利

て

こ

て

自

て

俺

か

ら

子

ら

冷

て

  
俺

俺に

て

に
来

は

⻑

に
は

無
理

動

多
か

死

か

 

方

に

間

か
か

皆

事

て

死

て

こ

間

こ

は

ら

に
は

ら

に

は

ら



 九、遭遇編

か
は

地
下
か
ら

出

に

か

 

俺

は

難

こ

 

て

て

え

生

に

て

事
か

生

取

出

て

地
下
か
ら

出

て

か
は

か
ら

多
分

水
に

て

か

に

て

か

事

は

 

上

ら

こ

上
苦

に

こ

上

利

に

 

藤

上

て

か

 
俺
に
は
絶
対

か
ら
こ

俺

ら

ら

か

 

て

演
習

て

は

て

こ

か
ら



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

こ

ら
に

え
え

 

 

自
分

物
に
同

て

 
流

に

 

自
分

て

て

 

て

場
に

か

て

事
実

て
事
実

ら

 

こ

生

生
活

て
休
息

最
中
に

間

て

死
に

合

て

死

て

ら

自
分

 

て

こ

物

に

て

俺

死

に

か

 
俺

死

生

に

て

 
冷

一

に

て

物

て

か

か
ら

事

て

え

は

  

俺

死

は
こ
え



 九、遭遇編

 

か

死

俺

死

俺

俺

一

て

か

 

に

似

出

は

は

は

事

愛
対

事

か

   

か
て

か

 

冷

に

は

上

て

は

に

に
湯

に

か

こ

こ

こ

気

か

 

て

て

て

て

 

 

て

 

か

 

 

か
ら

手

て



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

か

ら

は

て

か

え
こ

ら

に

手

ら

こ

え

か

え

か

 

こ

 

俺

こ

俺

区

て

遠

か

俺

て

に

か

 

目

 

か
に
冷

対

に

こ

て

 

は

か
ら

て

て

こ

え

か
ら

て

 

目

か

ら

冷

合

て

 

間

か

て

は

同

老
後

に

て



 九、遭遇編

 

立

て

ら

て

て

無
理

怖

に

ら
は

死

て

 

か
ら

怖

に

ら

離

死

て

苦

て

か
ら

安

に

て

て

ら

て
閉

ら

は

 

か
ら

多
分

無
理

程

ら

て

は
一

 

冷

に

て

ら

こ

こ

え

て

か
ら

て
こ

来

か

て

ら

て
て

に

ら

 

方

楽

ら

こ

気
に

事

 

に

て



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

 
死

て

に
多

て

に
多

に

て

ら

 

俺

優

か

て

は

 

か

 

か
ら

は

て

に

Ｎ
に

か

て

家

ら

 

要

て

ら

部
こ

に

に
判

こ

子
は

自
分

伸

ら

手

取

こ

自
分
に
は

か

利

無

か

て

て

小

子

て

か
ら

愛

に

て

こ

子
に

は

⻑

て
か
ら
に

は

 

十
分
に

人

 

ら

ら

て
こ

冷

ら

て



 九、遭遇編

 

子

か

は

得

か

か

ら

自
立

か

目

は

て

て

頭
上

ら

こ

て

 

て
深

頭

下

冷

止

意
地

ら

ら

に

こ

出
来

こ

自
業
自
得

生

て

て

こ

に

判

て

て

時

に

か
ら

て

て

死

ら

か

て

て

か

生

時
楽

て



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

楽

て

気
に

ら

か

ら
に

こ

か
ら

に
出

は

安

に
居

て

か

て

同

こ

か
ら

こ

Ｇ

Ｓ
に

こ

部

か

か
ら

は

こ

事

方

か

は

事

か
ら

に

生

場
合

に

 

水

撃

か
ら

無

に

ら

て

  

て

て

か

か

冷

て

ら

て

て

生

て

て

か

 

俺

に

 
気

て

度

ら

か



 九、遭遇編

は

方

え

地

て
一
度

立

て

は

か

か

か

生

 
初

て

か

来

か
ら

地

に
は

位
置
は

か

位
置

か

て

ら
こ

一
週
間

上

上

 

 

か

ら

か

は

  

安

て

自
分

 
冷

⻑

時
間
一

に
居

か
ら

か

ら

安

か



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

 
一
応

生

理

法

こ

 

は

 
移
動
要

⺟

Ｇ

Ｓ

初

上

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

生

こ

事

奇
遇

事

小

て

撃

方

は

  

Ｇ

Ｓ
に

流

に

時

優
に

え

 

か種

て

身
⻑

ら

に

こ

は

に

て



 九、遭遇編

 

に

か

 

か

か

か

ら

 

こ
に
は

 

こ

か

て

ら

こ

 
は
は

 
俺

流

こ

は

て

 
に

二
人

か

多

不

に
は

法

一
時

は

種

種

に

て

え

て

て

案
外

能
美

て

物

て

か



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

 
俺

に
無
理

て
こ

方
は

方

ら
平
気

て

か

  

に

俺

下
に

 

か

て

か
生

⻑
物

て

か

ら

ら

 

Ｇ

Ｓ

か
ら

に

一
本
伸

て

 

に

生

撃

こ



 九、遭遇編

て

に

渡

か

て

繰

 

て

は

は
 

か

て

気

 

か

方

て

は

止

 

に
出

て

て

 

扉

 

風

流

に
不

て

自
分

か

か

は

上

て

脳

上

て

 



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

  

二
人

中
合

て

多
分

子

こ

ら

 

こ

て

手

は

止

存
分
に

生

か

て

ら

て

に

ら

ら

ら

て

て

て

ら

は
は

死
に

て

に

え
え

こ

 
死
に

ら

死

方
法

 

 

か

 

て

 

事
は

に

て

か
ら

  

て

俺

生

て

保

保

 

に

て

て

ら



 九、遭遇編

に
は

保

理

て

一
度

下
に
置

手
に
対

て

こ

優

 

死
に
に

て

か
ら

死

方
法

て

 
か

 

て

は

に

Ｇ

Ｓ

て

か
ら

に

我

一

て

ら

か
ら

か

  

こ

は

時

て

か

て

 
頼

棒

冷

 

ら

保

頼

か

十
二
分
に

気



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

 
冷

立

上

か
ら

立

に

て

に

て

場
に

て

人
に

て 

て

に

こ

無

 

か

楽

て

自
分

 
こ
こ
に

か

多
分

 

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
一
応

て

事

 

時

一
応

て

 

て
死

 

に

ら



 九、遭遇編

 

て

無
理

俺

習

事

無

 

に

ら

死

一

 

動
か

に
噛

難

 

て

か

 
部
分

死

て

え

て

動

て

て

死

こ
に

間

死

集
中

ら

 

か

同

方

 

に

死

て

俺

 

時

死

度
か

て

無
意

に

 
自
分

身

に

義
手

に

死

て

事

ら

か

て



  韻⺟栖徒係数 水落来琉不応琉風呂無地須界

 

法

て

に

て
こ

動

は

自
分

身

に

て
外
部
に

出

法

て

時

遠

に

対
応

出

ら

例

 

俺

場
合
部
分

死

て

に
習

て

に

て

 
こ

て

死

液

こ
に

て

は
垂
ら

て

て

 

か
ら

死

液

⻑
物

に

て

こ

ら

俺
自
ら

に

か

か

て

無
論

か

て

て

こ

か

ら

習

手
に

て
来

 
こ

は
俺

⻑

え

事

 

か
ら

死
 

て

ら



 九、遭遇編

 

出

か

意

て

か

棒

て

に

て

て

 

か

て

に

 

死

 
俺

て

 

Ｎ

 

に

 

安

藤

に

て

 

ら

て

  
は
は

 
落

 
気

俺

落

て

 

に

ら

 

気

か

か

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  鈍斗灰瀬戸塔業

 

鈍
斗
灰
瀬
戸
塔
業て

Ｎ

同

合

か

え

は

こ

に
登

合

集
落

は

か

 
無
事
に

落

後

て

生

に

撃

撃

に

ら

に

て

人

事

 

人

に
案
内

て

こ

て
連

て
来
ら

こ

集
落

 

は

 
冷

こ

明

て

て

事

人

て

最
中

て



 九、遭遇編

冷

ら

て

は

て

一

て

こ

か
ら

身
は

て

ら

は

法

法
ら

法

て

か

身

ら

 

生

か
気
に

事

か

か
ら

土

て
 
地

て

に
土

て

か

か

水

土
は

ら

か

て

か

Ｎ

外

法

集
落

一
応

生

は

こ

集
落

て

に

て
実

て

は

法

集
落

か

か

は

か

 



  鈍斗灰瀬戸塔業

 

て

て

ら

人

て

⻑

明

無
理

程

に

は

 

は

に

食

生

て
ら

に

身

て
気

無

か

 

ら

て
こ

に
来

道
に
迷

て
て

て

て

ら

こ
こ

てに

こ
に
は
数
多

出

度

襲
撃

 

て
は
て

 

気
に

出
て

て

か
ら

か

 

か

か
ら
楽

て

か

Ｎ

目
に
遭

て

か

に

か

か

に

か

 

に

て

子



 九、遭遇編

気

俺

こ

生

え
て

て

か

て

て

は

か

程

こ

彼

徒

徒

徒方
は

ら

て

は

か

は

襲

は

か
ら

は

食

こ

水

こ

要

死

て

日
に

は

は

生

て

死

は

て
は

死

 

て

法

同

 

法

集
落

て

法

人
間

集
落

か

 
は

俺

に

か

 

こ

自

て

は

に

て
俺

こ

ら
に

死

か

て

 

に

程

ら



  鈍斗灰瀬戸塔業

 
こ

ら

死

え

て

て

 

ら
に
死

え

は

初
対

に

ら

 

て

に

徒

か

て
こ

に
本

か

 

て

に
は

に

   

雲

て

徒

て
こ

本

は

物
か

 

位

物

物

て

襲

て

 

て

七

こ

て

自
分
か
ら
出

て
こ

か



 九、遭遇編

不
可
能

に
は

数
多

彼

に

事

は

ら

外
に

て

は

か

は

は

 

意

 

に
理

明

て

明

下
手

ら

 

か
ら

て

方

人

法

内

一
人

に
出

 

下
手

か
ら

明

は
こ

子
に

て

か

ら

に

一

時

に

て

は

人

か
存

は

こ

え

ら

は

界
に

て

生



  鈍斗灰瀬戸塔業

 

え

事

 
俺

法

て

え

生

数

て

は

法

ら

法

て

て
こ

 

に

法

に

て

て

か

て

法

に

て

か

上

生

生

て

に

か

不
可
能

生

は

こ

に
は

生

て

は

て

ら

場

活

は
不

ら

 

生

て
こ
こ
に

生

無

か

て



 九、遭遇編

気
に

生

生

根
本
か
ら

 

か

か
に

無

 
俺

取

に

地

て

こ

に

 

は

二
人

は

方

ら

は

死

こ

人
は

か

 

界

流

 

集
中

て

実
に

え

こ
に

物

集

て
て

ら

て

ら

か

て

間

か
ら

生

本

こ
に

 

理

理

根
本

え

か

て



  鈍斗灰瀬戸塔業

は

か

え

は

は

程
度
に
は
負

は

に
は

か

ら

場

程
度

害
に
は

得

ら

て

得

ら

こ

に
は
安
寧

訪

こ

同
意

襲
撃
は
明
日

日

落

に

得

か

日

落

ら

は

ら

ら

事
こ

に

て
こ

て

え
え

道
案
内
頼

 

は

一

て

に
迷

ら

て

上
夜

て
こ

に

一
度

か

か

案
内

は



 九、遭遇編

は

手
に

て

 

有

法

え

か
ら

て

ら

て

は

生

手

え
て

こ
こ
に

 

冷

か

て
一

離

て

て

か
ら
俺

に

て

て

ら

生
に

冷

ら

か

か

 

か
に

生

冷

て

か

ら 
俺

取
て

生

冷

て

か
ら

 



  鈍斗灰瀬戸塔業

 

間

て

二
人

こ

か

人
間

俺

人

て

一

Ｎ

て

立
無

天

独

頼

係

て

ら

て

 

冷

気

 

か

て
俺

気

て

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

て

に
て

は

一

二

に
後

取

程

は



 九、遭遇編

こ

移
動
要

⺟

Ｇ

Ｓ

に

て

天

か
ら

ら

方

気
分
一

外
に

出

か
ら

て

生

⻘

赤

は

こ
え

か

か

 

久

か

 

て

ら

て

か

時
間
経

て

に

は

人

負

に
か
か

て

は

か

か

は

に

経

は

方

は

に

こ

は

か



  鈍斗灰瀬戸塔業

ら
こ

ら
に

ら

ら

御
業
に

征

こ

て

居

間

て
は

は

は

は

か

 

は

に
は

こ

て

は

に

ら

無

  

生

冷

か

て

か

 

か

え

部

て

て

部

中

て

て

得

事

 

か

ら
は

上

存

 

法

て

て

 
俺

⻑

か
上

か

か



 九、遭遇編

二
人

こ

二
人

か

上

ら

下

端

下

端

こ

子

え
て

か
ら

て

え
て

か

か

か

は

部

論
場
に

こ

は

ら

生

部

可

 
こ

 

こ

Ｇ

Ｓ

て

生

内
に

 

こ

に

ら
止

て

音

て

 

か

物
に

て

Ｇ

Ｓ

て

か

て

冷

は

て
初

て
外
に
出

時

造

に

て

 

か



  鈍斗灰瀬戸塔業

 
こ

ら

に

 

は
数
多

に
応
え
て

こ

は

に

て

に
は
天

割

地

程

か
に

生
に
似
て

は

か

 

中

鳴

か
迷
宮

時
に

て

法

に

法

法

 

一
応

て

一
員

て

ら

て

 

こ

部

法

同
時
に

生

手

生

て

法

俺

生

一

生
手

て

か
に

か

て

不
自

 

法

て

人

に

ら

無



 九、遭遇編

て

目

て

に
座

頭

対

本

手

か

雲

に
動

雲

意

に

 

か

こ
に

に

に

数
多

要

こ

か

こ

て

撃

落

可
能

は

得

直

に

撃

か

事

に

て
撃

撃

て

手
法

か

て

か

糸

は

か
ら
糸

 

糸

て

か

度

人
間

に
直
撃

ら

ら
 

物

に
遠

流

に
糸

に

て

止

か

か



  鈍斗灰瀬戸塔業

は
微

か

に

 

か

法

え

ら

て

人
間
に

事

 

え

こ

一
時

に

か

動

に

か

て

我

は

に

て
身

こ

に

得

は
身

に

て

に

え
て

ら

こ

か

こ

は

て

か
ら

 

に

て

 

気
に

有

法

に

て

ら

有

法
に

無



 九、遭遇編

は

異
弩

上

取

こ

か

異
弩

上

え
  

て

 
俺

て

 

 

か

取

は

は

か

外

こ

は
無

こ

二

か

て

異
弩

上

異
愚

迂
意
図

異
弩

上

無

異
愚

迂
意
図
か

て

か
は

か

 

て

か



  鈍斗灰瀬戸塔業

 
一
時

に

て

  

法

て

要

か

 

て

え

無

か

方
法

て

 

中
に
一

こ

て

ら

判

 

え
て

動

か

要

に

事

は

実
に

 

て
こ

 

こ

か

に

ら

こ

御
業

に
来

え
て

 
に

出
て

か
ら

生

 
一

⻘

赤

に

て

得

て
こ



 九、遭遇編

か

一

て

は

方

か

は

ら

事

気
に

要
は

に
死

は

死

日
に
は

に
自
身
に

集
中

人

は

か
ら

は
濁

に

方

は

は

は

 

時

活

 

か

か

に

か

か

 

一
番

て

ら

手
に

て

ら

寝

 

は

に



  鈍斗灰瀬戸塔業

 

俺

こ

に

利
か

か

界

人
間

死

て

か

こ

無
理

て

か

て

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

に

 

方
に

地

て

方
に

て

は

雲
に

て

 

こ

て
て

か
に

か

て

生

は

て

か

え
え

え

 

こ
に

種

 

端

 

上

て
こ

ら

取

て

に

か

糸

に

多
分

 

程

か

Ｇ

Ｓ
に
対

て
は

離



 九、遭遇編

に

て

ｍ

ら

か

 

に

て

て

か

間

気

糸
に
は

ら

破

 

生

手

 

利

え

は

に

音

に

度

上

て

   

時

度

水

に

撃

は
迎
撃
に

出

糸

頭

に

ら
に
は

 

栗
か

か



  鈍斗灰瀬戸塔業

 

内

一

液

に

度
凝

内

部

に

出
来
上

 

こ
え

法

水

て

 

度

生

子

か

生こ

下

て

実

て

か

 

は

天

て

 

直

か

ら

て

は

 
実

て

 
実

生

こ

て

こ

撃

か
え

は
無
理

に
は

て

か

Ｇ

Ｓ
は

に
は



 九、遭遇編

多
分
に

か
ら

か

は

こ

ら

中
に

て

時

は
自
分

自
分

は

か

て

て

一

に
居

て

ら

か

に
⻑

は

十
日

ら

日

冷

頼

か

論

 

Ｇ

Ｓ

て

ら

道
は
一

 

破

て

安

こ
こ
か
ら

は

て

か
ら

物

上
か
ら

部
防

に

は

可
能

か
ら

て

て

は

場
に

か
出



  鈍斗灰瀬戸塔業

事

か

て

か

か
ら

て

ら

て
無

に

て

て
ら

来

に

に
楽

時
か

ら

こ
こ

に

え
ら

に

 

Ｇ

Ｓ

 

論
場

 

か
ら

て

⻘

赤

て

造

に

て

は
上

に
置

て

か

ら

間

て

移
ら

こ

か

 

て

 
久
方

苦

か

冷

 

は
は

て

に
楽

 

こ

因

て

は

こ
に

て

方



 九、遭遇編

参

参

 

異
弩

上

義
武
明
日

上

   

こ

て

か

か
は

ら

  

本

に

俺

我

ら

に

利

義
武
明
日

取
意

 
こ

 
気
分



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

藍
夢
織
上
意
図
琉
王
遭
疎
不
応
有

亜

度
亜

度
業
亜

度

に

は

無

有

亞
韻
武
印
子

我
ら

 

道

 

て

 

方

て

て

か

 
は
は

合

て

て

 

一

来

に

こ

方

俺
に
合

て

て

ら

か
ら
こ

方

て

気

に
は

意

か

 

は
無

て

え

舞

に

か
自
分

か
ら



 九、遭遇編

て

ら
 

程

手

て

は

て

か
ら

か
ら

て

冷

か
久
方

に
本

に

無

場
合

気 
俺

て

ら

死

直

て

生

て

 

 

冷

地

か
ら

動

か

 

場

俺

場

に

ら

か

 

出
て

音

立
て
て
閉

 
は
は
は

か

上
か
ら

は

か
ら

生
に

集

中

に
会

か
ら

 

捨
て

俺

実
に

ら

か
に
地

下
か
ら

撃

有

種

か

二
方

酸
に

気



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

冷

止

ら

て

撃

来

ら

対

 
⻘

赤

ら

 

有

法

無

は

に

有

法

無

分

部

に

て
十
二
分
に

え

 
俺

か

死

は

え

に

え

無
理

身

ら

て

 

舞

に

 
こ

ら

後

て

来

か

て

 

ら

垂
ら

手
に

ら
に

ら
下

 

は

地

音

て

 

死

気

意

意

て

取

 
こ

実
に

死

に

ら

て
俺

冷



 九、遭遇編

か

こ

 

て

か

て

撃

上

時 

土

上

上

土

か
ら

か

出
て

 
俺

か
ら

 

度

度

同

事

て

 
油

時
に

 
こ

場

 
冷

生

⻘

赤

て

 

死

か
ら

時
に

は

物

 

動

 

に

死

地

て

に
蟻
酸

出

て

物
に

ら

落



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

に

か

彼

に

死

無

死
遠
藍
出
内
沙

紫
遠

 

間

 

か
ら

死

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

は

え
て

法

え

に

ら

道

て

事
は

取

応

て

 

か

 

か
楽

て

子

 

地
下

身

に

に

 

法

法
撃
て

か

て



 九、遭遇編

 
我

身

て

に
こ

に

法

え

え

俺

は

か

は

明

立

て

数

に

か

御
業
は

ら

て

に

御
業

て

か
ら

本
は

に
出

無

我
ら
に

風

食

て

事
に
は
意

は

に
集
中

 

ら

手
に

え
ら

脳

に

て

 

か

俺

か

有

法

て

法

て

ら

Ｎ

法

は



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

か
こ

ら

て

は
無

て

て

事

か

 

か

風

 

ら

無
事
に

ら

て

か

程

外
に

か

て

は

種

か

こ
こ
は
我
ら

は

 

不

不

 

に

て

て

は

ら

か 

て

 

 

て



 九、遭遇編

 
死

て

 
こ

俺

て

上
意
図
律
寸
外
間

こ

は

は

印

後
琉

手

に

え

琉
度
伏
戸
是
阿
頼
都

度

応
輪

  
脳
に

か

に
出

俺

に

⻘

手

に
出集

中

て

根

霊
湯

 
⻘

え

手
に

集
中

 
赤

に

集
中
は

撃

て

不

矢

 

に



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

数
多

 

数

優
に

え

に

編

利

は

に
襲

か
ら

て

に

ら

て

か

て

 
分

間
に
合

度

に

か

て

は

 

出

て

繰

徒

て

こ

一

優

⻘

は

か
ら

に

  

食

て
か
ら

頭

中

て

方

 

ら

か

ら

て

 

法

え

方
法

 

 
こ

間
に

方
法



 九、遭遇編

 
後
に

に

 

二

来

ら

か

て

赤

 

間

て

頭

に

死

 

頭
に

時

死

こ

生

系

て

か

ら

に

無

事

か

て

こ
こ
に
俺

か
ら

 
死

手

伸

て

て

最
後

か

は

徒

印

後
琉

手

に

え

琉
度
伏
戸
是
阿
例
不

度

応
輪

 

か
ら

手

え
て

赤

に
苦

 

ら

彼

て

 

舞

ら

ら

に



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

集

中

て

根

霊
湯

防伏
理

徒

 
赤

手
か
ら

明

 

破

て

か

に

身

て

に

か

  

こ

は

多
分

防

撃

て

か

意

か

こ

え

か
ら
有

  
⻘

赤

手
に

出

武



 九、遭遇編

て

得

法

御
業

て

 
軽

は

造
に

要
無

て

ら

本

て

て

は

は

 
ら

 
は
は

不

は
不

え
て

 
彼

て

俺
に

こ

方

 
俺

俺

て

ら

 

意

応
  

二
人

一
人
に

一
人

は
は

十
二
分

一
応



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

生

後

に

え
て

に
は

か
無

か

こ

は

て

取

こ

は

気
に

こ

て

 

法

に

ら

て

か

え

一

人

か
ら

法

冷

に

無

か

か
ら
か

無

か

え
て

こ

て

え

て

か

か

て

は

取

て

  



 九、遭遇編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

え

え

 
こ

ら

か

は

身

物

渡

合

て

こ
に

法

一

千

 
⻘

て

物

離

ら

出

か

新

造

中
か
ら
来

に

最
初

て

に

て
迎
撃

風
に

法

て

に
息

一

て

 
赤

こ

多
か

え
て

止

か

手

か

て

方

て

 

法
は

方

に

程

か

法

こ

自

に

能

は

て

経

か

鈍
斗
美
栖

 
亜

度
亜

度
業
亜

度
 

我
ら有

亞
割
朽

 
彼

え

図
風
侠

簿
井
栖

 

に
裁

下

徒

て

阿
歩
止
琉
塔
邪

棒
動

 

俺



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

方

舞
に

十
分

に

か

こ
え

か

 

人

度

Ａ

に

俺

に

て

冷

て

か

二
人

に

ら
防

ら

こ

度
に

て

て

上

て

来

 

方

 

か

て

気
に

 

撃

 

無
理
か

 

ら
死

は

て

 
自
身

死

気

取

て

流

に

度
に

負



 九、遭遇編

て
無
理

 

か
ら

て

後
方
か
ら

こ
え
て

は

 

中

液

 
絶
縁

か

一

撃

 

生

上

雲

に

ら
こ

来

 

か

上
に

絶
縁

か

俺

に
渡

か

数

意

か
ら
か

 

か

え
え

て

外

は

ら
こ

に

て

は

彼

ら

て

武
具

て

ら

本

 

か

か



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

生
は
地

に
手

て

 

間

に
地
割

こ

に

同
時
に

地

割

 

て

水
音

立
て
て
立

は

同

液

生

ら

て

水

か

て

土

は

て

て
こ

土

 
下

 

木

生
え
て

下

下

地

 

雲

て

 

か

こ

地
に
は
数
多

死

て

生

か

 

か
に

分

に

無
理

ら

区
分

に

て



 九、遭遇編

こ

地

は

ら

こ

 
上

方

 

雲
に

方

 

直

て

か

音

  

て

に

赤

て

雲

か
ら

か

は

無
理
か

 
音

遠

 

て

界

て

  

撃
は

法
か
能

か

自

か

か
ら



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

無
理

 

方

自

て

 

ら

地

ら

こ

 

て

に

 
こ

物

は

に

て

に

て

て

気
に

ら

  
俺

立

地

て

地

 

こ

水

 

ら
は

に

て

合
流

落

て

 
止

ら

生

か

子

上

て

 

こ

は

か

 

か

か

ら

地

て

て

液



 九、遭遇編

地

て

ら

こ

ら

て

  
こ

に

俺

出

無

 
こ

は

死

介

て

無

 

液

灰

小

て

流

出

て

 
最

落

て

は

流

液

に

て

ら
は

て

止

に

て

 

生

水

生

法

 

 
宙

に

て

液

閉

か

に
端
か
ら
中

閉

 
閉

て

一



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

食
ら

 

音

に

出

 

は

度
集

ら

て

雲

て

に

に
直
撃

  

頭

手

八
本

て

て
尾

 

生

 

身

は

出

事

止

事

出
来

に

  

え

死

 

こ

に

て



 九、遭遇編

か

に

は

気

こ

に

は

は

え

死

て

冷

ら

頼

は
 

て

 

俺

は

王
に

て

俺

か

⻘

赤

は

か

 

こ

て

て

 

ら

 
俺

天

物

時

応

 

に

 

て
こ

え

ら

冷

に

か

て

に

 

直
後

割
に

か

て

て



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

自

て
こ

か

 

自

こ

自

は

法

て

 

死

に

 

地
下

得

て

生

自

 

生

か

こ

て

て
事

か

上
手

生

こ

か

て

て

に

て

造

こ

か
 
死

か
ら
生

は

ら

 

頭
部

ら

こ

図

物

死

て

ら

物

て
生
物

か
ら

て

か

得

か
ら
こ

和

 

て

に

か



 九、遭遇編

 

て

 
冷

か

か

え

  

こ
え

気

 

こ
え

は

 
遠
吠
え

 

こ
か
か
ら
か

遠

か
ら
か

 

遠
吠
え

こ
え

 

冷

 

身

て
冷

身

俺
に

最

か
ら

て
か

て

に

て

か
ら

か

上

立

て



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

に
死

冷

多
分
下
に

方

安

生
に

 

数

音

 

こ

え
て

こ

音
は

え
て

 

に
上

は

は
は

か

物

 

明

 

冷

ら

か

に

て

界

て

か
ら

に

こ

に

て

て

か

 

に

て

こ

手
に

て

か

に

は
野

人

出

出



 九、遭遇編

事

出

初

て

ら

は

か

人

か

 

に

薄

ら

て

て

生
か
ら

分

 

時

て

は

地

地

頼

一
本

に
か

て

て

に

動

久

に

無

一
生

て
ら

に
脳

外

部

て

ら

て

に

食

ら
か

 
応

応

応

 

て

子
に

 

久
方

 

に
久



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

か
こ

遭
遇

て

か

ら

て

不

は
は
生
物

て

て

て

 
動

音

 

は

  

度

音

遠

え
て

か
ら

外
に
理

か

か

ら

か
に
無

外

遠

ら

 

身

度

上

 

死

は

実
に
死

生

て

か



 九、遭遇編

  

立

上て

ら

に

て

は

こ

に
食

て

に

て
死

か

こ

て

死

か

か
ら

人
に

て
か
ら

え

  
は
は

は
は
は

 

自

無

冷

生

 

明

自

ら

気

出

に

は

生

理

は

か

か

ら

Ｎ
に

ら

生

経

か
ら

Ｎ
は

手
に

か
ら

え

 

は

ら

死

え



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

鳴

ら

応

 
落

て

撃

 

て

理

は

か

中

ら

か

に

こ

か

 

死

て

歩

に
出

亜

ら

こ

対

法

に

て

は

Ｎ
は

て

部
堕

か

て

ら

に

か

か

会
に
は

て

事
に

死
遠
藍
出
内
沙

紫
遠

 

十
分

 

は

て

 
俺

事

中

は
こ
こ

て

ら

か
ら



 九、遭遇編

に

て

か

は

物

 

に

て

に

て

は

て

物

 

に
立

上

俺
に

下

 

明

部

俺

食

千

ら

 

は

人

に

て

意

て

合

え
 

て

て

合
図

て

こ

俺

身

に

は

 

 

新

撃
か

俺

こ

に

え



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

出

 

ら

は

に
地

離

事
無

は

に

扉

 

無
事
保

 

出

上
方

 

は
防
御

 
扉
に
物

え

俺

身

は

か
に

意

 

こ

地

か
ら
離

に

ら
か
生

て

は

か



 九、遭遇編

て
生

 

か

 

 

ら

 

て

上

て

出

は

 

流

に
初

か

冷

 

Ｇ

Ｓ

間

こ

 
こ

 
こ

 

に

は
太

に

 

手

て

に

冷

⻘

 

か
ら

こ

応
 

ら



  藍夢織上意図琉王遭疎不応有

 

度

尾

に

音

立
て
て

 
こ

に

 

事
に

動

来

か

て

 

生

に

 

て

 

種

襲
撃
に

て

 

か

扉

閉

 
⻘

赤

度
こ

 

遠

か

て

 

て

 

え

 
一

て

か
俺

は



 九、遭遇編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  塔久那琉阿可運多中苦

 

塔
久
那
琉
阿
可
運
多
中
苦

 

理
え

に

理

頼

登

て

こ

雲

か
ら

は

Ｇ

Ｓ
に
こ

来

出

に

て

Ｇ

Ｓ
は

撃

後
方

方

か
ら
遠

か

論

こ

に
か

Ｇ

Ｓ

は

方

Ｇ

Ｓ

か
ら

軽

に

ら

無

具
合

多
数

種

種

具
合

て

字

食

ら
か

人

家

に
食

破
ら

死

に
破

て

こ
に
は



 九、遭遇編

 

種

て

物

こ

こ

こ

能

中
に

に

繰

ら

 
か
ら

に

て

に

え

ら

度

止

て

こ

に
遭
遇

部

は

に

食

て

活

員

Ｇ

Ｓ
に

自

は
こ

程
度

か

後

に

て

え

え
え

は

連

て

物

生

  

脳

て

え

事

 

こ

地
に
来

か

て

こ

に

場

に

か

ら
か

置

法

来
訪

か

本

に

か

か

ら



  塔久那琉阿可運多中苦

か
ら

て

こ
こ
に

て

か

て

子

界
中

て

ら

て

て

は

え

て

生

て

事

ら

か

に

は
生

て

て

こ

こ

か

か

か

ら

 

Ｎ
に

俺

物

 

に

え

間

間

か
ら

本
物

て

て

か
ら

本
物

て

て

 

か

部
分

出
て

 

て

こ

か

て

 
俺

物

え
て

Ｎ
に

て

ら

物

Ｎ
に

て

油

俺

方

俺

死

て

ら

こ

地
下

え
て

か

は

生

に

ら



 九、遭遇編

冷

に

⻑

て

数

法

え

ら

は

は

時

て

に
俺

明
に

か

 

か

て

に

来

冷は

Ｎ
に

か
ら

て

 

死

て

に

割

て
は

子

方

事

て

て

て
軽

て

は

こ

ら

に

ら

風

は

は

 

に
対

て

 

か

度

か

に
は

こ

は

か

は



  塔久那琉阿可運多中苦

遠
征
に
出
て

時

平

時

応

か

は

て

こ

ら

難

は

え

法

  
脳

に

中

度

劇

に

て

て

え

意
図

は

冷

か

 

直
に

物

俺

ら

て

て

気
に

て

頼

自

間

て

て

て

て

 

か
ら

て

俺

俺

て

か

薄

て

得

て

 

Ｎ
に

俺

て

俺



 九、遭遇編

 

物

生

同

本
物

て

 

上

俺

て

冷

動

難

ら

理

無

に

負

無

て

 
外

か
ら

内

か
ら

俺

俺

判

要

無

 

義
手

は

こ

は
死

か
ら
死
に

か
ら

生

要

無

に

物

て

は

生

て

明

ら

か
ら

Ｎ

は

外

か
判

ら

物

て

無

て
遠
征
に
出

同

目

て

か
は

に

新

義
手

時

は

て

は

演

は

物

か

同

Ｎ

自
分

こ

て

か
ら
新

義
手



  塔久那琉阿可運多中苦

ら

平

生
活

応
に

 

こ
に

て

脳
に

て

 

理

 

に

俺

て

こ

界
生

法

て
事

 

て

自

に

て

事
こ

て

明
に

応

法

に

か

死

法

え
ら

上

ら

は

Ｎ
に

は

死

て

可
能

 

冷

て

え

ら

対

に

対

死
に

事

に

死

は

出

法

は

本

に

死

か

か

明
は

は
は

死

法

死

て

可
能

場
合

て



 九、遭遇編

 

死

に
似
て

法

人

 
俺

こ
こ
に

 

て
こ

俺

か

は

は

和

て

ら

俺

て

て

 

て

 

は

上

一

意

て

か

⻘て

に
似
て

て

似
て

 

一

時

人

か
存

事
は

明

は
て

は

に

て

同

生

こ

死

日
に
は

場

同

に

度
死

ら

は

は

か

に



  塔久那琉阿可運多中苦

は

同

同

は
無

て

法

に

は

は

   
死
に

数

て

人
に

て

 

数

て

こ

似
て

て

か

  

 

か

 

俺

こ

に

こ

人

は

ら

意

 

法

は

え

同

人
間

出



 九、遭遇編

 

得
意

俺

て

法

実

て

 

て

生

て

か

得

て

て

か

生

意

無

て

三

法

生

経

て

可
能

か

可
能
不
可
能

え

可
能

程
度

に

要

え

生

に

死

て

こ

は
可
能

か

可
不
可

え

可

子

一
部

要
に

に
は

子

に

て

は

本

に

同

て

か
ら

出

て

え

に

え

て

に

て

生

て

物

ら

物

ら

て

か
ら

ら
か

方
法

取

て

え

生

て

て



  塔久那琉阿可運多中苦

生

死

て

て

え
え

可
不
可

え

可

は

こ

こ

一
部

取

こ

え

殊

要

に

法

生
か

て

か

法

は
身

に

ら
死

活

ら

取
ら

て

に

て

場

に

て

場
に

こ

は

 

事

 
身
か
ら
出

て

は
は

か
ら

は

て
こ

て

 
分
身

て

て

俺

 
俺

俺

時

に

て

物
に

ら

か

俺

か
ら

方

て

義

手
に

方

て

 

安
藤



 九、遭遇編

こ

方
法

か

Ｎ
に

死

え

か

え

か
は

て

時

か

て

て

に
目

移

か

に

て

か

落

か

 

人
自
分

武

 
利

て

て
事
に

か

直
に

死

ら

て

か

か

か

死

苦

に

ら

利

手
に

物

ら

直

か
ら

程
度

事
に
動

程

土

柔
ら
か

に

て

か

 

か

事
か

 
俺

二
人
に

え

か
ら

事

に

中

太



  塔久那琉阿可運多中苦

忍

て
方

事

取

か
多
分

は

 

は

俺

か
ら

死

て

 

地

て

ら

ら

ら

ら

え

こ

に

合

て

ら

て

か

は

生

出

に

生

出

に

は

て

に

は

に

に

て

ら

ら

割
は

は

割

は

に

百

千

時

か

て

生

出

に
存

て

人

本

に

は

に

人

一

て

え
て

 



 九、遭遇編

 

割

て

て

俺

て

多
分

 
生

に

て

一

最
後
に

 

法

こ

最

に

無

か

 

こ
こ

て

て

か

て物

生

物

連

て

て

一
人
一

は

御
業

数

に
は

え
は

え

存

ら

て

  て



  塔久那琉阿可運多中苦

て

存

生
物
に

て
は

ら

は

こ

は

て

か

て

 

上

て
こ

か

こ

ら
に

て

存

上

 

か

に

ら

程
度

死

か

 

に

に

動

活

来
て
か
ら

活

後

て

Ｇ

Ｓ
に

撃

て

ら

に
俺

 

人

 
こ

論

直

に

て

か

か

か
ら

数

法

一
度

ら

種



 九、遭遇編

種
に

気

明
に

 

介

に

て

か
ら

か

て
か

か

え
え

Ｇ

Ｓ
は

こ

て

か
ら

撃

ら

は

え

に
は

物

か
ら

得

は

置

方
か
ら

え

 

置

か

 

に

に

ら

て

て

ら

位

置

こ

に

て

こ

こ

  

て

て

多
分

生

出

え

に

自
身

可
能

内
か
ら

取

て

こ

て



  塔久那琉阿可運多中苦

に

て

目

て

こ 

目

て

捨
て

自

ら

同

目

徒

程

は

こ

ら

法

出

か

て

に

法

に

無

て

得

か
か

 

生

⻘

赤

 

え

か
に

合

 

こ

目

は

に
俺

て

に
目
移

て

て

二
兎

は
一
兎

得

て

に
こ

 

こ

合

て

ら

て

存

法

て
こ

に

 

物

Ｎ
に
連

て

ら



 九、遭遇編

こ
こ

に
か

に

え

か

ら

 

か

て

ら

生

方

 

間
に
か

て

Ｇ

Ｓ

子
か
ら

え

平

 
こ

こ

て

雲

こ

は

こ

ら
か

方
法

移
動

移
動

は

ら

Ｎ

ら
か

方
法

て

ら
か

方
法
は

ら
か

方
法

ら

ら
か

方
法

運

て

こ

Ｎ
に

可
能

か

て

Ｎ

は

本

地

可
能

え
ら

て

か



  塔久那琉阿可運多中苦

え

は

一

て

人

存

法

撃

は
死

て

人

は

Ｎ
に

え

目

て

か

ら

か
ら

 
俺

ら

人

連

て

連

て

自
分

本

地
に

か

本

地

て

最
後

最
後

て

て

生

水

撃

得

法

に

て

中

ら
か

似

 

ら

か
ら

最
後

最
後

て

て

て

て

て
休
息

場

本

地

て

ら
最
後

最
後

に

に
置

て

 

本

地

て

場

に

て

 

に

は

え

か
か

動



 九、遭遇編

物

て

独

方

に

て
本
気

出

て

意

無

物

て

程

か
か

 

か
ら

物

連

て

に

て

 

連

て

ら

地

一
番

死

て

ら

に

 

か
ら

か

 

襲
撃

て

 

か
に

か

に

止

て

ら

て

て

生

て

て

て

Ｎ

て

て

部

に一
番

ら

は

に

事

合

て



  塔久那琉阿可運多中苦

意

に

は

に

異
存
は

  

出

 
目

Ｎ

 

て

か

て

て

か

て

 

こ

か

番

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

Ｇ

Ｓ

か

て

最
中



 九、遭遇編

に

事

て

 
⻘

Ｓ

Ａ

 
畏

て

御
業

否

は

法

方

に

て

に

か

方

か

 

御
業

法
は

似
て

多
分

こ

て

 

中
に

負

 

生
に

て

意
外
に

え

無

 

に

て

て

法

係

か

ら

法
は

死

て

手

法
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⻘

 

間
に

て

物

手
に

か

安

は

は

か

 
死

意

に

自

に

出

て

か

は

か

得

業

⻑

上

は

こ

自

に

は

に

立
て

ら

死

て

は

に

地
中

こ



 九、遭遇編

   

か
ら

死

垂
ら

て

て

か
に

て

て

 

か

て

明

難

 
迷
宮

中

物

に

死

垂
ら

て

に

地

に

て

ら

 
自
分

て
て

か
ら

死

て

時

舞

事

は

死

理

か

閉

根
本

ら

は

夜
 

か

て

て

え

て



  塔久那琉阿可運多中苦

に

え

得
意

頼

 

こ

て

 

直

生
に

方

水

水

殊

法

食

は

 

え

こ

に

水

最
上

生
存
能

に

て

食

て

最

死

能

か

程

本
人

に
似

防
御

に

て

こ

本
人

撃

来

 

か

 

法

に

遠

て

て

 

か



 九、遭遇編

 

に

て
間

俺

生

て

日

来

 

か

 

育

か

ら

か

て

 

に
死

か

て

ら

俺

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  塔久那琉阿可運多中苦



 十、序章編

 
十

序
章
編

 

泥
椅
子
伊
豆
邪
止
亜
伏
炉
老
愚
塔
伐
時
縁
伏
低
死
得
流

 

家
防

⺟

Ｎ
に
は

塔

存

 

内

二

方

方

塔
か
ら

 
雲

割

物

 

座
に
防

防

班
に

防

防

か

 
同

防

撃
班

出
撃

法

⻘

部
下

四
人

員

撃

は

事

物

 

事

生

 
死

 

か
に

系

最
上
位

法
に

て

実
に
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活

活

活

 

生
に

 
上

部
は

Ｎ
に

出
動

要

 

塔

事
塔

は

法

動

塔

生
徒

出

て
て

ら

え
て

は

こ

か

に

か
か
らはは

 

班

 

四
人

て

 

方

塔

は

塔

か
ら

え

 



 十、序章編

 

存

生
物
に
は

て
は

ら

物
は
数
多

法

撃

て
は

か

度
立

上

 

⻘

出
て

か

に
は

ら

か

て

ら

て

か

て

物
は

活

 

ら

物
に

二
人

か

か

苦
無

て

事

 

に
訪

Ｎ

に

絶

ら

立

上

こ

事

 

に

に

て
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太

忍

中

物

に

 

て

動

に

 

人

 

鳴

上

ら

こ

縁

て

か
ら
来

 

に

は

  
自
ら

意
に

か

班
員

て
⻑

て

に

太

忍

 



 十、序章編

に

介

烈

て

 

人

苦

は

烈
に

に

は

時
に
物

に

二
人
は
間
に
合

か

 

か
ら

最

に

烈

に

人

身

襲

経

落

酸

か

脳

割
ら

 

え
得

中

ら
に
上

人

襲

は

は

は

か

こ

て

苦

  

か
ら
離

て

取

身

出
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彼

に

て

に

に

人

死か

て

後

 

二
人

に

手

て
て

 

は
目

閉

法

動

 

人

は
苦

に

て

息
は
無

 
死

か
ら

苦

か
ら

得

か
ら

 

て

 

は

出

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

Ｎ

外

根

ら

こ



 十、序章編

 

身
に

は

て

身

能

こ

事
塔

数

法

て

員
⻑

 

ら
は

こ
に

に

か

て

上
に

員
⻑

ら

落

て

は
 

事
塔

Ｎ

部

塔
に

こ

 

か
に

 

は
目

て

  

こ

は

防

て

 

法

数

防
御
に

法

遠

法

に
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て

こ

法

に
対

風

に

ら
は

に

法

え

か

死

事
は
無

撃
て

撃
て

 
中
に

 

事
塔
に

 
こ
こ

は

 

て

 

は

優

か
ら

は

活

 

落

 

生

場
に

 

場

て

は

出

 

手
は
同

法

に

か

に

は

皆

皆

死

子

日

は

手

夜

に

手

手

歩

手

苦

事

 
目

止

て

 

は

こ
に

立



 十、序章編

不

は

 

 

二

手

義
手

方

取

本
物

度

 

は

事
塔

は

苦

か

来

か
ら

休

出
て
こ

 

に

身

に
苦

 

に

か

法

は

身

死

気

に
安
堵

安

ら
か

て

は
中

は

界
に

 

て

事
塔
に

は

目

撃
て

 
撃
て

 

法

法

て

物

集

て

間
に
武

て

間
に

法
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風

か

酸

て

撃

  

て

子
は

て

 

ら
ら

死

 

ら

か

 
防

こ

え

出
来

か

 

間
に
か

は

事
塔
に

法

て

間
に
か

こ
に

 

場

 

に

手

伸

安

て

会

分
後

ら

に

 

か

法

動

て



 十、序章編

 

こ

は
無

 

は

頭

垂

 
無

上

上

 
彼

は

深

事
塔

上

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

て塔
に
て
多
数

法

我

Ｎ
に

て

塔

塔
は

に

落

て

え
は

事
塔

修

塔

時
間

撃

法

て

物

対

に

か

て

て

中

塔

上
部

て

か
は

か
ら

生
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て

は

場
か
ら

て

て

ら

か

 

離
塔

 
修

塔

ら
に

有

こ

塔
に

理

て

集

て

 
理我

に

て

法

否

濁

は

に

法

は

て

に

て

Ｎ

法

数
は

手
に
落

て

事
塔

落

こ

数

え

上
遠

法

多

手
に
渡

ては

か

に
は
一

手

出

て

て

は

法

ら



 十、序章編

 

て

 

Ｎ

法

中

は
こ

人
に

は

離
塔

て

て

て

手

て

一

離
塔

地
下
に

印

置

法

に

て

て

は

か

に

て

こ

は

印

置
は

に

て

水

外

法
は

に

間
に

界
に

は

死

て

ら

は

は

か

 

Ｎ
に

に

法

に

 
不
利

動

法

に

て

て

印

印

置

法

は
死

に

生

経

新

法

生

に
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印

置か

に
は

え
て

方

地
下

員

か

後

は
 

ら

か

か

 

立

上

事

和

に

事
 
無
論

ら

 

に

劇

身

方

遥

か
に

動

 



 十、序章編

 

身

は

か

こ

気
に

ら

子

苦

に

は

目

て

に

ら

 

は

か
ら

液

出

⻘

 
死

は

 
死

は
烈

時
間
は

こ

は

分

保

に

手

不

不

か

は動

 

無

 

は

程
優

は

理

は

気

は

ら

は
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法
は

界

動

に

度

は

手

程
度

は

に

 
は
⻑

は

死

生

手
に
渡

止

地
下

 

一
度

て

 

は
意

身
に

て

 

事

無

 

は

地
下

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 十、序章編

 

上

法

 
防

撃
班

防

防

班

遠
征

撃
班

 
防

班

は

日

は

有

か
ら
防

に

遠
征

法

撃

て

て

 

撃
手

は

撃

鳴

に

は

法

要

遠

法

落

身

に
麻
痺

経
に
は

に
は
爛

に

法

は

て

か
に

て

頼

手

 
死

死

か
ら

 

て

か
ら
こ

法

は

に

苦

に

苦

に

て

か
に

 

か
ら
零

落

は

彼

か
ら
は

え
ら

に

彼

は

 
優

彼

は
こ
こ
に
は

優

人

自
身
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え
て

て

彼

は

こ
に

法

か

最
後

に

界

か
ら

て

ら

 

頭

美

え

か

 

存

物

要

は
無

は

て

合

か

に

え 
彼

は

 

は

か

 

間

は

後

に

 

て

に

明

に

え
て

⻘

法

 
こ

は

 
下

界

直

て

下



 十、序章編

に

て

法

法

得

ら

Ｎ
に

ら

手

は

手

に

て

か
最

に

に

は
に
は

最

程
度

ら

度
に
は

遠

自

 

Ｎ
に

て

ら

て

Ｎ
に
は

 

頼
に

⻘

法

は

深

 

後
に

か

Ｎ

こ
に

来

は

理

理

て

に

は

て
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後

Ｎ

 

え
て

こ

に

⻘

法

は

気

間
は

こ

死

死

法

物

か
に

撃

繰

出

撃

明

種

場

て

え

明

種

ら

て
気
に

て

え
え

て

て

か

え

か

か

  

 
否

⻘

法

 

ら



 十、序章編

え

は

目

え
ら

か
ら

 
気

時
に
は

 
気

時
に
は

身

無
か

 
気

時
に
は

後

に

て

手

 

後
に

⻘

法

後
に

こ

初

時

気

て

か

時

は

 

か

⻘

ら

ら

 

ら

か

か

 

か

死

は
死
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か

て

ら

気

か

 

事

分
か

て

て

自
分

か

か

て

え
て

ら

か
ら

 
頭

可
哀

に

は

か

て

か

野

人

ら

は
ら
ら

 

事
野

人

て

て

こ

は
否

方

こ

 
死

 

法

え

 

て

立

上

ら

か

て

部
一
人

え
て

え
え

法

て

こ

は

こ

場
に

物

て

生

物

死



 十、序章編

 

に

に

身

に

 
一

て
自

紹
介

て

は

Ｎ

⻑

に

て

法

こ

地
に

一

に
こ

ら

に

は

明

無

方

か

分
か

て

法

は

え
て

て

 
立

上

こ

て

 

頭

 

度

度

死

 

に

に

度

度

死

訪
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て

か

こ

物

本

に

遠
に

活

か

え

か

て

得

か

 

に

 

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

え

 

Ｎ

本

に

ては

伏

て

法

に

て

活

は

か
ら

え
て

出
て

ら

生

 



 十、序章編

に
は

物

て

法

出

は

実

 

て

 

か

こ
こ

て

ら

に

俺

こ
こ

事
に

て

ら

Ｎ

て

⻘

赤

 

応

 

か無

か
に

は
生

か

異
存

  

下

場
か
ら

に

 
死

死

本

に

か

て

 

は

間
に
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ら

可
能

か

て

物

物
に

法

は

に

て

に

に

か

楽

か
ら

に

対
応

中
立

取

動
は

中
立
に

て

か

  

に

て

て

最

え
て

最

取

端
こ

部

え
て

ら

か

に

て

最

に

て

に

て

に

て

て

来

か

冷

生

人

Ｎ

頼

 
後

合
流

死



 十、序章編

 

て

気

こ

か

 

に

 
は
は

 
は
は
は

 

楽

て

 

 

 
赤

か

 

法

動
は

か

間
に
合

か

に

負

赤

て

 

 

に

落

 
久
方

に

死

気

に

地

落
下
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⻘

は
間
に
合

赤

は

⻘

か

撃
は

死
に

て

は

印

後
琉

後

方

に

て

不

矢
地

獏
和
道
塔

羅

徒

 
⻘

中

に
生

身

出

 

に

て

に

地

て

風

⻘ら

防

 

方

て

目

て

ら 

ら

方

 

か

種

生

は

似
て

に

出

気

 

冷

目
に



 十、序章編

 

に

 

え
て

方
は
は
は

一

目

最

て

運

 

か

て

に

て

か

て

か

か

種

一

か

同

て

か
ら

に
は

え

に

て

程
度

に

て

上
手

似
て

は

物
に

て

て

事
実
は

否

否

て

て

物
に

て

ら

頭

て

 

歩

に
出

 
後
頭
部
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ら

て

か

 

え

 
一
歩

二
歩

ら

ら
歩

 

は

身

 

自
分

死

場

に

歩

て

か

こ

分

分

か

ら

こ

落

て

方

ら

自

て

に

一

て
ら

法

か

こ
 
自

自

 

ら

ら

て

死

場

に
移
動

 

ら

目
に

え

ら

身

は

度

て

 

か
ら
こ

 

一
撃
一
撃

一

一

か
ら
こ

死

か
ら
こ



 十、序章編

 
俺
に
は

か

撃

ら

か

か

か

 

か

ら

て

は
十
分
に

て

は

事

か
ら

能

て

こ
こ

ら

に

は
は

班

に

最

て
ら

え

子

か
ら

 

取

出

て

 
不

ら

楽

気
分
は

に

に

て

 

中

 

て

に

に

え

に

て
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死

 

動

は

死

 

は

は
身

て

取

て

  

は

実
に

 

に

身

か
ら

活

中
に

⻘

赤

 

目

 
頼

応

 
我

は

て

我

は

え

聖

 

⻘

赤

 
身

最
低

は

て

法
に

て



 十、序章編

 

死

え
て

 

て

て

  

に
こ

本
来

こ

に

  

に
こ

出

 

頭

頭

頭
部

後
頭
部

こ
に

多

 

こ

運

か

て
動

 

か

か

 

に

 

か

は
は

こ

 
俺

運

て

冷
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遠

て

俺

業

場

に

運

か

 

か
ら
下

て

ら
多
分

か
ら

止

頼

 

事
は

か

 
太

部

取

出

て

頭

に

落

て

出

脳

脳
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落
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に
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⻘
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に
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に
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に
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に
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に
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は
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気
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に
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に
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は
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に
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に
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に
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に
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Ｎ
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に
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に
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迷
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⻘
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迷
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迷
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に
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落
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落
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に
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迷
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Ｎ
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に
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ら
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澄
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に

え

ら

て

か

ら

ら

て
か

て



 十、序章編

か

 

は

死

能

は

に
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て

ら
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気
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彼
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こ

 

に

て

ら



  伏理苦得

は藍

無

琉

に

 
こ

浴

て

員

頭

冷

   

離
塔
に

て

数
多

 

は

Ｎ

土
に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

は
本
来

得

こ

得
て
は

ら

か
ら

に
か
か

取

水

一

得

法

手

 

か

因

か
彼

は
死

 

因

か
彼

連

て

て

に

て

修

塔
に

離
塔

え

は

は

ら
に



 十、序章編

ら

に

て

小

水
に

Ｎ
内
部

物

て

え

に

法

に
外
部

合

物
に
は

分

撃

て

に
死

に

似
は

か

は

え
ら

 

事
塔

に

こ

か

会

は

人

 

会
に

か

は

運

か

運

目

は
地
下

に

印

置

法

て

ら

は

ら

て

こ

て

時
は

ら
ら

初

に
目
撃

種

か

て

離
塔

一

え
て

保

は

に



  伏理苦得

は

こ

は

無

理

て

   

亜

間

に

小

小

 

印

置

法

場

に

扉

 

に
保気

か

劇

ら

て

て

ら

久
方

に

か

気

ら

 

ら

 

気

一

部

に

は

こ

か

程
に
落ら

て

て



 十、序章編

に

合

は
俺

自

か

て

死

か

に

て

か
死

て

ら

一
番

て

に

に

間

気
に

て

被

て

俺

か
ら
こ

は
は
意

て

て

楽

方

俺

か
ら

気

ら

て

て

事

え
て

ら

意

は
無
か

ら

こ

脳
に

か
ら

自
分

こ

て

に

劇後
は

人

に

に

自
ら

て

方

て

冷

 

に

根

ら

て

 
最
後

最
後
に

て

手

て
楽

に

気



  伏理苦得

に

え
て

彼

に

は

 

息

直

ら

え
て

に

は

事

は

か

物
に

取
ら

て

こ

て

か

え

は

に

え

不
要

に

自
ら

事

て

外

気
分
は

か

は

深

頼

事

に

無

に
負

て

取
ら

て

害

気

か

案

は
同

か
ら

か

 



 十、序章編

方

有
能

方

間

方

に
手

出

劇

に

て

上

に

媚

か

に

浴

に

置

て

上

て

得

程

て

か

 

は

御

劇

人

理

に

は

え

て

に

 

は

 
一

 

死
に

か

劇

に

て

死

事

か
ら

死

に

人

事
塔

に

は

か
ら

て
媚

か

一

か



  伏理苦得

ら

て

え

は

理

に

て

て

実

に

て

か

 

て

に

か

 

え

こ

に

は
御

小か

 

は

人

て
こ

て

異
例

か
ら

媚

浴

に
閉

て

  

て

 
こ
こ
に

烈



 十、序章編

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

楽

 

ら

て

俺

か

は
は

に

一
生

か
ら

か

て
意
地

に

 

生
に

に

て

事

は
一
気
に

 

法

身

に

て

物

は

に

え
ら

に

て
多

分 
俺
に

出

法

死

ら

て

法

無
理

て
身

て

か

て

法

は

動

か

か



  伏理苦得

死 

俺

死

て
手

取

か

生

部

て

こ
直

判

て

て

か

か

 

か
ら

こ

に
死

 

て

生
か
ら

て

こ

死

て

外

ら

死
に

は
無

出
来
得

ら

員
に

て

て

止

ら
 

て

こ

こ

 
俺

て

物

か

に

て

 

こ

こ

 

俺

て

俺
に



 十、序章編

俺

間

物

法

て

に

て

理

か

ら

て
て

 

に

ら

 

て

最
中

意

て

無
か

俺
に

て
気

ら

生

に

て

 

出
て

自
身

Ｎ

無

て

撃

て

死

間
に

か

て

活

か
ら

て

立

俺
に

て

 

て

俺

て

方

は
は

に

負

て
て

か

て

目

て

怖

て
俺
自

怖

て

人

外

判

ら

て

え

か
ら

て

こ

か

死

ら

 

か

生

て

は

事

て

か
ら

は



  伏理苦得

て

か

て

こ

て

こ

は

係

身

手

俺

意

 

て

俺

か
ら

て

 

方
は
分
か

て

え

 
多
分

明
に

苦

ら

法

 

後

え

て

ら

か

目

離

か

か

 

こ

て

か

多
分

間

生

か
ら

て

義
手

て

法

閉

て

か



 十、序章編

 

て

法

義
手

か
ら

ら

か

ら

出

て

自
身
に

に

て

出

 

俺

は

 

か

 
俺

か
ら

間

合

自
分

え

目

子

て

ら
気
に

 

て

か

か

場

こ

頭

中

て

に

時
は

事
に

て
に

て

 

か

か

は

 

に

ら

て

て

て

 

割



  伏理苦得

合

気

方

 

取

ら

取

に

て

に

に

て

ら

か

ら

事
に

目

か

一
生

か

一
生

ら

 

か

怖

 

一

え
て
か
ら

て

か

か

に

優

て

こ
に

て
俺

一

手
一

に

て

事

に

て

か

系
に

て

 

系

子
は
苦
手

か

て

か

対

方

か
ら

苦
手

て

か

俺

事

に

事

て



 十、序章編

て

に

事

て

て
こ

俺

怖

か
ら

か
ら

て

俺

頼

事

か

 
俺

こ
え

て

に

て
か

に

 

て

俺

 

 

こ

俺

ら

応

人
間
に

て

 

か
は

は

理

は



  伏理苦得

か
ら

ら

に

て

は

か

は

て

日

は

て

は

 

立

上

 
座

て

え
気

か

か

立

上

て

歩

て

て

 
俺

に

て

て

て

手
に

は

か

て

に

後
に

に

か

に

 

て

 

て

 

て

か
ら

一
生

て

独

に
は

 

て
頼

俺

こ

ら



 十、序章編

ら

根

こ

止

て

え
え

  
こ

こ

 
こ
こ

て
こ

か
ら

 

え

俺

は

は

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

一
章

 
一
日

休

後

新
に

 

登
場
人
物
紹
介

 

 

 

法

 

 

班



  伏理苦得

 

 

 

 

 

 

中

 

鳴

 

 

 
太

忍

 

 

 

縁
 

 

動

 

 

 

 

死

 

  

 
 

深

 

 
瀬
尾

 
 

音
破

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 
遠
征

撃
班

 

 
班
⻑
 

 

 

 

 

 

 

ら
ら
 

 

 

 

 

 

 



 十、序章編

 

 

 

 

 
遠
征

班

 

 

 

亜

 

 

子
 

 

 

 

 

 

 

 

 

無

 

 

 

 

員
⻑
 

 

 
遠
征

班

 

 

鼠
 

 

 
防

防

班

 

 

 

糸

 

 

 
冷

 

食

 

 

 

 

劇

 

 
防

防

班

 

 

 

烈

 



  伏理苦得

 
防

防

班

 

 

 

自

 

 
防

撃
班

 

 
 

⻘

 

 
防

撃
班

 

 
 

 

 

例

班

 

 
 

生

 

 

例

撃
班

 

 

 

死

 

 
安
藤

 
安
藤

 

業

 

 

 
冷

 

食

 

 
死
得
無
 

 
 

  

 

生
 

水

 



 十、序章編

 

 

 

水

 

 

 
⻘

 

 

 

 
赤

 

 

 

 

こ
 

 



  畏怖有生其

 

畏
怖
有
生
其

安
藤

て

て

に

て

 

か

界

て

か
ら

て

部

か

て

動

に

て
こ

ら

俺

落

目

て

て

ら

 

は

て

武

え
て

は

は

は
俺

て

に

棒

気

無

は

に
来

 
安
藤
武

具

 

間

絶

に

俺

理

手

え

て



 十、序章編

 

か
俺

俺

安
藤

て

か
ら

俺

小

子

か

て

て

野

安
藤

人

て

か
ら

て

こに

似
て

子

手

苦
手

捨
て
ら

て

人

か
に

て

に
死

立
派

に
似
て

て

て

か

て
死

か

か

か

法

死

活

生

法

物
か
ら

て

那
は

死

似
て

生

か
ら

て

か
ら

て

子

は

て

て

て

は

法

か
ら

か

て



  畏怖有生其

て

か

に

て

は

安
藤

に

 

十
分

 

人
は
一

こ

 

か
ら

本
は

物

手
は

法

 

に

死

生

法

に

て

て

て

て

 

ら

か

え
て

て

 

は

俺

に

 

法

か

こ

界

て

て

安
藤

多
分

Ｎ
か
ら

会

時

俺

か

こ

人

て

て

人

俺

理

理

て

て

て

て

か

え
に

て



 十、序章編

て

は

か
ら

対

来

え
て

こ
こ

は

外

死
に

時

は

対

て

て

 
安
藤

は

て

武

手

に

一
度

手

こ

は
無

は

多
分
最

初
か
ら

方

は

頼

係

は

て

て

に
対
応

は

最
初
か
ら

て

て

て

句

に
来

に
来

ら

て

事

に

て

て
自
分

に

て

か

て

 
頭

 

こ

意
気

出
て

実

苦
手

て



  畏怖有生其

 

に

死

気

か

事

離

に

か
出
て

事

合

こ

多
分
安
藤

時
間
無

か
ら

に

に 

出
て

え

か

上

気

無
か

か

 

Ｎ
か
ら

安
藤

か
ら

て

ら
俺

か
ら

か
ら

取

 

か
か
ら

は

に

十
分

 

か

ら



 十、序章編

  

は

こ

に
似
て

  
漂
流

時
に

無
か

こ

ら

か

道
具
は

似
亜

間

か

 

に

か

 
俺

物

中
に

か

こ

身
軽
に

子

か

は

子

か

は
は

え

目
は

か

は

本
物

亜

間



  畏怖有生其

は

明

は

か

か
ら

亜

間

内

物
は

に

取

出

人

章

亜

間
に

か
ら

に

事

は

 

か

に

 

に

ては
無

一

か

は

は
は

こ

分

 

直

伸

て

手

て
合

 
目



 十、序章編

一
時

彼

に

武

栖

天
歩

利
意

 

は

は

頼

 

か

こ

て

俺

に

気
に

ら

て

こ

ら

我

は

て

取

て

 

時

風

 

に

Ｎ
は

風

方

一

風
は

水

絵

具

水

流

て

に

安
藤
武

具

か

て

か

に
平

訪

事

て

 

安
藤

 

に

会
え

こ

て

時
は

会

方

 

会

か
ら

て



  畏怖有生其

 

に

に

 

て

 
安
藤

具

 

夢
幻

か

て

に

Ｎ
か
ら

え

安
藤

 

 

は

界

に

こ

場

は

は
御
身

要

こ

か

て

か

理

不
能

は

か
ら
こ

一

理

方

不
安歩

て

皆

て

 

こ
に

応

 

に

時
間

え
て

 

ら

直

て

に

後



 十、序章編

に

来

来

ら

 

て

ら

に

て

て

時

か

て

か

 

て

目

て

て

に

て

ら

に

て

本

に

怖
か

 

か

て

ら

冷

こ
こ
に

こ

か

か

中

か

 

人

冷

 

ら

員

に
編

て

て

ら

員

俺

事

か

て

 

小

子

に

て

 

塔

上

時
間



  畏怖有生其

ら

て

か
ら

え

場

⻘

赤

生
活

買

に

か

 

動

苦
無

手

て

て

新

合

て

ら

自
分

こ

時
は

方

気

か

か

日
こ

本

本

場

て

事
は

方

て

ら

え
て

冷

 

え
て

俺

食

か

 

は



 十、序章編

 

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

て

て

は

て

ら

 

て

間

こ

生

こ

事

か
に

か

直

て
俺
に

か

こ

小

程

に

明

被
害

 

業
に

生

て

久
方

業

に

て

事

最
中

て

 
⻘

赤

実

に

座

て

猛

最
中

理

て

ら

⻘

て
赤

優

地
頭

⻘

地
頭

て

て

か



  畏怖有生其

 

理

間
か
ら
こ

え
て

か
ら

一

え

に
小

ら

位

物
に

て

こ

物
は

て

種

に
分

か

事

え
て

か

か

か
本
に

か

て

小

内
か
ら

繰

て

位
に

物

て

ら

物

に
合

て
小

種

ら

本
に

か

て

目

種

は

初

か
ら

存

生

系
に
一

物

Ｎ

襲

迷
宮
に

後

ら

一
応

物

か

上
出
来

物
に
は
こ

種

多

こ

は
遭
遇

本
に
は

て

事
例

後

ら

は

こ

物
に
遭
遇

時

対

取



 十、序章編

え
 

か
俺

来

に

種

て

ら

 

か

こ

無

に

こ

て

て

て
て

か

ら

て

か
ら

 
本
物

か

か
は

ら

多
分

え

法
撃

て

子

か

て

に

ら

多
分
一

ら

応

て

て

ら

か

え

は

か

は

こ

可
能

に

生

に

場

合

Ｎ
に

て

可
能

 

こ

界
に

て

多
に



  畏怖有生其

ら

か
生

に

か

て

か

か

て

て

物

一
種

て
分

ら

て

 

直
俺

死
に

係

気
に

座

て

て

か

こ

頭
に

 

て

物

法

死

生

に

て

に

経

て

え

本

て

事
気
に

か
ら

ら

て

一

 

に

て

Ｎ
に

て

直

か

に

て

か

 

か
ら

 

怖

て

て



 十、序章編

か

物

て

て

撃

か

事

ら

我

法

は

に

我

て
は

ら

こ

か

は
 

直

事

こ

て

 

に

て

撃

理

は

一

 

時

て

に

方

か

ら

か
ら

 

は
百

上

ら

か

に

班
⻑

⻘

か

出

て

て

て

に
死

か

か

て

て

死

か

死

活

か

 

時
に

多

て

出
て
来

か

 

に

に

に

て

活

 

要

て



  畏怖有生其

 

場
合
は

撃
に

て

死

こ

て

出

⻘

赤

撃

て

か

ら

出

て

か

俺

死

て

て

か

 

か
ら
下

内
は
絶
対
手

出

ら

て

か

て

場
合

て

は
四

目
は
こ

後

員

来え

後

森
に

か

上
に

は

か
ら
来

  
俺

に

事

え



 十、序章編

 

て

事

塔

流

に

  

か

て

気

俺

か

ら
か

か

に

て

は

に

本
来

は

人

遠
方
か
ら

に
は

は

こ

に

俺

か

に
上

は
最
初

分

後

一
度

て

上

に

経

に

は

に

こ

に



  畏怖有生其

か
に

は
可
哀

上
か
ら

内

和

図
ら

 
上

上

 

に

俺

合

上

内

和

て

 

か

か

こ
え

こ
え

 

直

に

出

て

ら
班
⻑

遠
征
に
出

て

上
か
ら

に

手

て

て

え

上

て

て

か

て

種

か

Ｎ
に

手

か

て

 
こ

似

こ

て

 

て

は

て

ら

 

法

存

方
法

か
ら

一
方

介

か



 十、序章編

か

に

は

こ

は

て

は

目

は

  

方

か

 
俺

上

理

て

か

内

に

て
は

日

地

明

に
こ
こ

は

は
こ

和

は

え

こ

は

て

て

て

て

か

自
身

生
徒

上

に

え

遠
征

度

置

に
は
明
か

か
に

て

生
徒

目
に
遭

苦

こ

に

事

え

ら

死
に

て

か



  畏怖有生其

こ

は

か

 

か

意
外

か

 

て

て

無

生

か

間
に

て

後

明

に
一

生

か
三

生

か

て

か
ら

十

似

業

生
徒
に
対

て

て

て

印

 
生
徒
一
人
一
人
に

愛

か

自
身

生
徒

て

て
て

て

か

こ

人

業

  

に

て

て

事

一

か
法

て

 

か
ら

撃

来
て



 十、序章編

無

に

ら

法

は

か

時

は

俺

こ

事
か

俺
に

か

ては

か
ら

絶
対
に
無
理

て

か

時

止

か

は

出

事
に

か

て

 

事

て

自

 

冷

か
ら

て

無

理

て

落

こ

て

落

こ

か

て

 
優

か
ら

て

 

に

て



  畏怖有生其

 

割

割

は

能

法

法

上

事

ら

え
ら

に

て

法

割

は

法
に

か

得

こ

に

か

得

事

こ

か
に

手

は

は
取

て

こ

界

こ
か
に
は
存

夢

か

事
は

に

て
武

え

身

え

に

死

割
は

事

は

間

死

こ

は

 

こ

事

中

て

て



 十、序章編

 

最

え

て

死
に

か

得

事

は

死

割

か

え

直

て

絶
対
に
無
理

か

に
対

死
は

に
立

に
立

可
能

に

え
て

割

可
能

手
法

は

得

に
こ

は
こ

法

か
ら

て

中

て

て

意
地

て

か

は

に

か
ら

に

は
は

例

班

員

て

気
に

ら
訪

て

か

得
ら

か

て

ら

 

例

 

か

俺

か



  畏怖有生其

下

て

 

は

か

立

日

 
訪

て

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

来

こ

地

ら
上

上

て

ら

怖

て

 

は

人

て

 

立

上

て

意

は
は

 

俺

て

て

こ

中
に

か

は

は
は

に

か

 

中
止

合

に

は

か

か
ら

 

こ

こ

こ



 十、序章編

 

て

 

は

て

て
て

は

事
塔

方
に

て

人
に

て

て

人

ら

部

て

は

十

一
人
一
部

え
ら

ら

は

は

Ｎ

部

に
集

て

物 

遠

か

一

無

こ

 
は
は

方

無

か
ら

同

 

案
内

に

て

に
来

 

か

霊

て

こ

こ

は
気
に

 

は
は

こ

て
方
時

目

離

ら

こ
こ

怖

一

こ
こ

に

て

こ
え



  畏怖有生其

分
か

 

目

割
に

 

は
は

は
は

 

え

て

赤

御

て

法

に

か
ら

え
て

て

か

 

に
後

霊

て

下

ら

て
目

え

上

法

て

霊

て

怖
か

え

て

俺

似
て

て

は

は

 

こ

て

か

 

は
は

は

て
一

塔

分

て

に



 十、序章編

て

絶
対
直
撃

て

て

業
中

休

時
間

寝
て

時

係

法

て

か
ら

は
は

に

ら

か

 

て

に
は

か

訪

て
後

て

か
ら

  

に
怖

か

か

て
異

 

か

か

か

手
合

か

 

は

ら

 

時
は

塔

か
ら

班

か

か

 

か

 

は

派
手
に

て

内
に

⻑

か

程

得

 

か
に
目
立



  畏怖有生其

 

 
一
手
手
合

か

て

俺

法

死

死

て

間

法
は

運

て

法
か

か

か

 

か
ら

か

 

は
は

に
か

か

か

か

 

に
は

撃

法

ら

か

撃

ら

か

 

は
は

こ

 

法

 

ら

に

か

手
合

か



 十、序章編

 

ら

か

て
時

に

俺

間
に

は

て

か

 

は
は

気

ら
頼

 

法
は
絶

対

絶
対

法

は
絶
対

絶
対
に

法

 

か

ら

か
気
に

て

て

こ

邪

か

縁

ら

頼
 

か

て

 

か

 

目

に

に

て

 

は
は

 

は

ら

こ

て

俺

に

ら

事

 
気

は

 

て

 
こ

俺
に
似
て

て

方

紹
介

て

に

て
俺

こ

て

て
事

か



  畏怖有生其

 

か

て

て

業

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 十、序章編

 

同
有
冷
愛
利
意
深
紅
有
小
琉
度
奇
異
伏
糸

 

日

 
座

方

か

こ
無
か

一
応

直

三

に
日
本

に

て

て

こ

外

平
気

か

に

数

か

出

て

に

て

こ

か
ら

か

か

中

生

て
事

 

は

 

会

に

て

事

に

え

手

方

か

本
日
は

か
俺
に

久

か
ら

俺
に

て
て
こ

俺
に

て
事

か

か
ら



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

え
こ
こ
数
日

身

能

は
修

修

程

て

え

事

は

は
は

意
地

事

 

冷

て

身

能

俺

最

に

て

事

て

て

天
地
程

 

て

に

俺
に
は
俺

に
は

に

か

こ

俺
は
俺

中

て

か

て

ら

法

に

一

場
合

後
方



 十、序章編

は
は

か

事

て

に

え

こ

は

に

て

て

に

か

か

 
初
対

目
上

上

一
応

 

か

一

は

は

て

人
に
は

こ

湖
に

物

て

て

ら

は

ら
か
一
方

に

要

に

立
て

人

無

て

て

事

一

は

目

外

物

こ

 

時
に

立

は

は

 
意

か
ら

 

物

て

こ

外
は

こ

和
か



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

は

人

具
合

具
合

項
目

武

に

は

か

か
か

は

 

手

上

 

ら

亜

間

か
ら
要

て

か

人

出
て俺

人

運

俺

え
て

 

に
人

て

無
理

か
ら

 

か
ら
俺

運

か

手

に

て

 

か

か

に

え
ら

て



 十、序章編

 

て

 

出
て

か

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

て

中
に

て

目

か

こ

初

か

ら

て

て

て

て

 

か

て

に

て

か

種

中

地

水
中
に

事
に
優

物

地
中

中
か
ら

物

出

て

こ

音
は

立
て
ら

か

て

ら

え

ら

に
優

て

て

意

か
ら
防
御

て

俺

死
防
御

か
ら

無
理

か
ら



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

に

て

一
応

方

て

一

に

か
ら

て

同

て

え

て

ら

 

直

俺

同
時
に

得

て

 

本
人
に
自

無
か

Ｎ

て

端

て
可
能

て

に

は

に

俺

十
二
分
に

意

て

 

ら

に

て

に

に

て

 

間

て

目

湖

え

 

こ

こ

夜

湖

て

俺

て

こ
は

ら

中

夜

夜

て
本
物

夜



 十、序章編

上

度

て

か

は

に

に
立
て

て

に

立

て

ら

俺

え

て

て

本

動

か
ら

頭

俺

て

て

は

手
に

は

か

て

て

俺

俺
に

か

て
猛

て

に

 
湖

に

立

 

こ

地

か

音

出
て

は
俺

に
気

て

は

 

に

一

に

て

ら

て

こ

か

俺



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

動

中

か
ら

取

出

は

生

 

一

無

て

人

こ

か
ら

こ

棒

ら

 
来

物

 
藍
夢

亜

 

か

て

か

て

ら

て

物

て

て

て

物

え

か
ら

に
上

に

程
遠

和

ら

か

 

に

動

上

後

に

ら

部

部
に

流

に

ら

手
に

一
気
に

 

こ
に

ら

に
来

か

て

出
て

道
上
に
俺

俺

に

 

て

撃

に

死
に

て

一
撃



 十、序章編

 

こ
か
ら
手

上

て

死

 

て

は

 

こ
に

は

分

ら

て

脳

一

湖
中
に
多
数

応

 

部

頭

照

目

合

 
自

 

中

人

に
手

て

か
ら

て

に

俺

界
に

尾

ら

て

こ

 

て
湖

中
に
落

合

 
実

 

場

上

 

て
身

合

手
か
ら



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 
太

忍

倍
に

湖
に

直
後

 

こ

 
え

か

て

て

生

物

て

目

 

て

え
て

か

 
は
は

 
こ

て

不
可
に

は

 
は

 

俺

 

に

落



 十、序章編

 

に

来

か

に

和

て
こ

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

本

に

て

か

て

て

俺

上

目

区
分

て

に

て

こ

か
ら

物

一

に

て

か

十
分

に
落

て

  
え

 

か

こ

 

部
下

か

て

方

本

に
連



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

て

て

事

か

合

に
頼

会

か

に
休

取
ら

か

ら

か

て

か

 

か

同

員
に

て

員
に

無
理

に

 

子

は
置

て

に

て

自
分

落

て

部
下

て

気
に

て

ら

か

え

 

取

 

こ

子

て
多
分

て

て

え
て

か
ら

て

自
分

自
分

上

人
に

え
ら

か
ら
俺

気
に

て

え

程
深

に
は

て

 

ら

か

て



 十、序章編

は

は

て

て

か

連

て

て

場

か

 

こ

連

 

て

一
番

て

  
こ
こ
は

俺

買

て

本

か

本

法

て

に
来

身

て

 

場
区

部

買

て

こ

気
に

ら

か

て
紹
介

て

 

て

俺

中



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

に

無

て

出

て

に

か

か

ら

は

子

は

に

こ

連

初

て

薄

頼

俺

頼

は 

外
に

か

最

は
自
分

に

ら

こ

に
一

置

て

か
ら

  

久

に

 

Ｎ
に

子

か

方

か

場
区

に
来

本

来



 十、序章編

 

は

に

 

て

て

は
は

俺
え

て

取

能

は

は

て

こ

て

え
て

て

不

か
ら

 

に

は
一

人

 

目

不

目

て
に

て

こ
に

不

か
ら

て

て

本

気
か

か
は

ら

に

に

ら

に

て

俺

頼

え

え

は

は
こ

か



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

俺

こ

か

に
多

時
間

要

か
ら

休

休

 
本

て

内

休

て

て

来

 
俺

に

て

冷

か

て

て

か

 
休

に

人
か

 

こ

一

人

手

手

て
こ

 

時

に

て

か
ら

気

に

こ

可
愛

中

生

ら

 

こ

来

こ
こ
は

こ

集

人

か

俺

え

 

気

こ



 十、序章編

   

て

か

事

て

は

ら

ら

 

て

下
に

手

か

こ

て

後

に

不

連

中

か

 

可
愛

て
怖

て

 

 

て
か

は

は

 
こ

か
ら

ら
可
愛

か
ら

ら

か

 

 

は
は

中

に

子

こ

て

子

か

家
に
来

 

て

 

て

最
中



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

無

か

に

法

置

Ｎ
か

に

か

は

 
は
は
俺

法

て

一

人
に
手

出

に
身

能

か
ら

て

て

 
俺

小

子
に

に
優

自
立

て

は

連
中

に

は
は
は

こ
ら

 

て

瀬
尾

 

か

か

て

久

に

 

 

は

ら

 

か

来

 
同

 

に

鼻
息

て

て

 



 十、序章編

か

か

 

出

 

こ

に

か

え
 

か

不

連
中

て

 

か

 
俺

に

て

間

か

か
ら

え

か
迷

て

俺

俺

て

身

に

て

義
手

奇

奇

こ

目

立

て

理
中

我

 

て

は

 

て

て

こ

事



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

に

て

か

不

連
中

て
生

て

⺠

こ

に

間

俺

に

に

立
場

に

 

か

か

て
事

 

か

俺

中

て

 
中

生

か

子

人

 

て

安

に
来安

か

   

ら

に

え

意

は

こ

道

ら



 十、序章編

こ

合

て

か

多

最

下

ら

こ

十
分

度

 

無

こ

て
手
渡

て

本

程

人
気

ら

て

に

て

に

 

か
ら
こ

脳

て

脳

て

ら

て

本

に
天

生

方

天

  

方

て

て

 
こ

出

は

か

て

て

え

座

合

て



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

か

俺

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

え

か

て

は
瀬
尾

て

生

え

連
中

か

て

て

俺

て

中

こ

て

案

か

中

て

か
ら

て

無
理
矢
理

出

て

て
こ

か
ら

か

瀬
尾

中

生

 

か

上

て

気
分
に

か

 

 
自
分

て
自

は

 
死

法

死

一

こ



 十、序章編

か

無

一

人

 

度
合

は

度

か

か

理

は

に

ら

ら

か

え

止

ら

か

か

は
は

 

に
意

無

ら

て

程
不

か
ら

か

 

て

ら

動
方
法

え
て

 

に

間
は

 

 

て

内
に

苦

に

て

て

は

は

て

不

か

こ

に

瀬
尾

か 

要
ら

要
ら

て

て

か
に

ら

ら
に
身

に
害

に

ら



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

こ

は

実
に
害

害

分
は

出

こ

害

て

は

て

に

捨
て

て

こ

て

部

 
俺

一
本
取

出

て

 

場

こ

日
に

か

不

不

か

こ

か

気

か

て

て

法

か

に

て

か



 十、序章編

に

ては

 

か

か

て

か

 

気

に

法

て

 

か

 
瀬
尾

 

か

て
瀬
尾

か

て

瀬
尾

に

法

に

て

Ｎ

に
上

て

ら

か

同

班

 

間

 

一

か

え

 

か
似
ては

は

て

か



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

か

は

法

に

時
に

自
分
は

て

か
ら

に
負

ら

て

か

え
て

か
に
瀬
尾

印

て

か
ら

て

に

Ｎ
に
上

て

経
て

家

に
会

て

は

て

か
ら

か
ら

え

か

て

て

て

絶
対
に

に

に

て

 

は

 

事

て

 
俺
に

生

て

か
ら

俺

後

風
に
迎
え
ら

か

会

て



 十、序章編

 

生

生

家

家

人

部
下

上

 

に

か

一

に

時
間

部

え
て

 
は
は

 

て

か

ら

 

後
方
か
ら

音

は
可
能

瀬
尾
に

は

か
ら
外

義
手

防
御

合
部

て

道
上
に

置

 
か

音

 

流

に

程
度

に
か

 

て
は
て

こ

俺

方

撃

位
置



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

一

人

は
 

音

俺

て

動

 
手

上

 

に

 

こ
に
は

一
人

に

員

ら

 
後
頭
部

義
手

に
渡

て

法

 

Ｎ
に
上

 

気

 
こ

人

法

 

か



 十、序章編

 

法

に

に

て

法

か
ら

⺠

て

事

て

か
ら

 

て

か

不

ら

か
か

 

 

死

生

て

法

は
俺

一

人
に
手

出

 
出

ら

か
ら

て

て
事

て

ら

中

生

か

 
一

て

か

 

こ

 
一
応
こ

界

て

時
中

て

 

物

襲

て

か

か

界

野

平

て

て

て

て

か

物

動

て

 

か
ら

て



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

  

か

ら

 

法

は

生

か
ら

人
間

手

出

か
ら

に

て

て

 

事

か
ら

に

に

て

て

 

論

連
中

か

 

こ

安
藤

て

 

こ

ら

人
間
は
一

か
ら

能

て

て瀬
尾
連

て

俺

外

か
ら

は

 

後

迎
え
に

頼
 

に

来

て



 十、序章編

 
こ
こ

一
本

 

に

こ

こ

に

⺠

法

に

て

に

無

自
動

歩

係

て

無

か
ら

瀬
尾

て

に
意

無

こ

俺

撃

ら
一

印

置

て

か

   

下

手

は

ら

 

に

は

て

豆

義
手

一

人
か
ら
一

人

に

て

て

か

 
こ
こ

は

は

こ

撃

か

 

ら

来

部

方

て

ら



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

に

来
て

か

て

 

て

外
に
出

 

て

⺠

 

部

部

て

登

て

根
上
に

 

俺

て
こ

風
に

え

に

て

 

新

て

ら

て

図

て
こ

子
中

生

か

て

か

か

物

 
こ
こ
は
人
間

て
来

時

て

句
は

 

か

 

て

 
法

て

人
間
ら

実
に

ら



 十、序章編

こ

ら

か
ら

  

に

え

か
多
分

法

一

人

に
は
負

こ

会

俺

法

て

身

て

て

法

に

身

能

上

物

ら

 

ら

え

か

て

難

て

は

か
ら

て

て

て

風
に

ら

 

時
に

道

こ

家

に

て

て

部

 

えて

 

に

 

目

て



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸

 

一

人

手
に

こ

程
度

か

義
手

手

取

て

は
は

程
度

 

て

外
に
出

こ

上
被
害

こ

ら

 

ら
に

て

俺

軽

ら

て

一

か
ら
撃

 
頭

て

て

て

法

死

か

か

に

 

に

て

外
に
出

 

て

来

え

 

⺠

外
に
出

に

手

要

か
ら

 
こ
こ

安

て



 十、序章編

気

て

は

こ

こ

て

て

  

内
に

時
か
ら

 

て

か

て
て
俺

て

間

て

て
て

 

て

 

て

負

 

こ

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  同有冷愛利意深紅有小琉度奇異伏糸



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

ｄ
ｅ
ａ
ｄ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ

 

亜
柔
微
義
人
倶

 
本
気

て

  
手
に

て

手

に

え
て

ら

 
俺

身

野
外

一

に

物

て
て

に
落

は

は

は

は

実

て

に

一
度

会

え
て



  亜柔微義人倶

に

Ｎ
中

部

上

 

か

 
は
は

こ

俺

ら

に

負

に

要
は

ら
か
一
方

え

に

合
否

俺

に

て

に

は

て

て

 

は

え

取

て

こ

  

か

 

 
無
理
に

て

俺

天

地

俺
に

て

か

て

か



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

て

に
こ

  

手
に
動

か

間
に

無

て

か

 

動

 

亜

間

え

に

か

合

か
ら

似
て

か

気
気

無

て

法

同

合

ら

て

て

一

人

に
俺

て

物

て

法

同

ら

は

は

に

立

 

事

 

て

て

て

か



  亜柔微義人倶

 

 

に

て

は
は

に

て

自
分

て
て

か

場

移

こ
こ

に

に

間

保

て

物
は

こ

て

 

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

下

 

途
中

か

 

死

流

途
端

無

度

下

 

手

か

俺

に

無

か
ら

棒
か

に

か

て



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

動死

 
実

俺

法

動

撃
に

防
御
に

え

法

動

て

部
分

本
人

て

法

死

 

法

動

動

無

下

か

 

俺

防
御
は

て

か
ら

動

一
撃

ら

一

分

法

上
手

間

生
に

て

ら

か

間

分

死
地

て
法

武

に

気

て

か



  亜柔微義人倶

 

か

 

手

て

か

動

内
に

手

に

に

明
ら
か
に
自
ら

外
に

法

伸

は

法

に

は

似

 

ら

か

 
こ

か

例
え

か

 
身

 

に

死

は

水

に

て

か
ら

 

動

は
は
は

法

て

可
能

え
て

ら

え

に
か

て
遠

手

無

か

て

は

俺

死

て

水

時

身

か

ら

て
垂
ら

て

ら

て

て

法

て

迷
宮

時



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

俺

俺

て

法

て

か

 

界

て

 

界
に
自
分

か

て

 

界

て

て

 
俺

界
に

て

法

死

て

水

水

て

か
ら

て

に

か

に

か
ら

こ

ら

俺

新

遠

撃
手

は

 

自
分
か
ら
離

御

て

か

脳

撃

て

て

無
理

に

ら

か

途

無

撃

部
位

死

て

 

に

て

物
に

て

か
薄

か
ら

水

一

に
落

は

無

え
方



  亜柔微義人倶

 

は

か
に
似

事
は

 

に
地

か
ら

こ

後

は

 

か
に

 

え

に
か

能

に

て

事
か

気
か

 

に

て

俺

に
立

て

か

中

て

に

か
に

は

法

て

身

事

多

事

多
か

 

下

止

ら

 

死

撃

に

こ
こ
ら

一

て

て

こ

に

か

て

音

に

 

に

義

て



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

は

こ

て

は

て

事

か

え
て

は

法

は

こ

は

に
は

え

事

 
自

零

 

自
分

か

か

て

に
俺

て

物

か

か

死

俺

気
に

か
ら

て

自
分
一
人

時

一

係

て

俺

か
ら

俺

死

ら
に

え

ら
に

 

て

え

か

俺

か
ら



  亜柔微義人倶

 

動

に

て

に
防

 

に

て

動

間
に

 
気

時
に

 

に
鈍

出

後

て

一
本

有
て

は

に

法

か

内

に

出
て

 

事

ら

手

伸

て

に

 
手
に

て

泥

は

 
こ

子

負

て

に
合

合

負

負

こ

程
度

目

ら



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

て

て

 

か

 
俺

に

ら

て

は

に

ら

ら

て

て

は

 
身

宙
に

て

苦

か

は

に

ら

取

手

え

か
零

離

動

か

か

負
は

に

て

に

て

ら

は

 

に

え

て

か

か
ら

風
呂
に

 

遠

 

は

 

て

分
は

子

風
呂

て



  亜柔微義人倶

 

生

時
に

安

浴
場

は

部

風
呂

て
手

ら

て

ら

て

ら

目

 

  

て

か

安

に

安

え

日

か
ら

物

て

て

は
は

か
ら

え



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

  

か

 

か
こ
え

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

気
分

 

気
分

 

は
は
は

か

気

か

 
気

か

か

 

に

 

て

か
ら

照

ら

て
目

え

て

手

ら

て
て

て
て

  

こ

は

ら

か

て



  亜柔微義人倶

人
に

か
ら

は

 

 
自
分

て

か

か

生

目

生

目

て

に

こ

は

て

か

  

て

薄

て

ら

か

こ

人
間

ら

目

て

能

害

て

法

物

か

て

こ

無

か

て

  

か

か

ら

て

か

無

無



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

に

気
分
に

 

か

 

に

来

 

取
ら

  

か

て

て

 

て

こ

事

て
ら

は

上

 

に



  亜柔微義人倶

 

ら

て

か

か

に

に 

え
て

え

多
分

て

か

  

こ

間

に

か

て
出

一
同
に

て

こ

は

は

て

可
愛
ら

て

て

美

小

え

一

ら

は

え
て

か
ら

こ

は
出

て

は

理

 

 

こ

 

か

て

 

こ

て



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

か

俺

気
に

て

は

理

保

て
ら

か
ら

こ

頭

 

に
か

 
俺

て

て

理

合

無
理

て

て

 

て

に
こ
こ

一

え

不

 

え

え

  

部

て

間

物
劇
に

十
二
分
に

て

は
こ

程
度

可
愛
ら

小

気
分

下

て

て

こ

上

気
分

 

は

ら

こ
こ

ら

ら



  亜柔微義人倶

こ

に
可
愛

出

 

て

ら

ら
出

 

て

 
不

不

   

 

下

渡

に

不

て 

 

水
音

冷

 
場

に

位
置
か
ら

縁

本
人

意

無

こ

は



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

は
 

音

て

 
冷

気

え
て

 
俺

上
か
ら

え
て

 

音

身

音

て

手

か

か

 

目

外

か

無
か

こ

に

明
日

に

に

て

 
浴

か
ら
出
て

は

落

出

て

 

て

こ

 

一

え

に

か

こ

か

ら

に

ら

て

 

か

俺

て

て

て
こ



  亜柔微義人倶

 

て

風
呂
に

て

こ

 

は

に
湯
浴

て

身

て

  

上

て

  

日

 

破

俺

後

か
ら

か

に

て

 

に

食

て

ら

度

ら

か

法

物

取

に
来

か

か

は
て

 

こ

か

か
ら

  

音

 

無



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

方
 

は

は

 
俺

意

て

目

 
直
後

目

に

か

内
中

 

事

部

て

に

身

に
気

ら

に
目

こ

は

は

は

 

烈

界
内

手
に

え

法

こ

烈

え

 

 

身

撃

て

 

に

合

て

ら
か
に

は
は
は
は

て

に

に

て

か

か

て

ら

 

こ



  亜柔微義人倶

 

こ

部

か
ら

出
て

  

て

閉

こ

て

俺

 

繰

合

無

て

て

 

こ

 

劇

媚

は

久

印

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

て

て

こ

 

 

に
上

て

照

時
間

え

出



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

え

実
は

一

は
座

落

て

て

意
外

太

忍

か
ら

こ

に

意
外

派

 

か

日
数

経

て

 

は

 
太

忍

合
否

は

は来

こ

は

意
気

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
は

座

は

伐
目

一

微

に

に

か

は

に

て

か

て

内

落



  亜柔微義人倶

に

て

に

に

中か

内

か

 

に

て

 

俺

て

か
ら

て

不

可
に

係

は

に

こ

か
ら

頼

 
動

に

は

  

能

え

班

中

動

は
一
番
下

て

か
ら

か
ら

は

に

て

太

忍

俺

に

に

 

は



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

に
こ

 

ら

に
俺

て

て
手

て
目

て

に

て

 

て

か

度

 

か
に

実

は

 

に

ら

て

 

て

ら

に

ら

て

に

 

上

こ
に

 

瀬
尾

に

こ
か



  亜柔微義人倶

 

人

俺

動
か

  

は

ら

か

 

音

え
 

は

 

か

事
に

に

て
は

て
て



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 
は

か

頬

方

て

て

気

か

無

こ

て

こ

人

か
ら

て

方

 

か

一

気
出

て

に

止

手

 

事

ら

て

か
ら

 

一
度

上

ら

手

 

は

下

か

 
止

は

 

子

 

人

に

こ

て
子



  亜柔微義人倶

 

人

人

て

出
て

 
最
後
に

一

て

俺

か

は

て

か

ら

に

ら

て

か
ら

こ

に

て

て

か
ら

  

に

ら
は

人
は

理

て

て

に

三

編

本

に

 

て

え

 

三

編

か
ら

三

編

は
安
直



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

て

は

瀬
尾

 

会

瀬
尾

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

存

襲
来
事

亜
種
に

法

脳
事

頭

は

て

か
ら
俺
に

て

多

て

ら

最

例

て

て

実
は

種

事

時
か
ら

て
て

部

に

て

時

て

苦

に

か

地

て

気

ら

生

に

て

気

ら

間

て

て

自
分

て

最
中

え

に

て俺

俺



  亜柔微義人倶

か

て

は

か

て
は

  

三

編

は

度

ら

て

法

時

死

か

死

自
分
に

法

て

人

自
分

手

法

時

寝

時

て

時

に

時

頭
か
ら
こ

て
離

て

止

て

か
ら

は
無

て

て

手

子

法

か
ら

撃

て

負

手

目

に

て
捨
て
ら

て

自
ら

部

部
明

に

え
て

て

 

流

に

気

か

 

て

に

多
分

最
後

最
後
に

来
て

繰



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

て

内
に

怖

て

目

て

え

て

休

か
ら

え

て

は

に

て

頼

て

に

て

か

は

て

か

て

係

実

出

か

て

か

て

に

実
に
俺

俺

か
ら
俺

か
ら
集
中

か

こ

は

か
ら

 

こ

て

 
こ

か
ら

一

上

上

て

気
に
食

に

か
ら

 
こ

俺

意

て
こ
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俺

て

こ

に

え

え

 

後

方

上

 

冷

に

ら

て

こ

て

生

ら

か

に

て

界
か
ら

え

こ

え

か
ら
俺

Ｎ

出

え
え

え

 

こ

こ

て

て

ら

こ

俺

意

俺

外
に

か

ら

要

多

か
ら

か
ら

 

冷
え

後
か
ら

こ
え

 

ら
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か
ら

に
出

Ｎ

か
ら

界

て

て

時

に

て

か

え
て

か

ら

か

に
出

か
ら

は

て

負

こ

に

本

に

絶
対

て

か
ら

時

に
俺

ら

て

俺

て

に

て
俺

ら

法

出

上

ら

に

て

  

立

  
後

気

こ
え

こ
え

 

三

編

ら

 

ら

下

ら

俺

て

気

自
意

か

て
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は

は

 

殊

⻑

上

    

か

生

⻑
時
間

 

て

十
分

ら

目

か

ら

目

ら

 

買
え

四

 

か

こ

て

て

寸
法

て

て

え

中

 

て

か

え

人

程
度

Ｎ

か
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え

え

こ

頭
に
愛

か

 
立

 

か

こ

て

か

ら

か

か

 
こ

こ

法

ら

に

ら

か

 
俺

部

に

ら

て

ら

 

て

 

に

 

は

俺

に

ら

子

一

て

てこ
に

 

八

生

 
こ

一

て

部

方
に

 
俺

か

て

ら

ら

え

優

生
 

か

は

に
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移
動
要

⺟

Ｇ

Ｓ

  

俺

 

に
外
部

遠
征

に

手

要

俺

か

一

ら

連

て

子

は

え
無

て
は
最
上

外

は
は
は

 

出

て

生

は

は

 

下

気
に

手

て

太

忍

不

こ

て

中

 

て
に
会

は

に



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

来

ら
来

て

え

生

は

は

は

は

 

Ｇ

Ｓ
か
ら

手

伸

 

は

に

に

え

初

て

 
は
は
は

て

て

中
に

て

閉

ら

は
 

Ｇ

Ｓ

内
部
に

て

 

か

か

て

こ

に

て

か

生

え
え

目

地
は

は
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て

て

Ｎ

 

ら

 
俺

俺

割

て

に

は
は
は

こ

出

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

一
章
 
 

二
章

 

因
 
 



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

藍
羽
生
能
倶
土
目
森
伊
豆
負
不
座
頭
伏
零
栖

 
は

 

生
か
ら

迷
宮

 

因

に

こ

出

地

出

因

小

地

迷
宮

場

か
ら

界

に

出

て

界
中

て

 

事
は

て

生

て

場

は

て

こ

迷
宮
に

目

て

 

に

て

は

生

は

死

ら

Ｎ
に

事
に

死

こ

初

度
こ

俺

迷
宮

物

て

か
ら
生

法

て

法
に

て
生

生
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は

こ
ら

は意

て

存

意
義

て

目

無

に

ら

生

て

て

方

無

生

に
は

て

  
俺

死

に

か

え

て

界

か

て

時
に

か

え

え

無

方

て

論
に

こ

は

生

て

て

死

ら

に

て

 

か

て

ら

物

法

動
物
に

て
一

こ
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一
生

物

か
ら

法

死

事

生

て

に

ら

は

法

か

方
は

 

に

こ

に

こ

理

て
区

て

て

 
割

て

俺

異
端

て

か

て

て

 

は

 

一
人
こ

界

俺

俺

界

こ

界

え

ら

は
一
度
死

方

 

界
か
ら
無

物

法

生

は

て

事

ら

一
度

生

て

方
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ら

 

こ

 
死
は

利

か

俺

死

意

本

に

理

て

俺

か
ら
俺

か
ら
俺

か
ら

か
ら
死

遠

て

俺

界

彼

ら

界

根
本

部
分
か
ら

 

無
理
矢
理

え

て

道

に

に

Ｎ
か
ら

遠

離

て

こ

死

ら

俺
に

て
こ

え

て
こ

事
に

人 

に
意

無

俺
に

人

不

 

か

に

に

て

て
こ

死

て

気

こ

か

は

か

ら
生

え

か

に

て

か
か

雲
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ら

か
ら

直

に

か

 

に
こ

界

て

俺

に

生
は

ら

て

て
対
応

か
ら

か

て
可
能

頭
に

か

 
止

は

は

て

 

俺

Ｎ
か
ら

に

自
分

Ｎ
に

て
理

Ｇ

Ｓ

可

て

に

て

て

ら

に

て

こ

Ｇ

Ｓ

は

こ

こ

は

え

目

に

こ

か

ら

事

て

に

は

に
保

て

部

数

小
物

自

自

水

え

五

生
に

法

習
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こ
こ

は

てこ

子

子
は

 

に

て

か

ら論

て

水

界

一

自

に

得

法

Ｎ

人

か
ら

法

ら

Ｎ
に
は

上

区
分
は

て

え

え

ら

に
手

か

得

不

法

中
に
は

に

は

 

生

 

こ

分

か

ら

生

か

は

一

出

は

に

 

有

法
は

一

手

合

か

か
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遠

俺

こ

か

人

動

に

て

我

負

ら

え

は

か

て

程
度

ら

て

て

法
無

 

身

無

か
ら

意

外

無

撃

ら

に

て

は

事

て

か

か
ら

方

事

は

  
え

俺

ら

は

有

は

に
一
太

て
て

か
ら
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は

こ

似
て

棒

中
身

て

は

て

か
ら

撃

は
無

に

に

こ
は

て 

こ

は

ら

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

て

か

か

 

て

 
こ

て

 

Ｇ

Ｓ
内
に

ら

修

道
場

て

こ

人

え

 
俺

方

身

に
合

て

難

 

撃

て



  ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ

 

ら

て

こ

ら

か

 

か

目

に

部

義
手

止

え

意

無

直

は

動

か

 

冷
え

に
襲

 

か

時
に

俺

に
は
俺

本
気

て

て

 

は

道
は

か
ら

部

に
移

軸

て
自
分

 

上

に
俺

に

か

て

上
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手
に

地

に

立
て

後
方
に

身

音

ら

防

 

に
出

か
ら
来

か

て

て
本

に

に
出

 

意

対
応

か

て

に

に
出
て

て

に

え
て

 

か
ら

身

伏

低
区
亜
不
応

土

出
印
倶
経

栖

 

対
応

俺

上

て

俺

出
て

か

ら

得

に

か
ら

後

上

伏
亜
伏
地

印
土
烈法

身

止
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て

 

て

無
理
矢
理

 

て

か

か

 

に
は

 

部

部

え

中
身

無

て

ら

負

手

出
て

 

か

 

最

同

負

方

 

 

て

て

平
気

案
外
身

に

て

無
理
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矢
理
身

動
か

て

か
ら

多

事

は

こ

は

時

ら

手
に

時

に

て

て

一

か

俺

⻘

赤

え

得

程
自

に

得

は

て

は

程
度

か

自
分
か
ら
は
難

か

ら

か

 

て

 
無
理
矢
理
身

動
か

動

直
後

て

に
身

こ

て

後
に
来

か

  

え

負

に
最
後
は

俺

え

て

ら
一
度

か
ら

撃

て

か
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か
に

 

負

一

無

動

て

か

て

か

か

に
動

 

え

て

意

かて

因
に

は

無

て

方
に
は

か

法

か
ら
武

は

か

は

は

か
ら

 
俺

事

て

一
応

に

て

て

か
ら

家

実

ら

 

武

一

に

家

か
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事

か
ら

は

法

生

出

家

出
来

初
か
ら
存

に

て

子

て
は

法

に

家

法

法

に

て

か
ら

か

ら

生
時

て

人

係

一

て

こ
か
ら

法

生

ら
初

か
ら
十

二
分

て

か

は

部
に

か
ら

は

例

人

中

数

法

に

こ

 

法

生

出

家
系

 

意

は

は

に
似
て

に
生
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存

に

子

は

て

は

に
似
て

ら

に

は

法

に

事

か

 

に

生

に

か

は

か
は

物

に
存

て

え
て

習

て

か

ら

物

来
に

て

法

存

意
義
は
無

こ

は

 

て

か

⻘

俺

え

人
に

得

て

 

得

て

て

俺

同
意

て

方

に

 

法

生

出

家

て

法

に
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に
生

て

か

 

ら

目

ら

事
に

程
俺

無

一
手

か

て

合

え
え

は

か

か

無

こ

Ｇ

Ｓ

か
ら

から

は

て

か

て

防

御

撃
に

か
ら

に

か

に
は
こ

手

は

は

は

は

中
身

て

か
ら

こ

能

生

人

道

か

最

て
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事

無

 

て

俺

外

か

こ

ら

て

参

に

ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

は

て

か
ら

て

か
ら
無
理

ら

は
根

か
ら

は

か

子

 

業

 

置

て
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生

か
ら

え
え

中

か
ら

に
は
出

か

 

か
ら

に

同

て

て

か
ら

か

ら

に
は

襲

法

Ｎ

か

て

は

物

法

に

て
無

て
は

ら

要

地

ら

ら

に

か

て
こ

か

え
え

事
は

か

子
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人

こ

子

て

て
分
か

こ

か

生

て

事

て

応

 
俺

死
は
怖

て

て

死

て

一

か
訪

て
訪

ら

会
え

て

に

ら

か

て

 

こ

て

 

⻑

事

法

て

 
死

か

に

死

に

死

に
苦

て

て

気
に

て
会
え

に

 

理

て

か

て

 

か
ら

無

 

に

業

て

は
は
俺

て

日

か
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直
に

え

場
合
は

法

て

こ

か

か

水

え

て

え
ら

不

か

こ
こ

て

方

か

て

ら

こ
え

こ
は

か

利

は
置

て

て

こ

て

に

可
能

は
十
二
分
に

か

て

無
理

か

え
え

は

は
彼

ら

死
は
十
二
分
に
彼

ら
に
対

得

法

手

合

て
無

最

え

割

は
死

迎
え

 

Ｎ

 

て

Ｎ

て

上

か

法

楽
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意

て

一

て

か

 

て

Ｎ
に

か

本

に

に

て

こ
に

か

 

事
は

上

か

て

俺

俺

て

え

生
か
ら

て

俺

俺

割
に
置

て
え
か
ら

に

こ

は

か
ら
安

は

場

に
立

子
に

は

て

か

か

て

か

例
え

例
え

 

か

て

 

界

て

界

否

て

て

 

え

時

て

て

彼

て

て
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て

界

て

て

 

か

て

 

か

て
は

一

え
て

事

て

物

死

か

て

か

え
て

  

に

物

て

か
ら
生

て

身

編

て

て

ら

て

無

死

可
能

十
二
分
に

法

同

法

え

て

事

か

 

生
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Ｎ

て

⻑

法

て

因
は

地

に

迷
宮

か
ら

 

手

か

て

場

に

て

に

て
一

人

て

て

て

か
ら

流

に

は

理

て
理

生

か
ら

理

て

出
て

俺

に

因

落

 

こ
こ

て

て

か

 

こ

人
に

こ

か
ら

か

無

て

ら

俺

理

に

に

ら

か
ら

か
か

途
中

に



  藍羽生能倶土目森伊豆負不座頭伏零栖

て

 
俺

食

要

こ

無
人

て

ら

か

か

 

に

流

に

Ｇ

Ｓ
内
部

気
分

 
こ

は

か
ら

取

俺

事

え
て

て

生

に

ら

て
気
分

て

子

に

か

て

か

事

か
ら

こ

 

律

生

 

こ

夜

て

経

て

か
ら

こ

か
に

内

て

こ

Ｇ

Ｓ
に

か

て

Ｇ

Ｓ
は

度

外
に
出

愚

愚

寒
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俺

て

え
え

か

 
手

て

ら

出
て

 

か

部

 

子

部

に

て

え

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

ら

中
か

は

か
に

外

活
動
に

程

は

え

俺
こ
こ
に

て

か

 
は

 

部

に

ら

て
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て
こ

に

か

は

は

て

自
身
は

得

身

は

に
液

に

こ

ら

に

明

て

こ

こ

て

同

て

  

ら

て

に
俺

て

閉

て

存

出

こ

上

に

要

て

場
に
出

事

安
藤

取

え
て

ら

多
分

か
ら

か

か

に

て
は

 

保

に
液

て

に

 

か
に

水

え
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水

え

か

は

造

時
に
は

に

え

て

時

て

て

て

天

て

天
 
自

に

液

て
こ

か

 

こ

え

か
は

死

物

法

か

は

て

か

界
に

⻑

時
間

て

て

死

て

人

間
は

か

て

か

 

か
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に

え

か

分

て

か

か

え

は

明

え

法

物

は

死

は

場
合
に

て

に

止

事

場
合
こ

ら

は

保
て

界
に

て

か

に

小

に

て

に

え
て

え

て

場
に

か

え
地

え

程
に
小

下

下

て

度

度
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は

こ
こ

は
理

か

て

 

微
生
物

か

に
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に
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に
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に
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造
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に
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か

 

Ｇ
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か
ら

 

襲

 

襲

 

場
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て
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て

て
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子

生
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て
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Ｓ
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に
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介
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に

て
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撃
方
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に

て
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て
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は
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こ
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防
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に
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目
に
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て

物

に
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え
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俺

出て

か

ら

に

動

死
に

こ

は
無

て

死

に

か

俺

て

か

ら
出

に

て

 

は

方

か

ら

 

一

に

か
ら
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寒
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寒
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寒

か
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て

に

俺

か

 

一

に

立
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⻘
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人

気

て

出
て

 
邪

に

か

か
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こ
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て

こ
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度
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邪
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Ｓ
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か
ら

 

場

俺

か

 

小

か
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こ

に

 
場
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中

部
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に

 

て

 

離
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数
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場
に

⻘

か
ら

無
数

出

 

一
本
一
本

に
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数

ら

ら

て

て

動

方
か
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か

て

 

方
か
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Ｓ
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御

か
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え
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て
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取

 

 

て

出

無

て

か
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部

 

に
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人

か
ら
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一
部
か
ら
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に

に
こ
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一

落

実
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泥
伏
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不

魚
多
韻
地

 

に
水
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頭
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合
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頼
 

か
ら

て

出

に
落

か
に

上
手

て

ら

 

彼

か
ら

 

て
音

立
て
て

頭
部

場

 

こ
に
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移
動

動

動

 

か

演
習

動
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に
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ら
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出

ら
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に
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ら
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て

俺

え

て
か

 

頭
部

無

人
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か
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出
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二

利

俺
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事

え

子
に
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は
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に
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に

 
上
に

て

部
分
に
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て

意
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十
分

 

は

か

 

て

自
分

手
に

一
本
生

か

無
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に

出

て

法

事

ら

太

か

塔

は
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業

は

 
⻘

 

度
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⻘

に
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に

て

間

て

て
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は
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て

間

か
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遠
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て

て

に

新

方

て

 

⻘

太

無
事

て

て

 

俺

か

て

 

て

俺
に

ら

て

生

て
俺

部

に

⻘

法

方
に

て

に

法
自

て
か
ら
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数
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程

 

初

て

法

食

水

か

か
に
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自

法
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⻘

て

え

法
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て

法

本
人

て

か
ら

ら

て

 
こ

か

太

無
数
に

出
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人

て

合
否

取

に

Ｇ

Ｓ
に

て

に
は

て

て

か
ら

落

て

 
多
分
自
分

か

 

無

て

多
分
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か

か

て

 
こ

俺
に

無
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立
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方

か
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人

落

法
に

新

方

か

て

は
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に

え
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方
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に

て

て

方
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Ｓ

に

か

 

区
分

に

て

か

て

か

 

か

Ｓ
Ｓ
Ｓ

か

 

俺

得

て

 

直
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Ｓ
Ｓ
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一
歩
離

て

⻘

手
に

こ

 
⻑

ｃ
ｍ

ら

直

ｃ
ｍ

か

 

か

度
は
十
分
に

こ

は
こ

に
優

に

俺

に

て

て

⻘

に

は
こ

 

赤

後

上
下

六

に

明

 

は

界

て

か

こ

ら

ら

に

ら

か

て

て

ら

え

 
自
分

 

方

に
⻘

に

て
太

か

ら

こ

て

合

て

新

方
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に

は

こ

ら

ら

て

ら

え

物

ら

か

  

に

部

俺

死

に
似

事

か

え

一

物

身

に

て

動

は

に

応

外

柔
ら
か

物
に

動

可
能
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場
合

て

に

に

て

て
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ら

に

え

て

法

て

 

上

 

法

方
は
無

可
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俺

死

え

方

こ

ら

生

水

か

え

て

え

か
ら

 

は

こ

か

て

ら

 

自
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輪
に

て

て
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え

新
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て
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は

十
分

は

か

か

て
て

え
て

優

か

は

こ

  
俺

同
意

て

て

か

ら

か

は

自
分

手
か
ら
離

に

か

こ

は

離

ら

俺

こ

死

ら

か

 

動

こ
か
ら
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出
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数

俺

ら

か

か

て
か
に

は

時

に

て

か
に

に

新

方

え

に

に

 

無

か
ら

て

 
え

 

か
ら
気
に

て

は

 中
は

こ

て

 

身

え

撃

間

間
は

本
は

無

に

て

身

は
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て
こ
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動

か
か

気

て

動

に

か

ら

音

て

ら

部
位
に
か
か

負

 

に

身

に

え
得

は

座

え

か

座

 

え

て

か

 

目

ら

て
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に

 
は

か

 
人

に

て

に

か

か

 

か

て
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ら

可
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え
て

に

一
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え
え
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え
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分
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て

は
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意

不
明

 
え

か

か

 

人

分
か
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か
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か

て
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は
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か
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出
て

は

赤

て

て

こ

事
か

か

か

 

ら

俺

方

か
は
置

て

て

身

に

え
得

身

身

理

身

保

て

か
ら

撃

か

か

本

ら

時

演
習

負

は

ら
動

て

か
ら

に

え
得

自

身

動

て

時
に

か
ら
物

か

て

ら

上

か

て

同

に

か
ら

に

 

対

度

て

か

 

こ

界
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理
法

か

て
ら

て
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多

こ
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身

一

て

間

最

度

負

一

て
身
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に

得
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時

て

分

身 

一
気
に

こ

身

え
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え

最

度

時
に
身

負

撃

て
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は
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動

は
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て

防

御
に
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ら
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方

 

防
御

ら

ら

 

ら
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撃

か
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か
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て
は
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後
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手

時
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俺

か
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て
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吠
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上

系

物

多

て

か
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か

て
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度
に

て

ら
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方
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て
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て
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方
出
身

 
俺

て

本
に

て

事
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か
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方
に

え

子
は

か
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は
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て
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て

分
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生

理
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来
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は

方

は

か
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か
ら

頼

え

ら

て

に

て
て

こ

人
一

こ

て

は

こ

 

に
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て
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て

物

て

に
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に

こ
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有

か

え

て

 

て

太

忍

忍

か

に

て
ら

 

に

て

久

外

気

来
外
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出
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無
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Ｓ
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部

気

能

要

て

 

に

て

 

一
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か
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て

て
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ら

て

に

て

地

て
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て

て

似

て

か

 



  藍織其迂音徒塔栖多泥阿爛迎時 糸伊豆院歩渋琉 藍夢庵繰離

か

手

か

死

ら

ら

か

に

俺

か

 
最

自
分

取

は
は

か
ら

 

て

優

理

て

か
ら

 

か
ら

ら

か
に

離
置

て

か

こ
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は

亜

間

に

て

か

 

 

に
保
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に
か
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取
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保
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律
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音
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死

無
理

て

落

か

か

こ

矢

か

ら

て

矢

て

時

て
こ

か
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こ
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目
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は

流

 

て

気

 

物
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て

て
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こ
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て
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え
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は
気

て
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て

ら

て

に

こ

ら

人
間
同
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日
本

 

日
本

 

か

時

か

 

え

矢

ら

て

事

か

か
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手

て
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て

澄
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こ

か
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て
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Ａ
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合
図

 

合
図

て

ら

え
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こ
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造
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か

か

方
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合
図

て

て

て

合
図

て

合
図

手
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手

て
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来
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度
は来

て

て

一

生
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連

て

て

か

え

は

て

か
ら

て

て

一
時

目

離

目
に

て

手
に

置

て

に

て

こ

 

に

木

死

て

て

 

木

に

字

て

⺠
に

て

一

多
分
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て

て
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か

ら
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こ
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藍
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度
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都
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に
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て

こ
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は
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て

事

え
え

物
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て
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に

て
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時

方

明
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間
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間
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に

気
に

て
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て

 

多
分
媚

か

か

ら

子

え
 

業
に

程

 

物

に
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に

て
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気

て

て

こ
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音

多

目

て
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て
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来
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て

か
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目

て

事

て

こ

ら

に

目

て

は

可
愛
ら

是

に

  

俺

か
ら

て

油

 

人

 

⻘

赤

 

頬

上
気

て

物

に

か
か

て

ら

子

ら
え

は

に

こ

輪
に

は

か

か

法

か

か

て

 

愛

子

に

は

に
合

て

て
は
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か

 

に

て

ら

か

 
座

て

場

か
ら

死

一

垂
ら

 

か
ら

木

音

立
て

に
こ

か
ら

気

て

て

物

一
種

 

か
ら

か

 

子

え

食

か
ら
離

ら

ら

こ

は

か

  

て

ら
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物

一

に
動

出

 

て

ら
は

物

に
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て
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物
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は

徒

印

後
琉

自
身句

阿
簿

湯
上

流

 

て

手

一

 

は

は

物

人

取

撃

防

は

か

て
こ

か

 

こ

閉

て
は

こ

こ

て

 

こ

ら

物

 
俺

こ

て

か

て

か

て

ら

に

子

ら
絶
対
か
か

か

て

気

て

か

 
俺

人

て
事
に

家

物

外
か
ら

内

か
ら

ら

て

か
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風
に

ら

例
え

 

に
は

て

ら

俺

に

て

死

ら

こ

気
に

か

ら

か

物

え

 

武

か

て

に

時

活

て
こ

こ

家

死

死

こ

え

得

同

て

え
て

 

ら

ら
に

て

武

一

木

て

か

て

か

に
か

日
本

て

ら

え

え

死

て

俺

対

て

間
に

物

か

ら

て

気

 

物

て

て

遠

間
に
か
動

て

て

か

 

え
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家

間
か
ら
中
に

か

て

 

て
来

て

 

は

 

て
音

て

内
に

 

は

中

に
来
て

出

 

霊
に

は

え

 

に

て

多

て

こ

出
身

は

か

似

て

て

 

似

は

是

て

生

場

に

て

か

場

子
か

は

は

に
愛

 

俺

死

一

木

て

人

て

一

に

て

え

こ

度

て

か
ら

生

ら

物
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武

は

て

生

同

か

は

 

ら

俺

に

法

て

て

気

ら

て

え
 

一

え

四
人

武

人
は

一

に

物

か
ら

離

取

に

 

直

 

物

物

に
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は
本

に

一

か

て

か

て

か

て

後
に

か
ら

目

離

 
明
ら
か
に

有
利

は

 

意
図

て
か

に

ら

対

は

に

に
は

愛

取

て

ら

か
に

目

て

こ

こ

に
死

愛
対

外

出
直

て
程

程

は

に

は

か

無
論
自
死

こ

ら

捨
て

こ

に

え

ら

は

か

て

て

か

か

か

気
立

こ
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こ
か
ら
は

て

事

に
来
て

ら

手

物

部

か

  

合

 

無

多

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

事

こ

か
ら

は

こ

時

事

て

 

物
に
襲

て

て

こ

に

御
下

愛

こ
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こ

外

は

物

は

合

て

か

 

に
出

小

 

に

人

俺

て

か

か
ら

意

て

ら

 

て

冷

に
似
て

合

て

て

て

て

こ

に
は

ら

ら

忍

て

人

ら
に

忍

に

存

ら
は

忍

は

地

外
か
ら
来

て

か
ら

対

て

か

に
気

え
は
否

は
手

取

合

て

ら

忍

は

最

御
方
に

え
て

か

か

て
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最
初

か

俺

て

忍

係

か

て

 

こ

分

人

一

人

て

か

に

は
程

か

ら

忍

事
に

え

て

は

は

利

か

頭
に

か

て

か

に

 
人
間

物
に

 

得

か

 

得

か

は

か

忍

立

て

ら
は

に

流
は

絶

人

多

生

か
ら

ら

は

ら

こ
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破

て

ら

忍

こ

か

て

内
に

は

外

に

渡

に

て

は

こ
に

か
ら

一
時
か
ら

忍

は

か

に

忍

か
ら

ら
に

出
て

て

ら
か
ら

て

ら

こ
に

か
は

ら
に

か
ら

意

無

本
気

ら

外
に

え

物

て

事

 

か

か

木

は
天

繰

意

に

木

生

か

え

物

Ｎ
に
来

は

は

生

て

遠
征

物

伐

か

例

え

ら

か

連

事
は
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え
ら

か

 

百

か
ら
動
か

か

事

か
ら
動
か

か

止

て

は

は

徒
に

て

に
動
か

か
に

て
動
か

え
ら

  

可
能

て

え
て

か
か

 

て

に

て

こ
に

て

 

て

は

こ

に

か
ら

Ｎ

気

か

か

こ
こ

地

て

連

て

に

て

遠
征
に
出
て

法

一

に
気

か

て

は

か

 

は

ら

え

か
ら

は

一
番
気
に

 

気

動

出

て
多
分
最

こ

か
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法

か

物

て

か

無
か

か
ら

か

時

ら

て

か

 

か
ら

こ

か

に

て

  

か

 

て

て

物
に

て

事

か

生

理

て

か

て

か

ら

て

は

か

て

こ
に

か
は
置

て

こ

忍

て

え

か

は

こ

こ

か
ら

度
手

取

合

て
こ

て

こ

合

場

ら

こ

場

忍

は

ら

食
事

に

て
こ

こ

は
忍

は
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ら

⺠
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に
こ
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ら

我
ら
に

か

え

か

気

多

子

中
ら

遠
か
ら

ら

は

に

て
死
に

ら

自
ら

得

最
上
位

て

御

に
渡

中
に
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自
ら

生

に

に

て

に
は
忍

て

食
ら

か

数

こ

ら
に

て

 

中
ら

遠
か
ら

気

か

こ
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事
に

ら

忍

は

に

こ
か
ら

対

係

て

は
我

ら

ら

一

夜

は

身
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置

て
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ら

こ

ら

捨
て

事
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に

物

俺

忍

に

て

ら

ら

忍

に
忍

え

に

後

に

て

て

こ

事
実
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無
論

事
実

は

に

え

か

て

て

か

こ

は
事
実

ら
は

て

ら

に
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ら
え
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事
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か

最

ら

て
可
能

 
難

こ

ら

て

忍

自
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か

か

こ

ら
楽
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は
こ
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死

か
ら

御

渡

多

得

に
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に
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忍
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て
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か
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に

ら

 

て
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か
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て
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に
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に
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え
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自
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に
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ら
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て

え
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て

に

え

ら

に

か

か
に
位
置

に

ら

こ

自
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て

て

生
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可
能

 

て

か
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か
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て

て
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て
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捨
て
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合

 
俺
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手

か

物
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俺
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て
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え
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て
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か

え
か

 

か
ら

て

ら

糸

は

に

て

 

か

最
初
に

こ

て

て

無
論

え

ら

手
に
取

に

か

因

え
は
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は

ら

て
捨
て

て
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に
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て

 

は
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か

俺

に
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て
事
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ら
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は
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不
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落
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て

時

場
合
に

は

 

こ

 

事

て

こ

方
法

か

死

法

俺

て

こ

手
法

合

て

 

か

か

か

て

か

人

て
無

て

か

に
は
人

無

か

 

は

に

て

に

は

に

て

ら

こ

は

業

最
低

こ

事
は
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気

え
て

て
は

か

て

か
ら

て

俺

ら

こ

目

か
ら

気

 

ら

手
に

て

風
に

ら

無

か

 
子

手
に

て

て

愛
対

に

て

死

か

か

て

 

物

最
初
に

て

俺

ら
自
死

て

ら

ら

死

方

て
事

て
子

に

え

愛

対

に

え

 

か
か

 

時

一
度
死

て

方

て

俺

中

人

下
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に

て

俺

 

か

て

意

ら

か

俺
に

て

は

て

こ
こ
に

は

一

に
子

事
は

 

人
間

 

俺

て

こ

か
ら

無
理

ら

俺

自
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え
ら

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ
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吠
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ｌ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｔ
ｏ
ｏ

 

上
琉
噛
無

は

ら

は
こ
こ

こ

に

ら

に
生

こ

は

は

こ
こ
か
ら
離

ら

に

死

ら

こ

て

か
我
ら
は
気
に

に
 

人

 

物

て

に

 

方
は

方
は

目

て

に

物

こ

て



  上琉噛無

は

内
に

え

こ

ら

千
里

は

俺

は

こ
こ

て

て

無
論

に

に

て

て

に

  

物

俺

一

に
来

こ

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

新

か

て

 

に
こ

物

て

て

初

子
愛

子

か

は

否
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は

上
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に

は

法

に

物
に

か
無

か
ら

は

か

て

 

か
ら

に
一

ら

か

ら

か

物

て

生

法

事

か

 

気

え

 

か
ら
出
て

度

物

に
対
応

て

に

Ｇ

Ｓ

連

て

ら

 

物

て

に

物

人
間

子

尾

か

物

人
間

て

子

か

は
無
理

根
本

か
ら

は
は

ら

事

物

て
生

出

ら
可

能

て
事
か



  上琉噛無

え
え

 

て

か
ら

存

 
こ

て

て

か

か

可
愛
ら

可
愛

て

は

分

位

脳
に

物

自

て
一
目

か

応
か
ら

て

こ

方
に
人
間

要

は

存

は

物

連

て

か

物

か
ら

て

ら
俺

て

俺

判

こ

は

 

に

 

動
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武

ら
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物
 

物

襲

こ

要

程

ら

か

音

て

ら

子
は

繰
か

は

繰

愛

は
こ

方

こ

俺

て

て

同

に

て

ら

四
六
時
中

て

か

か
不

動

場
合

に

出
怖

怖

 

に

度

は

人

同

ら

 

こ

ら

襲

て

か
ら

 
俺

一
応
襲

 

か

気



  上琉噛無

 

生

物

は

ら

は

は

て

方

て

物

て

は

か
ら

方
集

か
ら
出

に

か

忍

ら

手

出

て
こ

出

は

忍

は
こ

地

離

子

事
は

  

て
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こ

地
に

糸

て

は
無

に

こ

に
目
途

ら

か

ら

て

か

て

頭
に

置

て

 

か

か

   

て

事
は
一

置

て

に

て

に
は

か

ら

こ

気
に

て

に

は

て

て

ら

か

音

は

て

か

こ

習

て

に

無
理

 

こ

 

無



  上琉噛無

俺
に
は

か

事

て

部

に

因

明

得

て

か
ら

か

こ

に

て

て

か

て

か

俺

こ

て

人

集

中
に

て

分
に

え
て

本

に

得

て

か

同

意

疎

に

か

外

に

ら

内

に

て

時

ら

に

か

忍

は

に

に

井

⺠

え

ら
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に

え
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ら

て

法

に

か
ら

人
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間

か
ら

て

て

俺

か
ら

て

法

に

か
ら

 

は

は

自
身

法

に

こ

て 

ら

か

て

ら

え
て

か

身

能

方

利

ら

に
は

同

か

 
無
論

え

て

え
て

は

に

は

か

経

て

  
こ

か

て
方

て

に

事

に

て

え

か
ら



  上琉噛無

て

事
は

愛
対

に

こ

理

同
一

こ

ら

て

は

 

え

  

こ
に

は

子

に

か

こ

て

こ
に

に
深

有

て

本
来

に
か

え

無
理
は

直
に

え

は

Ｎ
に
上

て
か
ら

か

こ

は

中

生

は

て

は

は
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か

て

か

か

取

か

か

か

か

は

 

え

事

え

事

 

に

俺

て

に

こ

 
俺

て

俺

湯
浴

て

気

て

 
立

上

て

部

出

 

Ｇ

Ｓ
に
は
風
呂

意

て

て

に



  上琉噛無

 

こ
に

か

て

気

は

 

湯

に

か

て

俺

頭

冷

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

て

音

和
風

か
ら

に

か
ら

湯

出
て

 

天

ら

か

造

浴
場

 

か

 

方

に

気

に

て

 

か

か

て

 

て

方

に

て

て

生

え

ら
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こ

か

て

か

俺

か

最

一
人

子

て

爛

湯
場

こ

一
人

か

物

俺

出

て

 

に
か

 

に
か

俺

物

に
座

て

 

度
は

か

こ

は

人

に

十
分

事

て

こ

は
出
来

か

 

は

身

合
え

か
ら



  上琉噛無

 

合
え

中
に

て

こ

は

こ子

流

に
気

か

に

ら
え

子
は
居
ら

は
絶
対

本

に

は

小

に

て

ら

は

夢

外
界

は

て

か

程

 

自
身

事

て
て

か

 

か

は
夢

て

有

こ

夢

に

ら
え

に

か

に

は

か
に

て

に

こ

薄

事

て

こ

最
後

夢

に

こ
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か

自
ら
に

は

か

て

  

こ

か
ら

て

か

ら

か

 

ら

には

に
同

て

に

か

外
に
出
ら

物

か

か

は
⻑

て

こ
に

忍

は

は

に

か
ら

時
間
は
止

て

忍

は

か

か

は

物
に
人
間

か
ら

 

中

か
後
頭
部
に

無

て

気

に

 

物
に
同

か

無

か
ら

は

繰

は

て

は



  上琉噛無

方

に

は

道

て

ら

て

道

て

俺
に

て

か

物

意

て

は

に

意

事

は

 

物

意

 

に

迷
宮

天

 

位

物

目

て

か
は

ら

て

 

て

物

は
繰

繰

繰

繰

事

外
に

道

こ

位

こ

え
繰

一
部
に

同

は
生

時

死

に

繰

出
会

に

こ

無
か
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は

に

生

物

 

に

 
俺

え
て

 

て
同

俺

物

は

に

か
ら

物

て

同

に

運

て

は

に

は

こ

か

て

ら

に

か

は

か
ら
に

か

  
俺

て

 

て

理



  上琉噛無

事

俺

割

て

 

事

て

界

ら

 

か

ら

 

て

界
か
ら
無

か

ら

 
俺
は

離

て

上

は

か

は

て

に

は

に

頼

得

明
か

得

程
度

理

に

子

に

て
は
邪

か

は

か

て

連

て

俺

俺

止

物

ら

て

て

人
に
明
か

ら

か

事

 
案
外

て

湯

か
ら
上
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俺

連

て

俺

て

 

て

に

て

不
義
理

 

か

 

俺

ら
に

義
理

ら

ら

え
て

は

歓
迎

ら

遠

は

外

て
十
分

に
楽

ら

 
俺

ら
に

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

上
手

こ

一
週
間

ら

 

か

日

ら

か



  上琉噛無

 
道
場

俺

修

て

ら

物

て

生

手

て

て

 
時

物

俺

出

は

 

て

て
俺

要
無

法

方

応

方
法

俺
に

こ

自
分

合

て

て

 

生

物

に
参

内
に

こ

物

か

か

て

ら

  

直

に

か

こ

は

 

ら

か

て

事

て

直

に

こ
こ
か
ら
は

か
ら

出

て

人
に
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こ

日
間

連

上

は
同

こ

か

て

は

こ

は

え
え

には

て

て

は

気

か

て
こ

に

か

手

気

に
立

え
え

度

度

か

か

   
俺

ら

こ

に

程

物

に

は

か
ら

て
か
か

こ



  上琉噛無

は
 

出

 

気

て

 
疎
外

俺

度

て

に
同

疎
外

え
て

か
ら

 

俺

事

て

事

 
道
中

に
俺

ら

て

ら

こ

こ

日
間

て

 

て

に

有

無

 

事

て

こ

無

ら

寝
て

か

 
寝
て

 

阿
有
論
理

邪
止
亜
離
取
琉

 

ら

に
来
て

歪
鈍
斗
有
噛
夢
塔
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か

座
頭

尾
倶
度

 

俺
は

Ｇ

Ｓ
内
部
か
ら

え

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

え
え

Ｇ

Ｓ

内

こ
に

か

に

に
出

後
か
ら

一
度

扉
は

て

 

え

 
出

無

こ

か
ら

こ

え

か

応
は

応
は

に

存

か

部

に
は
こ

落

て

え

は



  上琉噛無

か 

同

 
初

印

印

に
要

対

同
時
に
頼

こ

か

て

 

彼

出

て

は

て

章

は
か

道
具

か

人
に

て

落

て

こ

は

は
自
ら

意

か

は

こ

最

え
て

は

て

間
に
連

ら

  

上

て

こ

連

ら

ら

こ
に

 

に

か
ら

出

手

Ｎ
に

 

に

こ

中

は
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最

か

皆

気
に

 

因
は
は

て

こ

て
集

て

方

に

か

難

て
気

て

 

は
家
出

可
能

は

か

ら

に

て
こ
こ
最

Ｇ

Ｓ

居

地
は

物

は

か

か
ら

流

に

に

子

に
家
出

こ

に

自
身

理

こ

に

か

ら

章

落

て

時

家
出

は

か

て
出
て

は

Ｇ

Ｓ

て

て

て

 



  上琉噛無

  
こ

は

案

こ

界
か
ら

案
に
は

て

に
こ

て

て

て

Ｎ
に

て

生
活

て

実

に
新

楽

か
ら

 

道

度

生

得

ら

て

て

か
ら

て

か

 
皆

こ

方

は

に

て
は

手

か

無

事
実

か
は

ら

て

は
有

 

は

分

て

に

 

か
に

ら
か
ら

に
似

気

手

意

存

は

事
は

不

実

は

て

時

は

か

て
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か

か
は

て

て

こ

に
は
物

か
ら

有

こ

に

か

繰

え

え

に
は

人

こ

に
か

ら

て

か時

に

 

は

か

て

か

印

に

か
被
害

は

無
論

か
ら

に

程
度

軽

絶
対

案

道

か

ら

て

は
難

不
落

 

か
に

に

え
得

直
に

え

え
ら

 

は

は

に

に

て

か



  上琉噛無

出

脳

に

得

に

て

 

は

て

こ

は

て

は

こ

方
は

に

て

物

中

に

応

て

法

こ
か

位

物

得

は

中

に

界
に

理

に

え

ら

ら
こ

は

に

て

か
ら

は

に

 

界
に

 

は

て

界
に

に

に

こ

は

に
堕

は

物

は

界
に

に

襲

人
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間

か
ら

 

意

は

多

得

は

 

人
間

に

て

か

存

意
は
得
ら

て

か

え
え

て応

 

て

に
か

 

は

家
出

て

 

は

か
に
連

ら

ら

ら

は

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  有阿平土其烈低区阿部湖

 

有
阿
平
土
其
烈
低
区
阿
部
湖

 

一

出

 

生
物
に
似

外

は

に

程
小

は

身

に

こ
か
ら
か
取

出

絵

字

て

 
 

Ｎ

Ａ

Ｓ

Ｃ

Ｓ

 

 

こ

に

か

え

 

か

か

は
途
端
に
活

に

て

え

て

応

方

か

ら
に

度
上

中

度
上

 
こ

上
は

Ｇ

Ｓ

に
は

内

能

て

Ｇ

Ｓ

ら

ら
こ
こ
に

Ｇ

Ｓ

て

か

方

ら

か

は
こ
こ

Ｇ

Ｓ

理
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は

て

無
論

Ｇ

Ｓ

は

て

て

物

に
負

気
は

こ

は
時
に

種

種
に

ら
ら

人

平
気

は
子

は

  

に

方

方

か
ら

て

ら

て

に

に

は

か

ら 

は

か

は

方

に
天

独

か
ら
生

は

は
無
か



  有阿平土其烈低区阿部湖

え
え

十
分

場
合
は

Ｇ

Ｓ

動
か

か
ら

か

場
合

こ
こ

て

て

意

は
無

可
能

こ

か

場

に

は

場
合

 

事

時
に

て

場
合

 

に

迂
遠
有

意
字
符
阿
韻
上
座
酸
堕
愛

運
動

は

て

て
ら

は

分
に

一

連

て

事

子

て

に

は

に

て

か

は

て
こ

は

え

ら

出
来
得

は

て

は

は

か

一
応

人

事

に

て

か
ら

て

 
初

は

は
頼

に

に
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御
下
に

こ

は

場
に

道
具

に

 

に

え

事
実

て

は

は

こ

は

自

に

え

は

ら

都
度
都
度

程

 

は

は

中

優

て

 

は

か

雲

上

こ
こ
に

ら

て

事

か

て

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  有阿平土其烈低区阿部湖

て

て

に

に

て

は
意
中

手

 

に
取
ら

時
に
は

応

て

に

連

ら

事
は

に

て

要

事
実

は

か

 

は

か
に

 

て

は

に

て

は
一
人

こ

は
無

彼

ら

は 

愛

て

て

自
身
に

愛

理

は

に
は

 

か
ら

か

 

連

ら

ら

て

は

 

は

て
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か

に

は
本

に

か
ら

に

無

こ

頼

て

か

て

え

て

か

に

ら

て

に

え

は

て

て

優

方

か

は

こ
か
遠

に

て

に

か
ら

か
ら
一
度

独

合

ら

て

ら

か

方

一
人

か
か
え
こ

ら

か

か

て

理

係

 
雲

上

 

に

て

出

こ
は
一

こ

は
中

ら



  有阿平土其烈低区阿部湖

 

応

上

こ

上
は

法

身

か

に

 

て

こ
こ
は
邪

て

は

か

に

て

出

 

事
我

は

雲

中

落

 

最

は

に

て

に

⻘

か

か

舞

か

て

彼

は

気

出

に

ら

て

 

か

こ
に

は

 
こ

場

に

出
て

位

一
撃

目

は

事
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ら

法

は

二
度

事

出
来

か
に

物
は

か

界

に
居
場

は

か
ら

に

こ
こ

死

我

て

か

こ

は

 

か
に

Ｎ

法

は

数

無

生

可
能

 

は

に

法

は

我

負
え

死

活

時
に
は
五

我
ら

手
法

取

事

軽

義
手

に
死

は

に
死

は

か

 

自
身
は

死
に

て

か
ら

は

気

優

こ

え

か

手
に
は

気

て



  有阿平土其烈低区阿部湖

手
に
は

て

我

て

苦

は

自
身

に

て

事

は
事

に

に

て

手
に

て

度
に

て

て
は

か

か

 

は

ら
に

に

は
自
ら

外

身

手

に
は

こ

は

て

か

こ

て

ら
こ

に

て

え

こ

か
え

て

 

時
に
流

は

方

否

は

 

か

遠

は

離

か

ら

軽

か

に

て

撃

 

本

は

か

ら

本

本

落
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は

ら
か

え

て

え

か
ら

事

に
は

否

は

て

か

て
は

死

は

は

て

ら
に
は

生

理

理

居
場

か

て

て

に

て

得
は

ら

て

は

 

に

か

事

か

か

要

か

に

理

は

え

に

ら

こ

は

 

は

に

え
て
最

は

に

ら

か

か

て

理

は

に

か

 
難

て

は

か



  有阿平土其烈低区阿部湖

 

に

ら

ら

か

 

こ

え

に
出

時

て

は

に

事
に

間

て

場
合

方

多

か
ら

は

こ

上
は

度

上

ら

は

一

え

こ

 
上

上

 

 

こ

 

こ
に

か
に

 

間

 

無

に

て

こ
か
ら

出

て

こ

ら目

地

え

は
後
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は

  

か
ら
は

て

こ

か

え

ら

に
こ

ら
か
ら

に

て

 

こ

は
か

外

は

え
え

 

は

か

 

か
ら

か
ら

え

は

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  有阿平土其烈低区阿部湖

こ

こ

は

夜
 

か
に

は

 

こ
は

夜
中

 

夜
中

か

遠

に
は

え

え

上

に

は
無

か

風

場

百
合
に

場

一

気
中

度

て

不
可

異
弩

上

 

生

か
ら

え

 
こ
こ

は
御
業
は

え

分
か

出
来
得

こ

ら

か
ら

一

て

は

え

無
手

十
二
分
に

え

か
ら

て
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ら

に

て

は

ら

て

え
こ
こ

は

法
は

え

か
ら

応

無

身

は

か
ら

対
応

動

 

事
実

 

て

は

手

三

て

に

ら

て

て

こ

 
数
は

は

人

は

て

て

法

え

か
ら
か

身

に
動

か

害

は

こ
こ

気
は

に

て
は

 

て

身

 

は

程

て
来

彼

捨
て
て

 

か



  有阿平土其烈低区阿部湖

ら
こ
こ
は

一

ら

は

に

は
無

は

こ
こ
に
⻑
時
間

て
は
分

て

 

 
分

え

え
て

は

無

 
音

か

て

に

深

に
噛

か

か

座
に
身

後

に

に
噛

か

て

合

か
ら

  
柔
ら
か

こ

は

こ

種
は

か

こ

間

て

 

手
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は

法

え

か

こ

は

法

は

時
間

ら

可
能

は

か

法

は

か

か

こ

気
に

こ

は

か

こ

死

 

程

撃

撃

 

こ

死
に

ら

に

は

事
実

こ

は
死

外

目

落

千

死に
こ

か蘭

 

取

意

は

方

一

か
保



  有阿平土其烈低区阿部湖

 

か

手
か
ら

は
彼

に
集

こ
か
ら

物

て

て

 

は
道
か

こ

こ

度

法

は

か

⻑

は
保

 

に

程

か

は
か

え

利

蘭

上
意

韻

   
後

か
ら

に

て

渡

か
ら

 

こ
は

は
遠

に

え
て

人
は

彼

程

種

同



  Ａｒｅ ｃｕｔｅ ｓｕｃｈ ｒｅａｌ ｓｈｉｎｅ ｔｈｅ ｔｏｏ

 

は

家

根
に
身

て

 

に
は

ら

ら

人

え

こ

目

無

頬

無

に

 

か
ら

て
明
ら
か
に
生
気

無

気
に

気
中
に

気

難

こ

は

死

か

は
ら
こ
こ
は

死

否

死

界
ら

 
死

界

 

か

 

生

事

は

界
に

は
死

え

は
死

は
死

に
死
後

界

無

 

て

死

歩

界

は

死

こ



  有阿平土其烈低区阿部湖

は

目

は

か

か

え

死

は

こ
こ
に

て

て

こ
こ

ら

は

は
こ
こ
に

は

死

て

に

死

て

に

こ

こ
に

こ

は

実

は

か

に
死

て

こ

場

に

て

か

か
ら

法

は
死

生

に

は

 

生

出
て

実
物

事
は
無

 

は

場

活

か
ら

は
無
意

下

生
に
か
か

活
時
間

分
か
ら

分

間

に

て

こ

場

て

え

事

え
て

て

法

は
こ
こ

て

か

上

こ
こ
に

て

は

こ
こ

て

か
ら

か

か

に

ら

て

か
ら

は

か

⻑

に
外
界

事

か
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場
合

こ
に

か

え

事
は

こ

一
番

か

一
番
低

こ
に

は

か

ら

ら
地
下
に

ら
上
に

え

こ

円

塔

は

か

時

塔
か

程

道

は
無

て

か

気

か

に

 
気

か

に

は

に

は

こ

頭

か

 

⺠
に

て
に

ら

⺠
は

に

に
気

て

ら

 

手

 

手

て

⺠

に

て

て

内

え
て

て

は



  有阿平土其烈低区阿部湖

集

て

 

程

か
に

ら

ら

集

て

⺠

 

手

は

根
に

登

手

て

は
無え

意

疎

は

子

は

て

ら
は

ら

会

は

か

て

か

は

は

同

同

は

て

て

に

ら

方
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自
分

に

て

て

 

は

に
習

て

こ

時
に

立

は
藍
編

印

後
琉

頼

無
椅
子
塔
水
戸
迂

  
こ

ら

か

は

ら

 

時
に

種

か

出

は

 
Ｇ

Ｎ
Ｎ

Ａ

Ｓ

Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ

 
 
奇

上

 

は

か
ら

事
は
か

て

か

一

か
ら



  有阿平土其烈低区阿部湖

 

て

ら

応

無

来

 

こ

こ

出
来

は

か

 

は

事

か

 

て

 

は
身

一
部

て

に

て

 

応
は

 

に
は

頭
脳

に
立

ら

ら

て
明

意

こ

ら

か

に

難

て

こ

は

か

法

は
死

は
死

ら

に

は

は
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に

に

て

に

に
⻑

は

こ

は

か

 

生

事

て

無
論

に

は

は

無

負

て

 

は

か

 
こ

応
は

ら

か

 

中

上

程

一

に

 

程

て

円

塔

時

塔



  有阿平土其烈低区阿部湖

 

は

事

て

 

て

目
に

て
は

か
に

か

ら

て

こ

動

は

分
か

か
ら

か
ら

て

気

 

か
ら

  

ら
程

番

渡

か

に

塔

に

 

て

に

て

害

ら

は

 

 

手

動

て

⺠
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か
か

え
て

 

に
か

こ
こ

⺠
に

て

は
害

は

ら

 

ら

皆
か

案
外

か

 

に
小
難

事

え

は
苦
手

は

て

は

渡

て

て

は

え

 

に

 

は

出

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  藍羅部有 案泥椅子我琉

 

藍
羅
部
有
案
泥
椅
子
我
琉

 

て
は

息

て

か
初

に

て

こ

こ

気
は

に
は

 

法

界

生

出

存

難

界

か

 

 

は

て

界

は

か
ら

ら

は

理

ら

負
道

は
最

に

に

出

存
は

て

か

は

事

か

子

 

度

て

一

後

子

は
無
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こ

界
に

て

ら

に

ら

て
は

連

て

手

か

ら

こ
こ
に
捨
て
置

に

て

は
無

は

て
は
頼

頭
脳

て
は

十
二
分

か
ら

 

負

ら

こ

え

ら

に

頭

に

か

Ｎ

程
度

時

塔

か

こ

は

こ
か
ら

時

塔

ら
地
上
に

は

地
上
に

て

は

上
か
ら
直

造

場

は
多

か

は
こ
こ

捨
て
置

か

こ

負

直
に

事

方

身

本

は

に

は

目

て

法

は

捨
て
置

こ



  藍羅部有 案泥椅子我琉

 

こ

法

に

 

法

は
死

て

存

自

方

は

手

こ

目

本
来
は

こ
に

止

割

て

 

止

ら

か

か

え

に

存

か
ら

て

一
か

に
集

て
は

ら

 
時

塔

登

て

 

は

目

上
に
軽

か
ら

に
負

に
は

  
上

上

に

て

に

え

こ

上

度

上

事
は

無
理

 
軽

軽

て

  
軽

て
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こ
え
て
は

ら

こ

彼
我

離
は
地
平
程
に
遠

上

こ

は

に

こ

に

天
道
に

か

に

こ
こ
は

て

場

は

死

は

か

こ

は

 
時

塔

上

方

て

人

 
彼

ら

子
は

こ

か

え
て

か

 

か

 
流

に

て

は
不
可
能

 
下
に
は

に
は

  
目

負

こ

か

 

中

一
明
か

て

家

こ

こ

ら
に
手

 

え

習

か

法

に

得



  藍羅部有 案泥椅子我琉

は

有

御
業

か

て

Ｎ

法

法

時
は

 

て
は

は
無

  

て

て

阿

 

は

こ

は

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
家
に

て

ら

 
家

ら

は
こ

は

身

に

に

子
 

に
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こ
こ
は

は

は

か

か

は

は

に

は

か

に

て

は

は

間
に

無

事
は

こ

に

 

に

ら

て

か
ら

 

ここ
こ
は

こ

 

場

こ
こ
は

界

死

場

は

か

は
こ
こ
に

来

か

か

無

身

部
分
に

負は

こ

界

は
夜

徒

か

ら

人



  藍羅部有 案泥椅子我琉

か

落

は

こ
に

夜

徒
は
天
に

地
上

て

こ

は

て

か

え
て
は

か

事

こ

は

ら

て

 

に
か

上

間
に
か

に

て

 

か

初
動

え

は

 

気
に
は

か

は

流

に

か

は

て

か

こ

無

は
無
理

物
分
か

に

は

か

か
え
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頬

て
は

こ
か

目
に

は

夜

徒
は

夜

宮
に

は

は
直

夜

宮
に

事

は
夜
に

か

事

に
方
法
は
無

か
え

は
夜

徒

に

ら

場

こ

ら

は

夜

て

か

て

 

ら

か

 

気

は

夜

ら

ら

て

 
立

目

て

は
彼

内

椅
子
に
座
ら

て



  藍羅部有 案泥椅子我琉

は

は

こ

は

え
ら

か

 

ら
は

こ
に
登

得

か

ら

こ

夜

こ

は

に
夜

宮
か
ら

連

事

か

か

 

ら

 

渡

小

  
来

 
道
中

論

に
襲

て

手
に

事

は
楽
に

に

 

来

 

最
初
に

こ
こ

ら
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こ

美

場

ら

は
気

て

か

気

て

ら

方

は

 

手
に

に

て

落

 

間
に

え気
分
に
は

ら

は

ら

て
気

に

ら
か

  

に

 

て

は

に

集
中

て

は

ら

来 
来



  藍羅部有 案泥椅子我琉

  

ら

ら

て

て

え

ら

初

に

襲

こ

に

て
来

か
ら

 

は

連

ら

ら

撃

て

ら

死

こ

は
無

後

四

最
上

中

に

事

襲

来

方

は

方

ら

最
低

て

て

て
食

に
は

か

生

に

無

意
こ

に
は

に

て

自
ら

生

意

要

え

こ

界

破

て
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に

 
 
Ｃ

Ａ

Ｎ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｎ
Ａ
Ｓ

 

 

は
独

に

上

に

か

て

撃

は

か

 

噛

か

に

 

か

は

は

 

て

  
否

は食

食

食

か

ら
食

食

は

食

か

食

か

は
食

て
最
後
に
は

御
不
能

人

こ

に

 

は
一

 

は

低
木
は

論

身
⻑

え

こ

か



  藍羅部有 案泥椅子我琉

家

え

え

に

に

に

に

に

に

て

て

御
不
能

か

こ
こ
か
ら
は

に

一

夜 

吠
え

 

音

か
ら
垂

一

一

程
に

水
か

浴

は

は

か

て

こ
こ
は
死

こ

上
死

事
は

多

は
無

に

て

 

一

に

て

え

 

え

に

こ
え

は

か

こ

て
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無
か

か

彼

は

こ
に

 

無
か

は

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

俺

か

 

か

に

実
家

か

て

ら

連

て
か

は

 

か

て
て

て

て

ら

か

来

て

か

 

か
ら

て

俺
に
か

て

 
こ
え

こ



  藍羅部有 案泥椅子我琉

 

か

物

⻘

は

か

こ

界
に

 

に

か

ら

て
は
て

物

身

か

 

物
に

上

方

か

は
無

は

無
論

か
ら
こ

二

苦

は

か

法

え

 
こ
こ

て

界

 
死

場

遠

場

界

外

に

て

場

 

か
ら

界
に

か

ら
に

こ
こ

気

か

 

て

最
後
に

界
に

か
ら

動

法 

に

意

か
ら

存

に

に
連

て
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て

こ

え

か

え

ら

法

え

に

か

か

こ

界

俺

か
愛

て

界

愛

て

 
こ

事

 

て

て

か
ら

て

か

こ
こ

ら

ら

こ

か
ら

こ

に

て

方

俺

上

て

に

は

え
ら

て有

伏
理
伊
豆

部
武
烈

倶
塔

度

か

息

は

分

 

え

最

我

て

か

こ

上

か



  藍羅部有 案泥椅子我琉

こ

は

て

 

 

一
本
取

出

て

 

 

動

こ

不

 

か

に

て

こ

こ

界

俺
に
優

時

塔
登

て

上

上

事

か

家
に

要

得

物

九
割

物

か
ら

こ
こ

生
活

か
ら

こ

か
ら
地
上
に

分

は

こ
こ

て

安
否

か

上
⻑
居

は

外
に

息

え

要

は

ら

て

ら
俺

に

か

か

は

は
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無

こ

意

か

て

 

出

て

て

か

 

無

俺

⻑

間

こ

て

ら

て

か

か

こ
こ

に
死

明
日
に
は

は

に

て

法
て

か

俺

運

こ
こ

俺

て

意

 
こ

界

俺

方

 

は

手

可
愛

⺠



  藍羅部有 案泥椅子我琉

か

 

か
来
ら

 

こ
こ

こ

界
に

俺

 

て

  

は
か
ら
俺

に

て

に

か

 

は

か

俺

意
地

難

夜

徒
彼

徒

か
こ
こ

事

に

ら

例
外

て

意

無
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か

は

か

事
に

 
死
後
に

界

て

 

て
死

怖

ら

俺

こ

 
死
は

 
安
寧

は

訪

 

利

に

方

に

⻘

死

て

 

死

て

人

か
一

人

死

二
度

事

無

死

て

風
に

事

遠

離

久

離

は

否

事

は

か

事
は

か

に



  藍羅部有 案泥椅子我琉

ら

は

か

え

え

事

は

か

こ

方

え

事

は

か
ら

 

か

か

て

か

は

か
ら

 
こ

か

て

え
ら

え

俺

根

か
ら

 

ら
一
度

離

て

か

無
理
矢
理
に
連

て

手

気

か

分
か

合

に
は

こ

事

は

かて

上
に
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俺

事

か

て

理

は

て

ら

は
 

て

直

か

 
死

 

俺

一
番

て

て

事

に

て

は

俺

 

否

百

千

に

経
て

は

理

は

育

て

こ

界

ら

ら

え

同
時
に

は
否

こ

て

か

ら

こ

  

 

 

界

え

て



  藍羅部有 案泥椅子我琉

 

難

夜

界

 

⻘

間

は

同

地
平

て

か

は

は

に

に

意

か

ら

は

か

は

気
に

て
同

本

は

目

か

は

に
恩
義

て

子

か

こ

て

か

は

意

に
は

同

に

て

法

存

は
自
身

存

意
義
に

に
は

気

は

彼

居
場

に

は
彼

目
に
は

に

内
は

同

に

は

て

に

度
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度

上

て

 

目

千
倍

こ

時

塔

登

こ

え

事

無 

こ

て

内
に
夜

宮
に

は

頭

方

は

か
ら
こ

か

人

同

方

こ

は

Ｎ

は

に

ら

小

こ

意

食

て

人
間

小

て

中
に
は

同

に

は

に

本
は

合

方

方

意

ら

か

合

合

最
後
に

は

意

は

意

か

は

に
自

ら

間

て

は

か

て

は

 

界

て



  藍羅部有 案泥椅子我琉

 

え

か

こ

時

塔

こ

え

上

下

か
ら

 

夜

夜

宮

 

中

俺
に

え
ら

⻘

え

て

こ

に
間

存

え
数
多

人

て

え

界

て

は
間

は

意

理

ら

か

合

時

て

界

て

時

か

て

界
に

て

は

上

こ

か

界

か

ら

死

死

俺

理

て

 

か
ら

直
に
登

て
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上
方

 
身

時

塔

登

人

 

界

 

界

に

 

人

同
時
に

落
止

て

ら

か

て

か
ら

落

て

目

合

ら

手
に

て

か

止

ら

落

か

 

て
は
て

 

か

分

迷

か

Ｇ

Ｓ

平

て

て
事 

度
は

落

時
に

来

 

時
に

 

こ
こ

 

か
ら



  藍羅部有 案泥椅子我琉

 

下
に

 

に

か

こ

 

椎
有

 
俺

は

 

界
か
ら

地
上

落

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

 

 

か

判

て

え

に

か

棒

て
来
て

 
愛

物

落

て
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俺

法

え

て

か

ら

間
に
合

か

ら

に

ら

て

こ

か

 
落

て



  亜有佐渡上下韻

 

亜
有
佐
渡
上
下
韻

迷

か

本

に

無
事

か

生

に

て

て

死

か

 
無
事

に

俺

Ｇ

Ｓ

 

え

俺

身

に

⻘

に

て

Ｇ

Ｓ

上

て

て

て

て

か

 

に

物

浴
場

て

か
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か

か
ら

て

て

こ

子

 

か

か

に

か
ら
か

生

俺

ら

頼

え
え

か

自
分

て

物

に

合

て

 

か

俺

て
こ

か

え

は

無

害

ら

か

か

え

ら

か

か
ら

か

 

え
て

ら
俺

ら

 

間
に
合

か

ら

死

か

え
て
動

は

て

活

に

え
て



  亜有佐渡上下韻

 

事

俺

え
て

か

て

か

え
て

か
は

か
ら

夢

か
ら

俺

は

に

か
ら

て

に

て

か
俺

に

か

か

か

に

 

 

か
こ

気
に

か

人

 
俺

離

か

人

 

て
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は

案
に

は

否

て

法

否

か
ら

 

動

後
方

下

 
死死

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

手

俺

か

合

音

か

 

こ

て

一

こ

 

方
か
ら

は

え

動



  亜有佐渡上下韻

 

て

方
位
か
ら
来

は

え

撃

意

死

俺

 

に

 

に

俺
は

か

て
は

不

間
に

 

か

俺

人

 

に
か
俺

物

中
に

て

か

か

て

 

人

に

に

 
明
ら
か

意

て

か

は

一
度

死

か
に

法

に

て
か
ら

初

死
は

て

怖
か

か

怖
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て

は
死

は

か
ら

に

て

は
同

法

に

は
死

事

は

法

は

は

か
ら
死

は

ら
は

は

最
初

死
は
怖
か

場
合
は
演
習

自
身

法

物

に

後
か
ら

撃
に

ら

苦

ら
死

冷

て

身

に

怖

え

本

に
生

得

か

本

に

は

か

 

え

 

手

え

 

に

は
無

 
本
気

て

本
気

て

は

経

て

怖

て

Ｎ

え

界

法

か
ら
居
場

こ

は

は



  亜有佐渡上下韻

本
気

て

か

え
直

死
に

ら

え

直

ら
こ

え

ら

死

ら

死

Ｎ

ら

度
に

て

 
目

て

て

 
本
気

て

か

 

部

無
理
矢
理

ら

て

か
ら

て

に

に

ら

て

合

ら

ら

 

俺

か

に
は
明
ら
か

意

て

 

生

本
気

本
気

て

物

俺

に

て

時
間
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人

死

か

出

は

は

法

死

は

え

方

て
身

に

て

は

内
に

か
に

 

て

て

て

 
俺

て

て

迷

か

こ

に

 

か

 

て

合

て

ら

て

に

 

物

理

て

て

ら

身

離

て

部



  亜有佐渡上下韻

 

に

⻘

事
に

後
頭
部
に
死

気

か
ら
後

え

無

に

動か

赤

に

人

て

人

に

ら

は

頼

て

無
理

て

人
は

気

止

ら

ら

か

 

死

気

⻘

に

に

俺

取

こ

は

か
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こ
こ
は

Ｇ

Ｓ

中

 

立

て

て

水

か
ら

水

に

は

 

に

一
度
液

に

水

は

か

座
に

 

に

ら

こ
え

法

こ

え

て
ら

要

は

て

 

一

 

は

赤

生

度

え

 

て

 

こ

ら

死

死



  亜有佐渡上下韻

  

か

 

か

一
撃

防

て

え

 

撃
は

防

 

に

て

死

か

え

俺

法

 

ら

て

部
分

死

 

え

部
位
は

一
生

え

 

こ

俺

に

か

は

 
俺

手

に

に

 

物

落
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こ

は

時

は

判

物

 

に

十
分

動

 

死

気

 
こ

は

動

演
習

時

時
に

動

は

て

ら

て

 

動

 
対

は

部

動

に
は

無

か
ら

事

は

て

か
ら
俺

手

ら

に

落

 

か
ら

に

か

て

後

に

て

動

動

は

は
か

は

は

に

て



  亜有佐渡上下韻

 
防
御

死

防
御
は

手

無
理

て

に

 

物

か

 

か

 

生
か

 

ら

絶
対
に

か

動死

      

中

か

太

忍

苦

に

こ
え

 

目

手

苦

ら

時

事

出
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水

て

て

生

て

て

間

は

か

こ
こ
に
は

 
こ

子
は
一

生

に

法

て

て

か

軽

か
ら

 

ら

落

に

液

て

か
ら

動
か

か
ら

て

液

動

て
は

か

て

液

は

に

来
て

に

来

て

に

目

身

  
同

に

に

事

か
ら

流
 

液

に

て

え



  亜有佐渡上下韻

こ

こ

死

て

Ｎ

上

て

止

て

か

 

身

に

に

 

か
ら

か

俺

て

後

て

撃

 

て
自
ら

 

か

 

人

死

 
俺

死

か

  

界
に

て

人

身

無

水

は

Ｇ
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Ｓ
に

て

動

に

て

内

修

て

 

人
に

我
は

 

物

に

生
に

 
俺
に

我
は

無

か

こ

に

害

て

生

に

て

 

に

こ

ら

て

か

 

人
は
死

 

人
は

死

  
死

  



  亜有佐渡上下韻

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

Ｇ

Ｓ
は

に

 
道
中

に

舞

は

赤

応

⻘

に

に

て
軽

に

道
中
に

か
ら

に

絶
縁

多

に

事

内
絶
縁

可
能
に

最
後

方
は

雲
に

ら

得
て

Ｇ

Ｓ
は

に

 

て
は

初

て

異

 

五

か

多
分
上
か
ら

ら

八

え

か

か

 

自

て

に

て

て
一

明
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地

に

て

て

て

こ

は
は
時
に
意

 

こ

は

本

に

 
こ

こ

か

て

か

上
か
ら
下
に

か

て

出

て

こ

て

界
に

て

て

 
目

流

 
俺

こ

に

得
意

得
意

に

ら

て

こ

え

か

え



  亜有佐渡上下韻

ら

は

か

 

場

 

中

部

か
ら

上

天
に

か

中

 

こ
に

 

動

え

て
こ

か

人

か

て

て

て

 

中

無

て
下
に
集
落

Ｎ

下

外
は

か

て

こ

こ

に

こ

に

か

こ
は

迷
宮

中

に

え

 

に

て

て

上

に
置

て

迷
宮

 

に
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外
に

は

中
に

 

て

に
間

無

物

人

存

て

に

え

に

え
て

か
ら

可
能

か可
能

こ

は
無

か

  

て

集
落

   

こ
に

法

人

多
分

ら
本

Ｎ

襲

法



  亜有佐渡上下韻

ら

 

初

 
多
分
こ
こ
に

て

   
え

 

 

か

て

 

て

法

か
ら

て

頬

  
俺

か

て
か

に

ら

は

て

法

は

因
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に

か

身
は

 

に

無

て

は

 

か

会

は

え

は

 

か

て

 

身

て

 

部

え

て

 

集
落

に

Ｎ

に

に
こ

活
気

て

に

え

か

場

ら

買

ら

和
気

て



  亜有佐渡上下韻

 

て

に

歩

物

 

に

種

種

種

後

か
ら

て

て

か

か

生
え

か

か
ら

 

は

俺

本
来

て

 

俺

 

て

人

生

物

に

か
ら

 

か
に

ら

 
俺

離

に
座

て

気

か
ら

て

こ

に

て

時
食

て

後

か
に
食

てて

 

人
か

 

か
ら
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多
分

 

か

か

 

か

て

か

俺

に
座

て

こ

 

て

か

 
こ

え
て

目

人

か

て

会

に

か

⻑

か

て

か

か

か

か
一

に

て
て

か

て

 

て

に

て

か
ら

ら
手

迷
子
に

 

に

て

子

捨
て

か



  亜有佐渡上下韻

 
無
理
に

て

え

中

野

  

て家

て

に

 
人

人

て

か

手

に

ら

に
気

て
一

に
て

て

歩

て

こ

か
ら

て

俺

こ

 

か
ら

こ

子

か

界

対

か

 

か

 
活
気

場
は
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か

俺

て

 

出

 

て

子

か

か
会
え

て

え

苦

え

か

に

Ｎ
動
か

て
か
ら

事

 

か

こ

置

て

買

物
に
夢
中

か

理

こ

に

か
ら

て

て

可
哀

に

 

鳴

 

論
俺

音

か

か

て

か

て

負

て

か



  亜有佐渡上下韻

こ

え
て

ら

軽

ら
平
気

 

に

軽

軽

 

か

て

か

 

子

に

て

て

自
分

子

か

か

俺

無

無

来

 

取

か

て

て

か

か

て

か

に

て

か

に
か

て
食

か
ら

ら

食

て

 
魚
は
平
気
か

 
平
気

 

ら

て

活

か

明
ら
か
に

か

俺

か
ら

こ

子
に
食

て

て

流

に
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苦

こ

ら
こ

 
子

人

食

て

度

こ

ら

ら

ら

か
ら

 

食

て

食

食
え

て

て

 

ら

 

気

か

に
食

て

 

に

え
て

集
落

に

ら

に

 

か
ら

か
取

か
か

て

て

 
部て

か

食

か



  亜有佐渡上下韻

 

に
魚
に

に

 
明
ら
か
に

こ

か

て

 

こ
こ

 

楽

か

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

か
ら

家
に

か

か

家
に

か

案
内

か

多
分

 

て

か
ら
小
一
時
間
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か

ら

え

こ

て

か
ら

て

内

可
能

は

こ
か
ら
来

俺

外
か
ら
来

て

か

て

て

は
は

か
に

 

人

外

法

か

て

 

ら

法

て

奇

に

か

こ

身

て

か
ら

奇

同

遠

遠

遠

か
ら

 

て

に

か

て

は
は

ら

か



  亜有佐渡上下韻

て

て

事

 

か

か

 
こ

に

こ

に

か

俺

て

て

に

 

て

は
て

 

か

 
気

か

て

怖

ら

怖

俺

怖

か
俺

方

怖

か

は

気

て

に

手

離

て
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気

て

俺

死

か
ら

ら

 

物
か
ら

ら

か
ら

ら

ら

に

無

場

人

に

に

に

無

 

意

か
無

こ
こ

来

こ
こ

迷
宮

端

こ
か

 

か

か

こ
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て

こ

て
皆

に

こ

て

て

か

て

か
は

脳

て

か

は

に

落

て

に

か

 

応

度

二

法

こ

脳

 
一

身

て

に

て

手

法

て
気

寸
止

て

 

こ

一

に

怖

直

こ

ら
に
座

て

 

直

冷

俺

に
来

法

頼
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伐

に

遠
征

は

撃
班

班

は

班

班

防

撃
班

例

班

多

死

は

て

 

紺

 

こ

自

 

か

は

出
来
得

ら

ら

法

法

に

出

て

て

か

こ
こ
に

こ

か

亜

間

出

こ

は

て

要
に

て

か

に

て

に
こ

事

に

は

て

か
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に

こ
え

 

て

て

 

か

て

か

目

に

害

て

時

こ

て

は

か

え

は

に

て

て

こ

多
分

か

 
物
分
か

は

て

ら

 

中

か

て

気
に

は

に

か

ら

合

目

て

は
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御

て

居

分

頼

て
こ

集

て

地

か
ら

は

事

 

物

て

俺
に

こ
え

界

は

か

 

一

に
出

て
無

か
ら

気

て

て

 

界

迎
え

異

に

か

て

ら
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て

 

物

生

集
会
場

出
て

 

気

て

 
集
中

こ

て

法

て

液
不

こ

 

久

て

人
間

本

能

部
分
に

来

て

こ

 

て

 

具

対

に

て

 
俺

物

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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え
て

時
間

 
意
外
に

冷

俺

て
こ

に

ら

実

に

ら

方

対

て

 
俺

こ

業
中

 

て

 

て
て

俺

て

て

て

手

に

か

ら

こ

て

か

ら

野

人

て

得

て

野

人
に

て

無

 

来

て

 

え

か

か
ら

昏
に

て

て
こ

こ
に
来

に

一
人

こ
こ

出

か

か
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一
度
出
て

て

に
出
て

法

同

に

は

に
こ
こ

こ

外

外

ら

え

て

 

こ

ら

法

Ｎ

法

員
こ

て

て
こ

は

流

に

か
か
ら

か

は

て

え

方

て

は
か

て

え

 

て

 

日

か
ら

て
俺

こ

か

和

 

て

か

て

か

え

か

え
え
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て

か

え
え

え

合

て

か

  

て
俺

こ

合

て

か

 

意

分
か
ら

方

に

え
え

界
中

て

に

存

道

て

ら

か

え

目

は

生

事

は

か
ら
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無
理

か

こ
に

て

遠

絶
対

に

事
か

事

に

百

て

 

か
ら

⻘

て

 

夜

来

に
来

て

取

か

中
に
は

て

て

て

子

ら

て

に

か

か

え
え

物

て
生

て
来

上
は

こ

か
ら
は

ら

こ
に

外

は

か

 

物

事

に

無

て

無

て

て
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に

に

要

法

法

因
子

 

か
ら

 

意

て

本

に

 

存

道

て

無

 

か

て

取

か

俺

死

理

て

 

落

 
夜

訪

 
風

業

て

本
物

得

一

法

死

か
ら

 

て
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俺

か
ら

え

 

こ

て

 

椅
子

に

夜

 

は
出
て

こ

界
に
宇
宙

無

か
ら

 

物

目

え

か

  

界

ら

物

 
目

死

て

最
後
に
一

 
輪

に

物

一

方
法

 
死

て
死

て
死

て

最

能

存

に

て

一

に

て

 

死

死

死

 

取

こ
こ

か
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に
は

法

法

因
子

要

 

か
ら

法

襲

法

因
子

に

離

Ｎ

下

襲

 

物

風

徒

 

え
て

に

無

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

新
分
は
登
場
人
物
紹
介
風

に

は

気



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

 

Ｇ
ｅ
ｔ
ｋ
ｉ
ｃ
ｋ
ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ

 

例
歩
音

登
場
人
物
紹
介

  

 

法

 

 
遠
征

撃
班

 

 

 

 

 

 

 

ら
ら
 

 

 

 

 

 

 

 

 
遠
征

班

 

 

 



  例歩音 （登場人物紹介）

 

 

目
印

 

 
幻

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班

 

 

 

 

 

鳴

 

 

 

 

 

縁
 

動

 

 

班

 

 

深

 

 
瀬
尾

 

音
破

 

 

 

 

 

 

 

 
防

撃
班
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⻘

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

 

 

 

地

 

 

例

班

 

 

生

 

 

 

運

 

 

 

 

 

 

無
音

 

 
井
上
 

譜
運

 

  

法

 

 

動

 

時
間
 
対

 

 

界
内

物

度

無

可
能
 
対

界
内
に

 

 

界



  例歩音 （登場人物紹介）

 

 

生

対

ら

 
対

に

て

 

 

 

 
自
身

撃

内

実

可
能
 
無

 
無

 

は

動

 

 

生

生
物

 

置

 

 

外
に
出

 

破

 

 

撃

 

 
無

 

 

 

不
明
 
不
明
 
不
明
 
不
明

 
目
印
 
遠
方
か
ら

目
印

置

 

 

 

撃

無

 

 
対

て

手

動

 
無

 
無

 

 

 
対

法

物

能

に

 
対

界
内
に

 

 

外
に
出

 

か
ら
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物

に

 
対

界
内
に

 

 

撃

無

 

 

度

動

 
無

 
無

 
来

場

 

鳴
 
天

落

 
対

界
内
に

 

 
絶
縁

物
に

 

 

か
ら

 
対

方

に
手

 

 

 

動
 

身
か
ら

場

 
無

 
無

 

久

能

 
深

 

こ

伸

不
可

対

 
無

 
無

 

 
音
破
 

に

撃
 
無

 

 

物
に

て

無

 

外
に

 

 

手

に

 
無

 
無

 

 

 

出

 
撃

出

破

 
対

方

に
手

 

 

度
自

は 
破

場
合

に

 
⻘

 

⻘

小

太

生

対

に

 

 



  例歩音 （登場人物紹介）

 
防

方
法
は

 

か

場
合

に

被
害

に
か

て

 

 

時
に
対

度

 

 
無

 
防

方
法
は

  

 

界
内
に

対

に
か
か

 
対

界
内
に

 

 

方

区

 

中
 

て

 
物

 
無

 

物

物

に

意

 

地
 
対

界

に

 
対

界
内
に

 

 

法

時
は

意

 

生
 
対

に

生

意

に

 

 
無

 
防

方
法
は

 
絶
対
に

に

 

運
 

ら

か

撃
 
無

 
無

 

撃

て

て

場
合

 

場
合
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遠

法

生

 
無

 

 
生

上

撃

ら

 

に
は

 
無
音
 
対

自
身

音

 
対

界
内
に

 
無

 

撃

無

 
譜
運
 
音

運

 

 
無

 

ら

は
運

子

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

こ

班

て

来

 

場
に

か

に

て

ら

え

え

か

か
て

ら

は

え
ら



  例歩音 （登場人物紹介）

上
はこ

て

鼠

か
に

鼠

生
物

出

殊

法

方

不
明

 

法

て

鼠
か
ら

出

かえ

彼

登

法

は

は
不
明

か

 
こ

Ｎ

手
薄
に

ら

え
ら

か

度

え

に

て
か

 

上
に

物

内

て
こ

に

に
は

か

か



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

 

て

は

 

登
場
人
物
紹
介

 

 

 

法

 

 
移
動
要

⺟

Ｇ

Ｓ

 

 

生
 

水

 

 

 
⻘

 

 

 

 
赤

 

 

 

 

物

 
 

 
死
得
無
Ａ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ
 

 
 

 

 

野

人
 

死

 

  

 
紺

 

 
Ｓ
Ｓ
Ｓ



  例歩音 （登場人物紹介）

 

 

 

 
Ｓ
Ｓ
Ｓ

 

 

 

 
Ｓ
Ｓ
Ｓ

 

 
脳

 

 
Ｓ
Ｓ
Ｓ

 

 

⻑

 
 
Ｓ
Ｓ
Ｓ



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

 

有
羽
生
符
哀
鳴
位
噛
無
会
疎
地
阿
歩
止
琉
負
不
地
参

 

は

か

 

生
本
来

て

に

て

 

場
に

上
部

生

止

木

場

て

俺

⻘

赤

冷

に

 

後

鳴

て

薄
気

物

て

迷
宮

物

て

外
に

ら
 

地

 
地

に

水

上
に
立

武

人

照
ら

か
に
集
中

立

一

木

か

天

低



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

て

か

立

は

か

て

百

夜

て

ら

物

に

て
 

目

 
地
上
に

久
目
立

て

Ｇ

Ｓ
に

て

て

   

止

に

目

 

ら

は
こ

か

て

て

 

 

に

立

て

皆

 

方
か
ら
多

応

 

て

法
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え

一

こ

は

 

は

雲

四

四

え
上

ら

身 

こ

 

立
位

て

か

か

て

に

に

得

は

事
実
目

に

  

程
度

て

か

生時

死て

え

は

Ｎ

に

 

ら

か
に

介

て

に
内

か
ら



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

 

俺

防

頼
 
赤

か

 

こ

に

て

俺

に

に

は

手
筈

に冷

 
五

て

冷

 

て

て

手

一

小

に

法

 
対

俺

数

 

俺

に

意

無



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

  

久

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

界

に

に

か

て

は

間
に

Ｎ
中
に

本
来
は

て
取

は

は

か

風

か

に

一

彼

 

に
対

法

応
は

 

動
か
ら

出

に

か

間

否

は

か
ら

て

出

子

こ

に
は
理

動

え

 

か

ら
は

事
実

に



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

 

縁

生

え

人

生

ら

事

に

て

事
実
は

彼

ら

遠
征
に

出

に
は
十
分

動

 

遠
征

 
目

保

害

は
事
実
上

印

置

一
手

保

か

て

生

ら

に

て

印

  

こ

は

縁

か

は

に

に

か

 

人

に

か

子
に

内

息

 
義

か

か

か
か

ら
ら

気

か

気

て

子

か
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は

に

気

え
て

に

法
か

物
か

か

ら

て

遠
征

撃
班

度

こ

は
出
来

か

に

  

系

法

ら

自
分

出

時
に

こ
え

音

上

か
か

場
か
ら
は

え

か

か

て

法
は

自
分

に

て

 

保

ら

優

に

無
意

 

は

 
後
方

事

遠
征

班

⻑

 
最

部

て

遠
征

班

は

か

法



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

上

自
分

遥
か
に
深

Ｎ
に

て

存

遠
征

分

ら

て

か

か
ら

Ｎ

外

て

法

 

頭

 

法

か
不
明

に

に

法

撃

事

か

か

て

法

Ｎ
中

て

集

て

え

ら

彼

 

小

中

一

上

部

て

法

気

に

こ

は

か

 

は

中

 

て

か
は

か
ら

 
最
初
か
ら

Ｎ

て

て

 

日

日

 

時
にか

か

こ
こ

は

か
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部
下

部
下

は
参

か

後

理

て

か
生

て

法

に

て

不

は

か

は

てか
は

は

不

明

ら
ら

事
は

は

か
生

か
ら

ら

は

生

時
か
ら

 

時
は

法

は

か

か

 

は
身

九
割
九
分

物

か
ら

は

に
こ

ら

か

法

に

法

に

こ

に

物

か

人
間

か
は

係

か
ら



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

 

か

て

子

て

か

 

は

自
分

一

人

て

 

遠
に

ら

美

て

 

て

か

一
度

は

界

論
に

事

気
に

か

方
は

意

気
に

ら

は

一
応

に

間

え

手

か
に

は

て

論
に

か

か 

界

 

可
能

か

か

え

可
能

は

自
身

界
に
自

か

法

か
ら
こ

か

 

界
は
死
に

て

 

て

て
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こ

上

法

こ

上

 

法

に

え
か

て

か

ら
ら

意
は

か

気
は

彼

か

ら

論

気

て

取

後

印

置
に

か
ら

て

て

 
頭

冷

て

は

 

 
最
初
は

動

縁

鳴

 

は

て

ら

て

て

て



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

に

 

は

か

 

離

て

か
ら
こ

て

事

ら

は

Ｎ
か
ら
離

遠
征

か
ら

ら

ら

こ

一
応
理

は

て

人

 
一
応

 

か

て

Ｎ
は

か

か
ら

内
部
に

て
は

え

事

に

か

気
に
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に
出
て

時

か
事

動

て

は

か

え

上

部

に

不

明

意
に

て

か

か

可

出

は

離
塔
に

ら

可
能

か
ら

か

ら

に

か

時
は

は

て

か

方
に

は
無

か

気
は

て

か
ら

は

か

自
分

割

割
は
こ

て

  

に

え

て

数

物

は

物

て

 

え

 

因

歪

迷
宮

こ
か
ら

界
に
流

出



  有羽生符哀鳴位噛無会疎 地阿歩止琉負不地参

て

か

 

て
こ

か
こ

は

迎
え
撃

気

か

え

 

に

に

て

て

に

て

 

は

か

動

は

か

彼

連

物

に

て

 
椅
子
に
座

 

義
手

目
に
は

身

に
は

 
座

て

に

え
て

は

は

立

こ

死

気
は

死

死

ら

Ｎ
に

て

は

か

ら
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こ

事

か

て

事

て

 
捨
て

自
分

方
風
ら

事

て

忍

に

て

は
出

て

え

忍

か

 

風

ら

取

事

無

度

自
ら

て

か

負

て

か

愛

子

て

後
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は

に

無

は

 

⻑

事
は

か
我

か
ら

に

ら

て

え
て

ら

に

か

 

 

気

か

て

か

に

に

  

度

て

ら

理

は

は

太

え
ら

に

事

は
照

時
間

か

伸

事

 

に
照

地

か
ら

身

て

に

無

に

て

  

て

て

は

て
は

え

か
ら

て

に

に

に



  有侠同糸

こ

か
ら

は

 

か

 

に

は

自
業
自
得

 

手
に

に

て

無
理
矢
理

目
合

て

に

否

て

て

 

て

法

て

子

か

は

人
に

ら

て

は
か

て

に
自

自

に

か

初

か
ら

は

て

に

初

に
是

句

否

ら

自
ら

法

て

ら

取

対
応

か

て

こ

か
ら

は

 
本

に

 
自
分

都
合

か

え
て

軽 

か
ら

 

手
に

初

て

は

方

に

得

て

生

一
度
死

ら

生

難

て
目
に

え
て

事
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か
ら
是

に

に

事

か

こ

か

目
合

に

法

⻑

存

こ

え

子

は

 

ら

は

ら

ら

後

て

に

て

 
異

に

忍

 

後

事
は

か

は
被
害

Ｎ

襲
撃

て

こ

て

か

え

 

か

 

取

て

ら

か

か

て

か

て

か

 

こ

は

か

 

て

か



  有侠同糸

 

か

て

か

に

こ
え

 

 

 

は

二

生

歩

法

ら

楽

道

事

苦

事
は
多

死

か
ら

人
方

合
え

て

ら

に

こ

道

 

絶

  

か
え

え

 

方

一

  

に

え

は

ら
撃

場

は

え
て

か

え
て

 

動

て
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多
分

て

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

音

鳴

 

程
か
ら

百

千

 
数
え

事

に
て

て

間

て

か

 

糸

流

 
数
多

出

て

 

か
ら

撃
は

字

に

か
か

ら

下

に
は

方

防

ら

方

手
に
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新

出

彼

後

に

か

は

撃

こ

出

は

ら

 

て

は

 

て

て

 

人

 

法

に

に

論

苦

法

一

地

 
目

に
負

程

は

 

撃
か
ら

に

え

て

道

は

に
同
一

度
は

に

編

は

久

に

 

か

は



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

 
否

度

我

か

て

安

は

に

 

は

武

 

は
亜

間

か
ら

は

新

出

え

は

に
こ
こ

来

界

取

は

方

外
に
居

 
は

息

 

て
は

て
は

は

 

界

か

ｂ
ｏ

ａ
ｂ
ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｅ

ｏ

ｅ
ｒ
ｈ
ｉ
ｄ
ｄ
ｅ
ｎ

 

て

か
ら

か

ｂ
ｏ

 

こ
え

こ
え

は
頭

え

 

程
か
ら
時

こ
え

こ
え

ら

は

自
分



  有侠同糸

て

か

 

事

気

 

気

 
恩
人

気

 

気

に

て

 

て

 
脳

 

椅
子
低
区
座
矢
羅
栖
琉

羅

 

炉

不
安
端

 

か

 
目

太

徒

上

太

徒

 

は

ら

不

存

ら

は

 

は

か

 

存

意
義
は

か

法

存

意
義
は

 

て
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間
に
か

手
に

に

て
て

て

界

照
ら

事

  

て

 

か

こ

は

出

て

本
来

取

 

こ

出
来

こ

て

え

か
俺

事 
動
か

負

は

度

負

は

身

負

は
 

ら

か

 

か

て

か

ら

俺

 

ら

離
に

 

ら

離
に



  有侠同糸

 

か
ら

 

出

か

か

て

 

に

法
に
食

ら

か

 

に

法
に

ら

て

 

時

 

Ｎ

同

に

法
に

か

て

 

て

目

は

て
俺

て

か
ら

自
分

自
分

こ

怖

か

  

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

 

地
参
安
堵
迂
員
弩
上
亜
羅
伏
度
員
地
内
途

 

脳

紺

介

法

か
ら

て

は

最
初
に

ら
に
脳

身

て

こ

に

て

か
俺

舞

同

法

て

場

に

こ

て

初

上
手

 

法
は
Ｓ
Ｓ
Ｓ

か

 

取

法
か

か

か
ら

 

え

法

は

て

て

耗

て

赤

に

対

て

物

に

太

忍

か
ら

て

子

て

中

方

か

て

か

序

か
ら

気
に

 
こ

舞

遠
征

班

は

⻑

外

え
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こ

脳

舞

こ

こ

理

て

か

対
か

て

ら

て

て

対

ら

て

ら

て

業

て

中

一

場
に
出
て

て

 

方

ら

業
中

て

気

 
一
方

物

か
ら

か
手

か

て

物

出

来

法
に
食

て

ら

は

舞

に

て
気

て

ら

 

て

一

下

ら

て

か

手
に
出
て

て

ら

て

出

て

俺

法

二

三

意

人
間

合

て

か

 

界

て

て

て

ら

こ

上

界

苦

に
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法

生

に

に

Ｎ

邪

本
物

楽

取

に

ら

ら

か

俺

俺

こ

か

 

界
に

 

物

に

事

事

法

界

迎
え

 

事

か

  
生

に

俺

身

死
に
か

て

 

か
ら

て

に
か

に
微

身

て

俺

身

に

能

止

防

に

時

て

に

 
上

て

か

て
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道
は

こ

上
に

道

か

   

物
に

死

て

物

に

要

法

因
子

て

に

て

物

部

て

 

法

Ｎ

に

取

数

中

部

上

部

実
に

は

後

に

得

  
安
藤

自
身

て

て

に

て

て

は
意
外

て

て

 

か

 
太

風

に

て
中

立
て
て

こ

上
に

て



  Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ

て

 

俺

に

こ

方

事
無

て

最
初
に

て

一

番

俺

出
会

場

自
分

に

か

て

か

ら

て

人

に
安
寧

 

に

 

こ

 
俺

理

ら

か

か

合

こ

か

て

方

俺

ら

ら

 

は

は

に

道
 
俺

道

に

係

に

ら

て

こ
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俺

俺

俺

道

 

後

ら

ら

俺

二
度
目

こ

て

か

御

要
ら

ら
要
ら

て

え

俺

手
に

に

て

俺

手
に
道

え

ら

ら

照

不
安

に

て

外
に

か

か

案
外

方

か

て

か

こ

に

て

に

は

無
理

事

え
て

か

 

無
理

は

 
自
分

俺

か
ら

離

一
歩
下

 

落

に

椅
子

⻘

苦

か

に
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法

こ

程
度

は

こ

 
上

 

か

得

か

 
彼

に
似

気

か
ら

界
か
ら
出
て

こ

は
出
来

は

太

意

に

理

は
初

か
ら

割

理

て

界

苦

ら

 
歪

か

て

に

歪

人

こ

か
ら

こ

か
止

事

は

 

ら

は

 

自
分

に

て

 

⻘
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死

気

 

人
に

か

死

気

て

取

難

一

て
こ

事 

法

は

 

か
太

か

目

閉

彼

に

目

か

て

か

 

場
に

に

こ

場
に

て

照
ら

事

 

方

は

 
本
来

照
ら

方

法

琉
或
琉
太

泥
椅
子
或
紫

渡

人
或

琉

 

俺夜

徒

物

風

徒

は

か

間

 

は
一

に

 

こ
に

こ
か

法

立

て
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割

合

新
生

 
彼

は

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
自
分

自

 
自

か

か

こ

に
は
無
に

意

か

 

目

に

 
生
物

ら

本

に

例

一
番
多

に

て

介

え

 

 

法

か
ら

 
無
理

 

手

て

ら
こ

て

は

防

て

ら

 

か
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来

 

係

無

無

て

て
無

に

程

音

か

か

か

 

ら

て

法

皆

こ

事

か

て

怖

法

無

か

  

え

 
小

否

か

に

に

 

か

は

皆

て

は
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同

か

 
天

集

は
紫

 

冷
気

  

部

て

 

か

て

理

ら
ら

こ

は

不

応

無
理

ら

 

  

造

一

に

こ

は

に

最
新

ら
に

か

合

て
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身
に

 
こ

天

に

句

て

に

新

に

て

に

こ

は
無

こ

か
ら

か

ら

 
異

は

  
え

ら

ら

目

て

こ

に

ら

こ

は

一

は

 

こ
に

 

に

か
流

に

て

手

て

か
ら

 

ら
下

て

区
分

え

は
軽

え
て

 
え

こ
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こ
に

  

え

か

 

運

か

 

ら

か

 

ら

後
か
ら

ら

て
気

て

Ｎ

法

 

か

手

は

ら

て

⻑

外

下

小

 
こ

物

事

か

 

ら

意

こ

か
ら

 

ら

 

  

ら

程
に

 

ら

害

に

ｋ
ｉ
ｌ
ｌ

伐
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運

こ

水

 

 

か

か

て

 

ら

 

こ

え
て

か

 

え
て

か

事

は
一

ら

か
ら
人

か

 

ｋ
ｉ
ｌ
ｌ

  

ら

か
ら

か
ら

は

て

 

か

事

て

え

か

自
分

て

こ

場
か
ら

是
無

 

は
止

 

時

に
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

舞

 

千

か

数
え

に

程

数

に

人

 

程
か
ら

一

事

 

程
か
ら

一

度

こ

 
こ

手
に

て

時
間
は
無

に

か

は

に

て

に

は

て

か

 

 
こ

時

動

ら

に

 
自
分

は

に

に
は

多
分

上
は
無
理

自
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日

日

て

利

法

に

 

は
身

て

動

て

方

え

ら

に

得

て

一

集
中

て

本
数

ら

え

に
は

か
理

か

に
気

て

か
は

か
ら

 

え
て

て

ら

え

気

中

頼
ら

自
身

法

か
ら

え

法
は

て

か

 

法

に

て

直
に

か

直
に

て

割

て

法

て
こ

か

天

意
図

に

事

え

か

 

は

は

え

得
手
不
得
手
は

彼

自
ら
に

本
来
は

物

得
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か
ら

 

こ

は

本
来

て

法

て

法

は

 

か
ら

こ

は

え

か
ら

法
は
本
人

人
生

ら

 

か
ら

目

法

か

気
に

利
か

自

に

か
に

は

え
て

 

に

彼

は

鳴

彼

は

動

彼

は

に

て

出

事

か
は

 

か

て

直
に

え

て

愚
か

自

中

に

え
ら

自

か
ら
こ

自

分

は
得
意
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か

て

自
分

目

か

か
ら

か

事

人

ら

て

て
こ

分
か

て

 

上

て

 

人

か

か
目

止

か

 

は

一
度

ら

は

か

ら

え

法

本

か

 法
は

  

界

 

界

 

出
て

に
手

て

身

遠

法

自
分
は

身

得
意

に

て

 

身

て

か

こ
こ
は

こ

か

は
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界

て

に

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

か

ら

ら

に

て

か

て

和

頼

て

法

て

こ
え
え

は

て
子

ら
ら

て
子

か
ら

は

え
に

て
子
は

頼

生

止

ら

か

子
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は

こ

に

か

て

て

は
一

負

に

生

に

か

か

て
て

て

て

負

  

に

て

無

て

か

え

数

種

中

最

目
撃
例

多

種

人

は

て

て

か

俺

か
ら

 ⻘

生

に

か

て

赤
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か

は

え

は
自
身

に
動

事

自

て

て

来
て

て

応
え

理

か 
⻘

気

か

か
俺

て

方
に

ら

下

ら

邪

太

徒

て

太

ら

 

ら

て

て

は
無

は

て

こ
こ

時

て

か

種

対

 

か

か
ら

法

え

に

外

度

に

か

合
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中

出

は

て

輪

天

て

に
頭
に

て

中
に

中

出
度

太

て

か

ｋ
ｉ
ｌ
ｌ

 

渡

音
は

に

 

か

法
に
食

て

て

度

ら

に

に

 

て

か
ら

か

  

目

武

て

身
か
ら

生
え
て

て

て

事

に

え

て
こ

に

物

 

に

に
は

ら

か

て

 

太

風

て
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要
か

か

に

頭

手

か
か

身
内

か

 

 

中

 
邪

は

て居
座

て

 

か

は

か

身

は

か

身

に

得

か
ら

撃
に

て
か

こ

か

え

は

事

て

ら

か
気
分

手
に

て

ら

 

は

初

に

は

 

一
番
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一
気
に

ら

 

て

物

 

椅
子

手

に

 

か

 

気

法

て

 

法
に
食

て

法

中
に

に

外

か

え

か

て

殊

法

て

法

死

 

か
ら

か
て

法

て

に
出
て

に

て

法
に
食

か

て
太

徒

出

て

 
は

 
て

え

え

か

物

上

 

 
天

て

か
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場
は

え

程
度

止

ら

要

 

 

出

て

参

に

か
 
明
ら
か
に

法

種

て

か
ら
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人

こ
か

子
に

て

か

軽

か

生

て

は
事
実

応

て

こ

身

は
造

物

本

は

⻑

間

生

て

か
ら

は
事
実

か

か

え

方

か



  藍夢能登韻垂例須手取

事
実

に

て

野

人

こ
か

子

え
て

こ

同

に
動

て

か
ら
湖

に

か

て

て

 

時

こ

え
て

 

安
直

に

ら
安

直

て
野

人

事
は
置

て

楽

時
間

無

か

美

食

に

え
え

 

か

 

に

初

て

て

 

て

か

に

て

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 十一、移項編

 

に

に

に

て
こ

て

て

泥

ら
物
流

て

本
気

か
か

か

 

か

か

最
初
に

出

安
藤

か

こ

は

浴
場

え

て
自

か
ら

度

て

浴
場

 

宙

に

か

て

か

に

時

合

か
磁
気

合

か

か
ら

事

て

に
浴
場

か

ら

湯

か

に

て

か

て

か

え

て

似

法

業



  藍夢能登韻垂例須手取

は

え

法

ら

は
湯

か

に

て

子

気

か

え
ら

 

て

 

え

こ

 
こ

に
実

意
て

て

浴
場

ら
に
負

浴
場

こ
に
対

て

こ
こ
に
天

に

に
頼

か

は

時

雲

て

か

は
気

か

方

身

て
か

 

か

 

安
直

に

え

か

 



 十一、移項編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  藍夢沙伏頼頭土倍地羅運動野伊豆

 

藍
夢
沙
伏
頼
頭
土
倍
地
羅
運
動
野
伊
豆

 
初

て
自
分

意

時
に

は
深

 
造
物

水

に

て

に

え

こ

地
下

は

生

訪

は
絶

会

 

に
て

独
に

こ

ら

似

法

え

に
最

会

安
藤

渡

て

人

分
割

章

媒
介
に

か
こ

ら

は

法

人

分
割

Ａ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ

死
得
無

に

え
て

は

無

人

一
部

取

事

に 

て

Ｎ

生

て

中
に

取
ら

か

て

新

  

は

章

取

分
割

人

ら
か



 十一、移項編

物

合

こ

上

ら

合

 
自

は

身

こ

存

本
来

自

 

て

は
本
来

か

 

に

身

能

て

ら

事

て

て

 

は

場

に
は

 
取

は

取

気

は

論

十
二
分
に

 
同
時
に

 

界

て

 

か

か

て

か

て

か

か

て

気
に

明
日
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か
気

ら

多
分

に

て

か
ら

え
え

気
に

か

ら

子気
に

ら

に

無

か

か

Ｎ
は

因
に
は

利

に

は

法

子

多

に

て
か

は

て

 

ら

て

か
ら

て

論

て

ら

合

に



 十一、移項編

に

こ

こ

こ

か

道
具
一

は

意

て

最

場
合

経

物

集

て

か
ら

て

出

か

ら
中

時

外
要
ら

か
ら

遠
ら

 

は

は

⻑

生
活

は

か
ら

度

楽

か

ら

 

て

 

子

て

て

に

 

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  藍夢沙伏頼頭土倍地羅運動野伊豆

こ

生
は

人

理

方
は
同

に

は

皆

法

か

夢

こ

気
分

は

 
一
度

同

 

目

は
似
て

似

か

身

能

低
下

か
ら

物
に
襲

か
ら

に
出

に

か

遠

法

て
事
に

て

ら

 

Ｎ

こ

ら

て

一

 

養
中

離
塔
に

て

か

か
ら
多
分

て
て

対

ら

無

か
ら

案
内
に
移

に

法

紹
介

て



 十一、移項編

か

法

自

初

て

て

ら

か
ら

え
え

か

法
は

ら

内

ら
天

に

え

事

撃

法

は

天

御

種

多

出

Ｎ

に
立
て

 

か

こ

子

 

て

家

同

家

対

明
ら
か
に

か

て

事
部
に

ら

に
立
て

か

紹
介

て

 

ら

生

に

か

 

か
八

生

実
に

か

部
に

か

生
活

こ
こ

ら

無

か

 

か

て
て

て
こ

無

 

人

気

か

優

て
律

か
こ
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道
具

こ

か

て
方

気
に

て

て

方

て
人

理

こ

方

生

法
は
気
烈

法
か
は

て

ら

方

か

分

⻑

間

法

て

て

か

か
ら

法

て

自

⻑

間

て

は

方

気

て

て

は

か

武

一

か
本

に
気

て

に

て

は

物

て

か
ら
⻑

間

て

て

日

蛇

物

襲

て

は

一
人

生

蛇

撃

こ

時
に
気

こ

は
気

か

て

遠

に

え

法

て

 

⻑

子

 

人

か
か



 十一、移項編

 

か

て

か

に

時

に

て

て

中

て

か

は

法

は

法

か

息

要

て

ら

法

え
え

多

場

立

法

 

か
に
似

に

 

ら

は

法

ら

部
分

道
具

ら

に

て

こ

方

こ

方

手

に

か
根

に

度

ら

意

か
ら

に

安
藤

ら
に

合

て

ら

 

こ

ら

か

か
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ら
不

か

か
ら

て
怖

二

目

か

か

て

事

時
に

え

て

 

こ

Ｎ
に

時

か

て

か

Ｎ

か
ら

要
ら

て
こ

か

て

か

ら

手

て

 
手

 
義
手

人
間

手

義
手

か

生

て

生
え
て

事

ら

か
ら

こ

こ

か

利

 

に

Ｓ

人
道

に

事
実

て
外

か
ら

に

て

ら

て

ら

こ

義
手
に

て

 

て

理

か

自
分

に
利



 十一、移項編

道
徳

か
ら

間

て

て

て

無
理
矢
理

間
に

て

に

間

か

て

 

気
に

安
藤

ら

え

え

か
ら

意

 

ら

事

に

要

て

理

て

 

要

こ

に

要
ら

こ

か
ら

に
優

か

は

時

に

か

業

に

は

初

内
は
移
動

多

え
ら

ら

地
図

か

生
徒

に

 
一

に

離
塔

 

こ
に

に

運

か

身

か

か

て

て

ら

同

に

こ

ら

絶



  藍夢沙伏頼頭土倍地羅運動野伊豆

苦

て

て

か
ら

 

え
て

間

来
て

て

 

か

て

子

て

か

ら

 

か

て
後

方

は

新

生

 

は

か

来
て

 

え

か

て

は

は
か

て

間

て

て

に
は

気

こ

か
ら
は
同

法

て

部

方
に
は

は

に

て

こ

ら

事

て

て

は

か
楽

生
活

は

こ

て



 十一、移項編

 

こ

 

て

て

て

こ

に

え

 

か

て

   

自

 
無
理

 

て

か

 

て

て

か

 

て

か

に

係

無

は

は

え

え

 
気

ら

に
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て

て

ら

合

会

に

無

に
こ

上

か

間

ら

て

こ

上

こ

上

ら

 

か

て

か

て

か

初

て

場

は

こ

か

 
自

紹
介

か

は
  

に

て

子

流

か

か

に

程

 

同

人
に

て

て

間



 十一、移項編

  

て

人
に

こ
か
似
て

え

て

は

は

度
こ

ら
皆

に

内

出
会

ら

時
に

は 

は

て

て

 

て

 

か

 

こ

か

に

かは
止

か

は

方

は

て
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こ

 

か

後

噛

て

て

て

 

案
内

え
え

て

か
ら

  

か

か

て

対
応

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

部

に
寝

 
無

歩

て

合

に
遭

て

出

怖

て

こ
こ
に

て

て



 十一、移項編

 

て

日
会

人

員

て
て
こ

か
ら

会

ら

員

て
て

最
後
に

に

害
に

存

て

に

 

か

楽

か

  

こ

時
間
に

法

寝

多

か
ら
同

か

か

て

 
油

て

て

 

椅
子

に

 
一

え

か

出

物

 

ら

え

て

こ

は
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渡

か

 

か

か

か

て

Ａ

字

本

か

出

か

俺

て

て

自

無

理

て

か
ら

て

ら

Ｎ
中

て

か

か

に

ら

意

て

て

ら

て

  

に

 

て

俺

分

離
塔

生
活

て

十
二
分
に

え

か
ら

て
楽

ら

て

こ

に

て

て

て



 十一、移項編

俺

生

て

か

か
ら

か
ら

て

て
か

 

に

て

に

て

か

 

ら

生
活

楽

は

俺

に

て

か

ら

ら

に

生
活

楽

て

て

か

か

俺

こ

事

て

俺

冷

冷

に

て

ら

こ

こ

に

て

か
ら

意

か

て

か

 

法

て

物

ら

来

分
か

ら

出

気

意

無

生
活
楽

て

方

て

て

子
に

子

て

 
意

か



  藍夢沙伏頼頭土倍地羅運動野伊豆

 

に

かか

て

か

気
か

 

ら

て

ら

て

か

俺

最

て

か

案
外

俺

上

ら

か

  
こ

え

合

生

て
て

か

て

て

に

外

気

生
活

て

楽

中

生

一

居
ら

 

印

置

法

か

て

て

か
ら
楽

楽

時
に
死

気

楽

俺

十
分
に

楽

後

か
ら

こ

に

て

十
分
に
楽

後

て

て

に

ら

て

は



 十一、移項編

か

方

に

ら

こ

界
に

て

事

に

か

俺

こ

俺

一
番

て

て

内

会

こ

か
ら

こ

  
気

か

か

に
義
手

え
て

て

 
初

て

か

 

俺

場
区

に
頼

て

ら

出
来

て

て
か

て

音

数
人
に
気

か

は

夜

気

ら

に

一

て

義
手
取

無
理
矢
理

か
ら

 
取

に



  藍夢沙伏頼頭土倍地羅運動野伊豆

 

に

 

 

に

て
て

て

こ

不

ら

か

に

手

に

事

無

て

か

 
本

に

 

気

 

て

て

か

   



 十一、移項編

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

業

 

て

襲

本

内

ら

 

Ｎ

て

に

ら

に

法

て

て

事

遠

に

て

部
分

無

て

ら

に

て

て

て

 

え

本

は
法

に

て
一
番

は

死

て

物

事

は

 

て

か

 

て

死

方

え

て
死

て

物

て

法
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に

て

一
番

に

ら

物

て

法

因
子

て
来

か
ら

こ

方

安
直

に

こ
に

て

法

に

か

て

か

 
自

理

て

食

て

か
ら

て

て

え

法

か
ら

物

こ

て
事

対

係

て

 

法

 

身
か
ら

こ

異

存

無

て

て

上

法

家
防

Ｎ

 

か

 
利

利

て

に

に

に

気

か

て

に

て
て

 

か

 
可
哀

て



 十一、移項編

て

物

動

て

に

種

活
動

は

法

上

自
分

部
分
に

目

て

て

人

に

上

か

は

か

 

は

業

え

移
動

は

に

 
一
度

後

 

て
て

業

 

実

か

 
こ

に

は

はは

合

て

は
合
同
実

実

初

こ

に

は
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は

 

て

 

か
に

遠

中

要

応

 

か
ら

て

か

中

 

中

か

日

 

種

に

て

日

時
に

ら

中

て

自

に
後

て

か
ら

物

て

間
に

て

 

こ

止

ら

て

か

ら

中
身

て

え
ら

物

に

て

え

ら

て



 十一、移項編

  

間

て

無
理
か

に

法

て

子

か
ら

て

に

て

 

に

対

に

 

方

か

は

身

て

集
中

に

意

て
集

手
本

か
ら

に

て

て

は

 

日

修

塔

直

て

Ｎ

班

事

方

 

か

こ

道
具

に

て

か

自
分

て
て

か

か
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中

方

か
ら
噛

合

て

噛

合

て

こ

太

忍

か

ら

鳴

 

か

え
て

ら

中

法

て

 

に

置

て

か
ら
落

て

は

内

て
こ

て

え

上

こ

来

紫

 

鳴

内

え

法

は

習

て

え

に

か

ら

間
に

に

て

て

か
保

て

て

て

て

息

は

手

生
物

修

塔

人

は

法
に

対
応

か



 十一、移項編

 

か

 

て
修

塔

て

か

か
ら

ら

に

か

ら

か

 

似

種

か

時

一
歩

修

塔
に

て

ら

⻘

か

に

に

て

に

 

て

え
事

て

か

 

て

手

ら
に

て

て

 

法

息

て

息

止

ら

て

怖

か

死
に
似

法

似

て

死

座
に

 

似

人

に

 
人

 
内
部

造

人
間
に

て

か

ら

人

数

経

て
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か

 
こ

か

か

か

に

て

か

 

て

ら

度

は

は

一

こ

ら

に

に

 
一

 

に

 

日

か

て

に

こ

か
ら
明

て

 



 十一、移項編

 

Ｓ
Ｓ
Ｓ

一

に
目

は

 

て

こ

楽

て

ら

か

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

 

藍
迂
遠
斗
塔
羽
生
阿
番
食
和
絵
都

地
番
食
和
絵
都
負
不
地
出
土
初
琉

微
鍬
家
都

殊
蟻

こ

は

は

 

日

業

か
ら
実

身

て

手

下

業

こ

て

ら

か

に

ら

業

て
事

に

後

に

遠
征

か
ら

て

か

 

手

理

同

 

方

気

か

て

て

て
目

方

上
手

て

人

て

死

上

て

上

身

能

に
物

て

か
ら

多

て



 十一、移項編

こ

法

に

て

負
え

多

て

 

目
は

は
要

要

か

て

こ

撃

て
か
ら
動

て

て

て
え

に

本

ら

こ

か
ら

一

に

え
上

て

こ

は

 
こ

え

 

か

か
こ
こ

 

て

時

て

程

に

て

死

て

多

法

手
に

て

て

法

分

動

に
目

ら

か
ら

え



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

 

て

て

動

手

分

て

に

て

理

か
ら

か

て

は

に

 
え

て

え

 

か

て

人

本
来

手

ら

気

離
塔
程

に

は

中

塔

因

迷
宮

て

伏

て

か

ら

か

か

か

 

手

 
こ
え

気

か

て

て

て

こ
え

道
具



 十一、移項編

 

間
修
羅
場

修
羅
場

え

怖

か

 

日

業
は
こ
こ

 

自

習

修

塔

出
来

か

部
分

て

て

 

か

 

目
に

 

道
具

こ
一
番

か
ら

か
ら
こ

遠

法

 

こ

 
遠

身

え
て

身

に

て

方

か
ら
こ

こ

ら

て

 

に

て

に
最
初
か
ら
得
物

て

流

に

我

 

本
来

得
物

て

流

に

て

か



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

は
本
来

武

は

か

て

本
来

武

ら

に

て

得
意

生
に

か
ら

 

こ

 

演

人

に

 

か

え

か

 

か
に

一

に

か

 

て

 

遠

 

物
に
手

て

ら

て
安
直

に
安
直

え
出

て

ら

か

安
直

法

武

事

か

て

え

 



 十一、移項編

ら

 

に

は

 

合

て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

こ

俺
に

て

来

俺

こ

目
立

か
ら

か
ら

か

似

て

か
ら

似

 
こ

に

 

か

て

ら



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

俺

外
に

か

一

に

え
て

は
   

冷

に
頼

か

か

 

か

 
こ

に

て

え

上

え

か
え

て
こ

か

て

本
来

得
物

え

ら

か
ら

に

て

ら

か

て



 十一、移項編

か
ら

て

に

武

え

て
こ

  

こ

頼

 

ら
安
直

に
頼

ら

死

可
能

手

て

に

 

か
ら

て

て

難

か

 

か

ら

ら

か

え

か

ら

か

こ

て

ら

似

え

か

か

ら

に

ら

に

て

 

ら



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

か

二

棒
に

て

て

か

か

 

か

 

道

に

法

て

要
ら

 

ら

方

て

上
手

か

て

て

に

て
か

 

て

て

て

か

  

日

間
に

法

に
は

員

意

て

は

出

 



 十一、移項編

に

こ

ら

来

に

ら

ら

俺

方

愛

ら

に

て

 
落

 

か

 

部

部

度
来

事

ら

手
土

て

頼
 

似

動

 

数

安
藤

道
具

こ

数

介

こ

て

に

対
応



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

 

法

法

て

に

に

て

 

に

死

か

て

ら

落

か

か

て

 

て

 

日

歓
迎
会

て

ら

か
ら

部
活
動

て

ら

中

時

て

法

部
活
動

に

か

か
ら

  

要

割

に

深

ら

  

こ

こ

 

か

 
初

て

 

は

 



 十一、移項編

法

は

て

は

縁

に
⻑

法

は

頼

え

日

瀬
尾

て

 

方

 
会
場

て

 

法

て

明

に

て

ら

手

止

法

か

て
法
律

無

上

に

法

に

被
害

無

て 

に

こ
こ

こ

ら

理

一

分

か

 

後
に

て

か
ら

か

ら



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

手
土

に

か

こ

に

は

は

か
ら

座

難

 

は
椅

子
に

て
来

か

え

こ

は
柔
ら
か

に

に

に

て
堕

か

ら

ら

か

気

は

は

 
実

に

 

に

無

ら
か

か

 
身
⻑

に

頭

て

て

か

か

て

 

目

理

に

無

え

は

か

か



 十一、移項編

こ
こ

出

か

か

て

か

か

は

度

皆
に
紹
介

て

え
て

は

に

て

歓
迎
会

流

に

か

て

ら

ら

は

場
に

て

は
こ

合

て

に

か

て

か
ら

は

  
彼

ら

か

人

に

無

か
ら

ら

か

て

 

彼

ら

彼

ら

人

か
ら
気

か

人

こ

⻘

赤

て

か

か

 

は
紫

は

に



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

出

多

噛

合

て
て

か
か

こ

か
に
⻘

赤

て

こ

ら

て

自

紹
介

場

気

 

気

か

 

に
気

て

事

死

気

か

論

気

気

は

は

法

こ

は

習

か
ら

て

は

同

頼

は

 

こ

人

ら

か

て

か

 

ら

て

は

に

動
か



 十一、移項編

 

は
同

え

は

事
に

は
無

て
こ

に

て
は

は

は

例

に

こ

人

 

て

て

 

ら

ら
新
人

 

ら

え

 

に

こ

て
こ

 

か

 

こ

人

て

人

え

て

か

 

食
事
か

安
藤

ら

か

人

こ

久

安
直

食

実

美

か

 
え

 

か
こ

て



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

分

存
分
に

初

て

は

て

法

は

初

て

は
 

冷

か

か

 

か

か

て

か
ら

異
例

て

か

 

直
に

て

か

は

目

怖

え

 

こ

は

て

度



 十一、移項編

は
は

 

は

か

ら

に

 

て

 

に

こ

 

て

か
本

に
迎
え

ら

て

 

こ

無

え
て

えは

は

 

ら

て

に

て

は
目
に

え
て

か
ら

て

 



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

  

て

理
に

て

 

ら
ら
か

法

に

か

上

人

は
怖

は

に

は

か

は

 

ら

て

 

か
ら

意
事
項

は

道
具

て

中
身

え

て

か
ら
一
番
気

は

子
 

ら
ら



 十一、移項編

 

か
に

に
中
身

ら

ら

か

に

生

に

 

て

て

 
怖

え

 

て

 

え
て

  
こ

ら

か
ら

は

多
分

人
は

か
ら

ら
ら

は
不

人

人

は

か
ら

て

方

方

か



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

方

 

方
出
身

て
は
一
度

て

か

ら
こ
こ
に

 

 

か

て

て

か

 

ら

て

 

か
て
こ

て

一

に

て

出

か

皆

て

ら

に

 

中

来

 
不

ら

て

か

 

に

間
に
か

て
中
身

ら

て

ら

て

か

か

取

は

か

て

か
ら

え
え

え
え



 十一、移項編

食
事

楽ら
ら

は

こ

に
は

て

か
ら

可
哀

に

か
ら

  
絶
対

か

絶
対

か

て

一

方

か 

ら
ら

か

え

歓
迎
会
に

て

邪

部

か

か

 

生

参

て

て

事

⻑

か
ら

か

理



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

は

は

ら

 
え
え

流

に
こ

気
に
は

ら

て
来

ら

か

ら

か

 

撃
班

か
可
愛

子

 

に

子

邪

 

一
番
気

子

て

 

係

来

 

に

ら

か

か

気

は
流

て

⻑
に

可

得

に

か

か

⻑

可

ら
取

楽

て

て

て

て

て



 十一、移項編

 

ら

ら

か
こ

は

こ

に
対

か
ら

倍

度

食
事

て

は

に

歓
迎
会

は
繰

に
は
こ

は

場
に

て

こ

⺟

ら
ら

に

て
来
て

え

 
え

Ｇ

Ｓ

方

に

か
ら

は
安

て

⺟

 
え

ら

方

⺟

か

は

て

 
こ

出

て

ら

か



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

 

て

流

に
理

ら

か
ら

捨
て

理

こ

は

て

は

ら

 

中

 

目

優

て

こ

Ｎ

歓
迎

 

か
ら

て

か

え
て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

に
来
て

流

に

こ

に
来

に

か

ら

こ



 十一、移項編

か

こ

日
歓
迎
会

て

出

理

ら

食

は

ら

食

は

 
本

に

こ

に
来

か

 

こ

取

て

気

て

に
出

本
来

ら

場

に
は

は

 

楽

気

食
事

え

え

は

可
哀

て

か

こ

歓
迎

か

て

て

こ

か
ら
座

 

か
ら

に
座

 

に
歓
迎
会

後
本

に

無
か



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

人
に

て
こ

て
来

て
自
分

食
え

て

 

え

食

気
に

て

に
食

て

に
か
ら
食
え

俺

気

生
活

楽

か

に

て

方

て

分

利

か

 

か

て

て

安

か

 

ら
安

て

か

て

 

か
ら

 
一

に
食

か

楽

か

て

て

か



 十一、移項編

楽

か

か

て

楽

か

か

て

 

一

ら
俺

方

小
気

て

か

落

気

無

楽

か

こ

 

楽

か

か

 
楽

か

か

場
合
に

楽

か

か

 
楽

こ

無

楽

か
ら

多
分

人
生

一
番

楽

は

か



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

 

え

か

て

 

は

に

か

に

人

て

深
夜

て

こ

時
間

一
番

子

俺

夜

徒

か
ら

か

多
分

彼

て

て

時
間

彼

に

時
間

か

か

か

夜

徒

彼

か

か
ら

子

俺

法

て
気

か
ら

か
ら

 

気

て

か

死

に

に

て
て

か
ら

Ｎ

一

気

明
ら
か
に

俺

に

法

因
子

て

部

出

か

法

ら
か

え

物



 十一、移項編

物

俺

俺

外

夜

徒

て

事

か
ら

子

こ

対

 

対

 
こ

離
塔

て
場

に

閉

て

 

楽

て

楽

て

て
て

時

え

て

に

て
て

 
こ

部

に

か
ら
対

て

 

に

俺
に

て

て
か

合

か
ら

  

こ

に

活
に

か

対

こ

か
ら

俺

生
存

こ

て

間

頼

係



  藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都 殊蟻

俺

捨
て

出
て

か

ら

に

か

こ

て

て

か

か

ら

か

ら

 
こ

は

 

は
時
に

に

て

か

て

に

か

人

か

て
事

得

物

か

て

係

こ

か
ら

人
生

生

か

道

か

ら

楽

て

生

て

俺

生

て

て

て
楽

日

自

最
後

に
夜

徒

て

立

は

か

え



 十一、移項編

ら

か

  
意

か

か
ら

 

て

に

か

気

食
事

一
端

気

え

 

意
地

気

 

手
に

て

楽

日

て

界

後

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  意例唄連都

 

意
例
唄
連
都

 

因

 

上

迷
宮

本
来

ら
地

に

外
か
ら
流

に

に

造
に

て

て

Ｎ

に

て

割

か

ら

 
最
初

法

物

こ
に

生

理

て

合

法

物

一
部

て
こ

に

は

因

宙
に

こ

集
中

場

こ
に

法

因
子

て

離

て

こ
か
ら

か

法

生

に

 

は

て

 

落

て

流

に

下

こ

に

⻑

て

法

法



 十一、移項編

に

無
理

 

て

割

 

に

え
て

て

て

か

頼

は
に

て

こ

夜

に
迷
宮

か

 

て

  

理

 

時
間

人

実

一

に

事

無

演
習

修

こ

こ

に

て
か
新
人

無

て
て

方

に

て

 

に

流

に

保

に

か



  意例唄連都

て

こ

独
に

時
自
分

か

  

か

て

て

迷
宮

難
度

物

多

存

場

時
迷
宮

合

経
て

法

に

出

取

鳴

安

に

物

死

は

て

か

こ

て

来

に

か

て

に

こ

か

て

こ

夜

か

  

人

ら

物
に
襲

に

 

中

に

か

ら

こ

人

て

に



 十一、移項編

法

閉

ら

て
か

え

か

事

ら

は

法

は

か

 

て

ら

 
本
来

ら

か

介

法

て

班

⻑

て
こ

 

久

に

か

 

因

か
ら

最
後

場

意

出

場

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  



  意例唄連都

 
安
藤

程

て

武
具

て

て

襲

来

物

て

に

て

安
直

に

て

こ

こ
に

物

に
生
存

に

襲

か

て

人

て

襲

て
こ

か

て

似

に
か

 

種

種

本

ら

に

種

か

種

て

苦
手

て

か
ら

外
に

内
に

方

 

法

最
初
に

て

こ

に

ら

か

閉

え

ら

こ
こ
は

て

か
ら

に

に

こ

割

合

ら

法
に

か

ら

 

似

え
て

部
分



 十一、移項編

部
分

 

て

に
一

て
か
ら

部
位
に
流

て

こ

て

か
ら

身

動

経

こ

物

に

て

ら
矢

要

 

実

に

て

理

 

法

身

時

出

雲

中
に

て

て

か
ら

出

て

て

天

え
て

雲

出

て

ら

こ

こ

か
ら

流

法

ら

迷
宮

こ

か

て

案
外

上

に

物

て

て

こ

場

ら

物



  意例唄連都

 

気

多

こ

 

時

 

こ

気

か

て

て

に

て

ら

ら

来
て

て

一
生
部
分

て

か

 

え

中

死

ら

 

か

こ
こ

て

か
ら

生

出

こ

 

え

こ
こ

生

地

か

 

一

 

上

て

 

こ

え

か

か
ら

身

本

に

能

低

て

流



 十一、移項編

か

こ

 
こ

目

地

目

か

て

て

割
合
武

派

て

ら

時

業

合

外
に

方

演
習

 

に

怖

目

て

て

印

か
に
気

か

手
合

て

か

ら

負

て

ら

え
え

に
出

 
一

に
手

に

 

要
無

死

不

無

に 

一

て

時

て

か
ら
か

に

て



  意例唄連都

 

て

 

破

て

か

  

気
烈

一

に

 
下

て

理

て

ら

 

目

休

地

て

 

か

蛇

に

て
こ

無

介

小

て
種

か

死

絶
対
防
御

 
こ

方

か
ら

て
噛

て

対

無

噛

こ

こ

噛

か

に
理

噛

て

て

渡

か

て

て

に

か
ら



 十一、移項編

 

事

て

 

こ

物

ら

に

出

て

出

ら

理

に
死

法

は

に

に

え
て

こ

に

か

 

我

ら

死

方

流

に
苦

無

法

理

 
修

中

は
こ

我

人
間

は

置

て

て

一

二

え
え
死

方

方

ら

自

得

ら

は

章

  

に

え

て

か



  意例唄連都

 

育

て

て
か

 

本
人

ら

 

こ

自

我
負

に

人
は

方

え
 

か

 

え

て

ら

来

方

無
理

無
理

こ

は
噛

か

か
か

か

小

我

て

て

か

 

は

て

に

は
同

こ

に

一

て

か
ら

方

て



 十一、移項編

 

か
連

か

に
か

 

動

能

死

人

か
ら
こ

こ

て

人

て

無
理

か

夜

徒

か

ら

に
死

 

法

に

か

人

て

死

死

人

か

ら
多
分
無
理

ら

て

方

らは

実

は

こ

上
は
無
理

こ

か

理

噛

て

こ

時

物

撃

て

か
ら

無
理

て

か
は

ら

に

ら

に

て

て

か

  



  意例唄連都

 

こ
こ

上

係

に

か

 

こ

上

に
不

絶
対

人

我

出

て

て

に

絶
対

か

か

離
塔

て

に

養

に

か

 

に

て

 

人

無
理

   

こ

気

て

本

に

に

て

に
立
場

 

時

て



 十一、移項編

 

か
ら

か

 

死

目
に

て

か

我

て

は

不
能

我

負

可
能

こ

 

案
外
理

方

物
分
か

 
食

下

ら
理

方

か

て

 

自

猛

て

理

方

か

て

か

こ

か

て

て
に
死

は

え
ら

て

事

は

て

か

こ

場

ら

遠

法

て

こ

天

え

法

に

え
得

か

は

ら

こ

か

本

に

ら

か

て

死
に



  意例唄連都

て

ら

 

え
て

 

撃

て

安
ら
か
に

ら

て

か
ら

 

人

後
に

て

て

 

こ

ら

方

 

本
人

意

て

て

て
て
死

か
ら
実

て

て

て

間

意

て
こ

 

苦

ら

て

ら
か

ら

て

死

安
ら
か

か

本
来

法

 

負

に

て

 

ら

ら

て

苦

ら

て

苦

に

生

て

 

事

彼

ら

て

か
ら

 

ら

音

て

可
哀



 十一、移項編

は
は

 

か

か

か

え

初

印

て

て

ら

案
内

時

に

ら

て

 

時

こ

子
は

て

か

て

は

ら

は

 
後

に

に

に

 

時
に

意

は

か

て

夜

徒

連

に

て

か

  

道
は

法

に

て
は

か

道

 

て

て
こ
ら

て

か



  意例唄連都

こ

分

に

 

に

多
分

 
一

無
理

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

気
烈

 

直

ら

て

 

出
て

種

死

無

有

気
烈

ら

か

下
に

て

水

に

ら

て

か

 



 十一、移項編

 

後
か
ら
来

種
に

ら

程

に

身

種
ら

度

介

実

内

移
動

て

て

法

種

に

対

 

て

て

て

こ

に

低

か
ら

に

て

理

後

 

度

理

に

ら

身

身

に

ら

に

か
ら
こ

撃

に
直
撃

  
無
理
か

こ
立
て

は

は



  意例唄連都

無
理

て

は

 
無
理

 

て

か
ら

え

身

日

生
活

か

 

後
か
ら

音
立
て
て

て

て

に

中

出

て

 

か

こ

物

は

か
ら

法

て

か

て

は

こ

に
襲

て

ら

安
直

え

物

襲

て
こ

て

取

て

か
ら

か

 

 

久

に

 

程
度

死

無

て

手

て



 十一、移項編

 

手
に

に

 

ら

に

て

 
こ

方

 

に

て

か

に

死

死

て

赤

か
ら

て

  

て

か
無
理

 

に

手

て
て

  

分

て

身

か
ら

中

塔

生

に

分
か
ら

分

ら

生



  意例唄連都

 
意
地

に

こ

か

て

外
に

出

て

歩

こ

か

 
理

は

か

 

は

内

に

か

外

多

流

 

死

得

か

こ

は

 

最
後

事
は
無
か

 

ら

理

身

は

に

 

て
軽

音

迷
宮

に

か

て



 十一、移項編

意

  
頭

流

に
無
理

外
に
出

て

 

か

立

て

方

て

て

ら

て

て

に

 

無
理

無
理

て

か

因

物

に
会

に
来

こ

か

 

部
分

に

て

 
は

こ

部
分

に
か

て

息

て

方

撃

か

気

似
て

か

か



  意例唄連都

 

て

 

て

て

に

て

て

 

亜

間

 

に
取

出

二

死

手

こ

て

て

ら

え
て

て

か
 

て
は
て

 
最

破

目

か

   
本

に

て

最
深
部
一
歩
手

 

物

に

来

 

に

ら
手

無

て

て



 十一、移項編

に

出

て

に
一

て

か

久

に

か

え
て

か

 

子

か

流

に

は

か
ら

初

か
ら

て

 
割

て

か

ら

か

 

か
ら

気

出
て

て

か

 

天

意

か
ら

 

天

て

 

て

て

て

 

は

に

こ

に

ら

最

扉

て



  意例唄連都

  

に

て

来

来

来

か

苦

か

こ

 

か

  

て

四

上

物

動

か

て

地

取

合

て

座

て

て

 
え

 

絶
対

怖

て

え

こ

 

ら
ら

子

て

て

て

人
間



 十一、移項編

て

か

て

て

こ

子

合

て
最

か

ら

え

か

ら

え

て

か

か

こ

久

糸

に

か

 
微

に

音

て
て

こ
え

ら
か

 

か

ら

か

 

動
か

こ
こ

 
湾

須

上

下

韻

一
手

は

は

か
ら

 

ら

て

 

か

か

こ

楽

か



  意例唄連都

か

て
て

ら

て

か
ら

ら

取

え

動
か

て

て

え
て

初

伏

炉

手

止

て
て

取

ら

か
ら

か

こ

 

て

事

ら

に

て

か

 

て

え

て

て

か

は

は

造

は

て

て

軽

え

 

か

か

に

て



 十一、移項編

ら

に
出

 

意

か
ら

に

照
ら

時

来

太

落

時

来

⻘

天

は

落

宙

道

か

灰

外

は

は
こ
こ

に

因

最

移

取

か

か

 

か

か

は

法

に
出

に
は
最

か

て

法

ら

  

音

動

渡

 
上

迷
宮

Ｎ



  意例唄連都

 

か

て

て

か
ら

 

冷

目

 
上

上

て

撃

時
間

法

    

か

日

 

こ

動
に
移

て

て

て
こ

か

  

最
後

死

か

 

か

て

 

に

法

人
間

ら

か



 十一、移項編

か
ら
迷
宮

物

か
ら

下
に

こ
に

人
間

は

部
食

ら

か

人
間

ら

か

て

 

に

出

 
亜

間

か
ら

出

時

て

に

音

立
て

て

に

て

直
上

上

か

に

て

か

安
藤

 

出

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  藍阿度三都

 

藍
阿
度
三
都

出
動

物

迷
宮
内
部

外

か
ら
多
数

物

 

位
種

数
多

ら

防

防

班
は

⺠

防

最
優

 

撃
班
は
最

位
種

 

て

否

は

 
上
か
ら

数
百

物

小
物

法

対
応

位
種

種

手
こ

ら

出
て

て

迷
宮

物

て

て

割

か

 

え

 

 

え
て

無

 

本

て

 

人

楽

日

事

 

法

て

事

 

物

こ



 十一、移項編

  

目

に

 

こ

時
に

に
動

動

ら

 

離
塔

 

こ
か
ら

多
数

法

出
て

て

無

 

出
て
こ

流

に

ら

て

椅
子

ら

ら

か
ら

て

か

 
安
直

て

物

に

自
身

法

か
ら

部

て

て

案
外
人

ら

て

   

本

て



  藍阿度三都

 

人

楽

日

事

法

て

事

物

事

目

事

無

 

は

に
手

程

か

 

は

て

て

自

て

 

こ

て

か
ら

 

は

中
に

 

て

 

出

か
ら

出

Ｎ

外

落

て

中

彼

に
出
会

て

か
ら

 

か
ら

出

場

こ

は

に



 十一、移項編

え

は

法

に

か

か
ら

方

一

独

は

は

独

動

て
は

独

ら

て

間

に

動

連

に
こ

得

て

か
ら

ら

連

て

  

流

こ

 

事

こ

に

え

て

Ｎ

平
和

Ｎ
に

無

因
に

利

て

て

深

え

か

内

か

 
こ



  藍阿度三都

 
こ

方

 

ら

ら

負

て

か
ら

ら

こ

に

 

て

 

ら

こ

て

え
て

て

ら

え

 

道
具

手

に

方
法

生

て

道
具

 

に

 

て

取

て

目
に

て

ら

はか

に

生

に

て

ら

ら

こ

か
ら

か

死
地

取

か
ら

は

死

場

か
ら

 



 十一、移項編

 

こ

か

方

 
こ

か

こ

か

  

界

に

ら

に

ら

か
ら

 
習

事

て

は

糸
伊
豆
阿
止
利
負
不

太初
殊
図
魚

風初
頭
零
図
簿
泥

夜

織

初
頭

図
須

立
冬

物

有

亜
図

員
弩

 

に

か

 

こ

か

 
自
分

て
て

て
意

か

ら
か

に
こ

ら
利

無

  
最
後

 
最
後

は

藍
初
殊
不
応
地
冬
侘

 

間

界

部

気



  藍阿度三都

 

苦

か
ら

か
ら

死

事

か

え
て

か

界

 

か

て

か

界

 

は

か

て

方

離
塔
に

方

一
時

に

一

に

か

 
落

 
落

 

地

こ

に
落

て

程

身

 

か

 

事

て

て



 十一、移項編

か
ら

手
に

人

は

手
に

て

 

か

上

 

こ
に
は

て

十
倍

は

方

千
倍

 
負

ら

 

て

 

零

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は

か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

 
て

ら

ら

 



  藍阿度三都

に
手

出

ら

手
に

迷
宮

え

か

こ

理
不
事

か

死
に

に

ら

程
度

て

 
安
直

直

物

ら

て

ら
 

亜

間

取

出

 
二

具
合

物

て

て

か
ら

こ

か

食
ら
え
安
藤

似

⻘

中
身
は

目

  

一

に

て

こ
に

⻘

太

生



 十一、移項編

 

に

て

手
に

 

分

一

下

か

⻘

太

水
平
方

に

て

こ

に

に

か

魚
は

 

は

魚

に

上

ら

て
一

に

に

て

か

は

て

 

一
人

 

に

こ

か

て

場
合

 

中
か
ら

出

は
流

ら

に

身

て

 
本

に

魚



  藍阿度三都

 

割

合

て

こ

か

て

場
合

気
 
落

度

 

法

目

地

て

 
家

 

生

家

 
家

家

家
襲

て

可

 

に

物

撃

て

死

利

こ

生
物

ら

 

時
間

目

時

 

法

死

て

息

て

か
ら

  

能

止

安
ら
か
に

事
無

て



 十一、移項編

 

法

に

法

か
ら

え

法

 

て

か

界

死

て

ら

法

こ
こ
に

久

か

気

て

か

て

 

は

て

は

我

か

 

て

か

我

て

に

て

に

噛

て

て

か

 

家

法

 

か
ら

て
て

は

分

ら

か

家

ら

て

て

は



  藍阿度三都

 

て

物

て

 

一
番

か
ら

こ

一
番

に

法

死

て

ら

座
に
死

て

て

間

息

難

か
ら

に

部

家

中
こ

て

⺟

え

ら

外

部

上

法

て

か
絶
対

出

来

に

部

ら

て

か
ら

か

て

 

こ

本
来

取

 

て

て

こ

理

て

運

に

て

ら

分

  

は
こ
こ
に

法

家

て

て



 十一、移項編

 
亜

間

 
取

出

取

出

⻑

身

 

棒

久

 

倍

下

自
分

十
二
分
に

え

か
ら

 
家

上

法

物

部
撃

て

ら

は

て

ら

間

か
ら

安
ら
か
に

ら

て
こ

手

か
ら

に

て

自
身
に

怖

気
烈

⺠

皆

は

物

中
に

 
こ

雲
は

界

か
ら

 
上

迷
宮

部

魚

理

自

物

後
か
ら

か
ら

か
ら

ら

地

上
に

て

て

位

ら

え

か
太

忍

か

に

物

理

て



  藍阿度三都

 

か
ら

因

か

 
こ
こ
に

分

位

法

 
微

ら

法

て
初

て

に

撃

物

部
死

て

手

は

て

存
分
に

 

か

    

流

に

て

道
具

方

に

 
こ

ら

時
間

幻

て

て

か



 十一、移項編

薄

気

て

迷
宮

時
に
は

事
下
に

え
 

出

 
手

て

て
こ

無

物

撃

は
は
は

事

こ

事

て

か
ら

て

に
出

か

こ

上

ら

我

て

か
ら

て

手

歓
迎
会

楽

か

か
ら

苦

て

事は

部
本

最
初
か
ら

て

位

法

て

に

て

か

て

 



  藍阿度三都

  
こ

か

こ

か

 

程

自
分

て

こ

に

気
分

か

出

て

て

こ
に

こ

か

か

か

物

物

ら

こ
に

か

 

は

に

被

て

Ｎ

都

に

同

か

は

か

は

か

か

本
人

ら

か

 
亜

間

か
ら

安
藤

に

買

手

取



 十一、移項編

出 

動
法

身

え
て

 

か

 

一
番

て

方

か
ら

 

不
可
能

に

こ

て

雲

て

低

物

法

ら

は
出

来
え
え

か

理

に

て

集
中

て

こ

か

て

か

 
不

 
本
気

不

食

て

か

て

ら

不

に

こ



  藍阿度三都

 

気

 
こ

に

て

食

て

出

液

て

て

 

気

 

か
ら

に
楽

 

か
ら

に

ら

ら

 

に
出

 

に
出

 

に

ら

 
四

え

取

 
自
分
に

ら

物

か

て

 

え
ら

え
て

に

に

合

え
て

こ
こ

地
上
に
被
害

出

に

ら

て



 十一、移項編

か
法

は

度

上

え
え

て

 

法

 

無

は

か

て

 

て

 
尾

て

⻑

尾

て

 

身

て

歓

に

 

上

て

  

ら

蛇

に

 

歓

来

来

難邪



  藍阿度三都

理

聖

塔

地

我

理

不

事

 

こ
え

 
最
初
に
迷
宮
来

時

て

ら

か

こ
え
て
無
か

 

は

物

て

て
自

か
ら

こ
え

被

て

こ
え

難

  

か

 

ら

一
番

分

時

 

か
ら

に
身

天

て

こ

に

居
場

は

 

こ
え



 十一、移項編

 

雲

中

て

こ

雲

意

か

て

え

え

ら

こ

え

 

か
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

て

て

俺

こ

来

は

に
無

寧
に
分

椅
子

自

上

連

に
来俺

自
分

か

え

こ

に

俺

て

手
に

か

て

に
来
て

下

身

に
無

て

か

人



  藍阿度三都

 
冷

忍

忍

迷
宮

方
に
来
て

ら

こ

ら

え
て

 

人

冷

 

て

か

上

 

時
か
ら

て

 
こ

人

迷
宮

内
部

俺

え
て

て

て

ら

一

て

冷

に

か

て

無

に

か

ら

案
外

ら

に

こ

は

か
歩

こ

立

事

ら

か

か

て

か

ら

迷
宮

に

か
こ

迷
宮

え
ら

こ

風

迷
宮

か
ら

か



 十一、移項編

 
迷
宮

 
外

て

て

 

三

因

巣

て

に

て

 

迷
宮

物

て

出
て

て

て

出
て

て

繰

て

 

迷
宮

物

て

迷
宮

外

生

ら

は

か
ら

に

時
間

下

上

Ｎ

破

て

か

 

か
ら

移
動

て

気

本

に

 
多
分

本

に
頭

て

か

て

か

 

は

物

て

か

か
ら

て

に

に

て

て



  藍阿度三都

絶
対

か
ら

中

ら

て

て

迷

か
ら

て

得
意

ら

身

手

防

防

班

こ

身
に

え

こ

身

縁

冷

は
 

一
無
事

手

地

 
迷
宮
迷

て

て

え
外

て
て

俺

外

て

に

多

最

て

俺

迷
宮

て

手
数
は

か

食

手

て

か

 

に

地

明
ら
か
に

気

か

て

こ

糸

に

て

 
こ

て

糸

殊

法

界

間
に



 十一、移項編

破

来

気

ら

応

こ

か
ら

死
地

は

ら
来

下

ら

て

鳴

こ
え

部

て

か

て

 
冷

に

か

て

落

て

 

に

椅
子

迷
宮

外
に
置

て

流

に

て
法

食
に

度

実

か

動

動

 
本
来

部

迷
宮

て

か
ら



  藍阿度三都

本
気
出

て

か

 

て

ら

て

 
俺

に
出
来
上

不
可

場

て

物

迷
宮

造

一

合

て
一

最

深
部

来

 
流

に
こ
こ

ら

動

は

安

最
深
部

迷
宮
は
こ

外

糸

て

物

こ

外
に
出

に

烈

こ
え

か

食

劇

か

死

一
番
か

負

死

一

 

劇

界

自

に

食

に

破

糸

て

て
に

え

烈

 
怖

に



 十一、移項編

 

動

死

優

 

死

て

法

方

か

こ

て

 

に

死

 

て

て

居

か

え

一
番

 

か

 

え

応

か

度

数

て

⺠

鳴

生

法

て

多
分

に

 

こ
界

は

止

数

方

止

出
て



  藍阿度三都

に
死

か
ら

最

 

一

度

に

え
て

応

て

 
俺

て

て

こ
に

死

か

か

か
ら

 

こ
に

死

置

手

来

か

か

て

間
に
死

か
ら

て

取

法

こ

に

え

か

て
て

歩
こ

死

道

え
え

こ

ら

事
は

て

 
俺

に

糸

伸

動

に

地

食

冷

  
俺

応

俺
に

応



 十一、移項編

 

対

皆

に
は

割

合

か

に
理

て

 

に

こ

て

 

地

に

手

て

法

琉
或
琉
太

泥
椅
子
或
紫

渡

人
或

琉

糸

新

登

は

割

合

新
生

 
こ

に
破

  

割

合

ら

ら

に
は

か
ら

こ

事

ら
事

に

て

ら
え

か

こ

は

に

日

か
ら

て

事

事
に

は

て

美
ら

ら
え



  藍阿度三都

て
か

 

割

合

 

に

部

 
気

無

動

て

俺

死

に

て

 

後

 

久

度

自

て
否

に
来

 

に

美

⻑

深

こ

こ

に

目

 

か

俺

 
こ

て



 十一、移項編

 

か

て

法

人
間

外

物

ら

て

てに

聖

て

に

に

か

ら

は

物

か

 

法
に

て
動

ら

俺

て

て

目
に

意

か

か
らに

か

 
に
こ
に
こ

 

て

て

ら

て

て

か
ら

 

迷

て



  藍阿度三都

 

て

 

生

か

論

生

て

て

法

こ

か
ら

て
人
間

て

は

か

場

か
ら

か

 

 

  

俺

理

て

ら

 

時

こ

初
対

ら

方
 

て

に

こ

に

意

否

 

 

は

可
哀

に

捨
て
ら

自
分

か

ら

迷
宮

か
外
に

か

か

ら

捨
て
ら

か
ら

て
自

自

に

か
ら

て

え

ら



 十一、移項編

俺

か

か

か

夜

徒

法

身

法

て

か
ら
気

か

か

て

か

事

か
ら

同

夜

徒

ら

こ

死

は
死

に

 

動

 

法

死

 

会

て

て

 

て

か

て

最
後

最
後

撃

会

て 

不
可

に

え
ら

落

て
動
か

 
身

に
は

に

て

最
後
に
は

 

に

か



  藍阿度三都

は

か

に

え
て

俺

か
ら

こ
こ

⻑
に

て

時
間

無

に

か
頼

こ

て

か

こ

迷
宮

落

最

動

て

上
か
ら

て

事
は

に

え

  
迷
宮

て

⻑

法

有

か

ら

に

多
分
こ
こ

因

か
ら

に

て

て

 

Ｎ

て

 

外

て

動

一
番

冷

俺

出



 十一、移項編

か
ら
は

は
時

立

案

頭

方

て

て

時

て

根

こ
か
ら

は
日

に

に

て

て

初

は

冷

方
法

て

か

合

て

ら
こ

て

  
保

か

て

利

に
手

出

て

 
実

落

ら

動
利

 

生

て

 

水

出

時
は

に

か



  藍阿度三都

Ｎ

 



 十二、夢幻編

 
十
二

夢
幻
編

 

法
被
場
須
禰
百
木
⻑

て

 

Ｎ
か
ら

か
ら

離

て
一
人

 

似

能

て

法

目

て

場
か
ら
離

 

Ｎ

離

同
時

遠
に

か
に

物

身

え

に

息

迎
え

迷
宮

物

迷
宮

外

生

ら

て

て

 

か

因

Ｎ

か

 

こ

か

か



  法被場須禰 百木⻑

 
多
分

意
図

て

こ

か
ら

Ｎ

か

て

か

え

 

か

ら

野

害

 
最
後
に
家

ら

え

会

て

か

 

得

 

似

能

て

に

法

人

て

て

て
 

て

に

 

え

か

て

て

て

 
に
下

身

て

こ
こ

来

て
こ

て

て

に

て



 十二、夢幻編

俺

に

て

て

か
ら

一

場

ら

か

て

え
て

場

目

目
に
居か

 

か

て

か

 

て

て
事

 

こ

場

に

て
事

ら

久

て

安
藤

に

初
か

 

迎
え

て
こ

に

は

て

我

て

は
食

て

か

食

て

時

て

て

安
藤

俺

こ
来

か

て

 

に

て

か



  法被場須禰 百木⻑

て

て

 

に
身

人

独

 
対

て
こ

て

人

安
藤

に
は

て

か

て
こ

て

か

 

か

 
は

一程

て

上
に

は

ら

こ

場
に

人

事
に
は

こ

ら

は

か

て

か
て

棒

俺

は

種

物

か

て

か

 

て

俺

て

て

か

初
対

に

 

て

 

案
外

か
ら

目



 十二、夢幻編

か

 

か

は

え

に

か

事
実
は

に

え

ら

  

て

か

 

物

物
に
襲

最

物

て
か

か

 

要

か

て

無
意

死

か

直

て

か

に
生

ら
え

俺

ら

こ

こ

か

は

こ

同



  法被場須禰 百木⻑

一

か
ら

  

直

て

に
会

出
来

て

に
迷
宮

物

生

て

 
生

物

生
物

中
身

か
に

か

法

人
間

ら

ら

は

生

て

 

こ

か
生

家

連
中

か

同

一

か

て

 

て

 

て

て

か
に

度

伏

直

可
能

は

か

て
て

ら

か

死

 

法



 十二、夢幻編

 

ら

ら来

て

か

て

に

独
に

方

か

一

て

ら

事

こ

か
か

て

か

俺

て
対

直

一

無
か

て

て

ら

死

迷こ

同

夜

徒

か
ら

  
に

に

ら

か

て

て

は

法

て

に

は

出

夜

徒

ら



  法被場須禰 百木⻑

 

合

人
に

割

て

 

ら

夜

徒

ら

え

人
間

か

 

要

て

一

に

夜

徒

ら

に

か
ら

か

俺

区

て

要

て

夜

徒

風

徒

太

徒

ら

て
俺

か

て

か

か

ら

   
こ

目

 



 十二、夢幻編

 

に

人
に

て

ら

に

Ｎ

に

因
に

は

に

は

か
ら

は
手

に

無

え

こ

か

手

て
動

一
生

え

て

て

か

こ

に

か

 

こ

は
要
ら

て
安
藤

て

義

こ

子
に

て

て
頼

て

気
分

 

か
ら

は

か

て

え

ら
は

同

こ
こ



  法被場須禰 百木⻑

え

分

子

 

ら

え

業

こ

離

て

動
員

義

て

手

ら

多
に

か
ら

て
に

て

分

 

ら

員

 

て

気

こ



 十二、夢幻編

同

て

て

か
分

か

え
て

間

て

か

 

時

出

俺

否

こ

に

て

俺

て

界

か

か

ら

俺
か
ら

か
ら

か
俺

取

か
ら

か

え

程
度

負
え

俺

軽

 

か
に

 

時

 

界
に

死

に

え

 
目

え

ら

死

て

死

え

か

 

度

俺

人

同

同

人

俺

俺

に

俺

俺
に

か

ら

て



  法被場須禰 百木⻑

訪

ら

て

て

て

楽

 

手

内

動

 

不

俺

え

て

か

か

か
ら

え

こ

手
に

て

俺
に

て
邪

ら

に

邪

か

ら

一

に

食

か

食

え

こ

か

 

安
藤

 

こ

か
本

ら

こ

こ

に

安
藤

度



 十二、夢幻編

多
分

時
間

か
ら

て

人

て
か

に

か
か

て

 

て

え

 

て

か

 
こ

 

生
か
ら

会

こ

ら

に

て

て

中
に

て

か
ら

は

て

自
分

中
に

事
に

こ

に
は
気

て

か

ら

多
分
気

て

人

か
ら

て

⻑

間

間

こ

こ

ら

て

ら

て



  法被場須禰 百木⻑

に

か

か
ら

は

て
こ

て

に
 

安
直

 

こ

気
に

て

て

か

  

か
絶
対

か
ら

て

こ

え

て

間

て

て

 

は

か

て

か



 十二、夢幻編

死

て

て

一
応

て

に

て

部

て

か

ら

か

に
来

不
登

て

か
ら

理

て

法

に

絶
対
手

出

え

取

か

 

法

  

か

は

は

度
こ

会

時
は

宙

か

ら

天

こ

会

ら

度
こ

本
気

は

は

か
ら

に

て

に

は

え
て

こ
こ
は

生

に

か

て

合

道

か
ら
手

取

合

か

え
て

無
理



  法被場須禰 百木⻑

て

ら

ら

て
ら

時

間
は

て

 

ら

 

根

 

安
藤

苦

苦

 

日

ら

法
被
場
須
禰
に

こ

ら

ら

意

 

ら

 

森

中

え
て

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

ら

後

に

に

か

止

て

 

上

上

こ
に



 十二、夢幻編

 
絵
に

に

て

は
は

 
こ

て

自
分

生

に

一
日

分

て

て

事
実

自

て

ら

か

え
て

て

て

日

法

 

法

死

て

度

か

て

て

数
え
て

は

は

に
頭

 
は

息

 

方

か

か
ら

上

こ

て

こ

ら

ら
会

目

て

 

法

か

 

法

て

遠

か

か

に
か

て
か



  法被場須禰 百木⻑

 

て

身

能

か

ら

て

か

家

に

会

て

か

安
藤

て

義

か

て

て

業

て

に

度

こ 

こ

 

閉

て

界
に

 

一
度

法
被
場
須
禰

 

動
か

中

   

か

か



 十二、夢幻編

日

て

は

か本

は

日

 

か

 

こ
こ

こ

こ
こ

こ
Ｎ

後

こ

方

に

Ｎ

下
部

迷
宮
は

能

て

て

水

に

え
て

Ｎ

に

て

生

中

か

か
ら

か

生
徒

業

取

か
ら

か

か

て

て

寧

事

て

て生
律

か
ら



  法被場須禰 百木⻑

 

楽

堕

て

 
こ

か

 

法

因
子

て

ら

因
か
ら

に
浴

ら

て

か
ら

法

に

て

因

無

て

 

に

て

可
能

 

上
に

因

無

 

界

和

天

破

 
は

冷

に

え
て

防

防

て

後
に

て
は

合

要

⺠

こ

ら
に
来

か

ら

か

ら

物
に
襲

に

か

か

か
 

て

か

か

物

人
間

襲

法

因
子



 十二、夢幻編

て

か
ら

か
ら

え

え

人
間

生
物

同

に

下

食

て

ら

こ

て

か

て

無

程

 

か
ら
俺

て

法

因
子

法

因
子

分

方
法

て

て

被
害

出

か

て

俺

上
手

法

因
子

か

て

に

一
日
に

て

人

ら

て

て

 

こ

生

に

 

か
ら

割

合

ら

新
生

 

て

え

こ

か

ら

か

ら

防

彼

は

か
に

 

か



  法被場須禰 百木⻑

 
こ

人
に

割

合

か

て

 

こ
こ
に

て

 

部

出
て

て

ら

か

 

て

こ

て

て事

落

ら

こ

落

程

事

て

こ

因
子

明

に

  

来
て
か
ら

か

か
経

え
落

て

一

直

に



 十二、夢幻編

出

て

て

て

え
て

え
て

て

て

無

か

ら

ら
か

ら

て

え

か

か
ら

か
ら

か

か

か

え

 

不

絵
具

に

似
て

こ

理

て

ら

は

縁

は

ら

人

人

て

に

て

俺

て

て

事

理

て

に

か

て
来

は

か

か

  

直

て

時

紺

て



  法被場須禰 百木⻑

か

え

こ
こ
に

か

か
こ
こ

こ

か

は

番
に

こ
こ
に

理

は
家

か
ら

か

難

に
は

⻑

て

こ
こ

実
は

こ

か

難

夢

中

最

頭

か

か

は
否

ら
自
分

え
て

か
ら

か
ら
こ
こ
に

か

か

か
ら

は
人

夢

て

事

に
こ

て

人

て

理

て
漂
流

て

に

に
気

多

に

て
こ
こ

事

て

て

か

部

明

上
手

ら

久



 十二、夢幻編

   

こ

か

 

離

迷

か

  
こ

日

日

こ

ら

寝
て

可
能

 

らに
こ

か
ら
出

方
法

夢
か
ら

か
ら
目

事

出

一

手

え

絶

て

日

日

こ

て

ら

出

こ

は

こ

ら

実

時
間

は

事

無

に

ら

か

か
ら

こ
こ

か



  法被場須禰 百木⻑

 

 

 

か

こ
こ

夢

か

か

夢

中

合

て

は

に

⻑

て

て

に

人

か

に
は

ら

は

⻑

間

目

か

こ
こ
に

か

て
死

て

死

は
こ

に
は
訪

か
ら

て

 

て
こ

 

て
こて

か

は

夢
か
ら

実

ら
苦

て

て

俺

寝

ら

て

ら

こ

に

に



 十二、夢幻編

か

 

は

夢

は

か
ら

事

て

人

流

て

か

論

 
一
応

手

 

部

 
五

  

久

上

か
実

無
か

か
ら

動

て

無
か

か

夢
に
は
出
て
こ

か

ら

事

は

意

こ

理

に

か
に

ら

て

夢

て



  法被場須禰 百木⻑

夢
 

か
ら

て

地

 

夢

て

気

か

こ

 

法

後

て

か

俺

事

⻑

て

か

 

こ

⻑

無

論

に

て

深

か

こ

出
て

夢

か
ら

 

か

て

 

に
出
て

 

こ

不

か

は



 十二、夢幻編

は

え
て

流

に

物

物

は

ら

に
こ
こ
に

て

立

て

か

 

か
に

脳

無

 

不

無

か

え

か
ら

 

え

こ

不

こ

合

て

 
こ

は

合

て

は

て

こ

歓
迎

 

て
は
て

 

に

ら

て

か

俺

身

 



  法被場須禰 百木⻑

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 十二、夢幻編

 

合
歓
負
不
葦
江
須

  

は

尾

か

薄

赤
紫

て

夢

て

合

 

か

か

界

こ

こ
に

か

こ

人

子
一
人

か

て

人

て

か

音

て

こ
え

に

か

⻑
は

か
ら
こ
こ
に

 

え
て

時
間

ら
に

に

は

え
て

出

ら

千

こ
こ
に

に

人



  合歓負不葦江須

に

は

漂
流

て

中

人
物
に

は
自
我

上

自

分

こ
こ

流

漂

流

は
得
て

て

は
奇

数
奇

運

負

て

か

に

て

地

に

て
最
後

一

て

上

数
多

訪

に

て

か
ら
こ

 

⻑

 

⻑

上

て

に

か
ら
こ

は
自
ら

え

事

多

え

か

は

に

彼
ら
彼

ら

て

似

ら

こ
こ

に
深

夢
に
迷

こ

に

て

こ

に

こ

に
居

は

絶

て

か
ら



 十二、夢幻編

か
要

人

絶

て
こ

 

止

こ
こ

深

に

こ

は
無

に

は
一
生
こ
こ
に

こ

場

は

て

部

 
夢

界

 

か
ら

に

て
こ

に
 

て

て

実

死

え

こ

か
ら

え

界
に
来

初

夢
幻

気

て

 

こ

⻑

一
生

て

て

 

て

ら

自
我

て

え

こ
こ

家
に

こ
こ
に

間
は
こ

家



  合歓負不葦江須

て

こ
こ
か
ら

え

皆

家

本

に

⺠
は
家

中
に

時

野

に

に

こ

に

ら

て

て

は

手
に

か

こ

場
合

⺠
に

頼

は

て

か
ら

一
度
落

ら

に

訪

て

て

て
後

 

て

⻑

道

て

 

え

気

て

に

え
て

 
こ
こ

こ

に

か

遠

え

か

に

え

か
ら

か

 

て

身

息



 十二、夢幻編

 

一
度

手

 

 

法

に

中

生

俺

 

か

 

一

無
理

て
こ

か

 
外
界

ら

に
出

 

こ

こ

法

て

俺

俺
に

ら

か

俺

て
事
か

 

俺

て

死

か
ら
か

  

て

 
久

一
人

気

 

離
塔

一
人

一
人

寝
て

か

に
冷

来

か
ら

か

て
一
人

時
間

て

か

 

こ



  合歓負不葦江須

 

か

は

俺

か

一

に

て

か

ら

か

子

  
夢

中

か
ら
か

気

気

か

か

 
家

扉

手
に

ら

て
て

こ
に

 

出

尾

立

て

 

に

か

こ
に

か

て

俺

に

え

出

立

気

合

に

理

こ

に

要
か

 



 十二、夢幻編

 

て

こ

か

方

か

気

か

 

て

に

て

美
人

て

に

に

美
人

物

和
風

て

か

中

風
は

は

か

は

 

て

こ

か

 

は

に
合

て

に
来

に

て

か

か

て

か

 

来

て

 



  合歓負不葦江須

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

は
こ
こ
に
流

人

ら

百

か

か
ら

に

か

か

て

こ
こ
に
漂

は

こ

 

か

 

生

に

法

て
て

時
に

法

運
動

て

 

時
に

界

て

か

か

 
人
間

人
間

に

ら

に

外
か
ら

て

人
間

か

て

物

十
二
分
に

て

か 

脳

か

法

て

こ

生

人

集

て

法

集

て
こ



 十二、夢幻編

⻑

か

 

出

法

 

生

物

か

ら

て

て

 

て

は

て
こ
こ
に
来

理

分
か

か

員

は

自
分

こ
こ
に
迷

か

自

て

は

俺

自

て

か

に

に

は

に

物
か

こ

尾

て

人
間

は



  合歓負不葦江須

 

気

か
ら

か
ら
人
間

可
能

て

 

て

に
頼

て

か

最

俺

に
判

目

養

物

輪

に

ら

こ

夢

中

道

食

て

ら

物

こ

て

こ

は

死
に

に

に

は

に

こ

か

は

て

か

に

に

て

に

か

て

て

か

は

不

合
か

 

か

 

印

置

法

 

経

て

生

に

て

理



 十二、夢幻編

俺

に

我

て
て

生

に

要

て

に

て

て

は

か

ら

か

は

に

こ

に
は

に
存

こ

は

に

て

  
羽

かか

時
間
は

輪

て

ら

物

目

て

か

て

一

最

に

て

物

て
自

自
我

中
に
は

輪

経
て

種

て

目

に

度
死

零

同

生



  合歓負不葦江須

ら

か

輪

は

物

意

は

え

は
時

に

時
に
休

時
に
自
死

同

生

は
時
に

和

動

て
生

ら
え

生

直
後
か
ら

無

て

野

に

ら

 

て

 
輪

て

て

子

多

て

内

一

に

度

度

生

て
は

生

て
は

て
に

合

合

死

上

時

は

手

に

時

に

道

事

上

に

か

は

て

は

物

最
上
位

に
本
来

は
こ

上

目

ら

に
は

こ



 十二、夢幻編

止

要

ら
に
上

天

こ

ら

か

て

て

て

は

位

出

  

印

置

法

か

 

ら

生

ら

 
新

法

生

て

か
ら

て

こ

意
に

か

に
は

時

生

は

か

こ

て

に
手

こ

は

て

て

は
外
界

は
内
界

位

は

は

界
か
ら
自

時
に

最
初

か

に

て

時
に
は

自
身

明

て

て

は

は

に

は

え



  合歓負不葦江須

こ

場

安
寧
に

ら

こ

に

は

安
寧
に

ら

 

か

こ
こ
に

は

捨
て

は

て

に

上

目

ら

に

こ

無

こ
こ
に
は

無

て

は

て

 

か
ら

ら

出

て
は
落

て

え
て

 
こ
こ
に
は

無

 

手
に

か
ら

無

死
に
て

か
こ

は
死

て

休

こ
こ

安

 

動

 

か

か



 十二、夢幻編

 
夢

界

 
俺

え

法

生

か

十
分

子
に
は
理

難

か

百

百

十

千

こ

は

こ

は

こ

に

ら

界
に

は

界

て
歩

て

新

道

て

新

生

て

ら

ら

上

に

動

生

て

か
ら

て

死ら

は

に

運

ら

死
は

か 

自
分

法



  合歓負不葦江須

 
死

か

生

て

に

ら

か
ら

か

か

俺
か
ら

十
分
に

か
ら

は

こ

か

音

絵

字

に

土

造

多
一
度

こ

は

か

 

て

か
ら

 

こ

事

ら

論

こ

小
中

図

て

 

て

こ

か

 

死



 十二、夢幻編

え

に

て

目

て

ら

こ

に

夜

か

無

こ

か

遠
に

は

不
自

は

か

来
て

夜

来
て

来
て

て

道
理

か

て

  

て
死

夜

来

ら

に

道
理

理

自ら

か
に

は

て

手

深



  合歓負不葦江須

泥

え

に

ら

  

て

こ

か

 

に

て

に

て

新

場

に

て

て
こ

か

中
に

赤

昏

森

中
に

塔

て
に

天

こ

に

界

こ
に

ら

か

場

か
ら

て

場

か
ら

ら

か
ら

ら

ら

こ

か
ら

生

自
身
に

て

目

こ

生
は

多

物

一

目

て

途
中

か
ら
こ

に

生

生



 十二、夢幻編

生

に

に
は

無

 

か

 

百

千

生

に

か

 

え

止

て
て

ら

止

て
て

ら

得

論

無
理
か

生

え

か

無
理

は

は

得

可
能
不
可
能

可
能

か

て

ら

こ
こ
は

苦

ら

は

人

下

に

死

気

か

に

て

て

て

に

て

か

て

は

に

か

て

無
理

て

か

て

ら



  合歓負不葦江須

  

て

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

苦

か

こ
こ
に

て

無

こ

界
に
苦

は

苦
か
ら

に

は
こ
こ

遠

得

て

訪

漂

物

て

中
に

死

気

ら

は
こ

て

に

 
家

出
て

歩

 

一

て

連

て

て

ら



 十二、夢幻編

て
自
ら

⻑

生

⻑

に

数
多

か
ら
⺠

彼

は
王

ら

に
こ

に

に

て

 

生

 

生

て

は

 

死

て
か
ら

 

て

に

ら

て

え

手

て

生
物

人
間

部

生
物

離

に
は

彼

は

身
に

て

に

事

に
は

か

て

後

に
死

は
後

か

は
不
老
不
死

外

ら

彼

か
ら

か

て



  合歓負不葦江須

事
実

に
遭

は
不
老
不
死

多
か

度

度

生

直

生

て

ら

物
に

て
は

夢
に

存

に

ら
に
は

要

か
ら

こ

死

か
ら

え

は
目

か

て

生

理

に

か
ら

は
本

に

か
ら

は

こ
か

て

彼

は

て
こ

か

に
彼

は
来

か

場

訪

こ
に

に

彼

て

こ

は

は

 

て

法

ら
死

は

て

人
間
に

得

え

ら



 十二、夢幻編

 

て

て
来

か

て

か

生

無
か

ら

か
に

生

に

て

て

て

か

ら

初

か
ら

て
無
か

 

可
能

ら
自
分

不
老
不
死

て

か

  
同

法

に

に

か

 

生

て

に
経

て

に

ら
参

て

か

ら

 

得
死

に

か
ら
死

て

て

出

無

は

後

百

生

生

直

て

て

度

度

 

こ
こ
に
来

は

程

人

死

は

千

て

か
ら

か



  合歓負不葦江須

ら

物

か
ら

  

こ

和

 

ら

て

か

 

外
か
ら
こ

に
堕

て

法

て

こ
か
ら

出

こ

に

流

て

出
来
上

法

物

生

か

因

 

千

ら

 

て

時

に

て

に

て
動

出

 

か
ら
動

か

 

か
ら

え
ら

か

 
こ

に

に

こ

に

に



 十二、夢幻編

物

て

て
こ

か

 

人

て

に
⻑

生

に

か
ら

物

て
人
間
か
ら

て

て
こ

流

に

こ

は

こ

度

か

否

か

事
か

ら

物

ら

て

こ

に

最

事

は

に

に

は

物

て

  

法

に

か

 

に
無

て

法
に
食

て

物
に

て

は

 

て

 

て

て

 

か

休

紺

て



  合歓負不葦江須

 

法

 

に

か
か
か
ら

か

て

ら

気

か
ら

 

え
て

 

て

て

 

目

に

か
ら

物
に

は

か

に
人
間

て

生

能

具
え

生

物

本
は

え

取

に

こ

は

ら

は

意
に

ら

物

中
に
は

有

  

て

に

て

方
法

か



 十二、夢幻編

無

は

物

は

こ

は

人
か
ら

こ

に

か

頼人
間

は

は

か
に

気

に

え

事

に

こ

は

気

は

に

か
ら
こ

人
間

か

気

事

は

ら

物
に

て

要

に

食
ら

は

て

て

事

に
⻑

王

か

か

かは

か

に

ら

か

て

に

 

理



  合歓負不葦江須

 

事

分
か

て

事

は

 

か

千

か
ら

法

物

て

か

か
ら

に

法

害

法

手
に

Ｎ

に

か

て

法

運
動

 

法

か
ら
動

出

 

て

か
ら

法

因
子
に

て

一

土

利

 

か
ら

に

動
か

か

か

 

て
理

⺠

て

て

ら

物
に

て

こ

か

手
に

て

一
夜
に

て

は

物

物

は

食

生

直

手
に

か

て

か

て

王

て

王
は

は

実

場
に

人
間

物



 十二、夢幻編

に

否

明

方

か

人
間

物
に

て

明
か

人
間

輪

に

こ

明

 

実

か
ら

 

て

造

に

無
か

か
ら

は

死

得

こ

無

 
俺

居無
か

か
ら

一
度

死

こ

  

本

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  侠有阿符阿夢糸

 

侠
有
阿
符
阿
夢
糸

か

得

て

 
歩

ら

て

 

か

 
俺
か

 
俺

来

か

 

夜

徒

 

か

夜

徒

て

は

俺

て

 

 
死

か
ら

に

界
に

こ

夜

徒

本

界
か
ら
出
て

 

こ

夜
自
ら

こ
こ
は

て

湖

美



 十二、夢幻編

 

こ

て

て

物

生
え

中
に

か

に

程
に

明
度

水

て

 
湖

え

水

掬

 
冷

は

こ
か

え

時
間

は

に

か

 

に

夜

て

有

亜

多
分
夜

か

 
俺

分
離

生

分
離

多
分
根
本
か
ら

こ

か

俺
に

か
ら

方

か
ら

か

て

生

生

か

ら

は

 



  侠有阿符阿夢糸

 

て

 
人

分
割

 

人

分
割

に

似
て
無

 

こ
こ

⻑

例

自

て

ら

 

位

か

に

取

に

て

 
本
来

死
得
無

て

取

か
ら

に

似

て

多

生

に

物

こ

人

に

人
か

こ

て

か

⻑

間

間

こ

こ

ら

て

ら

て

て

 

に

自

自
分

て

自



 十二、夢幻編

 

Ｎ
か
ら
離

て

ら

法

て

安

藤

造

造

上

に

に
上

最

 

か
ら

生

に

に
利

  
死

得

こ

無

に

 

て

目

は

天

こ

宙

事

か

 

宙

て

場

俺

て

能

場

要

夜

太

風

 

物
に

物
に

て

人
間

風
に

手
法

 

物
か
ら

取

法

か
ら

取

て

太

風

自

に

手
法

 

て

分

一
部

字

分

事

同

出

こ

こ

夜

ら
手

事
に



  侠有阿符阿夢糸

太

徒

法

風

徒

物

夜

徒

俺

 

ら

太

風

夜

こ

に

か

生

 

Ｎ
か
ら

印

置

法

法

合

独 

て

こ

え

 

界
に
意

て

て

か

無
論

に

位

物

自

こ
え
て

苦

死

に

か
ら

か

て

  

て

か

因

に

界

死

人

造

置

て



 十二、夢幻編

 

か
ら

ら

て

て

て

て

実

て

界

苦

て

法

楽

て

に
夢
中
に

て

こ

に

内
部
に

方

え
て

生

は

事

事

ら

理

界

て

て

苦

え
て

得

ら

て

方連
中

  

て

堕

法

え

利

て

徒

利

て

か
ら

度

に
実

に
実

て

手
に

  

て

宙

に

手

 

て

か

法

天

に



  侠有阿符阿夢糸

か

て

分

か
ら

  
こ

界

度

上

て

て

 

て

方

は

 
こ

界
に

流

か

流

事
無

物

生

出

法

生

出

に

に

天

破

 
こ

界
自
ら

て

水
風

て

に

 

界

宙

ら

死
に

か

生

か

界

て

ら

か
ら

界

生
か

苦

え

界

に
か

か

に
移

え

か

か

苦

か
ら

か
ら

か
ら

外

に

目

に



 十二、夢幻編

 
は

  

か

て

実

か

 

こ
に

か

は

彼

は

え

て

 

て

絶

 

実

実

自
ら

法

実

死

て

ら

て

子

て

ら

 

法

人

人

  

て

て

気

か



  侠有阿符阿夢糸

事

中
に
は

に

合

生

か
ら

は

か
ら
自

は

に

彼

か
ら

連

生

は

て

は

生

理

に

ら

害

理

動

落

無

か

無

は

一
度

無
理

て

道

身

割

て

 

多
分

 

か

か

 

は

に



 十二、夢幻編

に

は

に
合

て

に
来

に

て

は

事
実

は
初

て
か

て

え

夢

生
物

ら

苦

無

界

ら

に

死
に

出

て

か

か
ら

て
か

は

か
ら

は

  

て

か
ら

て

 

え

て

こ

か
ら

て

か

て

死

似
て

俺

中

か
ら

事

え
て

て

に

か

こ
え



  侠有阿符阿夢糸

か
ら

て

 
湖

に

自
分

  

水

掬

 
掬

て

気

て

水

事

こ

水

中

こ

に

は

に

  

て

水

目

て

こ
こ

頭
冷

て

か

は

家
に

て

訪

て



 十二、夢幻編

場こ

界
に

離

方

無

程
度
歩

目

家

家

え

こ

家
に

か

こ
こ

案
内

て

て

 

て

 
最
初

⻑

て

に

に

て

え
て

  

か

俺

手

に

に

 

て

止

に

か

に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 
小
一
時
間
か



  侠有阿符阿夢糸

 

時
間

ら

か

 

て

 

ら

水

水
中
か
ら

上

て

時
間

に

時
間

か

こ

 

か

こ
こ

て
こ

居
ら

こ
こ

 

か

 

界

夜

宮
程

こ
こ

に

無

 
苦

に

事

か

に

こ

に

 

か

か

て

て

ら

 
身

て

に

こ

か
ら

て

か
に
は
無
理

ら



 十二、夢幻編

  

て

て

俺
に

 

 

 

て

か
ら

て
ら

ら
か

か
ら
一

て

一

か

  
え

 

は

 

て法

 

印

置

か

て

か



  侠有阿符阿夢糸

え

 

 

か

系

 

か

か

⻑
系

人

人

絶
対

て

俺

 

は

   

え

て

か

 

 

て

 
俺

ら
こ

か
ら

て

こ

は
運

に

か

法

え

法

か

 

は

死

に

か

法

え

法



 十二、夢幻編

て

て

死

は

法
に

て

か

物
に
対

て

ら

ら

 

こ

界

  

事

ら

て

   

こ

界

て

 

要

ら

出
て

か

ら

 

は

⻑

事
こ
こ
に
閉

ら

て
て

こ
こ
か
ら
出
て

て

印

て

こ

に

 
外

Ｎ
に

撃

て

に



  侠有阿符阿夢糸

て

事

運

は

破

て

か

ら

印

直

 

か

に

棒

こ

か

に

立
て

て 
夢

中
か
ら
外

子

法

て

法

に

外

て

え

 

寧
に
頼

え
て

具

に
は

 

下
に
一
度
は

て

最
上
位俺

方
法

え

に

無

  

て
図

に

て

一



 十二、夢幻編

に

ら

可
哀

印

 

か
ら
か

か
ら

 

分

か

 

法

て

外
界

子
は

論

子

か

部

中

か

来

か

え

 

に

気
に

ら

て

ら

印

置
食
ら

て

印

置
食
ら

か

こ

て

か

か
ら

印

得

得

 
水

中

て

に

 
子

ら
に
子

可
愛

え

理

は



  侠有阿符阿夢糸

に

て

て
初
対

 

て

印

置

て

人

に

対

か

Ｎ
に
害

法

最

置

生

か

て
こ

こ

十
分 

 

に

人

に

対

Ｎ
に
害

て

 
人

意

え
て

 
Ｓ
Ｓ
Ｓ

か

 

人

法

に

Ｓ
Ｓ
Ｓ

義

 

か

か

法

え

て

 

防

 
夢

中

外
界

ら

か

か
ら



 十二、夢幻編

印

  

か

か
ら

 
こ

苦

か

苦

ら

え

か

こ

 

こ

苦

て

 

遠

か

 

法
は

 

遠

か

か
に

か
ら

て

自

か

て

夢

界

は

離

無
に

 
食
ら
え

彼
我

離
零

ら

離

て

 
一

対

 

合

 

こ

か

俺

遠

て

て

て



  侠有阿符阿夢糸

か

合

て

水

に

生

 

無

界

か

か

 

こ

人

風
立

て

難

か

上
は

 

運

 

こ
え

か

こ
え

か

中
に

か

て

  

か

利

法

 

 
気
に

 

 

か

 

か

 

無

 

こ

落

て

て

方
法

え
て

落

ら

に

法

て

は



 十二、夢幻編

こ

夢

界

ら
中
に

ら

論

 
こ
こ
は
安

地

て

実

落

一
歩
手

 

に

低

に

て
離

 

小

て

て

 

 
無

離
離

 

利

 

に
俺

か
ら

て

て

対
応

落

落

は

法

か
ら
落

は

 

こ

自

印

置
食
ら

生

て
ら

は

は
自
分

来

え

に

に

ら

て

て

 

地
に

割
は

 

割
か



  侠有阿符阿夢糸

 

地

  

多
分

目
に

目
に

か

に

気 
こ

意

ら

て

か

 

か

か

 

Ｎ

子

取

取

か

ら

て

ら

て

時
間

て

ら
中
に

て

え
無

は

印

置

に

法

中

一
番

て

は

か
ら

ら

て

て

合

に

水

上

て

ら

直
方

に

一
生
出
ら

  

え

て

法



 十二、夢幻編

目

判

て

に

合

て

て
こ

同
意

か

 

か

 
俺
に

て

目

論

こ

界

て

て

は

て

て

目
怖

  

こ

に

て

は
事
実



  侠有阿符阿夢糸

理

ら

て

て

は

多
分

一
生

印
か

ら

ら

法

に

は

に

⻑

間

こ
こ
に

か

無
理
無
理

無
理

かて

こ
こ

外

は
事
実
上
死

て

は

に
閉

に

て

出
て

か

か
ら

は

て

  

え

か

 

度

 

に

こ
え

て

外

身

印

ら

生

て

て

え

か

 

外

て

 

こ

か
ら

か

こ

印

ら

ら



 十二、夢幻編

か

か

え
て

生

ら

ら

生

か

か

は

は

  

こ

界

は

落

に
落

て

落
下

ら
こ
こ

か

死

ら
楽

楽

こ

界

こ

か
ら

ら

楽

意

て

か
ら

人

は

ら
こ

て

中
に

ら

夢
幻

て

 

て
出

俺

身

 

て

後
か
ら

頭

人

劇

て

に
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愛

か

は

楽

て

子
は
こ
こ
に
は

子

か
こ
こ
に

は
こ

本

に

は
手
に

ら

外

て

手
に

楽

  

か

 
軽

ら

死

理

か
ら
か

こ
こ
に

て

人
は

か

物

法

人
間

聖

か

か



 十二、夢幻編

か

こ
こ

⻑

こ

  

か

運

て

法

 

⻑

か

子

自
分

か

か
は

て

 

⻑

は

て

は

て

か
ら

漂
流

に

人
物
に

て

て

て

目

事

か

 

は
無
理

に

無
理

え
目

て

中

食
事

こ

に

は

ら
こ
こ

方

自

に

て
自

に

て
自

に
食
事

て
愛

て

て

ら

生

て

生

て

て

え

か

無

理
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自
分

事

て

か
ら

愛

無
理

て

て

か
ら

か

 
自
分

て

 

ら
死

方

て

   

理

て

か

法

に

か

ら

か

こ

か

え

 

 

こ

法
に
目

は
身

に

愛

に

て

て

界

来

え

て

要
ら

て

か

て

て

て



 十二、夢幻編

か

法

に

ら

こ

⻑

か

か
ら

愛

て

て

生

は

て

に

ら

て

て

意

て

手

に

こ
え
て

か
ら

て

こ
え

こ

ら

間
に
か

Ｎ
に

 

動

 

意

か

法

こ

て

に

ら

て

太

か
ら

て

か

夜

は

死
に



  侠有阿符阿夢糸

  

こ

 

死

か
ら

死

て

新

運

法

は
生

ら
に
は

印

て

物

に

得

数
は

ら

て

か
ら

こ

死

得

か

て

か

は

目

方

か

こ
こ
に

人

は
多
分

会

て

最

に
死

て

か
ら

手

て

は

 

か

木
霊

死

  
こ

は

夢

 

目

て



 十二、夢幻編

 

こ
こ
は
苦

無

界

え

か

物

ら

か
ら

は

絶
対
に

   

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  御地猛忍具負不出⺠寧紫遠

 

御
地
猛
忍
具
負
不
出
⺠
寧
紫
遠

 

時
間

こ
こ

一
日

 
夜

来

太

ら

風

一

界

か
ら
自
分

か
こ
こ

か

か
ら

こ

こ

  

⻑
に

え
て

ら

家

て

湖

中

一
日

て 

え

て

 

に

気

俺

ら

死

に

に

能
動

に

て

俺

意

度

度

て

否

て

て

 

間

て

 

て

て

死

ら
え

て

 

て



 十二、夢幻編

か
に

 

て

外
に
出

て
事
実
上

死

印

て

同

こ

同

印

て
目
に

え
て

 

か

か
ら

に

死

 

え

 
こ

法

無

か

て

 

に
出

 

に
出

 

て

 

法

 

法
に

か

割

て

時
に

か

か
ら

か
ら
こ

こ

俺

法

て

 

法

外
法

か

か

て
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界

歪

外
道

法

対

に
死

座
に
死

法

外
法

て

て

 
湖
か
ら

上

 
身

に

無

て

に
寒

て

こ

こ

か
ら
水

こ

に
立

 

手

 
夢

 
俺

か
に

 

か

部

部

こ

身

夢

 

間

 

に
義
手



 十二、夢幻編

  
俺
に

て

手
に

て

て

 

夢

苦

か

 

て

俺

否

 

て

迷
宮

否

 

て

俺

否

 

か
ら

え
て

一

立
て

て

椅
子

出

 

え

に

能

無

棒

て

下
に

椅
子

 

合
部

こ

生

て

て

 
俺

負

て

ら
寝

に

て

て

生

死
人

か
ら
死
人

て

方

 

後

か

 

身

か
ら

法

に

身

て
一

に
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こ

か

こ

編

て

意

分
か
ら

 
俺

外
法

生

て

  

椅
子

て

道

動

直
に

 

  
こ

 

て

夢

こ

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

に
会

て

同

 

て
て

死

て

 
俺

か
ら

に

て

人

中

移
動

て

 

て

に

会

こ

場



 十二、夢幻編

 
会

離

か

か

か
ら

て

自

え

に

人

子
一
人

に

  

能
動

に

に
会

一
生
一
人

て
こ

か

 

か
ら

⻑

最
初
に
会

遭

て

会

 

人

て

に

 

⻑
か

 
会

に

か
⻑

か

来

か

は

て

俺
に
取

五

て

苦

夢

中

て

俺

ら
下

て

て

か

 

割

合

ら

新
生

か

ら

 

夢

中

か
ら
苦

無

か
ら

て
理
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取

ら

こ

夢
幻

に
意

無

 

手

て

俺

物

⻑

て

か

て

 

 

間
に
か
俺

⻑

家

中
に

て

 

⻑

椅
子
に
座

て

て

 

て

か
ら

て

て
こ

て

か

 
こ
こ
に

死
に
て

て

て

か⺠
か
ら

事

直

こ

て
夢
幻
に
頼

自

新

は

て

自
分

か

出

自
分

こ
こ
に

か

か
ら

人
に

え

て

は



 十二、夢幻編

ら

か
ら

奇

百

千

か
か
か
ら

て

部

て

に

は

⻑

か

⻑

て

かて

は

こ
こ

苦

無

界

 

苦

負

て

自
分

ら

は

ら

自
分

出

生

て

に

て

て

か
ら

 
義
手
に

死

 
途
端

に

気

に

 
こ

地
に

に

か

集

は

被

て

ら

て

 

法

死

て



  御地猛忍具負不出⺠寧紫遠

法

に

て

ら

て

か
ら

か

か
ら

俺

同

に

 

⻑
に
会

て

か

に

 

⻑

途
端

こ

 

て

 
自
分

に

て

 

種

て

か

か

直
に

て

ら

に
は

か

こ

に
は

か
ら

て

 

動

 

 
冷

手

⻑

こ

 

頭
に

か

に

か

に

か



 十二、夢幻編

 

て

 

こ
に

か

て

に

か
ら

脳

て

か
ら

て

て

保
存

て

こ
こ
に

 

生

ら

部

法
か
に
微

物

 
死

て

て

楽

て

こ
に

⻑

被

ら

か

死

て

 

子

か

地

八
本

老
人

て

垂

に

か

 
数
え

死

 

⻑

集

て

て

か
ら

ら

ら

物
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物

ら

て

ら

か
ら

分

て

か

て
こ

地
は

は

に
多

か
ら

は
こ

ら

こ

苦

  

に

⻑

無

て

死

出

上

て

 

ら

て

湖

て

水
は

て

こ

か

か

手

出

に
被
害

て

事

て

か
ら

は

え
て

無

は

え
同

て

安
楽

え

彼

は
死

楽

は

に

楽

上

 

家

こ
に

こ
に

え



 十二、夢幻編

 

目

 

か

て

 
目

 

⻑
風
は

に

一

て
死

太

は

に

か
ら

え

夜
は

安
ら
か

 

か

 

か

 
こ

死

え

座
に
死

 
俺

俺

 
こ

て

て

日

苦

我

子

て

要
ら

要
ら

生

て
死

苦

か
ら

て

か
ら

て

か
ら

て
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か
ら

か

か

て

子
は

て

 

数
え

程

 

数
え

程

 

数
え

生

て

 
俺

て

て

て

え
て

子

生

ら

理

は

死

ら

理

て

子

苦

に

て

か

死

に

死

苦

楽

て

 

こ
に

 

糸

方

夜

 

湖

ら

俺

子

死
は

か

生

苦

か

子

に

て

生
か

事
は

苦

か



 十二、夢幻編

に

て

事
は

か

 
は

 

俺

え

子

死
に
絶
え

事
こ

え
て

ら

生
か

飼

御

え

生

事
は
苦

苦

か

て
は

は

か

物
事
に
は

度

え
て

死

て
こ

に
矢

に
立

こ

程
苦

  

自
分

ら

 
取

え

死

は

は
苦

楽

か

え
て

死
に
て

て

て

同
時
に
手

に
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え

は

無

⻑

上
に

て

は

我
ら
は

て

え
て

無

生

理

無

生

て

か

死

生

て

か

死

ら

こ

て

に

生

て

道
理

ら

 

間
に
か

て

 
俺

に

 

か
ら
出
て
来

て
時
に

理

か
無

て
意

て

か
ら

て

か
ら

て

か
ら

て
死

か
ら

て

に

生

理

に

ら

理

は

初

か
ら

は

界

ら

ら

に
か

て

て

て

え

は

方
法

手

か

最
初
に

否

か
ら



 十二、夢幻編

子
は

優

か
ら

自
分

自
分

て

に

に

俺

か

か

俺

て
俺

死

て
俺

俺

動

手

野

野

気

こ
こ
は

場

こ

界

造

事
は

ら
こ
こ
自

自
ら

直

場

自
ら

出

に

て
に

て

場

か
ら

 

て
来

 

⻑
に

死

か
ら

俺

死

 
最

凝

て

部

 

て

 

に
生

て
て

 

て

取

え
て

 
自
分
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か

苦

て
苦

て

ら

怖

て
怖

て

ら

方

に

立

直
ら

意

て

か
落

こ

て

か

て

か

て

 

か
ら

生

方

取

て

 

界

か

 

界

に

ら

て
歩

て

て

動

て

生

て
こ

自
分

立

止

て

自
分

て
無
理

無
理

て
割

て

こ

て

え

え

事

て

 

て

事

 

事

に

ら

こ

⻑

ら

て

動

か

か

て

か
ら
こ

て

て



 十二、夢幻編

遠

て

て

遠

出

て

死

 

て

は

理

道
理

理

自

遠

て

て

俺

来

て

ら

目

閉

て

人

事

 

か

 

か

 

か
ら

て

て

 

こ

か

て

か

俺

死

死

久

か

て

法

に

に

ら

死

て

俺

て

 

こ

か

 
こ

気

こ

夜
に

こ
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死
に
て

に

来
て

に
死

に

て

て
苦

て

生

て

て

か
 

来

 

ら

は

夢

中
に

死

俺

一
部
に

事

て

か

其
夢

は

ら

か
ら

俺

律

破

俺

一
存

俺

意

こ
に

合

手
に

 
生

て

 
生

て

 

て

生

て

 

に

安

こ



 十二、夢幻編

 
生

ら
俺

ら

て

座
に
死

て
 

外
に

 

に

に

に

死

 
俺死

 

か
安
ら
か
に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

⻑

か

死

て
は

ら

か

 
手
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て

え

か

は

頼

 

事

て

て

は

 

て

は

か

 
こ

場
に

漂
流

か

 

無

に

ら

外
法

ら

ら

 
自
分

意

生
か

死

苦

て

 

集

て

ら

 

て

 

て

 

て



 十二、夢幻編

 

ら

て

生

て

て

 

て

に

こ

は

か
ら

俺

こ
こ
に

て

一
日
か

ら

場

て

か

こ

無

 
身

か
ら

出

死

 

身
か
ら

間

に

て

死

て

 
家

地

⺠

俺

て

夜

宮
に

一

有

聖

 
こ

か
ら

界
に
来

死

ら
に

会

こ

 

か
ら
こ

 

え
て

 

え
て

 

部

え
て

か

に

意

安

地

 

え
て
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か

て
は

か

死

に

て

⺠

こ

に 
理

美

里

ら
に
会
え
て

か

 

か
ら

俺

 
俺

新
生

   

か

か

て

は

か本

は



 十二、夢幻編

 

夢

て

事

 
一

か

安

に

ら

て

こ

こ

こ

 

か
ら

出

 

身

は

夢

中

割

合

て

て

こ

要
か

か

 

経

て

て

か

本

は
⻑

間

て

に

下

て

か

時
に

は

て

か

一
応

か

に

 

に

て
は

微
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て

応

応

 

微

て
は

に

は

Ｎ

こ

は

え
て

か

俺

に

日

こ

ら

え
て

て

か

に

Ｎ
は

界
最

か
ら
外

に

て

か

に

小

地

か

Ｎ
は

て

に

ら
に

生

こ

は

  

か

か

に

Ｎ
は

家
防

は



 十二、夢幻編

⺠
は

得

て
は

に
防

防

班

て

直
無
理
は

ら

生

は

え

て

一
日
に
数

度

こ

は

て

無
理

論

出

か

に
俺

こ

て

て

に

日

新

は

か

か

 

ら

 

寒

か

か

 

方

に

か
ら

寒

こ
こ

夢

中

に

度

か
ら

に
寒

ら

 

ら
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こ
に

え

⻑

法

動

に

は

 

え

て

 

え

 

て

か

か

こ
に

上上
 

上

 
上
に

 

Ｎ

因

場

に

 

地

物

て
こ

に

ら

防



 十二、夢幻編

に

か

防

  
宙
に

法

⻑

法

て

畏

地

地

対

位
置

動
か

法

Ｓ
Ｓ
Ｓ

に

応

法

て

は

に
多

老

御
身

は
一
日
に

度

え

法

は

こ

か

⻑

間

要

撃
て

ら

 

Ｎ

 

にこ

に

地
上

物

気
に

要

無

気
に

は

物

に

系

防

要
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か

は

外

ら

て

に
意

か

て

⺠
に

Ｎ
に

え

か

は
否

に

え

か
ら

て

は

か

 

こ

 
人
気

て

て

字

出

出

て

て

に

場

か
ら

は

ら

こ

か
ら
は

て

て

ら

部
か
ら

明

出
か

物

え

襲

ら
対

こ

ら

は

に

て

て

は

に
は

て

か
ら

て

は

法



 十二、夢幻編

こ

生

は

案

え

  

家
防

に

意
図

こ

は

か

か 

俺

に

て
気

て

に
死

て

 

要
ら

て

ら

て

て

え

か

 

明

か

 
俺

て

界

得

法

は

法

身

に

有

法

は

法

ら

か
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に

て

こ

度

は

ら

部
は

か

か
ら
こ

要

に

て

法

因
子

出
来
得

ら

に

位
置

ら

か

か

て

に

俺

意

か

保事

は
一

 

か

て

 

か

て

 

に

こ

俺

こ

防

事

こ

か

て

か



 十二、夢幻編

こ
に

天

こ

 

無

て

 

か

手

に

 
宙

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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 十三、新生編

 
十
三

新
生
編

 

地
伏
零
須
上
亜
御
土
升
斗
美

て

気

は

院

五

活

か
ら

て

に

⺠
か
ら

法

因
子

取

否

て

ら

ら
俺

外

て

て

て

ら

 

方
不
明
ら

は

出

法

に

て

は

我

中

理

多

生

彼

安
否

案

て

ら

か

こ
か

負

動

て

か

方



  地伏零須上亜御土升斗美

法

因
子

取

こ

出
来

理

は
て

か

か

て
俺

か

こ

か
ら

根

手
離

て

か

   

て

俺

意
に

部

て

こ
え

 

義
手

義

中
に

か

は

こ

ら

て

間
に

界
は

て

我

一

て

程
に
は

て俺

て

間
に
俺

界
に

て

俺

法

て

止

に

か



 十三、新生編

ら

ら

我

に

合

て
ら

 

捨
て
ら

て

に

地

て

身

取

 
取

て

て

か

ら

に
来
て

界

は

新

界
に

新

界

ら

こ

界

   

か

経

て

て

て

か

時

て

て

界

死

て
こ

か

ら

手
こ

て

て
こ

 

こ

か

こ

に

 

界

死
に
て

て

ら

死

て

て

え

に

 

界

に

て
新

界

て

無
理

夜

太

風

え

て

て

か

目

て
頭



  地伏零須上亜御土升斗美

 
迷

て

無

て

て

 

て

上

て

音

こ
え

 

て

て

か

て

物

 

烈

か
無

俺
に
来

て

 

え

 

薄

て

え
て

か

こ

紺

法

 

か

て

か
ら

Ｇ

Ｓ

頼

 

て

て

 

最

度

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



 十三、新生編

 
新
生

え
て

 

に

え

時
に

か

割

合

て

て

か

に

気

ら

え
て

て

に

割

合

て

か

例
え

て

法

て

割

て

合

て

 

自
身

最
初
か
ら

て

て

割

に

合

て
て

か
ら

に

割

合

分

え

分

に

ら

中

太

忍

か
ら

 
俺
に

て

 

こ

ら

か

こ

え

時

割

て

合

て

割

え

え

界
か
ら

え

  

え
て

か

に



  地伏零須上亜御土升斗美

 

え

て

 

要

物

楽
に

て

置

て

本

に

て

て

俺

ら

て

て

て

に

ら

中

 

こ
か
ら

出

 

て

ら
は

え 

か

人

て

か

Ｇ

Ｓ

 

俺

に

か

か

て

 

か

 



 十三、新生編

 

に

度

上

 

最
初

時
か
ら

 

か

て

か

 

 

て

か

て

   

Ｇ

Ｓ

か

 

身

は

生

て
新
生
か

ら

 

か

か

て

て

こ

は

水

に

て

生

立
て

て

生

無

物

来
て

久

こ

撃



  地伏零須上亜御土升斗美

て
に

て

て

か
ら

係
無

こ
 

か

は

は

事

身

に

事

は

 

ら

子

 

こ

ら

Ｎ

て

係

か
ら

 
は

意

は

ら

て

か

は

は
人

分
割
方



 十三、新生編

 

泥
直
愚
須
手
韻
虞
害
事
亜
泥
直
頼
句
土
絵
鰤
上
亜

 
宙

て

中

て

て

こ

 

因

最
深
部

外

同

か

来

か

か
ら

外

迷
宮

こ

こ

に

て

赤

来

下

て

 
こ

赤

論

紺

外
来
種

本
来

界

こ

て

か

て

こ

か
ら

界

方

て

こ

一

迷
宮

は

こ

か

因

は

物
に

気

死

か

死

ら
死

に

こ

来

ら

生

経

て

か
ら

一

界

か
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俺

間

て
こ

 

下

上

か
ら
死

動
不
能
に

一
番

に

て

ら

て

破

に

か

か

楽

 

物

に

冷

に

て

法

え

て

こ

こ

て

食

俺

て

に

か

に

て

事

て

か
ら

上
に

に

物

法

ら

か
ら

 

か
ら

て

法

 

て

意

か
ら

意

無

か

て

ら

死

死

に

死

死



 十三、新生編

意

て

 
生

て

座
に
死

死

生

え

物

死

死

 
こ

ら

て

生

て

か
ら

因

物

生

て

ら
か

こ

ら

防

て 

て

意

無

多
分

か

は

 

死

無

ら
宙

に

ら

外

か
ら

て

界

て

死

か
ら
死

意

無

か
ら
こ

て

て

生

物
に

て

え

食

て
か

 

て

ら

俺

え

え

え

生

て

か

か



  泥直愚須手韻虞害事亜泥直頼句土絵鰤上亜

ら

こ

は

 

物

一

取

出

に

 

え

て

一

字

程
目

て

か
ら

 

か

こ

迷
宮

流

に
無
理

か

一
応

造
物

食

こ

ら

に
は

か

対

え

て

手

え

ら
俺

ら

て

か
に

か

ら

法



 十三、新生編

か
ら

て

 

鼻

後

音

か 

身

か

 
こ

ら

独

法

 
迷
宮

て

て
来

数
多

一

に

ら

明
ら
か
に
迷
宮

え

こ

て

に

ら

て

 
俺

て

こ

て

か

て

こ

て

来
撃
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ら
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夜

徒

か

 

に

て

 

害

無

夜

徒
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害

無
か

か
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は
気
に

て

こ

ら
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気

立

て
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に

か
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か
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に
明
ら

か
に
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物

 

か

ら

か
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直
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か
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て

て

て

無

 

に
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に
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か
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て

に
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か

こ

ら
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は

一

久

 

自
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理
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物
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に
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ら

に
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邪
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方
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落
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ら

夜
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に
来

夜

徒

こ
こ
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に

無

に
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こ

か
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か

 

夜

て
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に
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に
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て

に
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夜
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は

に

こ
こ
か
ら
立
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界
に
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は

て

気

立
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て

理

に
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え
て

か

中

て
に
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こ
に

か

気
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え

に

か
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か
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に
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か

か

 

に
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案夜
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か
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天
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不

え
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て

て
て

 

え
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合
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出

てに

は

え
て
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は

て

ら

か
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無
理

か
ら

て
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ら

夜

徒

事
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は

こ

か

こ

俺

に

ら

え
て

か

ら
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に

に

か

て

て
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員

気

立

て

か
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無

理

て

か
ら

理

え
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夜

徒
に

こ
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こ

一

離

て

え
直

か

ら

て
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一
番

か
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え
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に
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迷

か

て

か

   

か

 
多
分

か

て

に

こ
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徒

こ

こ

て

て

て

 

か

ら

迷

か

出

 

て

は
て

 

度
こ

て
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遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

え
て

⻘

⻘

 

木

て

夜

徒

 

こ

時
に

て

て

俺
に
害
意

無

か

こ
こ

え
て

襲
か

 

⻁

 
⻑

尾

⻁

か

理

 

て

物

美

か

て

物

か
ら

人

て

最

地

ら

て

物

こ

に

て

は
木

に

我
ら

撃

て

は

対

に

て

ら

に
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は

 

か

 

か

位
か
ら

俺

位
置

て

か

か

 
俺

に
か

か
ら

ら

に

 

か

か

て

て

 

ら

え

動

水

に
か

て

に
か

方

俺
に

合

て

は

て

中

に

木

え

か

上
か

 

事

に

こ

夜

徒

て

て

存

 
こ

に

か

 

こ

か

ら

て

ら

 

上
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森

部
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え
て

こ

⻘

て
て

無

に

物

て

 

上

 

上

 
中

木

上

  

同

ら

似

⻁

に
⻑

尾

一
対

て

ら

 

合

か

⻁

て

こ

 

に

対

て

 

間
に

 
立

は

か
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て

 

て

時

て

て

 

こ
に

 

物

は
破

に
破

手

本

尾

物

 

身
に

ら

こ
に

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ
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泥
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須
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土

夜

徒て
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俺

て
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中
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か
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て
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に

ら

は

ら

 

分

て

て

 

 

後
に

て

 

直

物

て

 

子

か

 

か

 
宙

か

か
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に

て

俺

て
止

 

夜

徒

 

に

か

に
出
会
え

  

に

か

て

物

程
度

ら

こ

死

  

ら

気

俺

分
か

か
か
ら

分

夜

徒

外
に

か

か

か

て

 

似

か

 

介

こ

 



  韻地迂員泥具羅須爛土

  

か

は

 

似
て

人

物

て
こ

か

 

か
に

物

て

こ

上

て

に

か
ら

 
こ

え
て

自
分

身

に

え
移

て

て

 

似

て

て

か

 

に

物
か
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て

俺
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俺
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邪

こ

ら
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か

要

か

か
夜

徒
一

に

て

か

ら

か

か

合

か

物
ら

生
存

て

 
は

  
我

生

に

 

て

て

か

か

に

か

か

か
ら

例
え

中
に

事

  
立

⻘

身
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上

ら

て

平
気

て
こ

  
時
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愚

愚
直

こ

事

 

に

 

か
ら
に

か
ら

 

手

目

て

か

て

  

こ
に
は

は

て

上
か
ら

こ
え

 

上

 

ら

尾

 

上
か
ら
下

俺

に
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に

油

て

か

て

存
外

 

に
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事
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尾
に

多
分

ら

て

て

 

俺

死

似

え

 

ら

内

か
ら

  

て

遠

法

ら

に
対
応

物

 

か
ら

手

に

ら

 
俺

に

怖

か

か

 

 

か

こ
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え
上

 

ら

ら

え

 
俺
に

て

法

時

に

に
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死

て

俺

死
に

か
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か
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俺

こ

 
久
方
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子
に

て

 

俺
に

合

え

え

え

て

て

て

上
か
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て
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か
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に
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徒

は
初

て

こ

気
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に

て

か

か
ら
死
合

 

手

に

か
ら

   

無

 

こ
に

に
手

て

出

は

俺
に

か
ら

方

か

 

中

に

て

蛇

 

生
に

て

ら

小

論
義
手

か

か
ら

か
に

出

 
俺

亜

間

 

俺

亜

間

中
に

苦
理

俺

苦

え

こ

目
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武

俺

一
番

武

 

武

楽

か
は
理

手

て

後

 

え

 
手
に

同
時
に

こ

俺

て

か

 
俺

か
ら

立

上

に

 
こ

俺

本

か

  

か

  
薄

死

て

か

て

こ

本

 
生
身

に

こ

一

か
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に

上

 

に

こ
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死

死

に

か

え

 
俺

運

か

意

分
か
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存
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に

て
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か
ら
尾

来

て

尾

 

ら

 

流

は
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徒

死

に

死

か

 

え

死

こ
え

死
に

か

俺

死

理

に

ら
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て

事

無

苦

自

無

え

死

か
ら

死

怖

ら

て

死

に

か

ら

こ

捨
て
て

俺

こ

て

程
度
怖

て
ら

か

  

て
ら

ら

て

に

物

か

て

に

  
八

 
俺
に

義

義

 
初

か
ら

て

 
俺

か
ら

 

止

 

こ
に

外

死
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夜

徒
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ら
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て

て

気

係

か
え

義
理
は

ら

は

て

ら

食

合
え

小

輪

繰

に

は

か

か
ら

こ
に

て

撃

て

か

は

て

食
ら

度

ら

訪
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最

種
は

え
上

ら
は

一
目

俺

 

か
か
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Ｓ

中

に
手

ら
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に

ら

こ

て

え

に
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千
は
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上

 

上

て

ら

死

て

か

 

に
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手

手

ら

 

ら

撃

事

て

上

て

 

実
に

え
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に
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一
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物

 

に
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無
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撃

方
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伸

死

尾
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て

に
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太

徒

手
に

て

か
 

こ

か

に

て

か

か

 

手
に
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自

に
動
か

 

え

目

か
か
ら

出

こ

目

か

て

か

 

落
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に

か

か

 

か

か

ら

に
食

か

え
て
は

ら

時
に
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最

か

程

夜

徒

は
こ

て

か

  

に

似
て

 
多

て

に

 

一

か

に

て

後

て
こ

⻑
生

か

千
は

え

に
俺

子

子
か

夜

徒
に

意

か

か
ら

か
に
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死

て

か

 

一
応

気
に

ら

か

は

て

て

に

こ
え

て

平
和
に

こ

こ

ら

ら
俺

て

こ

死

身

に

上

て

多

ら

て

 

上

に

え

 

下

 

道

生

時

は

て
ら

  

止

て

か
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尾

部

 

に
噛

千

ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

は

 
流

に

取

か

離

取

 
流

出

液

こ

上

赤

上

て

 
俺

撃

同

か

合

不
意

 

て

程

か

こ

に
十
分

時
間

ら

我
ら

水

運

程
度

は
無

後
は
我
ら
に

こ

我
ら
一
対
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来

て

は

て

ら

 
気

え
て

 

え
て

気

か
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に

絶

対

か

か

て

て

 

来

か

方

 

無
理

 
俺
ら

手

無
理

ら

か

か

て

 

は

 

か

死
地
に
て

か

こ

負

は

か

こ

場

最

理

て

は

こ

に
夜

徒

か

気
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内
に

出

に

 

て

 

噛

死
に
て

か無
論
死
に

は

こ
こ

て

に

目

は

ら

に

 

無

噛

食
ら

て

 

 

合

内

て

俺

一
部
に

 

同

ら
に

ら

都
合

ら

こ
こ

俺
に

ら

て

か

我
ら
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下

て
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は

我
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に

て

最

無
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て

て
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置

手

出

位
置
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て

 

か

て

 

理

て

か
ら

出

に

に

ら

に

理

理

是

て
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中

一
番
美

場

て

こ

は
こ

数
多

数
多

数
多

鳴

食

破

風

徒

太

徒

に
こ

こ

は

中

は
尾

は
こ

か

安

部
食

千

か

尾

頭

食

最
後

最
後
に

食

て

 

物

理
に

て

理

に

は

食
事
か
自
ら

俺

に
習

 

か
ら

 
俺

俺

目

か

 
俺

に

に

に

食

て

は

数
千

に
昏

森

中
に

塔

生
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出

一

に
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に
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に
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天
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に
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俺

身

に
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て
来
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一

苦
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か
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に

法
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割

最
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に

か

え

 

か

て

は

否

は

座
頭
伊
豆
能
登
阿
出
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或

は

佚
能
登
沙

紫
遠

こ

は

食
事

椅
子
伊
豆
邪
止
座
頭
伏
霊
矢
不
応
身
塔
意
図
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死

は
死
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に
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に

て
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死

か
ら

こ

要

て
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無

 
無

か
ら
こ

人
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手

合

 

て

身

に
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直
に

愚

に

愚

に

 

に

身

食

 
千

か
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俺

止

に

俺

に

に

俺

に

 
生

に

生

に
食

 

に
出
て

か

 
俺



  Ｃｕｔ ｂａｃｋ ｃａｌｌ ｃｕｃｋｏｏ ｒｏｌｌ ｎｏｔ ｃａｎ

 

身

て

食
ら

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

我

て

か

ら

て

に

生

に
食

は
我
ら

久

て

我
ら
は

食

来
て

て
に
輪

か
ら

目

目

え

薄

て

て

我
ら
に

て

に

 

対

⻁

尾

⻑

⻁

 

に

に
か

か

 
森

て

か

て

森

は

我
ら

手

え

自



  韻地迂員泥具羅須爛土

か

 

に

方

目

て

ら

て

か

か

 

落
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に
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て
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に
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に

て
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て
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て
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徒
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俺
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に
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て
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軽
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は
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て

て

 

に

程
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え
て

て

て
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は
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道
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て
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て

方
法
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て
か
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て
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邪
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不
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合
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我
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ら

こ
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に

我
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え
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合

俺

間

て
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か

 
一
番

一
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理

法

物

方
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物
ら

て

に

合

 

に

て
こ

  

て
か

ら
に

て

て

か

こ
こ

遠

離

は
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理

か

ら

か

か

時

に

我
ら

人
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運

て

  

こ
生

て
か
ら
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に

我

六
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軽

か
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に
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に

方
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手

に
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手

に

か

て

か
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吠
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か
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方
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韻
地
出
伏
須
負
不
地
泥
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止

 
生
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食

 

に
食

 

か

て

か

に

て

か

か

て

え

俺

ら

え

無
理

ら

食
事

 
無
論

食

て

食

て

 

物

物

 

生
物

理

理

 
こ

界

人
間

え

Ｎ

下

か
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に

物

て

法

人

え

手
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て

食

に

て

  
食

 

に

て

か

 
俺

に
生

に
生

に

死

て

物

部

か

か
ら
こ

間
に

て

は

は

食
 

て
立

 

界
に

物

て

論

小

中

て

能

て
て

え

位

か

種

て

に
自
分

⻑
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か
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食

 
多
分

法

て

死
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て

か
ら

時
に

て

無

 

俺

 

手

物

て

て

 
負

死

生

か
ら

て

ら

は

一

か

負

て

上

て

 

こ

 
番

子

て

に

界

て

最
中
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千

ら

て
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て
 

怖
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て

て
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て
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は

か

無
  

負
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負

ら
死

て

に

て

ら

か

て

ら

て
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は

て

に

 
負

生

て
て

方

物
は

て

に

て

最

目

か
ら

 

分

無

て
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は

分

に

て

え

こ
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物
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生

落
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か
ら
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か



  Ｓｕｃｈ ｔｅｃｈ ｗｉｌｌ ｅｎｄ ｎｉｇｈｔ ｍｏｒｅ ｎｏｎｅ

 
俺
に
は

 

⻘

物

食

 

物
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時
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て
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こ

ら

て

生

て
て

 

食

 

か

こ
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に

は

こ
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法

は

こ

て

割

合

 

物
は

て

て
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こ

意

割

合
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法

物
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て

て
来

 
水
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に

目

法

に

時

身
⻑

 

部

て

俺
ら

て

か

は

物
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に

て
て

 

生
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に

こ
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は
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多
分

に
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に
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薄
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自
我
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自
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出
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に
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最
初
か
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自
我
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手

か

か
ら
か

は
夜

徒

か
ら
か

 

は

て

て

か
ら
か

こ

か

え
て
は

ら

か

俺

ら

食
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か
ら

出

 

亜

間

こ

え

に

て

直

に

て

て

安
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に
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て
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自

に

え
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て
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目
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は

目

て

 

え

 

来
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え
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物
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地
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介
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物
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に
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物
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に
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に
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襲
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に
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に
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風
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に
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に
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に
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家
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部
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に
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に
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て
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え
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て
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手
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に
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て
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死

に

か
ら

身

 

は
無

無

て

は
無

俺

か

て

は

に

 

俺

 
死

目

に

て

か

て

こ

て

  
こ

ら
は

本
気

 

て

て

  
死
に

死

直

  

最
後

 

ら

生
え
て
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て

俺

頭
に

て

直

に

 

零

 

俺
は

 

て

 

死

に

 

は

物
に

俺

 
本

に

 

物
に

て
か
ら

本

に

 

て

か

か

か

気

か

て

 

子
に

て

て

て

 

食

界

に



  韻地出伏須負不地泥伏不俺止

て 

身

に

   

か

 

に

こ
は

  
俺

根
無

て

物

  

か

て

 

 

に

物

物
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て

に

食

食

て

か
ら

 
亜

間

か
ら

物

取

出

 

最

我

て

に

て

場

食

か

て

食

ら

一

に

て
無
理

 
こ

会

に

て

か

 
多
分

て

俺

て

自

は

か
ら

得

て



  韻地出伏須負不地泥伏不俺止

 

物

て

か

て
て

て

て

 

こ

俺

に
座

て

  

か

 

 

か

 
俺

間
に

か

て
て

こ
こ
に

て
来

て
こ

死

ら

は

て
事

か

に

え
て

に

流

は

て

か

 
明
日
明
後
日

ら

は
一

に

て

に

 

え
て

か

か

ら

て

か

て

こ

立

直

え
て

は

否

か

 
夜
に

物

一

 

否

死

物
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か
て

俺

 
時
間
は
有

に

 
こ

場

こ

に

て

 

物
に

て

か

 

か

は

に

方

か
ら

こ

係

か

⻑

夜

て

 

に

て

 

て

気
絶

外

自
分
か
ら

て
こ

か
ら

 

て

夜

て

⻑

 

て

か

 

冷

は
無
事
に

界
か
ら
出
ら

か

は
安
藤

は

Ｎ
は

  

か

事

え



  韻地出伏須負不地泥伏不俺止

 
俺

夜
に

て

 

 

事

部

て

一

無

俺

夜
に

は
夜
に

一

 

界

 

は

 
彼

に

物

 

子

唄

に

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

か物

て

て
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方

か

多
分

食

に

目

物

は

て

 

無

 
多
分

は

こ
え
て

て

か

か

て

て

か

界

は

て

に

こ
え
て

か 
俺

同

か

多

こ

て

物
こ

来
て

法

 
一
応

て



  韻地出伏須負不地泥伏不俺止

 
こ

て

離

て

か

 

か

て

か

は

こ

  
こ

は

て

有

か

こ
  

は

 

か

死

物

上

難

か

 

亜

間

物

こ

に
手

に
出

て
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被

亜

間

に

か

て

日

方

か

こ

に

て

か
ら
か

日

て

こ

て

こ

ら

場

に

 

に

ら

場

 

か

 

に
来
て

 

て

 

 

 

   

こ

か
に

俺
自

動

こ

物

え
て

て

て

て

 



  韻地出伏須負不地泥伏不俺止

俺

て

 

こ
え
て

 

か

日

は

て

て

気

不

か

ら

て

て

俺

に

物

ら

て

て
自

ら

理

に
は
無
理
か

無
理

   

輪

て

に

 

か

て

は

か
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は

は

人
間

か

外 

こ

こ

て

ら

か

 

こ

人
間

て

無

 

生

て

Ｎ

外
に

法

合

て

ら

ら

 

Ｎ
に

場

か

 

か

か

多
分

 
多
分

か

方

か

方

自

か

て

か

多

分

に

て

 

か

 
こ

子
連

て

 

無
理

止

に
止



  韻地出伏須負不地泥伏不俺止

手
に
子

て

え

自

無

 

か

法

合

こ
に

て
多
分

物
に

連

ら

出

て

手
に

て

て

こ

か
ら
修

 

は

は

て

物

は

て

か
ら

か
ら

て

無

 

て

  

て

て

自
分

え

か

 

に
対

出
来

て

え

か

 

は

気
に

意

か

ら

か

事



  Ｓｕｃｈ ｔｅｃｈ ｗｉｌｌ ｅｎｄ ｎｉｇｈｔ ｍｏｒｅ ｎｏｎｅ

 

は

て

こ

か
ら

て

音

に

多
分
無
理

 
こ

て

 

同

人

 

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 

畏
怖
訪
藤
有
似
井
戸
伊
豆
紺
⻁
韻
泥
系
手
取

 

は

新

 

は

に

十
倍

物

遭
遇

に

物

か
ら
か

か
ら

多

分

か
ら
は

出
て

  

法

は

本
人

て

か
ら

法

て

頭
に

か

か
ら

こ
に
間

無

 

は

御

か

て

こ

意
外

意
外
割
合

上
手

こ

御

て

か

て

ら

外

意

疎

こ

は

俺
か
ら

え
て

こ

は

て
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に

字

ら

手
上

 

物

て

ら

て

て

 

に

食

て

に
集

て

 

俺

霊
か

か

て

に

て

最
中

こ

円

 
死

気

気

に

て

ら

に

⻑

 

死

に

ら

輪

か

 

て

て

 

こ
に

 

て

ら

迎
え

 

か

に
身

人



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 

法

こ
に

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

  

て

手
間

こ

 

に

夏

て

 

こ

は

に

位

人

保

一

伐

深

は

え

員

え

 

Ｎ

法

 

え

無

ら

Ｎ

法

員

て

か

ら

こ

人

事

て
こ

 

人

え

て

て

ら

間
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法

合

て

 

Ｎ
に

に

因
縁

て

ら

事

否

か

は

に

こ

か

 

に

迎
え
時

て

こ

こ

こ

 

遥
か
に

こ

運

 

は

死
に

運

に

か

て

こ

水

気
に
流
水
系

法

て

初

て

生

流
水

ら

初上

て

 

気

事

て

ら

割

 
水

上

か
ら
来

不
可

こ

円



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

か

こ

気
に

 

多
分

人

 

一
撃

取

 

こ
か

 
防

に

は

 
亜

間

出

止

 

ら

出

編

て

か

実

は

え

に

法

か

 

て

 

無

こ

ら
多
分
人
間

Ｎ
に

て

法

俺

に

法

因
子

ら

 

か
ら

て

ら
こ

一
番

 

間

楽

か

か
最

一
番
平
和

時
間

気
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か

会
え

ら

て

 

 
手

俺

に
立

 

て

事

は

一

に

時
間

か

か
ら

て

て

か

 

独
に

か

は

物

物
にに

は

か
ら

こ

か

物
は

法

人
間

食

 

 

か
ら

こ

に
来
て

 
亜

間

か
ら

物

取

出

  
俺

こ

か

に
地

中

て

か



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

水

 
水

に

に

に

動 

優

て

水

て

度

か

ら

冷

気
て

て

 

 

冷
て

か

 

法

水

て

か

人

事

て

利

法

は

か

て
て

俺
に
絶

て
俺

て

物
に

か

て

法

に

事

て
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俺

に

か
ら

 

手

て

て
動

 

不
可

俺

間
に

 
え

 
防
御
系

こ

て
え

か

に

か

下
か
ら

上

て

か

こ

防

 

か

て
手

撃
に

え

か

か
は

ら

こ

小

子

俺

て

こ

子

地

連

に

て

物

て

ら

て



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 

法
か

は

か

 

出

に

て

離

法

動
は
可
能

多
分

法

に

て

か

ら

か

 

に

撃

て

似
亜

間

こ

一

に

て

立
て
直

子

保

は

 

法

て

  

俺

伐

か
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怖

怖

ら
こ
か

て

ら

か

 

出

出

 

て

手

中
に

て

不

止

か
ら

て

野

員

 

こ

か
ら

 

撃

我

て

 

え
て

水

法

か

に

法

は

法

て

て

て

中
か
ら

出

て

に

て

遠

 
俺

止

て

て

法

は

法

負

て

柔
道



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

に

ら

か
ら

 
最
後
に
円

法

は

遠

こ
に

て

 

こ

か

 

か

手

法

気
か

死
に

て

か

来
夜
目
琉

物

井
伊
明
日
尾
伏

死
遠

 

明

無

実
に
輪

止

て

に

て

風

 

に

水

ら

連

て

 

界

初

て

一
撃

か

て

食

て

て

ら

 

ら

ら

員

て

 

生

か

か

ら

 

て

て

ら
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印

置

て

こ

に

て

か

え
て
動

て

俺

て

法

 

え

 

事

て

 
一
番

法

俺

業

法

無

に

て

物

て

に

て

ら
こ

 

法

法

え
て

か

か
ら

方

て
こ

か

に
来
て

 
最

俺

は

に

て
て

は

に

法

物

存

て

て

場
合

俺

て

か

 

ら
に

に

居
場

無

俺

一

に

て

無
理

俺

こ

て



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

は

時
間
は

か
ら

気
中

度

下

て

か

無

 
時
間

て

に
こ

事

 

か
ら
一

王

ら
に

 

法

事

に

て
ら

遠

こ

こ

て

人

て
こ

場

て

界

人

か

は

に

て

子

て

こ

か
ら

は

は

物

に

ら

物

無

 
会

に

て

 
俺

手
に

て

て
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え
て

か

頭

中

 

に
か

か
に

こ
こ
に
は

ら

て

事
実
か

 

法

合

て

こ
に

取

て

ら

え
ら

法

て

頼

か

法

初
日

 

て

俺

か

 
こ

水

か

か

か
休

こ

こ

休

こ

ら

か

ら

流

に

こ

連

て

 
か

て

に
出

 



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 

俺

子

て

 

に

法

尾

て

て
置

て

 

出
来
上

て
か

 

落
に

 
は

 

寝

 
捨
て

に
捨
て

か

 

か

  

遠

ｔ
ｅ

ｔ

吠
え
は
遥
か
彼
方
に

ｔ
ｅ

ｔ

 

後

に

太

徒

明

渡

は

て
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明

渡

て

 

は
こ

数

人

て

か

か

ら

て

 

て

法

物
に

え

て

 

場

こ

事
自

物

こ

こ

ら

に

て

無

 

に
俺

霊

て

 

こ
こ

物
に
食

て

理

俺

こ

界

自

 

て
て

こ

に

て

ら

か

太

徒

我
ら

食

ら
か

て

 

ら

に

て

物

食

ら



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 

か
ら

俺

ら
は

我
は

て

こ

ら
に

は

我

か

食

応
え

か

 

物

 

は
多
分

か

ら

は
一

一

一

物

て

え

王

 
俺

人

後
に

法

人

 
は

  
俺

に

て

て

難

か
ら

こ

無
理

て

は

夜

に

物

糸
伊
豆
阿
止
理
負
不
伏
零
矢
堕
千
経
度
戸
地
内
途
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出

に

か

 

死

死

死

死

に

に

え

死

無

死

死
遠
藍
出
内
沙

紫
遠

 

中

 

に

水

て

か

ら

気
に

て

え

 

鳴

上

 
同
時
に

赤

落

て

取

に

ら

は

死

死
に
置

 

界

に

法

こ

て

は

要
ら

無
論

 



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 

ら

 

て

 

気

食

て

初

て

生

に

か

食

食

事

 

物

て

か

に

に

に
こ

地

初

に
か

生
存

負

か 
に

て

は

間
に

て

 

取

て

王

後

に

て

 

部

食

て

に

て

て

一

上
に
上

に

舞

 

ら

無

食
事
時

一
番

目

か

か
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経
て

て

か

こ

法

に

方

て

 

か

法

法

か

 

介
は

連

ら

二

 

に

 

て

 

に

て

か

三

て

水泥
 



  畏怖訪藤有似井戸伊豆紺⻁韻泥系手取

 
は
は

 

無
音

法

俺

食
事
中

て

撃

ら

御

字

無
理

か

て

は

ら

割

目
印

 

こ

か

て

ら

て

は

身

て

こ
に

座

こ

 

に

か

て
水

泥

印

出
来
上

連

 

て

ら

か
ら

て

能

風

こ

て

ら

中
に
閉

て

亜

間

ら

ら

出

て

 
俺

て
地

に

て

多
分

 
こ
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外

ら
出
ら

こ

は
こ

に

内
に
離

こ

子

安

最
優

  
案
外

か

立
て
直

来

か

 

に
絶

会
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に
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軽
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か
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気
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落
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に
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に
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迷
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に
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に
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不
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地
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一
番
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度

意

え

手

上

上
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こ
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同
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意
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か

て

こ

に
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彼

撃
手

は
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こ
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字
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一

事
無

て
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に

え
て
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え
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に
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え
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は

に
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度
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俺

か
ら

出
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に

ら
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⻑
時
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位

死

か

て

撃
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離

度

か
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位
置
に

て
か
ら

撃

て
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え
に

は
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に

動
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間
に

死

 

一

に

て
彼
方

流

て

無
論
移
動

て

は
俺

は
動

て

 

に
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中

 

出

度

中

て

に
彼

動

は
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時
間
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防

に

法

て
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尾

は

立

か
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に

か
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実
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絶
対
に
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理

か
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油

て

 
尾

俺
に

下

て

て
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自
身
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絶

こ

事
実

 
俺
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御
に

て

て

え

に

手

上

て

て

 

程

自
分

尾

に

て
事
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遠

 

界

に

法
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界

て

て
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て

理

て

え

俺
に

て

て

か
ら

か

え
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時
は
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は

実
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か

て

意

て



  参朽不応地身要流

か
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は

て
て

か
ら
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て

か
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一
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は

烈
に

 
手
数
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方
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⻑
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て
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に
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鼻
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こ
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こ
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て

に
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か

か

 

 
気
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目

に

に

か
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意
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か
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時

間

か
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か

目
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か
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怖
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は
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は
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千
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ら
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理
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は
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生

て

て
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に

夜

徒
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意
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こ
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に
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中
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に
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に
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死
遠

 

に

鳴

は

は

か

て
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に

こ

は
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は

ら

 

こ

て

自
分
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得

は

ら

こ

ら

 

は
自
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て
例
外

は

か
ら
こ

絶
対
に

て
こ

て

  
一

俺
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自
分

目

 

生
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出
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か

 

て

に
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こ

か
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物

て

て

 

て

意
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は

実
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て
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か

ら

こ

て

 
こ

一

  

身

か

て

界

 

に
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に

て
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に

て

 
俺

手
に
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に
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に
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に

一

糸
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豆
阿
派
⻘
磁
負
不
伏
零
矢
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千
経
度
戸
地
内
途
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か
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に
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手
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に

て
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は
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こ

界

初
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か
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こ
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に

て

来

破

に

実
に

て

て

彼

破

て
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無
理
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自
身
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彼

自
身

自
身

ら
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に

来
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に
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遠
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吠
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遥
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方
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ｔ
ｅ
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身

は
こ

こ

事

 
自
ら

一

 
自
ら

に
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一

 

て

か

え
て

か
ら

頼

か

俺

食

て

俺

負

て

か

 
物
分
か

に

苦

か
出
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同

身
に

界

食
ら

て
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て
生

て

て

死

こ

に

て

か
ら

死

実
に

 

て

て

は

物

夜

徒
は

に
は

一
応
楽

て

最

食
え

  
冷

界

方

か
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は
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か
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に
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に
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て
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に
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事

  

に
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に
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ら

か

に

気
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て
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こ
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に
か
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無

出
て

て
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か

に

に

食

ら

て
数
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て

に

て

数
百

地
上
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百
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て
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て
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て
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て
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て
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は

て

は
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に
死

苦

て
苦

て
楽
に

て
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一
度
苦

来
て

死

は
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内
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に

て

こ
に

て

て

て

に
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目

か
ら

こ

こ
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て
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後
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夜

徒
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手

要
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生

太

徒
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徒

は
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は
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理
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一
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要
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は

て
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に
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に
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に
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死
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	　一、演習編
	　1.泡羅止頬伏筈兎修道.
	　2.藍飼育因尾自防頬伏.
	　3.舞判杏鳶否太掬伏絵鰤寝具阿伏.
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	　8.有鈍戸羽生登内.鈍戸能死.
	　9.鼻腔図湯阿週根巣伊豆湯上止連虞須.
	　10.糸伊豆阿派青磁負不伏零矢堕千経度戸地内途.

	　四、迷宮編
	　11.藍最後尾夜有.
	　12.沙栗符哀須絵鰤寝具符応澄無.
	　13.意分畏怖侠絵鰤寝具,藍侠戸椎糸.
	　14.間軸伊豆和宙鵜恩戸塔吏部.
	　15.藍日亜土湯上薄井栖.

	　五、休養編
	　16.鈍斗業是亜.
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	　18.是亜伊豆脳泥符阿連須尾藤韻武最後笛身安堵符阿椅子.
	　19.織座頭亜上佚伊豆阿佐渡笛意図.

	　六、造物編
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	　28.鈍斗聖絵鰊虞液止羅.
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	　29.其有亞是阿.
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	　38.風呂無絵鰤湾図歩印途負不謬,有阿有.
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	　1.to be ｄｅａｄ ｗｉｔｃｈ.
	　42.亜柔微義人倶.
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	　2.Ａｒｅ ｃｕｔｅ ｓｕｃｈ ｒｅａｌ ｓｈｉｎｅ ｔｈｅ ｔｏｏ.
	　47.上琉噛無.
	　48.有阿平土其烈低区阿部湖.
	　49.藍羅部有,案泥椅子我琉.
	　50.亜有佐渡上下韻?

	　3.Ｃｕｔ ｇｕｙ at ｋｉｃｋ no ｓｈｏｕｌｄ ｎｏｗ.
	　51.同訪藤有迂遠徒,明日有迂遠徒.
	　52.実酸扉栖端出印倶.
	　53.夏油是夢,舞頬伏.
	　54.頼符得玖珠天紫遠.
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	　4.Ｇｅｔ ｋｉｃｋ ｔｏｕｃｈ.
	　56.例歩音.（登場人物紹介）
	　57.有羽生符哀鳴位噛無会疎,地阿歩止琉負不地参.
	　58.有侠同糸.
	　59.地参安堵迂員弩上亜羅伏度員地内途.

	　5.Ｃｕｔ ｃａｌｌ ｇｕｔｓ ａｌｌ ｔｗｉｎ ｔａｉｌ ｃｏｏｌ.
	　60.上亜是阿柚弩塔微.
	　61.蘭酢琉地蔵独活.
	　62.地寧場明媚地出微琉.
	　63.畏怖藍泥井鈍斗案堕酢端弩,藍麻糸羽生豆法被唖.
	　64.藍吏部塔出須.
	　65.阿鰤譜羅須閉徒.

	　十一、移項編
	　66.藍夢能登韻垂例須手取.
	　67.藍夢沙伏頼頭土倍地羅運動野伊豆.
	　68.藍迂遠斗塔羽生阿番食和絵都. / 地番食和絵都負不地出土初琉微鍬家都. / 殊蟻.
	　69.意例唄連都.
	　70.藍阿度三都.

	　十二、夢幻編
	　71.法被場須禰,百木長.
	　72.合歓負不葦江須.
	　73.侠有阿符阿夢糸?
	　74.御地猛忍具負不出民寧紫遠.

	　十三、新生編
	　75.地伏零須上亜御土升斗美.
	　76.泥直愚須手韻虞害事亜泥直頼句土絵鰤上亜.
	　77.阿保皆棒邪居蟻.
	　78.佐渡理,有亜吏部韻虞寸.

	　6.Ｃｕｔ ｂａｃｋ to ｃａｌｌ ｃｕｃｋｏｏ ｒｏｌｌ ｎｏｔ ｃａｎ re.
	　79.泡円徒例須徳霊邪脳途
	　80.吠得流存具円昏夜土韻地割琉度
	　81.後地簿富負不濁安堵樵土魚多.
	　82.韻地迂員泥具羅須爛土.

	　7.Ｓｕｃｈ ｔｅｃｈ ｗｉｌｌ ｅｎｄ ｎｉｇｈｔ ｍｏｒｅ ｎｏｎｅ.
	　83.韻地出伏須負不地泥伏不俺止.
	　84.畏怖訪藤有似井戸伊豆紺虎韻泥系手取.
	　85.侘居琉土負不伏炉不破椎.
	　86.噛夢風呂無阿符阿安堵気途炉止似浴微椅.

	　8.Ｎｅｅｄ ｃｏｕｌｄ no ｔｅｃｈ ｍｏｒｅ ｃａｌｉｓｔａ in.
	　87.彼地伊豆買雲垂赤媒裁字蟻.
	　88.其藍頬伏.
	　89.参朽不応地身要流.
	　90.迂遠保歪斗伽地図亜伏初頭部楽.


